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『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一七
雲
居
道
膺
章
・
曹
山
本
寂
章
訓
註

景
徳
伝
灯
録
研
究
会

前
言

禅
文
化
研
究
所
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
研
究
会
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
り
、
隔
月
に
一
回
、
年
六
回
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、『
景
徳
伝
灯
録
』
三
（
巻
第
七
・
八
・
九
）（
一
九
九
三
年
三
月
）、『
景
徳
伝
灯
録
』
四
（
巻
第
一

〇
・
一
一
・
一
二
）（
一
九
九
七
年
一
月
）、『
景
徳
伝
灯
録
』
五
（
巻
第
一
三
・
一
四
・
一
五
）（
二
〇
一
三
年
二
月
）
を
会
読
成

果
と
し
て
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
巻
一
六
の
会
読
を
終
え
、
現
在
は
巻
一
七
後
半
の
章
の
会
読
を
行
っ

て
い
る
。
研
究
所
の
編
集
方
針
に
よ
っ
て
、
巻
一
六
・
一
七
・
一
八
を
『
景
徳
伝
灯
録
』
六
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
は
か
な
り
先
の
こ
と
で
あ
る
。
雲
居
と
曹
山
は
曹
洞
宗
の
淵
源
に
な
る
重
要
な
祖
師
で
あ
る
が
、
そ
の
禅
に
つ
い

て
の
研
究
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
訓
注
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
世
に
問
う
こ
と
と
し
た
。
も
と
よ
り
収
録
さ
れ

て
い
る
す
べ
て
の
則
が
十
分
に
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
分
か
ら
ず
に
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
訓
注
が
ス
テ
ッ

プ
に
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
十
全
な
解
明
に
す
す
め
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
訓
注
は
二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日
よ
り
二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日
ま
で
の
一
二
回
の
研
究
会
に
お
い
て
、
西
口
が
提
出
し
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た
訓
注
の
資
料
に
対
す
る
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
西
口
が
定
稿
化
し
た
も
の
を
、
衣
川
が
再
検
討
し
て
成
っ
た

も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
参
加
者
は
、
三
浦
國
雄
、
末
木
文
美
士
、
下
定
雅
弘
、
土
屋
昌
明
、
松
岡
由
香
子
、
古
勝
亮
、
久

保
讓
、
呉
進
幹
、
雷
漢
卿
、Ingrid V

era

、
林
芬
妙
の
諸
氏
（
順
不
同
）
と
衣
川
賢
次
・
西
口
芳
男
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
研
究
会
の
班
員
で
あ
っ
た
古
勝
亮
氏
は
、
京
都
大
学
に
博
士
論
文
を
提
出
し
て
間
も
な
く
、
く
も
膜
下
出
血
に

よ
り
二
〇
一
七
年
四
月
一
五
日
、
享
年
三
九
で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
こ
こ
ろ
よ
り
冥
福
を
祈

り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
六
日　
　
　

景
徳
伝
灯
録
研
究
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣
川
賢
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
口
芳
男

［
凡
例
］

一
、
本
訓
注
は
禅
文
化
研
究
所
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
の
会
読
成
果
で
あ
る
。

二
、 

訓
注
の
底
本
は
東
寺
経
蔵
の
北
宋
東
禅
寺
版
一
切
経
に
収
め
る
『
景
徳
伝
灯
録
』（
禅
文
化
研
究
所
「
基
本
典
籍
叢
刊
」

影
印
本
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
を
用
い
た
。
底
本
原
文
の
異
体
字
・
俗
字
は
旧
字
体
に
改
め
、
訓
読
・
注
釈
は
常
用
漢
字

を
用
い
た
。

三
、 

底
本
原
文
の
字
句
を
訂
し
た
場
合
は
そ
の
理
由
を
注
記
し
、
各
文
献
と
の
間
に
内
容
及
び
字
句
の
重
要
な
異
同
が
見
ら

れ
る
も
の
も
注
記
し
た
。

四
、
各
章
は
分
段
し
、
各
則
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
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［
目
次
］

雲
居
道
膺
章

一
、	
行
歴

二
、	
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

三
、	

洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
祖
師
意
と
は

四
、	

洞
山
と
の
問
答
（
3
）
─
─
慧
思
和
尚
、
倭
国
に
生
ま
れ
る

五
、	

洞
山
と
の
問
答
（
4
）
─
─
ど
の
山
が
住
す
る
に
値
す
る
か

六
、	

洞
山
と
の
問
答
（
5
）
─
─
川
を
渡
る

七
、	

洞
山
と
の
問
答
（
6
）
─
─
弥
勒
は
ど
こ
に
い
る
か

八
、	

洞
山
と
の
問
答
（
7
）
─
─
合
醬

九
、	

洞
山
と
の
問
答
（
8
）
─
─
大
闡
提
人
の
孝
養

一
〇
、
三
峰
と
雲
居
山
に
住
す

一
一
、
上
堂
─
─
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り

一
二
、
沙
門
と
し
て
最
も
大
事
な
こ
と

一
三
、
仏
祖
に
ど
の
よ
う
な
修
行
の
階
梯
が
あ
る
か

一
四
、
古
路 

人
に
逢
わ
ず

一
五
、
可
観
上
座
の
参
問

一
六
、
癢
和
を
擲
つ

一
七
、
処
徳
を
呼
ん
で
き
て
く
れ
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一
八
、
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す

一
九
、
向
上
人
の
行
履

二
〇
、
朝
打
三
千
、
暮
打
八
百

二
一
、
羚
羊
挂
角

二
二
、
影
と
本
身

二
三
、
帰
郷

二
四
、
仏
陀
波
利

二
五
、
仏
法
を
学
ぶ
人
は
釘
鉄
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

二
六
、
経
典
読
誦
の
功
徳

二
七
、
香
積
飯

二
八
、
経
を
念と

な

え
て
い
る
者
は
何
と
い
う
経
か

二
九
、
孤
迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時

三
〇
、
何
が
か
く
も
言
い
難
い
の
か

三
一
、
明
眼
の
人
の
眼
は
漆
の
よ
う
に
黒
い

三
二
、
世
尊
の
密
語

三
三
、
生
ま
れ
た
と
た
ん
ど
う
し
て
有
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

三
四
、
示
衆

三
五
、
示
寂
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曹
山
本
寂
章

一
、	

行
録

二
、	
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

三
、	
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
不
変
異
の
処
に
去
る

四
、	

曹
山
・
荷
玉
山
に
居
す

五
、	

万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者

六
、	

眉
と
目

七
、	

托
子
を
提
起
す

八
、	

幻
と
真

九
、	

常
在
底
の
人

一
〇
、
清
鋭
孤
貧

一
一
、
類
と
異

一
二
、
鏡
清
の
参
問
─
─
清
虚
の
理

一
三
、
改
易
せ
ざ
る
底
の
人

一
四
、
人
人
尽
く
有
り

一
五
、
魯
祖
面
壁

一
六
、
地
に
倒
れ
な
ば
地
に
よ
り
て
起
つ

一
七
、
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず

一
八
、
句
を
呈
し
て
問
難
し
て
は
な
ら
ぬ
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一
九
、
無
言
に
し
て
如
何
が
顕あ

ら

わ
さ
ん

二
〇
、
日
未
だ
出
で
ざ
る
時

二
一
、
掃
地

二
二
、
禅
定
に
あ
っ
て
香
象
の
渡
河
を
聞
く

二
三
、
蠱
毒
の
郷
の
家
で
は
一
滴
の
水
も
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ

二
四
、
法
身
主

二
五
、
常
に
未
聞
を
聞
く

二
六
、
国
内
に
剣
を
按か

ま

う
る
者

二
七
、
一
牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ず

二
八
、
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者

二
九
、
薬
山
の
年
は
多
少
ぞ

三
〇
、
填
溝
塞
壑

三
一
、
如
何
な
る
か
是
れ
師
子

三
二
、
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う

三
三
、
枯
木
龍
吟

三
四
、
洞
山
五
位
を
銓
量
す

三
五
、
示
寂
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洪
州
雲
居
道
膺
禅
師

〔
一
〕
行
歴

洪
州
雲
居
道
膺
禪
師
，
幽
州
玉
田
人
也
，
姓
王
氏
。
童
丱
依
師
稟
教
，
二
十
五
受
具
於
范
陽
延
壽
寺
。
本
師
令
習
聲
聞

篇
聚
，
乃
歎
曰
：
「
大
丈
夫
豈
可
桎
梏
於
律
儀
邪
！
」
乃
去
，
詣
翠
微
山
問
道
。
經
三
載
，
有
雲
遊
僧
，
自
豫
章
來
，
盛
稱

洞
山
价
禪
師
法
席
，
師
遂
造
焉
。

＊

洪①�

州
雲
居
の
道②�

膺
禅
師
は
、
幽③�

州
玉
田
の
人
な
り
、
姓
は
王
氏
。
童④�

丱
に
し
て
師
に
依
り
て
教
え
を
稟う

け
、
二
十
五
に

し
て
范⑤�

陽
延
寿
寺
に
受
具
す
。
本
師
、
声
聞
の
篇⑥

ひ
ん
じ
ゅ聚

を
習
わ
し
む
る
に
、
乃
ち
歎な

げ

き
て
曰
く
、「
大⑦�

丈
夫
、
豈
に
律
儀
に
桎

梏
せ
ら
る
可
け
ん
や
。」
乃
ち
去
っ
て
、
翠⑧�

微
山
に
詣
り
て
道
を
問
う
。
三⑨�

載
を
経
る
に
、
雲
遊
の
僧
有
り
、
豫
章
自よ

り

来き
た

っ
て
、
盛
ん
に
洞
山
价
禅
師
の
法
席
を
称た

た

う
、
師
遂
に
焉こ

こ

に
造い

た

る
。

＊

①
洪
州
雲
居　

江
西
省
永
修
県
西
南
三
〇
里
に
雲
居
山
が
あ
り
、
山
中
に
雲
居
寺
が
あ
る
。
高
僧
道
容
（
伝
未
詳
）
が
元

和
中
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
に
開
創
し
、
そ
の
徒
の
全
慶
・
全
誨
（
共
に
伝
未
詳
）
が
続
い
て
住
し
た
。
中
和
の
歳
（
八
八
一

～
八
八
五
）
道
膺
禅
師
が
こ
こ
に
居
し
、
南
平
王
鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
の
帰
依
を
受
け
、
龍
昌
禅
院
の
額
を
賜
う
。
以
後
、

道
簡
・
道
昌
・
懐
岳
・
徳
縁
・
懐
満
・
智
深
（
以
上
は
雲
居
道
膺
系
）・
清
錫
・
義
能
・
義
徳
・
道
済
（
九
二
九
～
九
九
七
）・

契
環
（
以
上
は
法
眼
宗
）
と
受
け
継
が
れ
、
大
中
祥
符
元
年
（
一
〇
〇
八
）
に
真
如
禅
院
の
額
を
賜
う
。
晏
殊
（
九
九
一
～
一

〇
五
五
）
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」（『
雲
居
山
志
』
巻
七
、『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第
二
輯
第
一
五
冊
所
収
、
石
井
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修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
附
録
資
料
篇
に
訳
注
が
あ
る
）。

『
大
明
一
統
志
』
巻
五
二
南
康
府
、「
雲
居
山
は
建
昌
県
西
南
三
十
里
に
在
り
。
其
の
山
は
紆

ま
が
り
く
ね回

っ
て
峻
極
、
上
に
は
常

に
雲
出
づ
、
故
に
雲
居
と
名
づ
け
、
一
に
欧
山
と
名
づ
く
。」

②
道
膺
禪
師　

？
～
九
〇
二
。『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻

八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
雲
居
条
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
等
に
略
伝
・
問
答
語

句
を
録
す
。
ま
た
唐
僧
元
偉
撰
『
雲
居
和
尚
示
化
実
録
』
一
巻
（『
崇
文
総
目
』
巻
一
〇
、『
通
志
』
巻
六
七
）、『
雲
居
弘

覚
禅
師
語
録
』（
釈
慧
洪
『
石
門
文
字
禅
』
巻
二
五
）
が
あ
っ
た
が
伝
存
し
な
い
。

③
幽
州
玉
田
人
也　

河
北
省
玉
田
県
の
出
身
。『
祖
堂
集
』
は
「
幽
州
薊
門
玉
田
人
」、『
宋
高
僧
伝
』
は
「
薊
門
玉
田
人
」

に
作
る
。『
旧
唐
書
』
巻
三
九
地
理
二
・
河
北
道
薊
州
条
、「
玉
田
は
漢
の
無
終
県
、
右
北
平
郡
に
属
す
。
乾
封
二
年
（
六

六
七
）
廃
さ
れ
た
無
終
県
に
置
き
、
無
終
と
名
づ
け
、
幽
州
に
属
す
。
万
歳
通
天
二
年
（
六
九
七
）、
改
め
て
玉
田
県
と

為
す
。
…
…
（
開
元
）
十
一
年
（
七
二
三
）、［
又
た
還
し
て
幽
州
に
属
す
。
十
八
年
］
又
た
薊
州
に
属
す
。」（
な
お
［　

］

は
中
華
書
局
本
校
勘
記
〔
八
二
〕
に
拠
っ
た
）。

④
童
丱
依
師
稟
教　

丱あ
げ
ま
き角

の
子
供
の
こ
ろ
に
師
に
つ
い
て
仏
教
を
習
う
。『
祖
堂
集
』
は
「
師
居
齠
齔
，
岐
嶷
生
知
，
匪
狎

竹
馬
之
朋
，
卓
有
乗
羊
之
誉
。」（
師
は
歯
が
抜
け
か
わ
る
こ
ろ
よ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
賢
さ
で
、
幼
友
達
と
親

し
く
遊
ぶ
こ
と
な
く
、
そ
の
容
姿
は
抜
き
ん
出
て
い
た
。）「
乗
羊
之
誉
」
は
『
蒙
求
』
衞
玠
羊
車
に
「
晋
書
：
衞
玠
は
総あ

げ
ま
き角

に
し
て
羊
車
に
乗
り
て
市
に
入
る
に
、
見
る
者
は
以
て
玉
人
と
為
す
」
と
あ
り
、
容
姿
の
美
し
い
人
の
こ
と
。

『
宋
高
僧
伝
』
は
「
生
而
特
異
，
神
彩
朗
然
，
処
於
童
丱
，
崆
峒
稟
気
。
宿
心
抜
俗
，
争
離
火
宅
之
門
；
拭
目
尋
師
，
遂

摂
鍛
金
之
子
。
師
授
経
法
，
誦
徹
復
求
。」（
生
ま
れ
な
が
ら
に
抜
き
ん
出
て
お
り
、
容
姿
が
す
ぐ
れ
、
童
子
の
こ
ろ
か
ら
広
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大
な
気
性
を
も
っ
て
い
た
。
か
ね
て
よ
り
出
家
の
志
が
あ
り
、
ど
う
し
て
い
つ
ま
で
も
迷
い
の
世
俗
に
お
ら
れ
よ
う
か
と
、
目

を
拭
っ
て
師
を
探
し
も
と
め
、
遂
に
鍛
金
の
師
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
師
が
経
典
を
授
け
る
と
、
す
っ
か
り
憶
え
て
ま
た
求
め

た
。）

『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
児
稚
中
，
骨
気
深
穏
，
言
少
理
多
。」（
幼
い
こ
ろ
よ
り
、
人
柄
は
お
だ
や
か
で
、
も
の
静
か
だ
っ
た

が
、
言
え
ば
理
に
か
な
っ
て
い
た
。）

⑤
范
陽
延
寿
寺　
『（
乾
隆
）
大
清
一
統
志
』
巻
二
九
遵
化
州
寺
観
条
、「
延
寿
寺
は
州
の
西
北
十
八
里
に
在
り
。
相
伝
う
る

に
、
唐
太
宗
の
寿

た
ん
し
ょ
う
び

辰
、
蘭
若
に
幸
し
、
尉
遅
敬
徳
を
遣
わ
し
て
寺
と
為
す
と
。
明
洪
武
の
間
に
修
す
。」
遵
化
州
は
唐
代

の
薊
州
の
地
。
范
陽
は
幽
州
の
地
。『
宋
高
僧
伝
』
は
二
五
歳
で
受
戒
し
た
理
由
を
「
年
偶
蹉
跎
（
た
ま
た
ま
受
戒
の
年
齢

に
機
会
を
逸
し
て
）」
と
説
明
し
て
お
り
、
会
昌
廃
仏
に
遭
遇
し
た
可
能
性
が
あ
る
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
十
歳
出
家
於

范
陽
延
寿
寺
，
又
十
五
年
，
乃
成
大
僧
。（
十
歳
の
と
き
、
范
陽
延
寿
寺
で
出
家
し
、
さ
ら
に
十
五
年
を
経
た
二
十
五
歳
の
と

き
、
や
っ
と
大
僧
と
な
っ
た
。）」

⑥
篇
聚　

比
丘
・
比
丘
尼
の
学
ぶ
具
足
戒
を
類
別
し
た
称
目
。「
篇
」
は
犯
し
た
罪
法
の
重
い
順
に
波
羅
夷
・
僧
残
・
波
逸

提
・
提
舎
尼
・
突と

吉き

羅ら

と
分
類
し
た
五
篇
、
そ
の
五
篇
の
第
三
位
に
偸
蘭
遮
（
波
羅
夷
・
僧
残
の
未
遂
罪
）
を
加
え
た
も

の
が
六
聚
、
六
聚
に
悪
説
（
口
業
）
を
第
七
位
に
加
え
た
も
の
が
七
聚
。
本
書
巻
八
南
泉
章
、「
初
習
相
部
旧
章
，
究
毘

尼
篇
聚
。」

⑦
大
丈
夫
豈
可
桎
梏
於
律
儀
邪　
「
大
丈
夫
た
る
者
が
ど
う
し
て
律
儀
に
束
縛
さ
れ
て
よ
い
も
の
か
。」「
桎
梏
」
は
四
肢
を

拘
束
す
る
刑
具
。『
祖
堂
集
』
は
「
大
丈
夫
児
焉い

ず

く
ん
ぞ
小
道
に
局と

ら

わ
れ
大
方
に
晦く

ら

か
ら
ん
や
。」

⑧
詣
翠
微
山
問
道　
「
翠
微
」
は
本
書
巻
一
四
の
京
兆
終
南
山
翠
微
無
学
禅
師
。「
終
南
山
翠
微
寺
」
に
つ
い
て
は
『
元
和
郡

県
図
志
』
巻
一
長
安
県
条
に
、「
太
和
宮
は
県
の
南
五
十
五
里
の
終
南
山
太
和
谷
に
在
り
。
武
徳
八
年
に
造
り
、
貞
観
十
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年
に
廃
す
。
二
十
一
年
…
…
焉こ

れ

を
繕
理
し
、
改
め
て
翠
微
宮
と
為
す
。
今
廃
し
て
寺
と
為
す
。」
こ
の
翠
微
寺
に
つ
い
て

『
陝
西
通
志
』
巻
二
八
に
「
翠
微
寺
。（
長
安
）
城
西
南
の
終
南
山
上
に
在
り
［
馬
志
］。」
と
い
い
、『
関
中
勝
蹟
図
志
』

巻
七
に
は
「
翠
微
寺
。《（
陝
西
）
通
志
》
：
長
安
県
城
西
南
の
翠
微
山
に
在
り
。」
と
あ
る
。

翠
微
と
の
問
答
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
雲
居
章
に
次
の
一
則
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
洞
）
山
問
う
、「
甚い

ず
こ処

よ
り
来
る
。」
師
（
雲
居
）
曰
く
、「
翠
微
よ
り
来
る
。」
山
曰
く
、「
翠
微
は
何
の
言
句
有
り
て

か
徒
に
示
す
。」
師
曰
く
、「
翠
微
は
羅
漢
を
供
養
す
る
に
、
某
甲
問
う
、『
羅
漢
を
供
養
す
る
に
、
羅
漢
は
還は

た
来
る

や
。』
微
曰
く
、『
你
は
毎
日
、
箇
の
甚な

麼に

を
か
噇く

ら

う
。』
山
曰
く
、『
実
に
此
の
語
有
り
や
。』
師
曰
く
、『
有
り
。』
山

曰
く
、『
虚
し
く
作
家
に
参
見
し
来
ら
ず
。』」

⑨
經
三
載
，
有
雲
遊
僧
，
自
豫
章
来
，
盛
稱
洞
山
价
禪
師
法
席
，
師
遂
造
焉　

三
年
が
経
過
し
た
と
き
、
豫
章
（
江
西
南

昌
）
よ
り
参
学
行
脚
の
禅
僧
が
や
っ
て
来
て
、
洞
山
良
价
禅
師
の
法
道
を
褒
め
称
え
た
の
で
、
洞
山
の
法
席
に
参
じ
た
。

『
祖
堂
集
』
は
「
径た

だ

ち
に
翠
微
を
訪
い
、
一
た
び
玄お

し
え津

を
沐う

く
る
や
、
三
た
び
星
律
を
移
す
。
石
室
に
宴
止
す
る
に
因よ

る

に
、
俄に

わ
かに

二
使
の
赬あ

か

と
素し

ろ

の
異
裳
を
見
る
。
曰
く
、〈
師
は
其
れ
南
訪
せ
ば
、
必
ず
奇
人
に
遇
わ
ん
〉
と
。
果
し
て
毳
侶

有
り
て
洪
湖
自よ

り
至
り
、
洞
山
大
師
は
当
世
の
宗
匠
な
り
と
挙ほ

め
あぐ

。」

『
宋
高
僧
伝
』
は
「
翠
微
山
に
詣い

た

り
て
道
を
問
う
こ
と
三
載
。
宴
居
す
る
に
忽
ち
二
使
者
の
冠
服
頗は

な
はだ

異い

な
る
を
覩
る
。

膺
を
勉は

げ

ま
し
て
曰
く
、〈
胡な

ん

ぞ
南
方
に
知
識
に
参
ぜ
ざ
る
や
〉
と
。
未
だ
幾

い
く
ば
くな

ら
ざ
る
に
僧
有
り
て
豫
章
自よ

り
至
り
、
盛

ん
に
洞
上
禅
師
の
言
要
を
称た

た

う
。
膺
は
神
機
に
感
動
し
、
遂
に
専

ひ
た
す
らに

焉こ
こ

に
造い

た

る
。」

〔
二
〕
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

洞
山
問
曰
：
「
闍
梨
名
什
麼
？
」
曰
：
「
道
膺
。」
洞
山
云
：
「
向
上
更
道
。」
師
云
：
「
向
上
道
即
不
名
道
膺
。」
洞
山
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曰
：
「
與
吾
在
雲
巖
時
祗
對
無
異
也
。」

＊

洞①�

山
問
う
て
曰
く
、「
闍
梨
、
名
は
什な

麼ん

ぞ
。」
曰
く
、「
道
膺
。」
洞
山
云
く
、「②�

向う

上え

を
更
に
道い

え
。」
師③�

云
く
、「
向
上

を
道
わ
ば
即
ち
道
膺
と
名
づ
け
ず
。」
洞④�

山
曰
く
、「
吾
れ
雲
巌
に
在
り
し
時
の
祗し

対た
い

と
異
な
る
無
し
。」

＊

①
洞
山
問
曰　

洞
山
で
の
初
相
見
の
問
答
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
大
慧
語

録
』
巻
四
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
な
ど
に
も
録
す
。
な
お
洞
山
と
曹
山
本
寂
と

の
間
で
も
全
く
同
じ
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
向
上
更
道　
「
更
に
そ
の
さ
き
を
言
え
。」
現
象
（
五
蘊
身
）
の
そ
の
向う

上え

の
法
身
の
次
元
で
も
う
一
度
答
え
よ
。

③
師
云
：
向
上
道
即
不
名
道
膺　
「
そ
の
さ
き
を
言
え
ば
、
道
膺
と
名
づ
け
ず
。」
常
州
僧
霊
覚
が
南
陽
慧
忠
に
「
如
何

用
心
即
得
［
求
仏
］」
を
問
う
た
論
議
中
に
い
う
、「
曰
く
、〈
既
に
繊
毫
の
得う

可
き
も
の
無
し
、
名
づ
け
て
何な

物ん

と
為

す
。〉
師
曰
く
、〈
本
よ
り
名
字
無
し
。〉」（
本
書
巻
二
八
南
陽
慧
忠
国
師
語
）。
ま
た
南
泉
言
う
、「
空
劫
の
時
は
、
一
切
の

名
字
無
き
に
、
仏
纔
か
に
出
世
し
来
っ
て
、
便
ち
名
字
有
り
、
所ゆ

以え

に
相
に
取と

ら
わる

」（『
南
泉
語
要
』）。
ま
た
薬
山
言
う
、

「
他そ

れ
那
箇
は
本
来
耳
目
等
の
貌
無
し
」（
本
書
巻
二
八
薬
山
惟
儼
和
尚
語
）。

④
洞
山
曰
：
與
吾
在
雲
巖
時
祗
對
無
異
也　
「
私
が
雲
巌
先
師
の
と
こ
ろ
に
い
た
と
き
に
答
え
た
の
と
同
じ
だ
。」
現
在
残

さ
れ
た
雲
巌
と
洞
山
の
問
答
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
は
「
价
は
喜
び
て
以
て
謂お

も

え
り
、
其
れ
初

め
て
雲
巌
に
見ま

み

え
し
時
の
祗
対
に
類
せ
り
と
。
容
れ
て
以
て
為た

め

に
入
室
せ
し
む
。」
な
お
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、
及
び

『（
瑞
州
）
洞
山
録
』
は
「
老
僧
の
道
吾
に
祗
対
せ
し
的と

こ
ろの

語
と
一お

な
じ般

な
り
」
に
作
る
。
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〔
三
〕
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
祖
師
意
と
は

後
師
問
：
「
如
何
是
祖
師
意
？
」
洞
山
曰
：
「
闍
梨
他
後
有
一
把
茅
蓋
頭
，
忽
有
人
問
闍
梨
，
如
何
祗
對
？
」
曰
：

「
道
膺
罪
過
。」

＊

後①�

に
師
問
う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
祖
師
意
。」
洞
山
曰
く
、「
闍③�

梨
、
他
後
に
一
把
の
茅
も
て
頭
を
蓋お

お

う
こ
と
有
ら
ん

に
、
忽も

し
人
有
っ
て
闍
梨
に
問
わ
ば
、
如
何
が
祗こ

対た

う
。」
曰
く
、「
道④�

膺
が
罪
過
な
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、
本
書
巻
一
五
洞
山
章
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も

採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
祖
師
意　

達
磨
祖
師
が
印
度
か
ら
中
国
に
来
た
意
図
は
何
か
。
馬
祖
に
よ
る
達
磨
西
来
の
新
た
な
理
解
に
よ
っ
て

興
っ
た
問
い
。
馬
祖
曰
く
、「
汝
等
諸
人
、
各
の
自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち
是
れ
仏
な
る
を
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
は
南

天
竺
国
よ
り
来
り
、
躬み

ず
から

中
華
に
至
っ
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
し
は
、
汝
等
を
し
て
開
悟
せ
し
め
ん
と
す
れ
ば
な

り
。」
ま
た
「
僧
問
う
、〈
如
何
是
西
来
意
。〉
師
云
く
、〈
即い

今ま

是
れ
什な

麼ん

の
意
ぞ
。〉」（
本
書
巻
六
馬
祖
章
）

他
の
誰
で
も
な
い
己
自
身
の
心
が
仏
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
己
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
人
に
問
う
べ
き
こ
と
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

③
闍
梨
他
後
有
一
把
茅
蓋
頭
，
忽
有
人
問
，
闍
梨
如
何
祗
對　
「
後
に
君
が
一
寺
の
住
持
に
な
っ
て
、
人
に
そ
れ
を
問
わ
れ

た
ら
君
は
ど
う
答
え
る
の
だ
。」「
把
茅
蓋
頭
」
は
、
茅か

や

で
頭
を
お
お
う
。
寺
の
住
持
と
な
る
譬
え
。『
宗
門
統
要
』
巻
一

六
祖
能
大
師
章
に
神
会
を
叱
責
し
て
言
う
、「
這
の
饒
舌
の
沙
弥
、
我
れ
喚
ん
で
一
物
と
作
す
す
ら
尚
お
中あ

た

ら
ざ
る
に
、

豈
に
況
ん
や
本
源
の
仏
性
と
い
う
を
や
。
此
の
子
は
向の

後ち

に
設た

と

い
把
茅
蓋
頭
有
る
と
も
、
也や

は

り
只
だ
箇
の
知
解
の
宗
徒
と
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成
り
得
た
る
の
み
。」
な
お
『
祖
堂
集
』
巻
八
で
は
「
一
方
に
住
せ
し
時
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
道
膺
罪
過
　「
わ
た
し
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」「
西
来
意
」
は
自
分
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
人
に
問
う
こ
と
で
は
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
。

〔
四
〕
洞
山
と
の
問
答
（
3
）
─
─
慧
思
和
尚
、
倭
国
に
生
ま
れ
る

洞
山
有
時
謂
師
曰
：
「
吾
聞
思
大
和
尚
生
倭
國
作
王
，
虚
實
？
」
曰
：
「
若③�

是
思
大
，
佛
亦
不
作
，
況
乎
國
王
！
」
洞

山
然
之
。

＊

洞①�

山
有あ

る
時
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
吾②�

れ
聞
く
、
思
大
和
尚
は
倭
国
に
生
ま
れ
て
王
と
作
る
と
、
虚
か
実
か
。」
曰
く
、

「③�

も若
是
し
思
大
な
ら
ば
、
仏
に
も
亦
た
作な

ら
ず
，
況い

わ
ん乎

や
国
王
を
や
。」
洞
山
之こ

れ

を
然し

か

り
と
す
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一

三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
吾
聞
思
大
和
尚
生
倭
國
作
王
，
虚
實　
「
思
大
和
尚
は
倭
国
の
王
に
生
ま
れ
た
と
い
う
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。」「
思
大

和
尚
」
は
天
台
宗
第
二
祖
と
さ
れ
る
南
岳
慧
思
（
五
一
四
～
五
七
七
）。
俗
姓
は
李
氏
、
武
津
（
河
南
省
上
蔡
県
）
の
人
。

も
っ
ぱ
ら
『
法
華
経
』
を
誦
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
瑞
が
あ
ら
わ
れ
た
。
慧
文
禅
師
の
下
で
法
華
三
昧
を
修
得
し
た
。
光
州

大
蘇
山
（
河
南
省
商
城
県
）
に
入
り
、
智
顗
な
ど
多
く
の
弟
子
を
集
め
た
。
斉
末
の
乱
を
避
け
、
陳
の
光
大
二
年
（
五
六

八
）
南
岳
に
入
り
、
住
す
る
こ
と
十
年
に
し
て
示
寂
す
。『
続
高
僧
伝
』
巻
一
七
、『
弘
賛
法
華
伝
』
巻
四
、『
法
華
伝
記
』

巻
三
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
七
、『
天
台
九
祖
伝
』
等
に
伝
記
を
録
す
。
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聖
徳
太
子
慧
思
託
生
説
は
、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
思
託
が
撰
し
た
『
大
唐
伝
戒
師
僧
名
記
伝
』（
七
六
三
年
前
後
の
成
立
と

推
定
、
法
空
撰
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
下
二
に
佚
文
あ
り
）
に
、
鑑
真
が
渡
海
を
決
意
し
た
言
葉
に
補
足
し
て
「
其

れ
智
者
禅
師
は
是
れ
南
岳
思
禅
師
の
菩
薩
戒
の
弟
子
な
り
。
恵
思
禅
師
な
る
者
は
乃
ち
日
本
に
降
生
し
、
聖
徳
太
子
と

為
る
な
り
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
1
1
2
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
も
と
に
撰
述
さ
れ
た
淡お

う

海み
の

三み

船ふ
ね

（
七
二
二
～
七
八
五
）
撰

『
唐
大
和
尚
東
征
伝
』（
七
七
九
年
）
で
は
鑑
真
の
言
葉
と
し
て
「
昔
聞
く
な
ら
く
、
倭
国
の
王
子
に
託
生
し
て
仏
法
を
興

隆
し
、
衆
生
を
済
度
す
と
」（
Ｔ
五
一
・
九
八
八
中
）
と
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
慧
思
託
生
説
が
鑑
真
の
渡
海

ま
え
に
中
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
長
く
論
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、『
大
唐
国
衡
州
衡
山
道
場
釈
思
禅
師
七
代

記
』（『
異
本
上
宮
太
子
伝
』
所
引
、『
慧
思
七
代
記
』
と
略
称
さ
れ
る
）
が
中
国
撰
述
か
ど
う
か
が
論
議
の
争
点
と
な
っ
て

い
る
。
詳
し
く
は
中
尾
良
信
『
日
本
禅
宗
の
伝
説
と
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
，
二
〇
〇
五
年
）、
伊
吹
敦
「
鑑
真
は
来
日
以

前
に
聖
徳
太
子
慧
思
後
身
説
を
知
っ
て
い
た
か
？
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
一
三
一
号
，
二
〇
一
三
年
）、
同
「
聖

徳
太
子
慧
思
後
身
説
の
形
成
」（『
東
洋
思
想
文
化
』
１
・
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
第
六
七
集
，
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

　

鑑
真
和
上
渡
海
か
ら
約
百
年
後
、
こ
の
伝
説
が
中
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一

四
鑑
真
伝
に
も
『
東
征
伝
』
よ
り
鑑
真
の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
る
が
、「
僧
思
託
著
東
征
伝
詳
述
焉
」
と
あ
っ
て
、『
東

征
伝
』
を
思
託
の
著
と
解
し
て
い
る
。

③
若
是
思
大
，
佛
亦
不
作
，
況
乎
國
王　
「
思
大
和
尚
な
ら
仏
に
も
な
ろ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
ら
、
ま
し
て
や
国
王
に
な

ど
な
っ
た
り
は
し
ま
す
ま
い
。」
こ
う
い
う
言
い
方
で
作
仏
を
否
定
す
る
。「
佛
亦
不
作
」
と
は
、
本
来
成
る
べ
き
仏
な
ど

な
い
と
い
う
こ
と
。

『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
、「
問
：
〈
大
保
任
底
人
失
一
念
如
何
？
（
即
心
即
仏
を
我
が
任
と
し
て
い
る
人
が
そ
の
こ
と

を
失
念
し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。）〉
師
云
：
〈
始
得
保
任
。（
そ
れ
で
こ
そ
任
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）〉
僧
曰
：
〈
作
大
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魔
王
時
如
何
？
（
大
魔
王
に
な
っ
た
時
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。）〉
師
云
：
〈
不
見
有
仏
。（
仏
の
存
在
を
認
め
な
い
。）〉
云
：

〈
末
後
事
如
何
？
（
最
後
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。）〉
師
云
：
〈
仏
亦
不
作
。（
仏
に
も
な
ら
ぬ
。）〉」

「
思
大
」
は
「
思
大
和
尚
」「
思
大
禅
師
」
の
下
二
字
が
略
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
北
山
録
』
巻
一
〇
に
「
仏

図
澄
と
衡
岳
の
思
大
は
、
能
く
遠
く
多
く
の
生
を
視
る
。
支
林
・
道
安
は
、
能
く
博
識
強
学
な
り
」（
Ｔ
五
二
・
六
三
二

中
）
と
あ
り
、
固
有
名
詞
と
化
し
て
い
る
。

〔
五
〕
洞
山
と
の
問
答
（
4
）
─
─
ど
の
山
が
住
す
る
に
値
す
る
か

一
日
洞
山
問
：
「
什
麼
處
去
來
？
」
師
曰
：
「
蹋
山
來
。」
洞
山
曰
：
「
阿
那
箇
山
堪
住
？
」
曰
：
「
阿
那
箇
山
不
堪

住
？
」
洞
山
曰
：
「
恁
麼
即
國
内
總
被
闍
梨
占
却
也
。」
曰
：
「
不
然
。」
洞
山
曰
：
「
恁
麼
即
子
得
个
入
路
。」
曰
：
「
無

路
。」
洞
山
曰
：
「
若
無
路
，
爭
得
與
老
僧
相
見
？
」
曰
：
「
若
有
路
，
即
與
和
尚
隔
生
去
也
。」
洞
山
曰
：
「
此
子
已
後
，

千
人
萬
人
把
不
住
。」

＊

一①�

日
、
洞
山
問
う
、「②�

什い

麼ず

処こ

に
去ゆ

き
来
れ
る
や
。」
師
曰
く
、「
山③�

を
蹋あ

る

き
来
る
。」
洞
山
曰
く
、「④�

阿い

那ず

箇れ

の
山
か
住
す

る
に
堪
う
る
や
。」
曰
く
、「
阿⑤�

那
箇
の
山
か
住
す
る
に
堪
え
ざ
る
。」
洞
山
曰
く
、「⑥

恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
国
内
総
て
闍
梨
に
占

却
せ
ら
れ
ん
。」
曰
く
、「⑦�

然し
か

ら
ず
。」
洞⑧�

山
曰
く
、「
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
子な

ん
じは

个
の
入
路
を
得
た
り
。」
曰⑨�

く
、「
路
無
し
。」

洞⑩�

山
曰
く
、「
若
し
路
無
く
ん
ば
、
争
で
か
老
僧
と
相
見
す
る
を
得
ん
。」
曰⑪�

く
、「
若
し
路
有
ら
ば
、
即
ち
和
尚
と
生
を
隔

て
去
ら
ん
。」
洞⑫�

山
曰
く
、「
此
の
子
已
後
、
千
人
万
人
も
把と

ら

え
住え

ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
章
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
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宗
賛
』
巻
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
什
麼
處
去
来　
「
ど
こ
に
行
っ
て
き
た
の
だ
。」

③
蹋
山
来　
「
遊
山
し
て
き
ま
し
た
。」

④
阿
那
箇
山
堪
住　
「
君
が
住
む
の
に
値
す
る
の
は
ど
の
山
か
。」

⑤
阿
那
箇
山
不
堪
住　
「
私
が
住
む
に
値
し
な
い
山
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。（
ど
こ
だ
っ
て
私
が
住
む
に
値
す
る
山
で
す
。）」
道

忠
言
う
、「
処い

ず
こ処

も
尽
く
是
れ
本
分
の
家
郷
」（『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
八
六
頁
）。　

⑥
恁
麼
即
國
内
總
被
闍
梨
占
却
也　
「
そ
れ
な
ら
国
中
の
山
は
君
に
占
拠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。」「
阿
那
箇
山
不
堪

住
？
」
の
意
を
検
証
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
か
ら
か
う
物
言
い
を
し
た
も
の
。

⑦
曰
：
不
然　
「
和
尚
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
言
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」『（
八
十
巻
）
華
厳
経
』
巻
六
如
来
現
相

品
の
偈
句
に
「
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
ね
く
一
切
の
衆
生
の
前
に
現
わ
る
、
縁
に
随
い
感
に
赴
い
て
周
ね
か
ざ
る
は

靡な

し
、
而し

か

も
恒
に
此
の
菩
提
の
座
に
処あ

り
」（
T
一
〇
・
三
〇
上
）
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ど
の
山
に
も
仏
身
は
充
ち
て

一
切
の
衆
生
の
前
に
現
前
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
住
す
る
に
値
し
な
い
山
な
ど
な
い
と
言
っ
た
の
で
す
。

⑧
洞
山
曰
：
恁
麼
即
子
得
个
入
路　
「
そ
れ
な
ら
君
は
大
道
に
入
る
手
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
の
だ
。」

⑨
曰
：
無
路　
「
大
道
に
入
る
決
っ
た
路
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
馬
祖
曰
く
、「
楞
伽
経
に
云
く
、〈
仏
語
心
を
宗
と
為
し
、

無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
。
…
…
〈
無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
は
、
本
性
の
空
な
る
に
達
す
れ
ば
、
更
に
一
法
も
無
し
。

性
は
自も

と
よ是

り
門
な
る
も
、
性
に
は
相
有
る
無
く
、
亦
た
門
有
る
無
し
。
故
に
云
う
、〈
無
門
を
法
門
と
為
す
〉
と
。」（『
宗

鏡
録
』
巻
一
、
T
四
八
・
四
一
八
中
、『
馬
祖
の
語
録
』〔
六
八
〕
に
収
録
）。

本
書
巻
一
二
陳
尊
宿
章
、「
師
問
：
〈
什
麼
処
来
？
〉
僧
云
：
〈
瀏
陽
。〉
師
云
：
〈
彼
中
老
宿
，
祗
対
仏
法
大
意
，
道

什
麼
？
〉
云
：
〈
徧
地
行
無
路
。〉」
ま
た
『
雪
峰
語
録
』
巻
下
「
師
偈
語
・
勧
人
二
十
五
首
」
第
十
四
首
、「
天
に
登
る
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に
梯は

し
ごを

借
ら
ず
、
徧

い
た
る
と
こ
ろ地

行
く
に
路
無
し
。
乾
坤
を
包
尽
す
る
処
、
禅
子
よ
火い

そ
ぎ急

悟
れ
。」

⑩
洞
山
曰
：
若
無
路
，
爭
得
與
老
僧
相
見　
「
路
が
な
い
な
ら
ど
う
し
て
老わ

僧し

の
と
こ
ろ
に
来
て
相
見
で
き
よ
う
。」

⑪
曰
：
若
有
路
，
即
與
和
尚
隔
生
去
也　
「
も
し
路
が
あ
れ
ば
東
西
南
北
が
で
き
、
却
っ
て
方
所
の
無
い
無
限
定
の
大
道
に

行
き
着
け
ず
、
和
尚
と
大
き
く
乖
離
し
て
し
ま
い
ま
す
。」「
隔
生
」
は
『
龐
居
士
語
録
』、「
普
済
、
一あ

る
ひ日

居
士
を
訪
う
。

士
曰
く
、〈
母
の
胎
に
在
り
し
時
、
一
則
の
語
有
り
し
を
憶お

も

う
、
阿
師
に
挙
似
せ
ん
。
切
に
道
理
を
作な

し
て
主
持
す
る
こ

と
を
得
ざ
れ
。〉
済
曰
く
、〈
猶
お
是
れ
生
を
隔
て
た
り
。〉」
入
矢
の
注
に
い
う
、「
両
者
が
隔
絶
し
た
世
界
に
別
々
に
生

き
て
い
る
こ
と
」（『
禅
の
語
録
９
』
九
〇
頁
）。
な
お
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
は
「
隔
生
」
を
「
隔
山
」
に

作
る
。

⑫
洞
山
曰
：
此
子
已
後
，
千
人
萬
人
把
不
住　
「
こ
い
つ
は
そ
の
う
ち
必
ず
千
人
万
人
で
か
か
っ
て
も
押
さ
え
き
れ
ぬ
も
の

に
な
る
だ
ろ
う
。」
雲
居
の
力
量
を
認
め
た
。

〔
六
〕
洞
山
と
の
問
答
（
5
）
─
─
川
を
渡
る

師
隨
洞
山
渡
水
。
洞
山
問
：
「
水
深
淺
？
」
曰
：
「
不
濕
。」
洞
山
曰
：
「
麁
人
！
」
曰
：
「
請
師
道
。」
洞
山
曰
：

「
不
乾
。」

＊

師①�

、
洞
山
に
随
っ
て
水か

わ

を
渡
る
。
洞②�

山
問
う
、「
水
は
深
き
や
浅
き
や
。」
曰③�

く
、「
湿
れ
ず
。」
洞④�

山
曰
く
、「
麁
人
。」

曰
く
、「
請
う
師
道い

え
。」
洞⑤�

山
曰
く
、「
乾
か
ず
」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
七
洞
山
章
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下
末
示
衆
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
〇
洞
山
章
、『
正
法
眼
蔵
三
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百
則
』
巻
下
第
七
六
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
洞
山
問
：
水
深
淺　

渡
る
川
の
深
浅
を
訊
く
の
は
、
そ
の
人
の
悟
境
を
見
よ
う
と
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。『
大
智
度
論
』

巻
六
六
（
T
二
五
・
五
二
四
下
）
に
般
若
波
羅
蜜
を
水
の
深
浅
に
喩
え
、
水
が
深
い
か
浅
い
か
は
渡
る
人
の
あ
り
方
し
だ

い
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。「
小
児
な
ら
深
い
が
、
長
身
の
人
に
は
浅
い
、
大
海
は
人
に
は
深
く
、
羅
睺
阿
修

羅
王
に
は
浅
い
。
こ
の
よ
う
に
凡
夫
や
新
発
意
の
懈
怠
の
者
に
は
般
若
波
羅
蜜
は
甚
深
だ
が
、
積
徳
の
阿あ

鞞び

跋ば
っ

致ち

（
不
退

転
）
な
ら
浅
い
、
無
礙
解
脱
を
得
た
諸
仏
に
は
深
い
も
の
は
な
い
。」

川
の
渡
り
方
に
つ
い
て
洞
山
と
神
山
密
師
伯
の
次
の
問
答
が
あ
る
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
洞
山
章
、「
師
は
密
師
伯
と

水
を
過わ

た

り
、
乃
ち
問
う
。〈
水
を
過わ

た

る
事
は
作い

麼か

生ん

。〉
伯
曰
く
、〈
脚
を
湿ぬ

ら
さ
ず
。〉
師
曰
く
、〈
老
老
大
大
、
這こ箇
の

語
話
を
作
す
。〉
伯
曰
く
、〈
你
は
又
た
作い

麼か

生ん

。〉
師
曰
く
、〈
脚
は
湿ぬ

れ
ず
。〉」。
洞
山
は
「
不
湿
脚
」
と
い
う
答
え
に

は
生
死
の
川
に
汚
染
さ
れ
ま
い
と
す
る
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
み
な
し
、「
脚
不
湿
」（
そ
の
ま
ま
で
汚
染
さ
れ
ぬ
）
と
答

え
る
べ
き
だ
と
し
た
。

③
曰
：
不
濕　
「
法
身
は
濡
れ
は
し
ま
せ
ん
。」
法
身
は
生
死
の
流
れ
に
染
ま
り
ま
せ
ん
。

④
洞
山
曰
：
麁
人　
「
粗
忽
者
め
。」
第
一
義
に
執
わ
れ
て
い
る
と
批
判
す
る
。「
麁
人
」
は
粗
人
に
同
じ
。『
首
楞
厳
経
』
巻

九
、「
今
の
世
間
の
曠
野
の
深
山
は
聖
道
場
の
地
に
し
て
、
皆
な
阿
羅
漢
の
住
持
す
る
所
な
る
が
故
に
、
世
間
の
麁
人
は
、

見
る
能
わ
ざ
る
所
な
る
が
如
し
。」（
T
一
九
・
一
四
六
下
）

⑤
洞
山
曰
：
不
乾　

生
死
に
浸
か
っ
て
、
生
死
を
引
き
受
け
て
い
る
。
法
身
で
あ
り
な
が
ら
生
死
（
肉
身
）
を
引
き
受
け
つ

づ
け
る
の
だ
。
も
し
「
湿
（
濡
れ
る
）」
と
言
っ
た
な
ら
、
生
死
の
流
れ
に
染
ま
っ
た
あ
り
方
だ
が
、
そ
う
言
わ
ず
「
不

乾
（
乾
か
ず
）」
と
言
う
こ
と
で
、
生
死
が
そ
の
ま
ま
本
来
不
生
死
で
あ
る
と
こ
ろ
を
示
し
た
。

『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
下
末
示
衆
（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
七
号
に
唐
代
語
録
研
究
班
に
よ
る
訳
注
が
あ
る
）
に
、
本
話
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を
例
と
し
て
偏
正
回
互
を
宗
旨
と
す
る
者
の
考
え
か
た
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

 

有
一
種
，
以
偏
正
回
互
為
宗
旨
。
如
洞
山
与
雲
居
過
水
次
，
洞
山
問
：
「
水
深
多
少
？
」
云
：
「
不
湿
。」
山
云
：

「
麁
人
！
」
雲
居
却
問
：
「
水
深
多
少
？
」
云
：
「
不
乾
。」
謂
水
諱
湿
，
而
当
頭
道
湿
，
不
能
回
互
，
謂
之
麁
人
。

雲
居
却
云
不
湿
，
是
触
諱
而
不
能
回
互
。
洞
山
道
不
乾
，
乃
有
語
中
無
語
。
何
謂
有
語
，
不
乾
是
。
何
謂
無
語
，
不

乾
是
。
不
乾
乃
是
湿
，
是
活
語
，
能
回
互
，
不
触
諱
故
。

 

偏
正
回
互
を
宗
旨
と
し
て
い
る
連
中
が
い
る
。
例
え
ば
、
洞
山
と
雲
居
が
川
を
渡
っ
た
と
き
、
洞
山
が
問
う
、「
川
の
深
さ

は
ど
れ
ほ
ど
だ
。」
雲
居
、「
不
湿
。」
洞
山
、「
麁
人
。」
こ
ん
ど
は
雲
居
が
問
う
、「
川
の
深
さ
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。」
洞

山
、「
不
乾
。」
連
中
は
こ
の
話
を
こ
う
考
え
て
い
る
。「
水
」
は
「
湿
」
が
諱
で
あ
る
の
に
、
ま
と
も
に
「
湿
」
と
言
っ

て
し
ま
え
ば
、（
事
と
理
体
は
）
相
即
で
き
な
い
。
そ
こ
が
「
麁
人
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
雲
居
は
「
不
湿
」

と
答
え
て
諱
を
犯
し
て
相
即
で
き
な
か
っ
た
。
洞
山
が
言
う
「
不
乾
」
は
、
有
語
中
の
無
語
だ
。
有
語
中
無
語
の
有
語
と

は
「
不
乾
」（
と
い
う
言
葉
）
が
そ
う
だ
。
有
語
中
無
語
の
無
語
と
は
「
不
乾
」（
と
い
う
否
定
内
容
）
が
そ
れ
だ
。「
不
乾
」

と
は
、
水
の
諱
の
「
湿
」
を
犯
さ
ず
に
言
っ
た
活
語
で
あ
り
、（
事
と
理
体
が
）
相
即
で
き
た
の
で
あ
る
、
と
。

〔
七
〕
洞
山
と
の
問
答
（
6
）
─
─
弥
勒
は
ど
こ
に
い
る
か

洞
山
謂
師
曰
：
「
昔
南
泉
問
講
弥
勒
下
生
經
僧
曰
：
〈
弥
勒
什
麼
時
下
生
？
〉
曰
：
〈
見
在
天
宮
，
當
來
下
生
。〉
南
泉

曰
：
〈
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
。〉」
師
隨
擧
而
問
曰
：
「
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與
安
字
？
」
洞

山
直
得
禪
牀
震
動
，
乃
曰
：
「
膺
闍
梨
！
」＊

洞①�

山
、
師
に
謂
い
て
曰
く
、「
昔②�

南
泉
、
弥
勒
下
生
経
を
講
ず
る
僧
に
問
う
て
曰
く
、〈
弥
勒
は
什な

ん麼
の
時
に
か
下あ

生
し
ょ
う
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す
。〉
曰③�

く
、〈
見げ

ん

に
天
宮
に
在
り
，
当
来
に
下
生
せ
ん
。〉
南④�

泉
曰
く
、〈
天
上
に
弥
勒
無
し
、
地
下
に
弥
勒
無
し
。〉」
師⑤�

、

挙
す
に
随
っ
て
問
う
て
曰
く
、「
只
だ
天
上
に
弥
勒
無
く
、
地
下
に
弥
勒
無
き
が
如
き
ん
ば
、
未は

た審
誰
か
与た

め

に
字な

を
安つ

け

し
。」
洞⑥

山
は
直
に
禅
牀
の
震
動
す
る
を
得
、
乃⑦�

ち
曰
く
、「
膺
闍
梨
！
」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
三
南
泉
章
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第
六
〇
則
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会

要
』
巻
四
南
泉
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
一
七
洞
山
章
、『
永
平
広
録
』
巻
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』

巻
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
に
次
の
よ
う
な

異
伝
を
載
せ
、
そ
こ
で
は
雲
居
は
登
場
し
な
い
。

　

 

因
に
挙
す
：
「
南
泉
、
座
主
に
問
う
、〈
什な

摩ん

の
経
を
講
ず
る
や
。〉
座
主
云
く
、〈
上
生
経
を
講
ず
。〉
南
泉
云
く
、

〈
弥
勒
は
什い

摩ず

処こ

に
か
在
る
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
兜
率
陀
天
に
在
り
。〉
南
泉
叱
っ
て
云
く
、〈
天
上
に
弥
勒
無
し
。〉

後
に
僧
は
洞
山
に
挙
似
す
、
洞
山
叱
る
ら
く
、〈
地
下
に
弥
勒
無
し
。〉」
人
有
り
て
師
（
保
福
）
に
問
う
：
「
弥
勒
は

什い

摩ず

処こ

に
か
在
る
。」
師
乃
ち
之
を
叱
る
。

②
昔
南
泉
問
講
弥
勒
下
生
經
僧
曰
：
弥
勒
什
麼
時
下
生　
「
弥
勒
菩
薩
は
い
つ
兜
率
天
か
ら
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
て
く
る
の

か
。」
未
来
の
ど
う
い
う
国
土
に
下
生
す
る
の
か
は
経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
の
に
、
南
泉
が
こ
う
問
う
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
汝
の
心
が
仏
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
の
こ
と
。「
南
泉
」
は
普
願
禅
師
（
七
四
八
～
八
三

四
）、
本
書
巻
八
。『
弥
勒
下
生
経
』
は
、
兜
率
天
に
住
す
る
弥
勒
菩
薩
が
未
来
に
こ
の
世
に
下
っ
て
成
仏
し
て
弥
勒
仏
と

な
り
、
三
度
の
法
会
の
説
法
で
多
く
の
も
の
が
阿
羅
漢
に
な
る
こ
と
を
説
く
。
弥
勒
下
生
と
題
す
る
経
は
、
西
晋
竺
法
護

訳
・
後
秦
鳩
摩
羅
什
訳
・
唐
義
浄
訳
が
あ
り
、
大
正
大
蔵
経
巻
一
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
上
生

経
」（『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』）
に
作
り
、
弥
勒
菩
薩
が
十
二
年
後
に
入
滅
し
て
兜
率
天
に
化
生
し
、
五
六
億
万
年



203

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

し
て
ま
た
閻
浮
提
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
経
典
。

③
曰
：
見
在
天
宮
，
當
来
下
生　
「
現
在
は
兜
率
天
宮
に
お
ら
れ
、
未
来
に
閻
浮
提
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
す
。」
弥
勒
下
生

経
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
答
え
た
。
南
泉
が
問
う
た
意
図
が
受
け
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。

④
南
泉
曰
：
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒　
「
天
上
に
弥
勒
菩
薩
は
お
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、（
君
の
そ
の
答
え

で
）
こ
の
地
上
に
も
お
ら
れ
ぬ
こ
と
が
分
か
っ
た
。」『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
で
は
、「
兜
率
陀
天
に
在
り
」
と

答
え
た
僧
を
叱
っ
て
南
泉
は
「
天
上
に
弥
勒
無
し
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
洞
山
は
「
地
下
に
も
弥
勒
無
し
」
と

付
け
加
え
た
。

⑤
師
隨
擧
而
問
曰
：
只
如
天
上
無
弥
勒
，
地
下
無
弥
勒
，
未
審
誰
與
安
字　

雲
居
は
話
を
聞
く
や
問
う
た
、「
天
に
も
地
に

も
ど
こ
に
も
い
な
い
の
に
、
い
っ
た
い
誰
が
弥
勒
と
い
う
名
字
を
つ
け
た
の
で
す
か
。」『
禅
門
拈
頌
集
』
は
「
誰
与
他
安

名
著
字
」
に
作
る
。「
安
名
」
に
つ
て
は
『
臨
済
録
』
示
衆
に
「
三
界
は
自
ら
〈
我
れ
は
是
れ
三
界
な
り
〉
と
道い

わ
ず
。

還
っ
て
是
れ
道
流
、
目
前
霊あ

り
あ
り

霊
地
と
し
て
、
万
般
を
照て

ら燭
し
、
世
界
を
酌は

度か

る
底
の
人
、
三
界
の
与た

め

に
名
を
安つ

く
」、「
世

に
も
出
世
に
も
、
仏
無
く
法
無
く
、
亦
た
現
前
せ
ず
、
亦
た
曽
っ
て
失
せ
ず
。
設た

と

い
有
る
も
、
皆
な
是
れ
名
言
章
句
、
小

児
を
接
引
す
る
施
設
の
薬
病
・
表
顕
の
名
句
な
り
。
且
つ
名
句
は
自
ら
名
句
な
ら
ず
、
還
っ
て
是
れ
你
目
前
昭は

っ
き
り昭

霊あ
り
あ
り霊

と

し
て
、
鑑
覚
聞
知
し
照て

燭ら

す
底
、
一
切
の
名
句
を
安つ

く
」（
岩
波
文
庫
本
一
〇
一
・
一
三
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
見
聞
覚

知
し
て
万

あ
ら
ゆ
る
も
の

般
を
認
識
す
る
主
体
が
こ
そ
が
一
切
に
名
を
つ
け
、
そ
の
物
を
そ
の
物
た
ら
し
め
る
。
が
し
か
し
一
方
で
は
名

を
つ
け
て
却
っ
て
そ
の
観
念
を
追
い
求
め
て
自
縄
自
縛
に
陥
っ
た
り
も
す
る
。

⑥
洞
山
直
得
禪
牀
震
動　

雲
居
の
（
ふ
と
口
を
つ
い
た
）
素
朴
な
疑
問
の
な
か
に
本
質
を
つ
く
鋭
さ
が
あ
っ
た
た
め
、
洞
山

は
坐
っ
て
い
る
禅
牀
が
振
動
す
る
ほ
ど
驚
い
た
。

⑦
乃
曰
：
膺
闍
梨　
「
膺
闍
梨
、
名
を
つ
け
る
の
は
君
だ
！
」『
正
法
眼
蔵
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』、『
洞
山
録
』
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は
「
膺
闍
梨
、
吾
れ
雲
巌
に
在
り
て
、
曽
て
老
人
に
問
い
し
に
、
直
に
火
炉
の
振
動
す
る
を
得
た
り
、
今
日
子な

ん
じに

問
わ

れ
、
直
に
通ぜ

ん

身し
ん

に
汗
流
る
る
を
得
た
り
」
に
作
り
、
雲
居
を
洞
山
に
匹
敵
す
る
器
量
を
も
っ
た
禅
者
で
あ
る
こ
と
を
意
図

し
た
付
加
が
あ
り
、「
膺
闍
梨
」
が
単
な
る
呼
び
か
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』
で
は

「
膺
闍
梨
」
が
除
か
れ
て
い
る
。

〔
八
〕
洞
山
と
の
問
答
（
7
）
─
─
合
醬

師
合
醬
次
，
洞
山
問
：
「
作
什
麼
？
」
師
曰
：
「
合
醬
。」
洞
山
曰
：
「
用
多
少
鹽
？
」
曰
：
「
旋
入
。」
洞
山
曰
：

「
作
何
滋
味
？
」
師
曰
：
「
得
。」

＊

師①�

、
醬②�

を
合
わ
す
次お

り

、
洞③�

山
問
う
、「
什
麼
を
か
作
す
。」
師
曰
く
、「
醬
を
合
わ
す
。」
洞④�

山
曰
く
、「
多
少
の
塩
を
用

う
。」
曰⑤�

：
「
旋
入
す
。」
洞⑥

山
曰
く
、「
何
の
滋
味
を
か
作
す
？
」
師⑦�

曰
：
「
得
た
り
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
洞
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
合
醬　

ひ
し
お
を
調
合
す
る
。「
醬
」
は
菽
や
麦
を
発
酵
さ
せ
た
後
に
塩
な
ど
を
加
え
た
調
味
料
、
醬
油
・
味
噌
の
類
。

元
・
魯
明
善
著
『
農
桑
衣
食
撮
要
』
六
月
条
・
合
醬
法
（
中
国
農
書
叢
刊
先
秦
農
書
之
部
『
呂
氏
春
秋
上
農
等
四
篇
校
釈
』、

農
業
出
版
社
、
一
九
七
九
年
第
二
次
印
刷
）、「
用
豆
一
石
，
炒
熟
，
磨
去
皮
，
煮
軟
撈
出
。
用
白
麪
六
十
斤
，
就
熱
捜
麪
，

勻
於
案
上
，
以
箬
葉
鋪
填
，
攤
開
約
二
指
厚
，
候
冷
，
用
楮
葉
或
蒼
耳
葉
搭
蓋
。
発
出
黄
衣
為
度
，
去
葉
，
涼
一
日
，
次

日
曬
乾
，
簸
浄
擣
砕
，
約
量
用
塩
四
十
斤
，
無
根
水
二
担
，
或
稀
者
用
白
麪
炒
熟
，
候
冷
，
和
於
醬
内
。
若
稠
者
，
用
甘

草
同
塩
煎
，
水
候
冷
，
添
之
，
於
火
日
晚
間
点
灯
下
醬
，
則
不
生
虫
。
加
蒔
蘿
、
茴
香
、
甘
草
、
葱
、
椒
物
料
，
其
味
香
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美
。」

　
　

 

豆
一
石
を
用も

っ
て
、
炒
る
こ
と
熱

じ
ゅ
う
ぶ
ん
にし

、
皮
を
磨
し
去
り
、
煮
る
こ
と
軟
く
し
て
撈と

り
出
す
。
白こ

む
ぎ
こ麪

六
十
斤
を
用
っ

て
、
就あ

つ
い
う
ち熱

に
麪
を
捜マ

マ

［
溲こ

］
ね
、
案
上
に
勻ひ

と

し
く
し
て
、
箬

く
ま
ざ
さの

葉
を
以
て
鋪し

き
つ填

め
、
約
二
指
の
厚
さ
に
攤ひ

ろ
げ開

る
。
冷
む

る
を
候ま

ち
て
、
楮
葉
或
い
は
蒼
耳
葉
を
用
っ
て
搭か

ぶ

せ
て
蓋
と
す
る
。
黄こ

う
じ
か
び衣

を
発
出
す
る
を
度め

や
すと

し
、
葉
を
去
り
、
涼ひ

や
す
こ
と
一
日
、
次
の
日
に
曬
し
て
乾
か
し
、
簸ふ

る
い
浄
め
て
擣つ

き
砕
き
、
約ほ

　
ぼ量

塩
四
十
斤
、
無
根
水
（
井
戸
水
・
雨

水
？
）
二
担
を
用
い
、
或
い
は
稀
に
は
白
麪
の
炒い熟
り
た
る
を
用
い
、
冷
む
る
を
候ま

ち
て
、
醬
内
に
和ま

ぜ
あわ

す
。
若
し
稠こ

い

と
き
は
、
甘か

ん

草ぞ
う

を
用
っ
て
塩
と
同と

も

に
煎
て
、
水
を
ば
候か

げ
んし

て
冷
ま
し
、
之
に
添く

わ

う
れ
ば
、
火な

日つ

の
晚よ

間る

の
点
灯
下
の
醬

に
於
い
て
も
、
則
ち
虫
を
生
ぜ
ず
。
蒔じ

蘿ら

、
茴う

い

香き
ょ
う、

甘
草
、
葱ね

ぎ

、
椒

さ
ん
し
ょ
うの

物し

料な

を
加
う
れ
ば
、
其
の
味
は
香

か
お
り

美よ

し
。

③
洞
山
問
：
作
什
麼　
「
何
を
し
て
い
る
の
だ
。」
こ
う
い
う
問
い
か
け
か
ら
、
日
常
生
活
の
瑣
事
の
な
か
で
、
し
ば
し
ば
禅

的
な
対
話
が
な
さ
れ
た
。『
祖
堂
集
』
巻
六
神
山
和
尚
章
、「
師
把
針
次
，
洞
山
問
：
作
什
摩
？
師
曰
：
把
針
。
洞
山
云
：

作
摩
生
把
針
？
師
云
：
个
个
与
他
相
似
。
洞
山
云
：
若
有
个
个
則
不
相
似
。
師
却
問
洞
山
。
洞
山
云
：
大
地
一
斉
火
発
。」

（
神
山
が
縫
い
物
を
し
て
い
る
と
き
、
洞
山
、〈
何
を
し
て
い
る
の
で
す
。〉
神
山
、〈
縫
い
物
だ
。〉
洞
山
、〈
ど
の
よ
う
に

縫
い
物
を
す
る
の
で
す
。〉
神
山
、〈
一
縫
い
一
縫
い
が
そ
れ
と
ピ
タ
リ
に
。〉
洞
山
、〈
一
縫
い
一
縫
い
の
意
識
が
あ
れ
ば

ピ
タ
リ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉
神
山
が
今
度
は
洞
山
に
訊
い
た
。
洞
山
、〈
大
地
に
劫
火
が
燃
え
あ
が
る
。（
把
針
の
意
識

も
法
身
へ
の
思
い
も
燃
え
尽
き
た
と
き
こ
そ
ピ
タ
リ
で
す
。）〉

④
洞
山
曰
：
用
多
少
鹽　
「
塩
は
ど
れ
ほ
ど
使
う
の
だ
。」

⑤
曰
：
旋
入　
「（
作
業
進
行
に
つ
れ
て
）
そ
の
都
度
加
え
ま
す
。」

⑥
洞
山
曰
：
作
何
滋
味　
「
味
は
ど
ん
な
だ
。」

⑦
師
曰
：
得　
「
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
ま
す
。（
ち
ょ
う
ど
よ
い
味
で
す
。）」
雲
居
の
板
に
付
い
た
合
醬
ぶ
り
に
、
洞
山
は
説
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教
し
て
や
る
隙
が
な
か
っ
た
。

〔
九
〕
洞
山
と
の
問
答
（
8
）
─
─
大
闡
提
人
の
孝
養

洞
山
問
：
「
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何
在
？
」
師
曰
：
「
始
得
孝
養
。」
自

爾
洞
山
許
之
，
為
室
中
領
袖
。

＊	

洞①�

山
問
う
、「
大②�

闡
提
人
は
父
を
殺
し
母
を
害
し
、
仏
身
の
血
を
出
し
、
和
合
僧
を
破
る
、
是か

く

の
如
く
種
種
す
る
に
、
孝

養
は
何い

ず
くに

か
在
る
。」
師③�

曰
く
、「
始
め
て
孝
養
す
る
を
得
た
り
。」
自④�

こ
れ
よ爾

り
洞
山
之
を
許
し
、
室⑤�

中
の
領
袖
と
為
す
。

＊

①
本
話
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
従
容
録
』
第
七
三
則
本
則
評
唱
、『
洞
山
録
』
に
も
収
め
る
。

②
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
佛
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何
在　
「
大
闡
提
人
は
五
逆
罪
を
作
る
が
、
孝
養
は

ど
う
な
る
の
だ
。」
禅
で
言
う
「
大
闡
提
人
」
は
、
四
巻
『
楞
伽
経
』
巻
一
に
説
か
れ
る
二
種
の
一
闡
提
の
う
ち
の
「
菩

薩
一
闡
提
」（
大
悲
闡
提
）
の
こ
と
で
あ
り
、
一
切
衆
生
が
涅
槃
し
な
い
限
り
涅
槃
せ
ぬ
と
誓
願
し
た
菩
薩
。

「
大
慧
よ
、
一
闡
提
に
二
種
有
り
。
一
は
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
も
の
と
、
及
び
無
始
の
衆
生
に
於
い
て
願
を
発
す
も

の
と
な
り
。
云
何
が
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
や
、
謂
く
、
菩
薩
蔵
を
謗
り
及
び
悪
言
を
作
す
に
、
此
れ
は
修
多
羅
・

毘
尼
・
解
脱
に
随
順
す
る
説
に
非
ず
、
と
。
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
が
故
に
般
涅
槃
せ
ず
。
二
は
菩
薩
な
り
、
本も

と
よ
り自

の
願
と
方
便
の
故
に
、
一
切
の
衆
生
を
般
涅
槃
せ
し
め
ず
ん
ば
、
般
涅
槃
す
る
に
非
ず
。
大
慧
よ
、
彼
の
般
涅
槃
、

是
れ
を
般
涅
槃
せ
ざ
る
の
法
相
と
名
づ
く
。
此
れ
亦
た
一
闡
提
の
趣
に
到
る
。」
大
慧
、
佛
に
白
し
て
言
わ
く
、「
世

尊
よ
、
此
の
中
、
云い

ず
れ何

か
畢
竟
し
て
般
涅
槃
せ
ざ
る
。」
佛
、
大
慧
に
告
ぐ
、「
菩
薩
の
一
闡
提
な
る
者
な
り
。
一
切



207

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

法
は
本
来
般
涅
槃
せ
る
と
知
り
已
っ
て
、
畢
竟
し
て
般
涅
槃
せ
ざ
る
も
、
一
切
の
善
根
を
捨
つ
る
一
闡
提
に
は
非

ず
。
大
慧
よ
。
一
切
善
根
を
捨
つ
る
一
闡
提
な
る
者
は
、
復
た
如
来
の
神
力
を
以
て
の
故
に
、
或
る
時
に
善
根
生
ず
。

所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
謂
く
、
如
来
は
一
切
衆
生
を
捨
て
ざ
る
が
故
な
り
。
是こ

こ

を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
の
一
闡
提
は
般
涅
槃

せ
ず
。」（
Ｔ
一
二
・
四
七
八
中
～
下
）

③
師
曰
：
始
得
孝
養　
「
そ
れ
で
こ
そ
孝
養
で
き
る
の
で
す
。」『
楞
伽
経
』
巻
三
は
、
外
な
る
五
無
間
業
（『
涅
槃
経
』
に
説

く
一
闡
提
の
五
逆
罪
）
と
内
な
る
五
無
間
業
（
渇
愛
・
無
明
・
識
別
能
力
・
諸
煩
悩
・
五
蘊
を
断
つ
）
を
説
く
。
外
な
る
五

無
間
業
は
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
が
、
内
な
る
五
無
間
業
は
如
実
に
法
を
証
し
、
無
間
地
獄
に
堕
ち
な
い
と
、
次
の
よ
う
に

説
く
。

　

 

爾
時
大
慧
菩
薩
摩
訶
薩
白
仏
言
：
「
世
尊
，
如
世
尊
説
〈
若
男
子
女
人
行
五
無
間
業
，
不
入
無
択
地
獄
〉，
世
尊
，
云

何
男
子
女
人
行
五
無
間
業
，
不
入
無
択
地
獄
？
」
…
…
仏
告
大
慧
：
「
云
何
五
無
間
業
？
所
謂
殺
父
母
，
及
害
羅
漢
，

破
壊
衆
僧
，
悪
心
出
仏
身
血
。
大
慧
，
云
何
衆
生
母
？
謂
愛
，
更
受
生
貪
喜
，
俱
如
縁
母
立
。
無
明
為
父
，
生
入
処

聚
落
。
断
二
根
本
，
名
害
父
母
。
彼
諸
使
不
現
，
如
鼠
毒
発
諸
法
，
究
竟
断
彼
，
名
害
羅
漢
。
云
何
破
僧
？
謂
異
相

諸
陰
和
合
積
聚
，
究
竟
断
彼
，
名
為
破
僧
。
大
慧
，
不
覚
外
自
共
相
自
心
現
量
七
識
身
，
以
三
解
脱
無
漏
悪
想
，
究

竟
断
彼
七
種
識
仏
，
名
為
悪
心
出
仏
身
血
。
若
男
子
女
人
行
此
無
間
者
，
名
五
無
間
事
，
亦
名
無
間
等
法
。」
…
…
爾

時
世
尊
欲
重
宣
此
義
，
而
説
偈
言
：
「
貪
愛
名
為
母
，
無
明
則
為
父
。
覚
境
識
為
仏
，
諸
使
為
羅
漢
。
陰
集
名
為
僧
，

無
間
次
第
断
。
謂
是
五
無
間
，
不
入
無
択
獄
。」（
Ｔ
一
六
・
四
九
八
上
～
中
）

 

そ
こ
で
マ
ハ
ー
マ
テ
ィ
・
ボ
サ
ツ
大
士
が
再
び
世
尊
に
こ
う
言
っ
た
、「
世
尊
が
指
摘
さ
れ
た
五
逆
罪
と
い
う
の
は
、
そ
れ

を
犯
す
こ
と
で
良
家
の
息
子
、
娘
が
無
間
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
犯
し
て
も
良
家

の
息
子
、
娘
が
無
間
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
五
逆
罪
と
は
一
体
何
で
す
か
。」
…
…
世
尊
は
こ
う
言
わ
れ
た
、「
五
つ



208

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

の
逆
罪
と
は
、
母
、
父
、
ア
ル
ハ
ッ
ト
を
殺
す
、
サ
ン
ガ
を
分
裂
さ
せ
る
、
如
来
の
身
体
に
悪
意
を
も
っ
て
出
血
さ
せ
る
、

こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
母
と
は
、
衆
生
た
ち
に
再
生
を
齎
す
渇
愛
の
、
激
情
と
歓
喜
と
を
伴
う
も
の
が
母
と
し
て
立
ち
現

れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
無
明
は
、
知
覚
能
力
と
そ
の
対
象
と
の
群
れ
が
生
じ
る
た
め
の
父
と
し
て
現
わ
れ
ま
す
。
こ
の

母
と
父
と
の
両
者
を
徹
底
し
て
根
絶
す
る
の
で
、
母
と
父
と
を
殺
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
潜
在
す
る
煩
惱
は
仇
敵

（
ア
リ
）
に
似
て
、
ね
ず
み
に
咬
ま
れ
て
体
内
に
入
っ
た
毒
の
よ
う
に
荒
れ
狂
う
性
質
を
も
つ
も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
徹
底

し
て
絶
滅
（
ハ
ン
）
さ
れ
る
の
で
、
ア
ル
ハ
ッ
ト
を
殺
す
、
で
す
。
サ
ン
ガ
を
分
裂
さ
せ
る
と
は
、
別
々
の
特
徴
を
も
つ

五
蘊
の
集
ま
り
を
徹
底
し
て
砕
く
の
で
、
修
行
者
の
集
ま
り
を
分
裂
さ
せ
る
と
言
い
ま
す
。
七
識
の
集
ま
り
は
、
特
殊
と

普
遍
と
の
特
徴
を
も
っ
て
外
の
世
界
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
も
の
が
自
心
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
悟
り
ま
せ
ん
。
そ
の
集

ま
り
を
無
漏
の
解
脱
の
三
相
（
空
、
無
相
、
無
願
）
と
い
う
悪
意
に
満
ち
た
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徹
底
し
て
打
ち

砕
く
の
で
、
そ
の
七
識
ブ
ッ
ダ
・
如
来
の
身
に
出
血
を
惹
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
逆
罪
を
犯
す
良
家
の
息

子
、
娘
は
、
五
逆
罪
を
し
で
か
し
て
覚
の
真
理
を
現
証
し
た
人
で
す
。」
…
…
世
尊
の
偈
。

渇
愛
が
母
と
呼
ば
れ
、
無
明
が
父
、
対
象
を
意
識
す
る
の
で

識
別
能
力
が
ブ
ッ
ダ
、
潜
在
す
る
諸
煩
惱
が
ア
ル
ハ
ッ
ト
た
ち
、

薀
の
集
ま
り
が
サ
ン
ガ
、
絶
え
ず
そ
れ
ら
の
結
合
を
断
つ
か
ら

こ
れ
ら
は
五
無
間
だ
が
、
そ
の
行
為
は
無
間
地
獄
へ
の
逆
罪
で
は
な
い
。

（
常
盤
義
伸
・
大
乗
仏
教
経
典
『
楞
伽
経
』
四
巻
本
『
ラ
ン
カ
ー
に
入
る
─
─
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
と
核
心
─
─
』

復
元
梵
文
原
典
・
日
本
語
訳
と
研
究
，
一
二
四
～
一
二
七
頁
，
二
〇
一
八
年
七
月
，
禅
文
化
研
究
所
）

『
楞
伽
経
』
の
こ
う
し
た
教
説
を
承
け
て
洞
山
は
問
い
、
雲
居
は
答
え
た
。

本
書
巻
四
嵩
岳
破
竈
堕
和
尚
章
、「
僧
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
大
闡
提
の
人
。〉
師
曰
く
、〈
尊
重
礼
拝
せ
ん
。〉
又
た
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問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
大
精
進
の
人
。〉
師
曰
：
〈
毀
辱
し
瞋
恚
せ
ん
。〉」

ま
た
『
臨
済
録
』
示
衆
〔
一
四
〕、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
五
無
間
業
。〉
師
云
く
、〈
父
を
殺
し
母
を
害
し
、
仏
身

よ
り
血
を
出な

が

し
、
和
合
僧
を
破
り
、
経
像
を
焚や焼
く
等
、
此
れ
は
是
れ
五
無
間
業
な
り
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ

父
。〉
師
云
く
、〈
無
明
是
れ
父
な
り
。
你
の
一
念
心
は
、
起
滅
の
処
を
求
む
る
に
得
ざ
る
こ
と
、
響こ

だ
まの

空
に
応
ず
る
が

如
し
。
随
処
に
無
事
な
る
を
、
名
づ
け
て
父
を
殺
す
と
為
す
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
母
。〉
師
云
く
、〈
貪
愛
を

母
と
為
す
。
你
の
一
念
心
、
欲
界
中
に
入
り
、
其
の
貪
愛
を
求
む
る
に
、
唯
だ
諸
法
の
空
相
を
見
る
の
み
。
処
処
に
無

著
な
る
を
、
名
づ
け
て
母
を
害
す
と
為
す
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
仏
身
よ
り
血
を
出な

が

す
。〉
師
云
く
、〈
你
が
清

浄
法
界
中
に
向お

い
て
、
一
念
心
の
解
を
生
ず
る
無
く
、
便
ち
処
処
に
黒
暗
な
る
、
是
れ
仏
身
よ
り
血
を
出な

が

す
な
り
。〉
云

く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
和
合
僧
を
破
る
。〉
師
云
く
、〈
你
が
一
念
心
、
正
に
煩
悩
結
使
は
空
の
依
る
所
無
き
が
如
く
な

る
に
達
す
る
、
是
れ
和
合
僧
を
破
る
な
り
。〉
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
経
像
を
焚や焼
く
。〉
師
云
く
、〈
因
縁
空
、
心

空
、
法
空
な
る
を
見
て
、
一
念
に
決
定
し
て
断
じ
、
迥け

い

然ね
ん

と
し
て
無
事
な
る
、
便
ち
是
れ
経
像
を
焚や焼
く
な
り
。〉」（
岩

波
文
庫
本
一
三
四
頁
）

ま
た
同
示
衆
〔
一
〇
〕、「
道
流
、
你な

ん
じ、

如
法
に
見
解
せ
ん
と
を
欲ほ

っ得
せ
ば
、
但た

だ
人
惑
を
受
く
る
こ
と
莫
れ
。
裏う

ち

に
向お

い
て
外
に
向お

い
て
、
逢
著
せ
ば
便
ち
殺
せ
。
仏
に
逢
い
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
い
て
は
祖
を
殺
し
、
羅
漢
に
逢
い
て

は
羅
漢
を
殺
し
、
父
母
に
逢
い
て
は
父
母
を
殺
し
、
親
眷
に
逢
い
て
は
親
眷
を
殺
し
て
、
始
め
て
解
脱
を
得え

、
物
と
拘

か
か
わ

ら
ず
、
透
脱
自
在
な
り
。」（
岩
波
文
庫
本
九
七
頁
）

④
自
爾
洞
山
許
之　
『
祖
堂
集
』
巻
八
は
「
思
大
禅
師
向
倭
国
為
王
」
の
話
の
あ
と
に
「
洞
山
は
黙
然
と
し
て
之
を
許
す
。

是
れ
自よ

り
玄
旨
を
密
領
し
、
未
聞
の
所
を
聞
き
、
更
に
他
遊
せ
ず
、
学
心
併や息
む
」
と
あ
り
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
も

思
大
禅
師
の
話
の
あ
と
に
「
自
爾
洞
上
印
許
」
と
あ
る
。



210

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

⑤
爲
室
中
領
袖　

洞
山
の
禅
の
堂
奥
に
入
っ
た
も
の
の
な
か
で
最
も
抜
き
ん
で
た
も
の
。『
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
三

大
慧
杲
禅
師
章
、「（
湛
堂
）
準
歿
，
乃
繭
足
（
足
に
ま
め
つ
く
り
て
）
千
里
，
請
塔
銘
於
張
公
無
尽
。
無
尽
時
為
禅
室
領

袖
。」

〔
一
〇
〕
三
峰
と
雲
居
山
に
住
す

初
止
三
峯
，
其
化
未
廣
。
後
開
雲
居
山
，
四
衆
臻
萃
。

＊

初①�

め
三
峰
に
止
ま
る
も
、
其
の
化
は
未
だ
広
ま
ら
ず
。
後②�

、
雲
居
山
を
開
く
に
、
四
衆
臻あ

萃つ

ま
る
。

＊

①�
記
事
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
雲
居
条
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
五
灯
会

元
』
巻
一
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻
一
一
な
ど
に
も
見
え
る
。

初
止
三
峯
，
其
化
未
廣　
「
初
め
吉
州
の
三
峰
山
に
住
し
た
が
、
そ
の
教
化
は
世
に
広
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
。」「
三
峰
」

は
本
書
巻
一
六
撫
州
黄
山
月
輪
禅
師
章
に
「
遂
に
遊
方
し
、
淦か

ん

水す
い

に
抵い

た

り
、
三
峰
和
尚
に
謁
し
、
問
答
に
序

い
と
ぐ
ち

有
り
と
雖

も
、
機
縁
契
う
靡な

し
」
と
あ
り
、
こ
の
三
峰
和
尚
が
道
膺
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
石
井
修
道
「
雲
居
山
と
雲
居
道
膺
」『
宗
教

学
論
集
』
第
一
〇
輯
、
一
九
八
〇
年
）。
淦か

ん

水す
い

は
今
の
江
西
省
樟
樹
市
を
流
れ
贛
水
に
注
ぐ
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
〇
九
・

江
南
西
道
吉
州
新
淦
条
、「
淦
水
は
県
の
北
一
百
里
に
在
り
、
西
流
し
て
贛
水
に
達
す
。」「
三
峰
」
は
淦
水
が
流
れ
る
新

淦
県
に
あ
る
。『
輿
地
紀
勝
』
巻
三
四
、「
三
峰
は
新
淦
県
の
東
五
十
里
の
修
徳
郷
に
在
り
、
寺
有
り
。」
新
淦
県
は
唐
代

は
吉
州
に
属
し
、
旧
に
廬
陵
と
呼
ば
れ
た
。
次
注
②�
に
引
く
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
「
始
居
廬
陵
」
と
言

う
の
に
一
致
す
る
。
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②
後
開
雲
居
山
，
四
衆
臻
萃　

三
峰
か
ら
雲
居
に
移
る
事
情
を
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
膺

は
深
く
留
雲
峰
の
後
に
入
り
、
結
庵
し
て
居
し
、
月
に
一
来
し
て
价
に
謁
す
。
价
は
其
の
未
だ
情
を
忘
ぜ
ず
、
道
に
於
い

て
雑
為た

り
し
を
呵
す
。
乃
ち
其
の
庵
を
焚
き
、
海
昏
を
去
っ
て
欧
阜
に
登
る
。
欧
阜
は
廬
山
の
西
北
の
崦や

ま

に
し
て
、
世
に

冠
た
る
絶
境
な
り
。
樹
の
就そ

ば

に
屋
を
縛む

す

び
て
居
し
、
雲
居
と
号
す
。
衲
子
亦
た
追
い
求
め
て
集
ま
り
、
山
間
樹
下
に
散
処

し
、
久
し
く
し
て
苫そ

う

架あ
ん

と
成
る
。」

ま
た
晏
殊
（
九
九
一
～
一
〇
五
五
）
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
は
「
中
和
の
歳
（
八
八
一
～
八
八
五
）、
道
膺

禅
師
な
る
者
は
洞
山
の
密
契
を
得
て
、
南
宗
の
偉
人
と
為
る
。
始
め
廬
陵
に
居
し
、
化
道
弥い

よ

い
よ
盛
ん
な
り
。
将
に
貴

池
の
勤
請
に
赴お

も
むか

ん
と
し
て
、
適た

ま

た
ま
豫
章
の
大
藩
に
届い

た

る
。
時
に
南
平
王
鍾
伝
は
、
素へ

い
そよ

り
道
風
を
仰
ぎ
、
方は

じ

め
て

戒
律
を
持
し
、
衣
を
摂と

と
のえ

て
延
見
し
、
左

じ
ょ
う
せ
きを

虚あ

け
て
相
い
侍
す
。
亦
た
既
に
弥
天
の
妙
弁
に
接
し
、
且
つ
出
世
の
高
蹤

を
駐
め
ん
と
欲
す
。
此
の
邑く

に

の
人
は
本
院
の
僧
徒
等
と
会
し
、
府
に
詣
り
て
抗も

う
し
た辞

て
、
真
諦
を
揚
げ
ん
こ
と
を
請
う
。

南
平
は
即
日
に
欣
然
と
し
て
之
を
許
す
。」（
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
四
二
〇
頁
）

〔
一
一
〕
上
堂
─
─
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り

一
日
，
上
堂
。
因
擧
：
「
古
人
云
：
〈
地
獄
未
是
苦
，
向
此
袈
裟
下
不
明
大
事
失
却
最
苦
。〉」
師
乃
謂
衆
曰
：
「
汝
等

既
在
這
个
行
流
，
十
分
去
九
不
較
多
也
。
更
著
些
力
，
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
，
不
孤
負
叢
林
。
古
人
道
：
〈
欲
得
保
任

此
事
，
須
向
高
高
山
頂
立
，
深
深
水
底
行
，
方
有
些
子
氣
力
。〉
汝
若
大
事
未
辧
，
且
須
履
踐
玄
途
。」

＊

一①�

日
、
上
堂
す
。
因
に
挙
す
、「
古②�

人
云
く
、〈
地
獄
は
未
だ
是
れ
苦
な
ら
ず
、
此
の
袈
裟
下
に
向お

い
て
大
事
を
明
ら
め

ず
し
て
失
却
す
る
こ
と
こ
そ
最
も
苦
な
り
〉
と
。」
師
乃
ち
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
汝③�

等
既
に
這
个
の
行
流
に
在
り
て
、
十
分
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に
九
を
去
る
も
多
き
を
較た

が

わ
ざ
る
な
り
。
更
に
些

い
さ
さ
かの

力
を
著つ

く
れ
ば
、
便
ち
是
れ
上
座
、
平
生
の
行
脚
を
屈ま

げ

ず
、
叢
林
に

孤
負
せ
ざ
ら
ん
。
古④�

人
道
う
、〈
此
の
事
を
保
任
せ
ん
と
欲ほ

得っ

さ
ば
、
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
立
ち
、
深
深
た
る

水
底
に
行
く
べ
し
、
方は

じ

め
て
些い

さ

子さ
か

の
気
力
有
ら
ん
〉
と
。
汝⑤�

若
し
大
事
未
だ
弁
ぜ
ず
ん
ば
、
且
く
須
ら
く
玄
途
を
履
践
す
べ

し
。」

＊

①
以
下
の
教
説
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
に
も
採
ら
れ
る
。

②
古
人
云
：
地
獄
未
是
苦
，
向
此
袈
裟
下
不
明
大
事
失
却
最
苦　
「
地
獄
は
ま
だ
苦
で
は
な
い
、
僧
と
な
っ
て
（
自
己
の
）

大
事
を
明
ら
め
ず
（
人
身
）
を
失
う
こ
と
こ
そ
最
も
苦
で
あ
る
。」
古
人
は
雲
巌
曇
晟
で
あ
り
、
洞
山
良
价
で
あ
る
。『
祖

堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
第
一
八
則
、「
師
（
雲
巌
）、
衆
に
問
う
、〈
世
間
什な

に
摩
物
か
最
も
苦
な
る
。〉
云
く
、〈
地
獄
是

れ
最
も
苦
な
り
。〉
師
云
く
、〈
地
獄
は
未
だ
是
れ
苦
な
ら
ず
、
今
時
這こ个
の
相
貌
を
作
す
中
、
人
身
を
失
却
す
る
は
最
も

苦
な
り
、
苦
な
る
こ
と
此
の
苦
よ
り
過
ぐ
る
も
の
無
し
。〉」
ま
た
本
書
巻
一
五
洞
山
良
价
章
に
い
う
、「
師
（
洞
山
）、
僧

に
問
う
、〈
世
間
何な

物に

か
最
も
苦
な
る
。〉
僧
曰
く
、〈
地
獄
最
も
苦
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
然
ら
ず
。〉
曰
く
、〈
師
は
意
如

何
。〉
師
曰
く
、〈
此
の
衣
線
下
に
在
り
て
大
事
を
明
ら
め
ざ
る
、
是
れ
を
最
苦
と
名
づ
く
。〉」
雲
居
は
こ
の
両
者
を
一
つ

に
し
て
「
古
人
云
」
と
し
て
い
る
。

宋
の
円
悟
克
勤
は
「
古
人
云
く
、〈
百
尺
竿
頭
に
伎
倆
を
作
す
は
未
だ
嶮あ

や

う
か
ら
ず
、
衲
衣
下
に
向お

い
て
大
事
を
明
ら
め

ず
、
人
身
を
失
却
す
る
こ
と
こ
そ
、
始
め
て
是
れ
嶮あ

や

う
き
な
り
〉
と
。
既
に
是か

く

の
如
く
ん
ば
、
豈
に
心
を
明
ら
め
本
に

達
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。」（『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
一
三
）
と
い
う
。

③
汝
等
既
在
這
个
行
流
，
十
分
去
九
不
較
多
也
。
更
著
些
力
，
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
，
不
孤
負
叢
林　
「
君
た
ち
は

（
多
ぜ
い
）
禅
門
の
仲
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
十
分
の
一
ほ
ど
の
少
数
に
な
っ
て
も
い
い
く
ら
い
だ
。
そ
う
し
て
い
っ
そ
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う
精
進
に
努
め
た
な
ら
、
君
た
ち
こ
そ
は
日
々
の
修
行
者
と
し
て
の
覚
悟
を
ま
っ
と
う
し
、
我
が
叢
林
の
期
待
に
そ
む
か

ぬ
も
の
に
な
ろ
う
。」

「
行
流
」
は
修
行
仲
間
。
臨
済
が
「
道
流
」
と
い
う
の
と
同
意
だ
ろ
う
。「
十
分
去
九
」
は
、
十
か
ら
九
を
差
し
引
く
意
。

「
不
較
多
」
は
「
差
不
多
」（
ほ
ぼ
同
じ
）
の
意
（
袁
賓
『
禅
宗
著
作
詞
語
匯
釈
』
一
六
頁
）。「
便
是
上
座
不
屈
平
生
行
脚
」

は
『
聯
灯
会
要
』
で
は
「
便
是
上
座
不
枉
平
生
行
脚
眼
」
に
作
る
。

④
古
人
道
：
欲
得
保
任
此
事
，
須
向
高
高
山
頂
立
，
深
深
水
底
行
，
方
有
些
子
氣
力　
「（
即
心
即
仏
と
い
う
）
こ
の
事
実
を

我
が
こ
と
と
し
て
保
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
、
孤
峰
頂
上
に
独
り
立
ち
、
深
海
の
底
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
う

し
て
こ
そ
す
こ
し
は
こ
の
事
を
担
う
元
気
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。」
な
お
「
気
力
」
は
『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』

で
は
「
気
息
」
に
作
る
。

「
古
人
」
は
薬
山
惟
儼
。
本
書
巻
二
八
薬
山
惟
儼
和
尚
語
、「
人
天
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
即そ

っ

今こ
ん

威
儀
を
清
浄
に
し
、
瓶

を
持
ち
鉢
を
挈さ

さ

ぐ
者
是
れ
な
り
。
保
任
せ
ば
、
諸
趣
に
堕
つ
る
を
免
る
。
第け

っ
し一

て
這
箇
を
棄
つ
る
を
得
ざ
れ
。
這
箇
は

得え

易
き
に
不あ

ら是
ず
。
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
立
ち
、
深
深
た
る
海
底
に
行あ

ゆ

む
べ
し
。
此こ

こ処
は
行
き
易
か
ら

ざ
る
も
、
方は

じ

め
て
少
し
く
相
応
有
ら
ん
。」
ま
た
本
書
巻
一
四
薬
山
章
に
も
「
翺
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
戒
定

慧
。〉
師
曰
く
、〈
貧
道
が
這
裏
に
此
の
閑
家
具
無
し
。〉
翺
は
玄
旨
を
測
る
莫
し
。
師
曰
く
、〈
太
守
よ
、
此
の
事
を
保

任
せ
ん
と
欲ほ

得っ

せ
ば
、
直
に
須
ら
く
高
高
た
る
山
頂
に
向お

い
て
坐
し
、
深
深
た
る
海
底
に
行あ

ゆ

む
べ
し
。
閨
閤
中
の
物
、

捨
て
得
ざ
れ
ば
、
便
ち
滲
漏
と
為
ら
ん
。〉」

⑤
汝
若
大
事
未
辧
，
且
須
履
踐
玄
途　
「
君
が
自
己
の
大
事
を
ま
だ
わ
き
ま
え
ぬ
な
ら
、
玄
途
を
踏
み
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

「
玄
途
」
は
洞
山
が
提
唱
し
た
三
路
（
展
手
・
鳥
道
・
玄
路
）
の
一
つ
で
あ
る
「
玄
路
」
に
同
じ
。『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山

和
尚
章
第
四
六
則
、「
師
示
衆
曰
：
展
手
而
学
，
鳥
道
而
学
，
玄
路
而
学
。」「
鳥
道
」
に
つ
い
て
は
「
問
：
承
和
尚
有
言
，
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教
人
行
鳥
道
，
未
審
如
何
是
鳥
道
？
師
曰
。
：
不
逢
一
人
。
僧
曰
：
如
何
是
行
？
師
曰
：
足
下
無
糸
去
（
足
に
糸
一
本
も

踏
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
の
だ
。）」（『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
二
八
則
）
と
あ
り
、
一
切
の
痕
跡
を
心
に
残
さ

ぬ
行
履
の
こ
と
。「
展
手
」、「
玄
路
」
に
つ
い
て
は
、
洞
山
の
説
明
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
宏
智
正
覚
は
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

　

 
小
参
。
僧
問
う
、「
記
得
す
、
洞
山
和
尚
に
三
路
の
学
有
り
、
鳥
道
・
玄
路
・
展
手
な
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
鳥

道
？
」
師
云
く
、「
応

あ
ら
ゆ
る

処と
こ
ろに

蹤
跡
無
く
、
糸
毫
も
身
を
礙
げ
ず
。」
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
玄
路
。」
師
云
く
、

「
円
か
な
る
こ
と
太
虚
に
同
じ
、
欠
く
無
く
余
す
無
し
。」
僧
云
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
展
手
。」
師
云
、「
機
に
当
た

り
て
的ぴ

た
り的

と
用
い
、
的
的
と
用
い
て
機
に
当
た
る
。」（『
宏
智
広
録
』
巻
五
）

〔
一
二
〕
沙
門
と
し
て
最
も
大
事
な
こ
と

問
：
「
如
何
是
沙
門
所
重
？
」
師
曰
：
「
心
識
不
到
處
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
沙
門
の
重
ん
ず
る
所
。」
師
曰
く
、「
心③�

識
の
到
ら
ざ
る
處
。」

＊

①
本
則
は
慧
洪
『
智
証
伝
』、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
録
す
。

②
如
何
是
沙
門
所
重　
「
出
家
沙
門
は
何
が
最
も
大
切
な
の
で
す
か
。」

③
心
識
不
到
處　
「
心
意
識
で
は
到
達
で
き
ぬ
と
こ
ろ
。」
法
身
を
暗
示
す
る
。
宋
の
慧
洪
『
智
証
伝
』
は
、
宋
代
に
発
展
し

た
曹
洞
宗
の
偏
正
五
位
説
に
よ
っ
て
、
雲
居
は
諱
に
触
れ
て
い
る
と
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
洞
上
の
宗
旨
、
語

は
十
成
を
忌
み
、
犯
す
を
欲
せ
ず
。
犯
す
と
き
は
則
ち
之
を
諱
に
触ふ

る
る
と
謂
う
。
五
位
に
〈
但も

し
能
く
当
今
の
諱
に
触
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れ
ざ
れ
ば
、
也
た
前
朝
の
断
舌
の
才
に
勝
れ
り
〉
と
曰
う
が
如
し
。
宏
覚
は
蓋
し
洞
山
の
高
弟
な
り
。
而
る
に
答
う
る
所

の
語
の
此
の
如
き
は
、
豈
に
諱
に
触
る
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
…
…
夫
れ
諱
を
犯
さ
ず
、
十
成
を
忌
む
者
は
法
な
り
。
宏
覚

は
法
を
忘
ぜ
ず
、
何
ぞ
以
て
能
く
宗
を
識
ら
ん
や
。
金
剛
般
若
に
曰
く
、〈
一
切
賢
聖
は
皆
な
無
為
法
を
以
て
差
別
有
り
〉

と
。
覚
、
之
を
以
て
せ
よ
。（
宏
覚
は
一
切
賢
聖
の
よ
う
に
無
為
法
を
顕
わ
す
の
に
差
別
の
相
を
も
っ
て
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の

だ
）」（
な
お
文
字
は
『
指
月
録
』
巻
一
六
洞
山
章
に
引
か
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
）。

な
お
法
眼
文
益
は
同
じ
問
に
「
若
し
繊
毫
の
重
ん
ず
る
所
有
ら
ば
、
即
ち
沙
門
と
名
づ
け
ず
。」（
本
書
巻
二
四
法
眼
章
）

と
答
え
て
い
る
。

〔
一
三
〕
仏
祖
に
ど
の
よ
う
な
修
行
の
階
梯
が
あ
る
か

問
：
「
佛
與
祖
有
何
階
級
？
」
師
曰
：
「
倶
是
階
級
」。

＊

問①�

う
、「
仏②�

と
祖
に
は
何
の
階
級
か
有
る
。」
師
曰
く
、「
倶③�

に
是
れ
階
級
な
り
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
、「
問
：
仏
与
祖
還
有
階
級
否
？
師
曰
：
俱
在
階
級
」
と
あ
る
。

②
佛
與
祖
有
何
階
級　
「
仏
や
祖
師
に
は
ど
の
よ
う
な
位
階
が
あ
る
の
で
す
か
。」
或
い
は
「
仏
や
祖
師
が
た
に
は
ど
の
よ
う

な
修
行
の
階
程
が
あ
る
の
で
す
か
。」
入
門
初
心
者
の
問
い
。
禅
で
は
階
級
に
落
ち
ざ
る
も
の
（
一
切
の
枠
づ
け
か
ら
自
由

な
る
も
の
）
が
仏
で
あ
り
祖
で
あ
る
。「
階
級
」
は
位
の
上
下
の
等
級
、
或
い
は
菩
薩
の
五
十
二
位
の
修
行
の
階
梯
。

本
書
巻
五
青
原
山
行
思
禅
師
章
、「
後
聞
曹
谿
法
席
，
乃
往
参
礼
，
問
曰
：
当
何
所
務
，
即
不
落
階
級
？
祖
曰
：
汝
曽
作

什
麼
？
師
曰
：
聖
諦
亦
不
為
。
祖
曰
：
落
何
階
級
？
曰
：
聖
諦
尚
不
為
，
何
階
級
之
有
。
祖
深
器
之
。」
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本
書
巻
一
七
瑞
巌
師
彦
禅
師
章
、「
問
：
作
麼
生
商
量
即
得
不
落
階
級
？
師
曰
：
排
不
出
（
階
級
に
並
べ
ら
れ
ぬ
、
位
置
づ

け
ら
れ
な
い
）。
曰
：
為
什
麼
排
不
出
？
師
曰
：
他
従
前
無
階
級
。
曰
：
未
審
居
何
位
次
。
師
曰
：
不
坐
普
光
殿
。
曰
：

還
理
化
也
無
（
か
れ
は
世
を
治
め
教
化
し
ま
す
か
）
？
師
曰
：
名
聞
三
界
重
，
何
処
不
帰
朝
（
名
は
三
界
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、

世
界
の
ど
こ
か
ら
も
朝
謁
し
な
い
者
は
な
い
）。」

③
倶
是
階
級　
「
仏
と
名
づ
け
祖
と
名
づ
け
る
の
は
み
な
格
付
け
だ
。」
或
い
は
「
修
行
し
て
成
る
仏
や
祖
は
階
級
に
枠
づ
け

さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。」

〔
一
四
〕
古
路
不
逢
人

問
：
「
如
何
是
西
来
意
？
」
師
曰
：
「
古
路
不
逢
人
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
西
来
意
。」
師
曰
く
、「
古③�

路
、
人
に
逢
わ
ず
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
西
来
意　
「
西
来
意
」
と
は
、
達
磨
が
印
度
よ
り
中
国
に
来
た
意
図
で
あ
り
、
自
心
が
仏
（
即
心
是
仏
）
で
あ
る

と
い
う
事
実
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
巻
六
江
西
道
一
禅
師
章
の
示
衆
、「
汝
等
諸
人
、
各お

の
おの

自
心
是
れ
仏
、
此
の
心
即
ち

是
れ
仏
の
心
な
る
を
信
ぜ
よ
。
達
磨
大
師
は
南
天
竺
国
よ
り
来
り
、
躬み

ず
から

中
華
に
至
っ
て
、
上
乗
一
心
の
法
を
伝
え
、
汝

等
を
し
て
開
悟
せ
し
め
ん
と
す
。
又
た
楞
伽
経
の
文
を
引
き
、
以
て
衆
生
の
心
地
に
印
す
る
は
、
汝
が
顛
倒
し
て
自
ら
此

の
心
の
法
の
、
各
の
之こ

れ

有
る
こ
と
を
信
ぜ
ざ
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。」

③
古
路
不
逢
人　
「
古
路
」
は
、
い
に
し
え
の
祖
仏
が
た
が
歩
ん
だ
道
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
達
磨
西
来
の
道
。
そ
の
道
で
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そ
の
人
に
逢
わ
な
か
っ
た
と
は
、「
西
来
意
」
は
も
と
も
と
中
国
に
も
あ
り
、
私
自
身
に
具
わ
っ
て
お
り
、
達
磨
に
教
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
謂
い
。
玄
沙
は
江
湖
へ
の
遍
歴
の
た
め
嶺
上
で
石
に
躓
い
て
大
悟
し
て
、
思
わ
ず
「
達
摩
は
過
来
せ

ず
、
二
祖
は
伝
持
せ
ず
」
と
叫
ん
だ
（『
祖
堂
集
』
巻
一
〇
玄
沙
和
尚
章
）。

〔
一
五
〕
可
観
上
座
の
参
問

可
觀
上
座
問
：
「
的
罷
標
指
，
請
師
速
接
。」
師
曰
：
「
即
今
作
麼
生
？
」
觀
曰
：
「
道
即
不
無
，
莫
領
話
好
。」
師

曰
：
「
何
必
！
闍
梨
。」

＊

可①�

観
上
座
問
う
、「②�

的ま
と

に
標
指
す
る
を
罷
め
た
り
、
師
の
速
や
か
に
接
せ
ん
こ
と
を
請
う
。」
師
曰
く
、「
即③�

今
は

作い

か

ん
麼
生
。」
観
曰
く
、「
道
う
こ
と
は
即
ち
無
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
話
を
領
ず
る
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。」
師
曰
く
、「
何⑤�

ぞ
必

ず
し
も
せ
ん
、
闍
梨
よ
。」

＊

①
本
則
は
本
書
に
録
す
る
の
み
。

　

可
觀
上
座
問
　「
可
観
上
座
」
は
、
雪
峰
義
存
に
嗣
い
だ
南
岳
金
輪
可
観
禅
師
（
本
書
巻
一
九
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
人
は
雪
峰
に
十
二
年
師
事
し
、
叢
林
を
遍
歴
し
て
南
岳
に
入
っ
た
。

②
的
罷
標
指
，
請
師
速
接　
「
目
標
を
設
定
し
て
修
行
す
る
や
り
か
た
は
罷
め
ま
し
た
、
て
っ
と
り
ば
や
く
ズ
バ
リ
と
導
い

て
く
だ
さ
い
。」
階
梯
を
踏
ん
で
仏
位
に
至
る
修
行
を
わ
た
し
は
罷
め
ま
し
た
、
ど
う
か
禅
の
悟
り
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
。

「
標
指
」
は
標
準
に
す
る
・
目
当
て
に
す
る
。『
宋
史
』
巻
四
二
七
程
頤
伝
、「
頤
は
書
に
於
い
て
読
ま
ざ
る
所
無
し
。
其

の
学
は
誠
を
本
と
し
、
大
学
・
語
・
孟
・
中
庸
を
以
て
標
指
と
為
し
、
而
し
て
六
経
に
達
す
。」
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③
即
今
作
麼
生　
「
即い

今ま

は
ど
う
な
の
か
。」
的
に
向
っ
て
修
す
る
の
を
や
め
た
即い

今ま

の
君
の
境
地
は
ど
ん
な
も
の
か
。

『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
三
六
則
、「
有
一
僧
到
参
。
師
見
異
，
起
来
受
礼
了
，
問
：
〈
従
何
方
而
来
？
〉
対

曰
：
〈
従
西
天
来
。〉
師
曰
：
〈
什
摩
時
離
西
天
？
〉
曰
：
〈
斎
後
離
。〉
師
曰
：
〈
太
遅
生
！
〉
対
曰
：
〈
迤
邐
遊
山

翫
水
来
。〉
師
曰
：
〈
即
今
作
摩
生
？
〉
其
僧
進
前
叉
手
而
立
。
師
乃
祗
揖
云
：
〈
喫
茶
去
。〉（
洞
山
は
作
用
即
性
を
祗
揖

に
よ
っ
て
一
応
認
め
て
お
い
て
か
ら
、
頭
を
冷
や
し
て
こ
い
と
反
省
を
う
な
が
す
。）」。
ま
た
『
五
灯
会
元
』
巻
八
大
寧
隠
微

禅
師
章
、「
問
：
〈
如
何
是
黄
梅
一
句
？
〉
師
曰
：
〈
即
今
作
麼
生
？
〉
曰
：
〈
如
何
通
信
？
〉
師
曰
：
〈
九
江
路
絶
。

（
九
江
の
黄
梅
へ
の
路
は
断
絶
し
た
ぞ
。）〉」

④
道
即
不
無
，
莫
領
話
好　
「
即
今
の
こ
と
を
言
え
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
納
得
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」〝
即
心

即
仏
〟
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま
す
が
（
或
い
は
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）、
そ
れ
で
こ
と
足
れ
り

と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
何
必
！
闍
梨　
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
！
闍
梨
よ
。」
そ
ん
な
心
配
は
い
ら
ぬ
、
分
か
っ
て
お
る
。

〔
一
六
〕
癢
和
を
擲
つ

問
：
「
如
何
是
口
訣
？
」
師
曰
：
「
近
前
来
，
向
汝
道
。」
僧
近
前
曰
：
「
請
師
道
。」
師
曰
：
「
也
知
，
也
知
。」

師
擲
癢
和
問
衆
：
「
還
會
麼
？
」
衆
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
趁
雀
児
也
不
會
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
口く

訣け
つ

。」
師
曰
く
、「
近③�

前
し
来
れ
、
汝
に
道い

わ
ん
。」
僧④�

、
近
前
し
て
曰
く
、「
請
う
師
道い

え
。」
師⑤�

曰
く
、「
也
た
知
れ
り
、
也
た
知
れ
り
。」

師⑥

は
癢
和
を
擲

な
げ
う

っ
て
衆
に
問
う
、「
還
た
会
す
や
。」
衆
曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
雀⑦�

す
ず
め児

を
趁
う
も
也な

お
会
さ
ず
。」
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＊

①
本
則
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
が
、「
師
曰
：
也
知
，
也
知
」
が
無
く
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

 
問
：
「
如
何
是
口
訣
？
」
師
云
：
「
近
前
来
。」
僧
便
近
前
云
：
「
請
師
道
。」
師
擲
下
癢
和
子
云
：
「
会
麼
？
」
僧

云
：
「
不
会
。」
師
云
：
「
趁
雀
児
也
不
会
。」（
な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
云
：
請
師
道
」
が
無
く
、「
癢
和
子
」
が
「
払

子
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
高
麗
本
『
景
徳
伝
灯
録
』
は
『
五
灯
会
元
』
に
同
じ
だ
が
、「
払
子
」
が
「
養
和
」
に
な
っ
て
い

る
。）

②
如
何
是
口
訣　
「
ど
う
い
う
の
が
口
訣
で
す
か
。」「
口
訣
」
は
、
口
頭
で
密
か
に
伝
授
す
る
（
禅
門
の
）
秘
法
。『
抱
朴

子
』
内
篇
に
は
、
明
師
か
ら
真
の
弟
子
へ
の
直
接
的
な
秘
要
の
伝
授
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（
吉
川
忠
夫
『
六
朝
精

神
史
研
究
』
第
十
一
章
「
師
受
考
─
『
抱
朴
子
』
内
篇
に
よ
せ
て
─
」
参
照
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
）。
梁
粛
『
天
台
止

観
統
例
』、「
言
う
こ
と
罕ま

れ

に
し
て
密
と
為
す
者
有
り
、
歯
舌
も
て
潜
か
に
伝
え
て
口
訣
と
為
す
者
有
り
、
凡
そ
此
の
類

は
、
自
ら
を
立
て
て
祖
と
為
し
、
祖
を
継
い
で
家
と
為
す
。
経
に
反
し
聖
に
非
ざ
る
に
、
昧
き
者
は
覚さ

と

ら
ず
。」（
Ｔ
四

六
・
四
七
四
下
）

当
時
、
口
訣
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
に
『
頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
訣
』（
上
山
大
峻
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
「
頓

悟
真
宗
要
訣
」
の
研
究
」、『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
）、『
禅
門
秘
要
訣
』（『
証
道
歌
』
の
別
名
）、『
金
剛
経
口
訣
』

（『
金
剛
経
解
義
』
の
別
名
）、「
宝
鏡
三
昧
」「
五
位
顕
訣
」「
三
種
滲
漏
」（『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
曹
山
本
寂
伝
）
な
ど
が
あ

る
。

③
近
前
来
，
向
汝
道　
「
前
に
進
み
出
よ
、
君
に
言
っ
て
や
ろ
う
。」「
近
前
」
は
作
用
が
仏
性
の
は
た
ら
き
だ
と
す
る
馬
祖

系
の
「
作
用
即
性
」
説
を
代
表
す
る
動
作
の
一
つ
。
本
書
巻
一
〇
福
州
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
章
、「
師
（
霊
訓
）、
帰
宗
を
辞
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す
。
宗
問
う
、〈
子な

ん
じ、

什い

麼ず

処こ

に
か
去ゆ

く
。〉
師
曰
く
、〈
嶺
中
に
帰
り
去
る
。〉
宗
曰
く
、〈
子
は
此
に
在
る
こ
と
多
年
、

装し
た
く束

し
了お

わ

ら
ば
却ま

た
来
れ
。
子
が
為
に
一

ひ
と
し
き
り上

仏
法
を
説
か
ん
。〉
師
は
結し

た
く束

し
了
り
て
堂
に
上
る
。
宗
曰
く
、〈
近
前
来
。〉

師
乃
ち
近
前
す
。
宗
曰
く
、〈
時
は
寒
し
、
途
中
善
為
。（
汝
の
作
用
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
接
化
）〉
師
は
此
の
一

言
を
聆き

き
、
頓
に
前
解
を
忘
ず
。」

④
僧
近
前
曰
：
請
師
道　

僧
は
進
み
出
た
が
、
自
身
に
仏
性
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
る
契
機
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。

⑤
師
曰
：
也
知
，
也
知　
「
や
は
り
そ
う
か
、
や
は
り
そ
う
か
。」
怜
悧
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら
分
か
っ
て
い

た
の
だ
が
…
…
。「
也
」
は
「
雖
」
と
同
義
の
口
語
。

⑥
師
擲
癢
和
問
衆
：
還
會
麼　

そ
こ
で
、
僧
を
相
手
に
せ
ず
大
衆
の
前
に
癢
和
子
を
投
げ
出
し
て
言
う
、「
分
か
る
か
。」

「
擲
癢
和
」
も
作
用
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
接
化
。
本
書
の
文
脈
で
は
別
の
問
答
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ま
っ
た

く
主
題
が
同
じ
で
あ
り
、『
宗
門
摭
英
集
』『
五
灯
会
元
』
が
一
続
き
の
問
答
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
続
け
て
読
む
。
な

お
『
宗
門
摭
英
集
』『
五
灯
会
元
』
で
は
「
衆
」
字
が
無
く
、
分
か
ら
な
か
っ
た
僧
に
、
雲
居
自
身
が
作
用
し
て
見
せ
る

こ
と
で
、
君
の
い
ま
の
「
近
前
」
が
仏
性
の
作
用
な
の
だ
、
と
示
唆
し
て
や
っ
た
。

「
癢
和
」
は
如
意
の
こ
と
、
手
の
届
か
な
い
背
中
を
掻
く
孫
の
手
。
癢
和
子
・
痒
和
子
と
も
。『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、「
痒

和
子
は
即
ち
如
意
な
り
。
古
に
爪
杖
と
謂
う
。
或
い
は
骨
角
・
竹
木
に
人
の
手
を
刻
し
、
指
爪
を
焉こ

れ

に
具
す
。
柄
は
可ほ

ぼ
三
尺
許ば

か

り
。
背
脊
の
痒
き
に
、
手
の
及
ぶ
可
か
ら
ざ
る
と
き
、
用
い
て
以
て
掻
爬
す
る
こ
と
、
人
の
意
の
如
し
。
故

に
以
て
焉こ

れ

に
名
づ
く
。
古
人
の
質
朴
に
し
て
、
指
爪
の
形
に
刻
す
を
観
る
。
後
世
は
銀
銅
を
以
て
爪
を
作
る
こ
と
尺
許ば

か

り
の
如
く
、
闊ひ

ろ

き
こ
と
雲
の
状
に
似
て
、
抓
く
に
便
な
り
。
雑
録
名
義
に
見
ゆ
。」『
祖
堂
集
』
巻
四
石
頭
和
尚
章
、「
六

祖
遷
化
後
，
便
去
清
原
山
靖
居
行
思
和
尚
処
，
礼
拝
侍
立
。
和
尚
便
問
：
〈
従
什
摩
処
来
？
〉
対
曰
：
〈
従
曹
渓
来
。〉
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和
尚
拈
起
和
痒
子
（
自
己
本
来
の
面
目
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
和
痒
子
を
提
起
し
て
）
曰
：
〈
彼
中
還
有
這
个
也
無
？
〉
対

曰
：
〈
非
但
彼
中
，
西
天
亦
無
。（
そ
れ
は
方
所
を
超
え
た
も
の
で
す
。）〉
和
尚
曰
：
〈
你
応
到
西
天
也
無
？
〉
対
曰
：

〈
若
到
即
有
也
。（
去
来
の
次
元
で
な
ら
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）〉
和
尚
曰
：
〈
未
在
，
更
道
。〉
対
曰
：
〈
和
尚
也
須
道

取
一
半
，
為
什
摩
独
考
専
甲
？
〉
和
尚
曰
：
〈
不
辞
向
你
道
，
恐
已
後
無
人
承
当
。（
こ
う
い
う
言
い
か
た
で
、
言
う
こ
と

を
回
避
し
た
。）〉」

⑧
趁
雀
児
也
不
會　
「
雀
を
追
っ
払
っ
た
の
も
分
か
ら
ん
の
か
。」
愛
想
づ
か
し
を
し
た
言
葉
、「
お
前
ら
を
追
っ
払
っ
た
の

だ
。」「
雀
児
」
は
、
集
団
で
法
を
馳
求
す
る
僧
に
喩
う
。『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
、「
僧
は
雀
児
の
生さ

ば

を
啄
む
を

見
て
、
師
に
問
う
、〈
為な

に
ゆ
え

什
摩
に
与か

摩く

も
忙せ

わ

し
き
を
得
た
る
。〉
師
便
ち
鞋
を
脱
ぎ
て
地
を
打
つ
こ
と
一
下
す
。
僧
云
く
、

〈
和
尚
、
地
を
打
ち
て
什な

摩ん

と
作
す
？
〉
師
云
く
、〈
雀
児
を
趁お

え
り
。〉」『
雪
峰
語
録
』
巻
下
・
偈
語
、「
師
は
枯
木
菴
に

在
り
て
坐
禅
し
、
水
磨
坊
前
に
於
い
て
麦
を
晒
し
、
乃
ち
親み

ず
から

題
し
て
云
う
、〈
菴
前
永ひ

ね
も
す日

虎
狼
無
く
、
磨
下
終ね

ん
じ
ゅ
う年

雀
児

絶
ゆ
。〉」

〔
一
七
〕
処
徳
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

問
：
「
如
何
得
不
惱
亂
和
尚
。」
師
曰
：
「
與
我
喚
處
德
來
。」
僧
遂
去
喚
來
。
師
曰
：
「
與
我
閉
却
門
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
せ
ば
和
尚
を
悩
乱
せ
ざ
る
を
得え

ん
や
。」
師③�

曰
く
、「
我
が
与た

め

に
処
徳
を
喚
び
来
れ
。」
僧④�

、
遂
に
去
っ
て

喚
び
来
る
。
師⑤�

曰
く
、「
我
が
与
に
門
を
閉
却
せ
よ
。」

＊

①
本
則
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
に
も
次
の
よ
う
に
収
め
る
。
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問
：
「
如
何
得
不
悩
乱
和
尚
去
。」
師
云
：
「
与
我
喚
処
徳
来
。」
僧
便
去
喚
来
。
師
云
：
「
你
適
来
問
什
麼
？
」
僧
再

挙
。
師
云
：
「
与
老
僧
下
却
簾
子
。」

②
如
何
得
不
惱
亂
和
尚　
「
ど
う
す
れ
ば
和
尚
を
悩
ま
さ
ず
に
す
み
ま
す
か
。」「
悩
乱
」
は
、
困
ら
せ
る
以
上
の
障
害
と
な

る
こ
と
。
大
衆
が
和
尚
を
「
悩
乱
」
し
て
い
る
、
即
ち
雲
居
は
接
化
に
手
を
焼
い
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
て
、
か
く

問
う
。

③
與
我
喚
處
德
來　
「
処
徳
を
呼
ん
で
来
て
く
れ
。」
僧
に
作
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
僧
自
身
の
仏
性
に
ハ
ッ
と
気
付
い
て
く
れ

れ
ば
、
も
う
私
を
困
ら
せ
ず
に
す
も
う
。「
処
徳
」
は
恐
ら
く
は
侍
者
の
名
前
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
接
化
を
行
っ
た

の
は
、
次
の
よ
う
に
慧
忠
国
師
（
？
～
七
七
五
）
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
本
書
巻
五
西
京
光
宅
寺
慧
忠
国
師
章
、「
粛

宗
（
在
位
：
七
五
六
～
七
六
二
）
問
…
…
。
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
十ぶ

つ

身
調
御
？
〉
師
乃
ち
起
立
し
て
曰
く
、

〈
還は

た
会
す
や
。〉
曰
く
、〈
会
さ
ず
。〉
師
曰
く
、〈
老
僧
の
与た

め

に
浄
瓶
を
過わ

た

し
来
れ
。〉」
慧
忠
国
師
は
馬
祖
（
七
〇
九
～

七
八
八
）
と
同
時
代
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
代
に
は
新
し
い
仏
性
説
と
し
て
「
作
用
即
性
」
が
興
起
し
て
い
た
。「
作
用

即
性
」
説
の
経
証
は
『
楞
伽
経
』
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
密
作
用
す
べ
き
こ
と
を
眼
の
開
合
を
も
っ
て
示
し
た

の
は
慧
安
国
師
（
五
八
一
～
七
〇
八
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
南
岳
懐
譲
は
開
悟
し
た
（『
宝
林
伝
』
逸
文
）。
ま
た
吉

州
思
和
尚
（
青
原
行
思
、
六
七
一
～
七
三
八
）
は
「
語
言
啼
笑
、
屈
伸
俯
仰
、
各
の
性
海
従よ

り
所
発
す
」（『
宗
鏡
録
』
巻
九

七
）
と
説
く
。

④
僧
遂
去
喚
來　

し
か
し
僧
は
雲
居
の
接
化
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。

⑤
師
曰
：
與
我
閉
却
門　
「（
処
徳
よ
）
戸
を
閉
め
よ
。」
も
う
こ
れ
以
上
私
を
困
ら
せ
ず
に
、
帰
っ
て
く
れ
。『
宗
門
摭
英

集
』
の
文
脈
で
読
む
な
ら
、
そ
の
僧
に
向
っ
て
「
戸
を
閉
め
よ
」
と
言
っ
た
も
の
で
、
も
う
一
度
、
示
唆
し
て
や
っ
た
も

の
。
本
書
巻
七
杭
州
塩
官
鎮
国
海
昌
院
斉
安
禅
師
章
、「
僧
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
本
身
盧
舎
那
仏
。〉
師
云
く
、〈
我
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が
与た

め

に
那あ箇
の
銅
缾
を
将も

ち
来
れ
。〉
僧
即
ち
浄
缾
を
取
り
来
る
。
師
云
く
、〈
却ま

た
本
処
に
送
り
て
安
置
せ
よ
。〉
其
の

僧
は
缾
を
本
処
に
送
り
了お

わ

り
、
却か

え

り
来
り
て
再
び
前
語
を
徴
す
。
師
云
く
、〈
古
仏
也や

過
ぎ
去
り
て
久
し
。〉」

〔
一
八
〕
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す

問
：
「
馬
祖
出
八
十
八
人
善
知
識
，
未
審
和
尚
出
多
少
人
？
」
師
展
手
示
之
。

＊

問①�

う
、「
馬②�

祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
出
だ
す
、
未は

審た

和
尚
は
多い

く
ば
く少

の
人
を
か
出
だ
す
。」
師
、
展③�

手
し
て
之
に
示
す
。

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
馬
祖
出
八
十
八
人
善
知
識
，
未
審
和
尚
出
多
少
人　
「
馬
祖
は
八
十
八
人
の
善
知
識
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
和
尚
は

い
っ
た
い
何
人
の
得
法
の
禅
者
を
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
か
。」
こ
こ
で
い
う
善
知
識
と
は
、
馬
祖
の
接
化
に
よ
っ
て
得
法

し
て
出
世
し
た
禅
者
を
い
う
。
本
章
の
末
尾
に
「
徒
衆
常
及
千
五
百
之
数
」、
ま
た
『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
雲
居
伝
に
は

「
所
化
之
徒
、
寒
暑
相
交
、
不
下
一
千
余
衆
」
と
あ
り
、
雪
峰
山
と
並
ぶ
多
く
の
僧
が
雲
集
し
た
。

馬
祖
が
八
十
八
人
の
世
に
出
た
禅
者
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
一
四
馬
祖
章
、「
大
師
下
親
承
弟
子
惣
八

十
八
人
出
現
于
世
，
及
隠
遁
者
莫
知
其
数
。」
同
巻
一
六
黄
檗
章
、「
馬
大
師
下
有
八
十
八
人
坐
道
場
。」
な
お
『
五
灯
会

元
』
は
「
八
十
四
人
」
に
作
る
。

③
師
展
手
示
之　
「
展
手
」
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。「
こ
の
と
お
り
、
私
は
人
に
与
え
る
法
な
ど
何
も
持
っ
て
お
ら
ぬ
。

よ
そ
に
行
っ
て
く
れ
。」
本
書
巻
一
一
霊
樹
如
敏
禅
師
章
、「
僧
有
り
て
問
う
、〈
仏
法
の
至
理
は
如
何
。〉
師
は
展
手
す
る

の
み
。」
ま
た
同
巻
一
五
徳
山
宣
鑑
禅
師
章
、「
我
宗
無
語
句
，
実
無
一
法
与
人
。」
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〔
一
九
〕
向
上
人
の
行
履

問
：
「
如
何
是
向
上
人
行
履
處
？
」
師
曰
：
「
天
下
太
平
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
向
上
人
の
行
履
の
処
。」
師
曰
：
「
天③�

下
太
平
。」

＊

①�
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る

②
如
何
是
向
上
人
行
履
處　
「
仏
と
い
う
価
値
範
疇
を
超
え
出
た
人
の
行
履
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
向
上
人
」

は
「
仏
向
上
人
」
の
こ
と
。「
行
履
」
は
日
常
の
修
行
。「
行
履
処
」
の
「
処
」
は
、
動
詞
を
名
詞
化
す
る
は
た
ら
き
の
接

尾
辞
。

『
祖
堂
集
』
巻
八
龍
牙
和
尚
章
、「
師
示
衆
曰
：
『
夫
参
学
者
須
透
過
祖
仏
始
得
。
所
以
新
豊
和
尚
道
：
〈
仏
教
祖
教
如

生
怨
家
，
始
有
学
分
。〉
汝
若
透
過
祖
仏
不
得
，
則
被
祖
仏
謾
。』
有
人
問
：
『
祖
仏
還
有
謾
人
之
心
也
無
？
』
云
：

『
汝
道
江
湖
還
有
礙
人
之
心
也
無
？
』
師
又
云
：
『
江
湖
雖
無
礙
人
之
心
，
為
時
人
透
過
不
得
，
所
以
成
礙
人
去
，
不
得

道
江
湖
不
礙
人
。
祖
仏
雖
無
謾
人
之
心
，
為
時
人
透
過
祖
仏
不
得
，
所
以
成
謾
人
去
，
不
得
道
祖
仏
不
謾
人
。
若
与
摩

透
過
得
祖
仏
，
此
人
却
体
得
祖
仏
意
，
方
与
向▼

▼
▼

上
人
同
；
如
未
透
得
，
但
学
仏
祖
，
則
万
劫
無
有
得
期
。』」

 

参
禅
学
道
の
人
は
祖
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
豊
和
尚
は
「
仏
の
教
え
や
祖
の
教
え
と
仇
敵
と
な
っ
て
こ

そ
学
ぶ
資
格
が
あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
祖
や
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
祖
や
仏
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
る

ぞ
。」
そ
の
と
き
僧
が
問
う
、「
祖
や
仏
に
人
を
た
ぶ
ら
か
そ
う
と
い
う
心
が
あ
る
の
で
す
か
。」「
江
湖
に
人
の
往
来
を
礙

げ
よ
う
と
い
う
心
が
あ
る
の
か
、
言
っ
て
み
よ
。」
さ
ら
に
師
（
龍
牙
）
は
言
う
、「
江
湖
に
人
の
往
来
を
礙
げ
よ
う
と
す

る
心
な
ど
な
い
が
、
時
人
は
渡
れ
な
い
た
め
に
、
江
湖
が
人
を
礙
げ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
江
湖
が
人
を
礙
げ
な
い
と
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は
言
え
な
い
の
だ
。
祖
や
仏
に
は
人
を
た
ぶ
ら
か
す
心
が
な
く
て
も
、
時
人
は
突
き
抜
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、
祖
や
仏
が

人
を
た
ぶ
ら
か
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
祖
や
仏
が
人
を
た
ぶ
ら
か
さ
な
い
と
は
言
え
ぬ
。
祖
や
仏
の
束
縛
を
突
き
抜

け
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
人
は
祖
や
仏
を
乗
り
越
え
て
、
祖
や
仏
の
意
を
体
得
し
、
は
じ
め
て
向▼

▼
▼

上
人
と
同
じ
に
な
れ
る
の

だ
。
も
し
突
き
抜
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
た
だ
仏
の
教
え
を
学
び
祖
の
教
え
を
学
ぶ
だ
け
で
、
永
遠
に
悟
る
と
き
は
な
い
。」

③
天
下
太
平　
「（
仏
の
束
縛
を
突
き
抜
け
た
）
太
平
無
事
の
世
界
。」『
雲
門
広
録
』
巻
中
、「
挙
す
：
〈
世
尊
初
生
下
，
一
手

指
天
，
一
手
指
地
，
周
行
七
歩
，
目
顧
四
方
，
云
：
天
上
天
下
唯
我
独
尊
。〉
師
云
：
我
當
時
若
見
，
一
棒
打
殺
，
与
狗

子
喫
却
，
貴
図
天
下
太
平
。」

〔
二
〇
〕
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百

問
：
「
遊
子
歸
家
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
且
喜
歸
來
。」
曰
：
「
將
何
奉
獻
？
」
師
曰
：
「
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百
。」

＊

問①�

う
、「
遊②�

子
、
家
に
帰
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
且③�

く
帰
り
来
る
を
喜
ぶ
。」
曰
く
、「
何④�

を
将
て
か
奉
献
せ
ん
。」

師
曰
く
、「
朝⑤�

に
打
つ
こ
と
三
千
、
暮
に
打
つ
こ
と
八
百
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
遊
子
帰
家
時
如
何　
「
遠
く
他
郷
に
あ
っ
た
旅
人
が
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
な
ら
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。」
自
ら
を
還
郷
の

遊
子
に
な
ぞ
ら
え
て
問
う
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
天
皇
寺
道
悟
伝
付
崇
信
伝
、「
乃
ち
悟
に
問
う
て
云
く
、〈
未
だ
心
要

を
指
示
す
る
を
蒙
ら
ず
。〉
悟
公
云
く
、〈
時
時
に
相
い
示
せ
り
。〉
信
は
斯こ

の
言
を
飡さ

稟ず

か
り
、
遊
子
の
家
に
還
る
が
如

く
、
貧
人
の
宝
を
得
た
る
が
若
し
。」
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③
且
喜
帰
来　
「
そ
れ
は
お
め
で
と
う
。」

④
將
何
奉
獻　
「
父
母
へ
の
お
土
産
に
何
を
進
呈
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」

⑤
朝
打
三
千
，
暮
打
八
百　
「（
人
に
進
呈
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
な
ら
）
朝
晩
に
（
罰
棒
を
）
何
発
も
く
ら
わ

せ
て
や
る
。」
あ
る
い
は
、「
お
土
産
ど
こ
ろ
か
、
帰
郷
す
る
こ
と
自
体
、
罰
棒
も
の
だ
。」

『
汾
陽
語
録
』
巻
一
、「
問
う
、〈
大
作
業
底
の
人
来
ら
ば
、
師
は
還は

た
相
い
為た

め

に
す
る
や
。〉
師
云
く
、〈
朝
打
三
千
、
暮

打
八
百
。〉〈
恁か

麼く

な
れ
ば
則
ち
眉
は
八
字
に
分
か
れ
、
眼
は
金
剛
に
似
た
り
。（
眉
を
つ
り
上
げ
て
怒
り
ま
す
ぞ
。）〉
師
云

く
、〈
泥
人
退
歩
す
。（
獄
卒
も
お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
。）〉」

本
書
巻
二
四
清
涼
院
文
益
禪
師
章
、「
問
う
、〈
蕩
子
の
郷
に
還か

え

る
時
は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
何
を
将
て
か
奉
献
せ
ん
。〉

曰
く
、〈
一
物
も
有
る
無
し
。〉
師
曰
く
、〈
日
給
は
作い

麼か

生ん

。（
そ
れ
な
ら
毎
日
な
に
を
差
し
上
げ
る
の
だ
。）〉」

〔
二
一
〕
羚
羊
挂
角

師
謂
衆
曰
：
「
如
好
獵
狗
只
解
尋
得
有
蹤
迹
底
。
忽
遇
羚
羊
挂
角
，
莫
道
跡
，
氣
亦
不
識
。」
僧
問
：
「
羚
羊
挂
角
時
如

何
？
」
師
曰
：
「
六
六
三
十
六
。」
又
曰
：
「
會
麼
？
」
僧
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
不
見
道
無
蹤
迹
。」　　
　
　
　

有
僧
擧
似
趙
州
。
趙
州
云
：
「
雲
居
師
兄
猶
在
。」
僧
乃
問
：
「
羚
羊
挂
角
時
如
何
？
」
趙
州
云
：
「
六
六
三
十
六
。」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
好②�

き
猟
狗
の
如
き
も
只
だ
解
く
蹤
迹
底
有
る
を
尋
ね
得
た
る
の
み
。
忽も

し
羚
羊
の
角
を
挂
く

る
に
遇
わ
ば
、
跡
は
莫も

と
よ道

り
、
気
も
亦
た
識
ら
ず
。」
僧
問
う
、「
羚③�

羊
の
角
を
挂
く
る
時
は
如
何
。」
師
曰
、「
六④�

六
三
十

六
。」
又
た
曰
く
、「
会
す
や
。」
僧
曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
道⑤�

う
を
見
ず
や
、
蹤
迹
無
し
と
。」

有
る
僧
、
趙
州
に
挙
似
す
。
趙⑥

州
云
く
、「
雲
居
師
兄
猶
お
在
り
。」
僧
乃
ち
問
う
、「
羚
羊
の
角
を
挂
く
る
時
は
如
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何
。」
趙⑦�

州
云
く
、「
六
六
三
十
六
。」＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
趙
州
録
』
巻
下
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、

『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
下
、『
五

灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
に
も
収
め
る
。

②
如
好
獵
狗
只
解
尋
得
有
蹤
迹
底
。
忽
遇
羚
羊
挂
角
，
莫
道
跡
，
氣
亦
不
識　
「
立
派
な
猟
犬
で
も
足
跡
を
追
跡
で
き
る
だ

け
だ
。
角
を
木
に
掛
け
た
羚
羊
に
出
遇
っ
た
な
ら
、
足
跡
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
気
配
さ
え
も
気
づ
か
ぬ
。」「
蹤
迹
底
」
と

は
言
句
の
こ
と
、「
猟
犬
」
と
は
下
文
に
雪
峰
が
い
う
「
尋
言
逐
句
」
の
こ
と
。

「
羚
羊
」
は
羊
に
似
て
大
き
く
、
角
に
螺
旋
状
の
皺
が
あ
る
。
夜
は
角
を
樹
に
懸
け
（
足
跡
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し
）
て
眠

り
、
禍
患
を
防
ぐ
と
伝
説
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
「
羚
羊
掛
角
」
は
痕
跡
を
と
ど
め
ぬ
方
便
で
な
い
第
一
義
の
接
化
に
喩

え
ら
れ
る
。『
埤
雅
』
巻
五
、「
羚
羊
は
羊
に
似
て
而し

か

も
大
、
角
に
は
円
繞
の
蹙
文
有
り
。
夜
は
則
ち
角
を
木
の
上
に
懸

け
、
以
て
患
を
防
ぐ
。」
な
お
『
祖
堂
集
』、『
趙
州
録
』
は
「
霊
羊
」
に
作
る
（
羚
・
霊
同
音
）。

本
書
巻
一
六
雪
峰
義
存
章
、「
我
若
東
道
西
道
，
汝
則
尋
言
逐
句
；
我
若
羚
羊
挂
角
，
汝
向
什
麼
処
捫
摸
？
（
わ
し
が
あ

れ
こ
れ
説
い
て
聞
か
せ
た
な
ら
、
君
た
ち
は
言
句
の
観
念
を
追
い
求
め
る
。
も
し
羚
羊
が
木
に
角
を
懸
け
て
足
跡
を
消
す
よ
う

な
や
り
方
を
し
た
な
ら
、
君
た
ち
は
ど
こ
に
手
が
か
り
を
求
め
る
か
。）」

「
如
好
猟
狗
」
は
『
祖
堂
集
』
は
「
如
人
将
一
百
貫
銭
買
得
猟
狗
」（『
宗
門
摭
英
集
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
は
「
三
十
貫

銭
」、『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』、『
禅
門
拈
頌
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
三
貫
銭
」）
に
作
る
。

③
羚
羊
挂
角
時
如
何　
「
羚
羊
が
角
を
木
に
懸
け
る
と
ど
う
な
る
の
で
す
か
。」

④
六
六
三
十
六　

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
。「
羚
羊
掛
角
」（
第
一
義
）
を
臆
面
も
な
く
問
う
こ
と
に
対
し
て
嘲
笑
す
る
気
分
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が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
二
百
丈
惟
政
章
（
嗣
石
霜
楚
円
）、「
問
：
〈
達
磨
未
来
時
如
何
？
〉
師
曰
：

〈
六
六
三
十
六
。〉
曰
：
〈
来
後
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
九
九
八
十
一
。〉」

⑤
不
見
道
無
蹤
迹　
「
足
跡
を
残
さ
ぬ
と
言
っ
た
だ
ろ
う
。」
第
一
義
（
真
理
）
は
言
葉
で
限
定
で
き
な
い
以
上
、
そ
れ
を
伝

え
る
方
も
「
羚
羊
掛
角
」
の
よ
う
に
痕
跡
を
残
さ
ぬ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

⑥
趙
州
云
：
雲
居
師
兄
猶
在　
「
雲
居
師
兄
は
な
お
健
在
だ
。」
趙
州
が
雲
居
を
「
師
兄
」
と
呼
ぶ
の
は
正
し
く
な
い
が
、

「
六
六
三
十
六
」
と
い
う
言
い
方
を
し
た
雲
居
に
敬
意
を
表
し
て
「
師
兄
」
と
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

⑦
趙
州
云
：
六
六
三
十
六　
『
趙
州
録
』、『
宗
門
統
要
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』、『
禅
門
拈
頌
集
』
な
ど
は

「
九
九
八
十
一
」
に
作
る
。
な
お
『
宗
門
摭
英
集
』、『
五
灯
会
元
』
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　
　

 

曰
：
「
得
恁
麼
難
会
。」
州
曰
：
「
有
甚
麼
難
会
！
」
曰
：
「
請
和
尚
指
示
。」
州
曰
：
「
新
羅
、
新
羅
。（
あ
と
の
祭

り
だ
。）」
又
問
長
慶
：
「
羚
羊
挂
角
時
如
何
？
」
慶
曰
：
「
草
裏
漢
。（
君
は
屍

し
か
ば
ねだ

）」
曰
：
「
挂
後
如
何
？
」
慶
曰
：

「
乱
呌
喚
。（
ま
だ
で
た
ら
め
を
言
う
か
）」
曰
：
「
畢
竟
如
何
？
」
慶
曰
：
「
驢
事
未
去
，
馬
事
到
来
。（
い
い
か
げ
ん

に
し
ろ
。）」

〔
二
二
〕
影
と
本
身

衆
僧
夜
參
。
侍
者
持
燈
來
、
見
影
在
壁
上
。
有
僧
便
問
：
「
兩
箇
相
似
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
一
个
是
影
。」

＊

衆①�

僧
、
夜
参
す
。
侍
者
、
灯
を
持
ち
来
る
に
、
影②�

、
壁
上
に
在
る
を
見
る
。
有
る
僧
、
便
ち
問
う
、「
両②�

箇
相
似
た
る
時

は
如
何
。」
師
曰
く
、「
一③�

个
は
是
れ
影
な
り
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
見
影
在
壁
上
。
有
僧
便
問
：
兩
箇
相
似
時
如
何　

壁
に
映
っ
た
影
を
見
て
問
う
、「
本
身
と
影
は
よ
く
似
て
切
り
離
せ
な

い
あ
り
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
両
箇
」
と
は
本
身
（
法
身
）
と
影
（
肉
身
）。
洞
山
が
水
に
映
っ

た
自
分
の
影
を
見
て
大
悟
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
問
う
の
で
あ
ろ
う
。「
後
に
水か

わ

を
過わ

た

り
て
影
を
覩み

る
に
因よ

り
、
前

旨
を
大
悟
す
。
因よ

り
て
一
偈
有
り
て
曰
く
、〈
切
に
忌
む
他か

げ

に
従
っ
て
覓
む
る
こ
と
を
、
迢
迢
と
し
て
我
と
疎
な
り
。
我

れ
今
独ひ

自と

り
往
く
に
、
処

い
た
る
と
こ
ろ

処
に
渠か

れ

に
逢
う
を
得
た
り
。
渠か

れ

は
今
正ま

さ

に
是
れ
我
れ
な
る
も
、
我
れ
今
渠か

れ

に
不あ

是ら

ず
。
応
に
須

ら
く
恁か

麼く

会
し
て
、
方は

じ

め
て
如
如
に
契
う
を
得
ん
。〉」（
本
書
巻
一
五
洞
山
良
价
章
）。

③
師
曰
：
一
个
是
影　
「
一
つ
は
影
だ
が
、
他
の
方
は
何
だ
、
そ
れ
が
問
題
な
の
だ
。」『
金
光
明
経
』
巻
二
、「
仏
真
法
身
，

猶
如
虚
空
，
応
物
現
形
，
如
水
中
月
」（
Ｔ
一
六
・
三
四
四
中
）。

『
楚
石
梵
琦
禅
師
語
録
』
巻
八
、「
師
は
一
夜
、
僧
と
暗

く
ら
や
みに

坐
す
に
、
童
子
灯
を
点と

も

し
来
る
。
師
問
う
、〈
両
箇
相
い
似

た
り
、
一
箇
は
是
れ
影
な
り
、
那そ

の
一
箇
は
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。（
影
で
な
い
ほ
う
は
何
だ
）〉
僧
無
語
。
師
代
わ
り
て
云
く
、

〈
更
に
阿た

誰れ

に
か
問
う
。（
そ
の
一
箇
は
私
自
身
で
す
、
解
り
き
っ
た
こ
と
で
す
の
に
、
い
っ
た
い
誰
に
問
う
て
い
る
の
で
す

か
）〉」。

〔
二
三
〕
帰
郷

問
：
「
學
人
擬
欲
歸
郷
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
只
這
是
。」

＊

問①�

う
、「
学②�

人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

欲っ

す
る
時
は
如
何
。」
師③�

曰
く
、「
只
だ
這こ

れ
ぞ
是
れ
な
り
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
學
人
擬
欲
帰
郷
時
如
何　
「
私
は
故
郷
に
帰
り
た
い
の
で
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
郷
」
は
父
母
未
生
前
の
我
が
本
来

の
家
郷
。
帰
郷
問
答
は
、
本
書
巻
一
四
薬
山
章
の
以
下
の
問
答
が
最
初
。「
僧
問
う
、〈
学
人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
時

は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
汝
が
父
母
は
徧
身
紅
爛
し
、
荊
棘
林
中
に
臥
在
す
、
汝
何
の
所
に
か
帰
る
。（
帰
る
べ
き
家
郷
は

な
い
。）〉
僧
曰
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
帰
り
去
ら
ざ
る
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
汝
却
っ
て
須
ら
く
帰
り
去
る
べ
し
。
汝
若

し
帰
郷
せ
ば
、
我
れ
汝
に
箇
の
休
粮
の
方
を
示
さ
ん
。〉
僧
曰
く
、〈
便
ち
請
う
。〉
師
曰
く
、〈
二
時
に
堂

じ
き
ど
うに

上
り
、
一
粒

の
米
を
も
齩
破
す
る
を
得
ざ
れ
。（
帰
る
と
こ
ろ
は
飯
を
食
わ
ぬ
と
こ
ろ
、
法
身
を
暗
示
す
る
。）〉」
ま
た
本
書
巻
一
六
楽
普

章
、「
問
う
、〈
学
人
、
帰
郷
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
時
は
如
何
。〉
師
曰
く
、〈
家
破
れ
人
亡し

す
、
子
何い

ず
こ処

に
か
帰
る
。〉
曰
く
、

〈
恁
麼
な
れ
ば
即
ち
帰
り
去
ら
ざ
る
な
り
。〉
師
曰
く
、〈
庭
前
の
残
雪
は
日
輪
消
す
も
、
室
内
の
遊
塵
は
誰た

れ

を
し
て
か
掃は

ら

わ
し
む
。（
庭
の
残
雪
は
日
光
が
消
し
て
く
れ
る
が
、
帰
ら
な
け
れ
ば
部
屋
に
浮
遊
す
る
埃
は
誰
が
掃
除
す
る
の
だ
。）〉」

③
師
曰
：
只
這
是　

汝
の
五
薀
身
の
ほ
か
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
家
郷
が
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
。「
只
這
是
」
と
は
、
現
実

の
わ
が
肉
身
を
指
し
て
い
う
。
本
書
巻
一
五
洞
山
章
、「
又
た
雲
巌
に
問
う
、〈
和
尚
の
百み

ま
か
り年

し
後
、
忽も

し
人
有
っ
て
『
還は

た
師
の
真
を
邈え

が

き
得
た
る
や
』
と
問
わ
ば
、
如
何
が
祗こ

対た

え
ん
。〉
雲
巌
曰
く
、〈
但
だ
伊か

れ

に
向
っ
て
道い

え
、
即
ち
這こ

箇れ

ぞ

是
れ
な
り
。〉
師
良
久
す
。
雲
巌
曰
く
、〈
這こ箇
の
事
を
承う

け
と当

め
ん
に
は
、
大
い
に
須
ら
く
審
細
な
る
べ
し
。〉」

〔
二
四
〕
仏
陀
波
利

新
羅
僧
問
：
「
佛
陀
波
利
見
文
殊
，
爲
什
麼
却
迴
去
？
」
師
曰
：
「
只
爲
不
將
來
，
所
以
却
迴
去
。」

＊

新①�

羅
僧
問
う
、「
仏②�

陀
波
利
は
文
殊
を
見
て
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
却か

迴え

り
去
る
。」
師
曰
く
、「
只
だ
将も

ち
来
ら
ざ
る
が
為
に
、
所
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以
に
却か

迴え

り
去
る
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
収
め
る
。

②
佛
陀
波
利
見
文
殊
，
為
什
麼
却
迴
去　
「
仏
陀
波
利
は
五
台
山
の
文
殊
菩
薩
に
遇
っ
て
、
ど
う
し
て
西
国
に
引
き
返
し
た

の
で
す
か
。（
引
き
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
。）」
仏
陀
波
利
は
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
を
中
国
に
は
じ
め
て
将

来
し
翻
訳
し
た
。
仏
陀
波
利
訳
に
付
さ
れ
た
志
静
撰
の
経
序
に
よ
れ
ば
、
そ
の
取
経
伝
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
西
国
よ
り
漢
土
に
来
て
五
台
山
に
着
い
た
仏
陀
波
利
は
、
五
体
投
地
し
て
云
う
、「
如
来
滅
後
、

衆
聖
は
霊
徳
を
隠
し
ま
し
た
が
、
た
だ
文
殊
菩
薩
だ
け
は
こ
の
山
中
で
衆
生
を
導
き
菩
薩
を
教
化
さ
れ
て
い
る
。
残
念

に
も
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
八
難
の
た
め
に
聖
容
を
見
て
い
ま
せ
ん
。
遠
く
流
沙
を
渉
っ
て
来
た
の
は
拝
謁
せ
ん
が
た

め
で
す
。
ど
う
か
大
慈
大
悲
も
て
い
つ
く
し
み
を
垂
れ
、
尊
容
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。」
礼
し
終
わ
る
と
、
一
人
の
老

人
が
山
中
よ
り
出
て
き
て
梵
語
で
仏
陀
波
利
に
云
う
、「
法
師
は
道
を
慕
い
遠
く
遺
跡
を
尋
ね
て
き
た
が
、
漢
地
の
衆

生
は
罪
業
を
造
り
、
出
家
も
戒
律
を
犯
す
こ
と
が
多
い
。
た
だ
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
だ
け
が
衆
生
の
一
切
悪
業
を
滅
す

こ
と
が
で
き
る
。
法
師
は
こ
の
経
を
持
っ
て
き
た
か
。」
仏
陀
波
利
、「
礼
謁
に
来
ま
し
た
の
で
、
持
っ
て
来
て
い
ま
せ

ん
。」
老
人
、「
持
っ
て
来
な
け
れ
ば
何
の
益
も
な
い
。
文
殊
に
出
逢
っ
て
も
そ
れ
と
判
る
ま
い
。
師
は
西
国
に
引
き
返

し
て
経
を
将
来
し
漢
土
に
流
伝
せ
よ
。
そ
れ
が
群
生
を
利
益
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
獄
に
い
る
人
々
を
救
う
こ
と
で
あ

り
、
諸
仏
に
報
恩
す
る
こ
と
だ
。
経
を
将
来
し
て
こ
こ
に
来
た
な
ら
、
文
殊
菩
薩
の
居
場
所
を
教
え
て
や
ろ
う
。」
仏

陀
波
利
は
西
国
に
帰
っ
て
此
の
経
を
求
め
た
。
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
引
き
返
し
て
長
安
に
着
く
と
、
経
典
将
来
の
経

緯
を
皇
帝
に
聞
奏
し
た
。
帝
は
経
を
奉
納
さ
せ
、
日
照
三
蔵
（
地
婆
訶
羅
）
と
杜と

行こ
う

顗ぎ

に
訳
さ
せ
て
経
本
を
宮
中
に
と

ど
め
た
。
仏
陀
波
利
は
経
を
流
布
す
る
目
的
を
訴
え
て
、
梵
本
を
返
却
し
て
も
ら
い
、
西
明
寺
僧
の
順
貞
と
と
も
に
翻
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訳
し
終
え
る
と
、
梵
本
を
携
え
て
五
台
山
に
入
っ
た
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
。（
Ｔ
一
九
・
三
四
九
中
～
下
）

唐
代
に
多
く
の
訳
本
が
作
ら
れ
た
が
、
仏
陀
波
利
訳
が
最
も
流
布
し
た
。
七
世
紀
末
の
こ
ろ
よ
り
石
製
の
「
仏
頂
尊
勝

陀
羅
尼
経
幢
」
が
造
ら
れ
は
じ
め
て
信
仰
を
集
め
、
中
国
全
土
に
数
多
く
の
「
経
幢
」
が
建
造
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
日

本
に
も
及
ん
で
い
る
。
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
は
他
に
『
開
元
釈
教
録
』
巻
九
、『
続
古
今
訳
経
図
紀
』
巻
一
、『
宋
高

僧
伝
』
巻
二
な
ど
数
多
く
の
文
献
に
見
え
る
。
佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究
─
特
に
仏
陀
波
利
の
取
経
伝

説
を
中
心
と
し
て
─
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
33　

二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
三
開
成
五
年
〔
五
月
〕
廿
三
日
条
に
、「
西
国
僧
の
仏
陀
波
利
は
空
手
に
し
て
山
門
に
来
到

す
る
に
、
文
殊
は
老
人
の
身
を
現
わ
し
て
、
山
に
入
る
を
許
さ
ず
、
更
に
西
国
に
往
き
て
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
を
取も

と

め

し
む
。
其
の
僧
は
却ま

た
西
天
に
到
り
、
経
を
取も

と

め
来
っ
て
、
此
の
山
に
到
る
。
文
殊
は
接み

ち
び引

い
て
、
同と

も

に
此
の
窟
に

入
る
。
波
利
纔
か
に
入
る
に
、
窟
門
自
ら
合と

じ
、
今
に
于お

い
て
開
か
ず
」
と
あ
り
、
九
世
紀
中
葉
の
こ
ろ
に
は
既
に
老

人
は
文
殊
の
化
現
と
見
な
さ
れ
、
五
台
山
文
殊
信
仰
と
結
び
つ
き
、
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
問
い
。
従
っ
て
取
経
の
た
め
に
引
き
返
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
問
う
の
は
、

禅
の
宗
旨
か
ら
言
え
ば
、
引
き
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
後
に
次
の
よ
う

な
問
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
『
宗
門
拈
古
彙
集
』
巻
四
か
ら
引
く
。

　

 

忻
州
の
一
老
翁
、
因
に
仏
陀
波
利
尊
者
、
台
山
に
遊
ぶ
。
老
翁
見
て
乃
ち
問
う
、「
什い

麼ず

処こ

に
向
っ
て
か
去
る
。」
尊

者
曰
く
、「
台
山
に
文
殊
を
礼
し
去
る
。」
老
翁
曰
く
、「
大
徳
は
文
殊
に
見あ

わ
ば
、
還
た
識
る
や
。」
尊
者
対こ

た

う
る
無

し
。
汾
陽
昭
（
九
四
七
～
一
〇
二
四
）
代
わ
っ
て
云
く
、「
今
日
慶
幸
。（
今
日
は
お
目
に
か
か
れ
て
め
で
た
く
思
い
ま

す
。）」

　

 

台
山
老
翁
、
仏
陀
波
利
に
問
う
て
曰
く
、「
尊
者
は
何い

ず
こよ

り
か
来
る
。」
者
曰
く
、「
西
国
よ
り
来
る
。」
翁
曰
く
、「
還
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た
仏
頂
尊
勝
経
を
将も

ち
得え

来
る
や
。」
者
曰
く
、「
将も

ち
得
来
ら
ず
。」
翁
曰
く
、「
空
し
く
来
っ
て
何
の
益
か
あ
ら

ん
。」
尊
者
遂
に
回か

え

る
。
太
陽
玄
（
九
四
三
～
一
〇
二
七
）
云
く
、「
当
初
甚な

麼ん

の
語
を
下
し
得え

ば
、
老
翁
と
相
見
す
る

を
得
て
、
西
天
に
回
る
を
免ま

ぬ
かる

る
や
。」
乃
ち
両
手
を
展
じ
て
伊か

れ

に
似し

め

す
。

③
只
爲
不
將
來
，
所
以
却
迴
去　
「
持
っ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
、
取
り
に
帰
っ
た
」
と
い
う
の
が
文
字
通
り
の
意
味
。〔
二

八
〕
に
は
、
念
経
の
僧
に
「
経
を
念
じ
て
い
る
お
前
は
、
ど
う
い
う
経
か
」
と
訊
い
て
い
る
よ
う
に
、
禅
で
は
自
己
こ
そ

が
本
当
の
経
で
あ
り
、
お
前
も
持
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
自
己
こ
そ
が
経
典
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
ら

ぬ
の
で
は
な
い
か
）、
と
い
う
の
が
裏
の
意
味
。

〔
二
五
〕
仏
法
を
学
ぶ
人
は
釘
鉄
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い

師
謂
衆
曰
：
「
學
佛
法
底
人
如
斬
釘
截
鐵
始
得
。」
時
一
僧
出
曰
：
「
便
請
和
尚
釘
鐵
。」
師
曰
：
「
口
裏
底
是
什
麼
？
」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
仏②�

法
を
学
ぶ
底
の
人
は
釘
を
斬
り
鉄
を
截
る
が
如
く
し
て
始
め
て
得よ

し
。」
時
に
一
僧
出
で

て
曰
く
、「
便③�

ち
和
尚
の
釘
鉄
を
請
う
。」
師
曰
く
、「
口④�

裏
底
は
是
れ
什な

麼ん

ぞ
。」

＊

①
本
話
は
本
書
に
の
み
収
録
。

②
學
佛
法
底
人
如
斬
釘
截
鐵
始
得　
「
仏
法
を
修
行
す
る
者
は
釘
を
斬
り
鉄
を
断
つ
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。」「
斬
釘

截
鉄
」
と
は
言
葉
や
思
慮
分
別
を
絶
つ
こ
と
。『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
段
、「
天
復
元
年
辛
酉
歳
秋
忽
有

微
疾
。
…
…
主
事
及
三
堂
上
座
参
省
，
師
顧
視
云
：
〈
汝
等
在
此
，
粗
知
遠
近
。
生
死
尋
常
，
勿
以
憂
慮
；
斬
釘
截
鉄
，

莫
違
仏
法
；
出
生
入
死
，
莫
負
如
来
。
事
宜
無
多
，
人
各
了
取
。（
お
前
た
ち
は
こ
こ
で
修
行
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
ほ
ぼ
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時
期
は
分
か
っ
て
お
ろ
う
。
死
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
心
配
は
い
ら
ぬ
。
言
語
思
慮
を
断
ち
切
り
、
仏
法
に
違
背
し
て
は
な

ら
ぬ
。
生
き
る
も
死
ぬ
も
、
如
来
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
。
や
る
べ
き
事
は
た
だ
一
つ
、
各
々
片
を
付
け
る
の
だ
。）〉」『
碧
巌

録
』
第
一
四
則
本
則
評
唱
、「
釘
を
斬
り
鉄
を
截
る
が
如
く
、
人
を
し
て
他そ

底れ

を
義
解
卜
度
し
得
ざ
ら
し
む
。」『
虚
堂
和

尚
語
録
』
巻
九
、「
僧
云
く
、〈
今
日
径
山
開
炉
す
、
還は

た
学
人
の
議
論
す
る
を
許
す
や
。〉
師
云
く
、〈
斬
釘
截
鉄
は
未
だ

是
れ
作
家
な
ら
ず
。〉」
道
忠
注
し
て
云
う
、「
絶
言
絶
慮
な
る
も
猶
お
未
だ
是
れ
作
家
と
為
さ
ず
、
況
ん
や
議
論
に
渉
る

は
何
の
事
を
済な

す
に
堪
え
ん
」（
基
本
典
籍
叢
刊
『
虚
堂
録
犁
耕
』
一
一
二
八
頁
）。

③
便
請
和
尚
釘
鐵　
「
そ
れ
な
ら
修
行
者
が
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
和
尚
の
言
う
釘
鉄
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
断
ち
切
っ
て

み
せ
ま
し
ょ
う
。）」

④
口
裏
底
是
什
麼　
「
口
の
な
か
に
あ
る
の
は
何
だ
。」
そ
れ
（
舌
）
が
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
釘
鉄
だ
。

〔
二
六
〕
経
典
読
誦
の
功
徳

僧
問
：
「
承
教
有
言
：
〈
是
人
先
世
罪
業
，
應
墮
惡
道
，
以
今
世
人
輕
賤
〉，
此
意
如
何
？
」
師
曰
：
「
動
即
應
墮
惡

道
，
靜
即
爲
人
輕
賤
。」

　
　

崇
壽
稠
答
云
：
「
心
外
有
法
，
應
墮
惡
道
；
守
住
自
己
，
爲
人
輕
賤
。」

＊

僧①�

問
う
、「
承②�

る
に
教
に
言
う
有
り
、〈
是
の
人
は
先
世
の
罪
業
に
て
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
き
を
、
今
世
に
人
に
軽
賤
せ

ら
る
る
を
以
て
〉
と
。
此
の
意
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
動③�

ず
れ
ば
即
ち
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
し
、
静
な
れ
ば
即
ち
人
の
為
に

軽
賤
せ
ら
る
。」

　

 

崇④�

寿
稠
答
え
て
云
う
、「
心⑤�

外
に
法
有
ら
ば
、
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
し
、
自
己
に
守
住
せ
ば
、
人
の
為
に
軽
賤
せ
ら
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る
。」

＊

①�
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
承
教
有
言
〈
是
人
先
世
罪
業
，
應
墮
惡
道
，
以
今
世
人
輕
賤
〉，
此
意
如
何　
「〈（
こ
の
経
典
を
受
持
読
誦
し
て
い
る
）
こ

の
人
は
前
世
に
悪
道
に
落
ち
る
よ
う
な
罪
業
を
造
っ
た
が
、
今
世
で
人
に
侮
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
前
世
の
罪
業
が

消
滅
し
、
悟
り
を
得
る
）〉
と
経
に
説
か
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」「
教
」
と
は

『
金
剛
般
若
経
』
能
浄
業
障
分
第
十
六
、「
復
た
次
に
須
菩
提
よ
、
善
男
子
・
善
女
人
、
此
の
経
を
受
持
し
読
誦
し
て
、
若

し
人
に
軽
賤
せ
ら
る
れ
ば
、
是
の
人
は
先
世
の
罪
業
に
て
応
に
悪
道
に
堕
つ
べ
き
を
、
今
世
に
人
に
軽
賤
せ
ら
る
る
を

以
て
の
故
に
、
先
世
の
罪
業
は
則
ち
為
に
消
滅
し
、
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
べ
し
。」
こ
の
一
段
は
唐
宋
代
の

禅
で
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
た
。
神
会
『
問
答
雑
徴
義
』
第
二
三
（
石
井
本
第
一
八
段
）
乾
光
法
師
問
、
大
珠
慧
海
『
頓

悟
入
道
要
門
論
』
第
一
七
段
、
慧
能
に
仮
託
さ
れ
た
『
金
剛
経
解
義
』（
神
会
と
ほ
ぼ
同
旨
）、『
雪
竇
頌
古
』
第
九
七
則

（『
碧
巌
録
』
第
九
七
則
）、『
宏
智
頌
古
』
第
五
八
則
（『
従
容
録
』
第
五
八
則
）
な
ど
。

③
動
即
應
墮
惡
道
，
靜
即
為
人
輕
賤　
「
起
心
動
念
す
れ
ば
悪
道
に
落
ち
込
む
、
心
を
静
止
す
れ
ば
人
に
侮
蔑
さ
れ
る
。」

「
動
」
も
「
静
」
も
（
相
対
の
二
辺
）、
と
も
に
駄
目
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
経
典
受
持
の
功
徳
を
認
め
な
い
。
次
の
〔
二

八
〕
に
「
念
者
是
什
麼
経
？
（
念
経
し
て
い
る
お
前
自
身
は
何
の
経
だ
。）」
と
い
う
よ
う
に
、
自
己
を
明
ら
め
る
こ
と
こ

そ
が
真
の
念
経
で
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第
九
七
則
本
則
評
唱
、「
雪
竇
拈
来
頌
這
意
，
欲
打
破
教
家
鬼
窟
裏
活
計
。
…
…
拠

教
家
，
転
此
二
十
余
張
経
，
便
喚
作
持
経
。
有
什
麼
交
渉
？
有
底
道
，
経
自
有
霊
験
。
若
恁
麼
，
你
試
将
一
巻
，
放
在
閑

処
看
他
有
感
応
也
無
。
法
眼
云
：
証
仏
地
者
，
名
持
此
経
。
経
中
云
：
一
切
諸
仏
及
諸
仏
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
法
，
皆

従
此
経
出
。
且
道
，
喚
什
麼
作
此
経
。
…
…
古
人
道
：
人
人
有
一
巻
経
。
又
道
：
手
不
執
経
巻
，
常
転
如
是
経
。」
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雪
竇
は
こ
の
経
言
を
と
り
あ
げ
て
頌
し
、
幽
鬼
の
住
み
か
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
教
家
を
打
ち
壊
そ
う
と
し
た
。
…
…

教
家
は
、
此
の
二
十
余
張
の
経
を
読
む
こ
と
が
、
経
の
受
持
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
大
違
い
だ
。
経
に
も
と
も
と
霊
験
が

あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら
、
一
巻
を
静
か
な
場
所
に
放
置
し
て
、
経
に
霊
験
が
あ
る
か
試
し
て
み
よ
。
法
眼
は
「
仏
の

境
界
を
自
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
此
の
経
を
受
持
す
る
こ
と
だ
。」
と
言
っ
た
。
経
中
に
も
「
一
切
諸
仏
及
び
諸
仏
の

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
は
、
皆
な
此
の
経
よ
り
出
づ
。」
と
説
か
れ
て
い
る
。
さ
あ
言
え
、
此
の
経
と
は
何
だ
。
…
…

古
人
は
「
ど
の
人
も
一
巻
の
経
を
有
し
て
い
る
。」
と
言
い
、
ま
た
「
手
に
経
巻
を
持
た
ず
に
、
常
に
こ
の
よ
う
な
経
を
読

む
。」
と
言
う
。」

な
お
神
会
や
『
金
剛
経
解
義
』
は
受
持
読
誦
を
否
定
せ
ず
、「
軽
賤
」
の
意
を
独
自
に
解
し
、
大
珠
慧
海
も
経
典
を
離
れ

て
「
軽
賤
」
の
意
を
独
自
に
説
い
て
い
る
。

④
崇
寿
稠　

法
眼
文
益
に
嗣
い
だ
撫
州
崇
寿
院
契
稠
禅
師
（
？
～
九
九
二
）、
本
書
巻
二
五
。

⑤
心
外
有
法
，
應
墮
惡
道
；
守
住
自
己
，
為
人
輕
賤　
「
心
の
外
に
存
在
す
る
法
が
あ
れ
ば
悪
道
に
堕
ち
、
自
己
に
固
執
す

れ
ば
人
に
軽
蔑
さ
れ
る
。」
こ
れ
も
金
剛
経
受
持
の
霊
験
を
認
め
な
い
。「
守
住
自
己
」
は
、
自
己
を
絶
対
化
す
る
こ
と
を

戒
め
る
百
丈
の
語
。

　
『
百
丈
広
録
』、「
仏
出
世
度
衆
生
，
是
九
部
教
語
，
是
不
了
義
教
語
。
瞋
及
喜
，
病
及
薬
，
揔
是
自
己
，
更
無
両
人
。
何

処
有
仏
出
世
？
何
処
有
衆
生
可
度
？
如
経
云
：
〈
実
無
衆
生
得
滅
度
者
〉，
亦
云
：
〈
不
愛
仏
菩
提
〉。
不
貪
染
有
無
諸

法
，
名
為
度
他
，
亦
不
守
住
自
己
，
名
為
自
度
。
為
病
不
同
，
薬
亦
不
同
，
処
方
不
同
，
不
得
一
向
固
執
。
依
仏
依
菩
提

等
法
，
尽
是
依
方
。
故
云
：
至
於
智
者
，
不
得
一
向
。」

仏
が
出
世
し
て
衆
生
を
済
度
し
た
と
い
う
の
は
、
九
部
教
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
不
了
義
教
の
教
え
で
あ
る
。
怒
っ
た
り

喜
ん
だ
り
、
病
気
も
薬
も
、
す
べ
て
自
己
の
こ
と
で
あ
り
、（
病
む
者
も
の
と
薬
を
与
え
る
者
と
い
う
）
二
人
い
る
の
で
は
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決
し
て
な
い
。
ど
こ
に
人
を
救
う
た
め
に
出
世
し
た
仏
が
い
よ
う
、
ど
こ
に
救
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
衆
生
が
お
ろ
う
。

経
典
に
は
「
実
際
に
は
滅さ

と
り度

を
得
た
衆
生
な
ど
い
な
い
」、
ま
た
「
仏
・
菩
提
に
愛
着
し
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
相
対

的
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
も
の
に
執
わ
れ
な
い
の
が
、
他
を
度
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
自
己
に
固
執
し
な
い
の
が
、
自
ら

を
度
す
こ
と
だ
。
病
が
同
じ
で
な
い
か
ら
、
薬
も
同
じ
で
は
な
く
、
処
方
箋
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
だ
。
だ
か
ら
一
途
に
固
執

し
て
は
な
ら
ぬ
。
仏
に
依
存
し
菩
提
な
ど
の
教
え
を
頼
み
と
す
る
の
は
、
み
な
処
方
箋
に
依
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
だ
か

ら
〈
智
慧
あ
る
者
に
な
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
一
途
に
固
執
し
て
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
う
の
だ
。

〔
二
七
〕
香
積
飯

僧
問
：
「
香
積
之
飯
，
什
麼
人
得
喫
？
」
師
曰
：
「
須
知
得
喫
底
人
，
入
口
也
須
挑
出
。」

＊

僧①�

問
う
、「
香②�

積
の
飯
は
、
什な

ん
ぴ
と

麼
人
か
喫
す
る
を
得
た
る
。」
師
曰
く
、「
須③�

ら
く
知
る
べ
し
、
喫
す
る
を
得
た
る
底
の
人

も
、
口
に
入
る
も
也ま

た
須
ら
く
挑
出
す
べ
き
を
。」

＊

①
本
話
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
香
積
之
飯
，
什
麼
人
得
喫　
「
香
積
仏
の
香
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
う
い
う
人
で
す
か
。」「
香
積
之
飯
」
は
、

衆
香
国
に
現
在
す
る
香
積
仏
が
食
す
る
香
飯
で
、
そ
の
香
気
は
十
方
の
無
量
の
世
界
に
周
流
す
る
。『
維
摩
経
』
香
積
仏

品
に
、
維
摩
の
病
気
見
舞
い
に
文
殊
に
従
っ
て
き
た
諸
菩
薩
の
た
め
に
、
維
摩
は
菩
薩
を
化
作
し
て
香
積
仏
の
も
と
に
遣

わ
し
て
香
飯
の
残
り
も
の
を
も
ら
っ
て
こ
さ
せ
、
諸
菩
薩
に
供
し
た
。

③
須
知
得
喫
底
人
，
入
口
也
須
挑
出　
「
香
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
も
、
口
に
入
っ
た
な
ら
取
り
だ
さ
ね
ば
な
ら
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ぬ
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
。」
悟
り
を
得
た
人
も
、
そ
の
悟
り
を
吐
き
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
増
上
慢
に
な

る
。
そ
も
そ
も
得
ら
れ
る
よ
う
な
悟
り
な
る
も
の
は
な
い
。
な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
挑
」
を
「
抉
」（
口
を
こ
じ
あ
け

る
）
に
改
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
元
延
祐
本
も
「
抉
」
に
改
め
て
い
る
。

〔
二
八
〕
経
を
念と

な

え
て
い
る
者
は
何
と
い
う
経
か

有
一
僧
在
房
内
念
經
。
師
隔
窗
問
：
「
闍
梨
念
者
是
什
麼
經
？
」
對
曰
：
「
維
摩
經
。」
師
曰
：
「
不
問
維
摩
經
，
念
者

是
什
麼
經
？
」
其
僧
從
此
得
入
。

＊

一①�

僧
有
り
て
房
内
に
在
っ
て
経
を
念と

な

う
。
師
、
窓
を
隔
て
て
問
う
、「
闍
梨
が
念と

な

う
る
者
は
是
れ
什な

麼ん

の
経
ぞ
。」
対
え

て
曰
く
、「
維
摩
経
。」
師
曰
く
、「
維②�

摩
経
を
問
わ
ず
、
念
う
る
者
は
是
れ
什
麼
の
経
ぞ
。」
其③�

の
僧
、
此
れ
よ
り
得
入
す
。

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
応
菴
曇
華
禅
師
語
録
』
巻
四
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二

八
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
九
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も

採
ら
れ
る
。

②
不
問
維
摩
經
，
念
者
是
什
麼
經　
「
維
摩
経
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
唱
え
て
い
る
お
前
自
身
は
ど
う
い

う
経
典
な
の
だ
。」
唱
え
て
い
る
お
前
自
身
が
本
当
の
経
で
あ
る
。『
聯
灯
会
要
』
は
「
我
不
問
你
維
摩
経
，
念
底
是
甚

麼
？
」
に
作
る
。
自
己
こ
そ
が
真
の
経
典
で
あ
り
、
自
己
を
明
ら
め
る
こ
と
こ
そ
が
念
経
だ
、
と
い
う
こ
と
。〔
二
六
〕

の
「
動
即
応
堕
悪
道
，
静
即
為
人
軽
賤
」
の
注
③�
に
引
く
『
碧
巌
録
』
を
参
照
。
ま
た
智
旭
（
一
五
九
九
～
一
六
五
五
）

『
天
楽
鳴
空
集
』
巻
下
「
諸
経
各
称
第
一
」
に
本
話
を
引
い
て
言
う
、「
自
己
こ
そ
真
経
な
る
を
見
得
し
た
る
者
は
、
一
大



239

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

蔵
は
俱す

べ

て
註
解
と
為
る
。
若
し
知
ら
ず
ん
ば
則
ち
是
に
反
し
、
乃
ち
真
経
を
以
て
註
解
と
為
し
、
而
し
て
文
字
を
解
せ

り
。
豈
に
顛
倒
な
ら
ず
や
。（
見
得
自
己
真
経
者
，
一
大
蔵
俱
為
註
解
。
若
不
知
則
反
是
乃
以
真
経
為
註
解
，
而
解
於
文
字
也
。

豈
不
顛
倒
乎
。）」

③
其
僧
從
此
得
入　

そ
の
僧
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悟
入
へ
の
手
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
。『
応
菴
曇
華
禅
師
語
録
』
所
引
は

「
其
僧
言
下
知
帰
」、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
「
其
僧
有
省
」。

〔
二
九
〕
孤
迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時

問
：
「
孤
迥
且
巍
巍
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
孤
迥
且
巍
巍
。」
僧
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
面
前
案
山
子
也
不
會
！
」

＊

問①�

う
、「
孤②�

こ

迥け
い

に
し
て
且
つ
巍
巍
た
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
孤③�

迥
に
し
て
且
つ
巍
巍
た
り
。」
僧
曰
く
、「
会
さ
ず
。」

師
曰
く
、「
面④�

前
の
案
山
子
も
也
た
会
さ
ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
二
〇
段
、『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
二
七
湖
州
上
方
斉
岳
禅
師
二
則
之
二
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
三
に
も
採
ら
れ
る
。『
祖
堂
集
』
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
師
示
衆
云
：
〈
孤
迥
且
巍
巍
。〉
僧
云
：
〈
便
請
。〉
師

云
：
〈
孤
迥
且
巍
巍
。〉
学
人
不
会
。
師
云
：
〈
是
你
面
前
按
山
，
豈
不
会
！
〉」

ま
た
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
で
は
、「
雲
居
膺
和
尚
示
衆
云
：
〈
孤
逈マ

マ

峭
巍
巍
。〉
却
問
僧
云
：
〈
会
麼
？
〉
僧
云
：

〈
不
会
。〉
居
云
：
〈
汝
面
前
案
山
子
也
不
会
！
〉」

『
五
灯
会
元
』
で
は
、「
上
堂
：
〈
孤
迥
迥
，
峭
巍
巍
。〉
僧
出
問
曰
：
〈
某
甲
不
会
。〉
師
曰
：
〈
面
前
案
山
子
也
不

会
！
〉」
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②
孤
迥
且
巍
巍
時
如
何　
「（
和
尚
の
言
う
）〈
は
る
か
に
独
脱
し
寄
り
つ
き
難
い
〉
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
次
元
の
消
息

で
す
か
。」「
孤
迥
且
巍
巍
」
は
、
法
身
を
暗
示
し
て
い
う
。『
祖
堂
集
』
以
下
の
諸
本
は
す
べ
て
、
雲
居
が
示
衆
（『
五

灯
会
元
』
は
上
堂
）
で
言
っ
た
句
。
雲
居
が
言
っ
た
句
を
承
け
て
問
う
た
も
の
と
解
す
。
な
お
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
は

「
孤
逈マ

マ

峭
巍
巍
」、『
五
灯
会
元
』
は
「
孤
迥
迥
，
峭
巍
巍
」
に
作
る
。
ま
た
元
延
祐
本
は
「
且
」
を
「
峭
」
に
改
め
て
い

る
。

『
円
悟
語
録
』
巻
一
、「
上
堂
：
孤
迥
峭
巍
巍
，
始
終
活
粧
粧
。
喚
作
禅
道
祖
仏
，
眼
中
著
屑
。
不
喚
作
禅
道
祖
仏
，
掘

地
覓
天
。
還
有
得
入
者
麼
？
従
他
千
古
万
古
黒
漫
漫
，
填
溝
塞
壑
無
人
会
。
下
座
。（
独
脱
に
し
て
高
峻
、
始
終
ピ
チ
ピ
チ

は
ね
て
い
る
。
そ
れ
を
禅
道
だ
祖
仏
だ
と
呼
ん
で
絶
対
化
し
て
し
ま
う
と
、
眼
に
金
屑
が
入
っ
て
眼
病
に
な
る
。
禅
道
祖
仏
と

呼
ば
な
け
れ
ば
地
を
掘
っ
て
天
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
悟
る
手
が
か
り
を
得
た
も
の
は
い
る
か
。
た
と
い
そ
こ
が
大
昔
か

ら
真
っ
闇
で
、
屍
が
谷
間
を
埋
め
尽
く
し
て
い
て
も
、
会
す
る
も
の
は
一
人
も
お
ら
ぬ
。）」

③
孤
迥
且
巍
巍　

わ
し
は
「
孤
迥
且
巍
巍
」
と
い
う
だ
け
だ
。

④
面
前
案
山
子
也
不
會　
「（
お
前
は
）
目
の
前
の
案
山
子
も
分
か
ら
ん
の
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
是
你
面
前
按
山
，
豈
不

会
！
（
お
前
の
目
の
前
の
案
山
が
、
ど
う
し
て
分
か
ら
ん
の
だ
。）」「
あ
り
あ
り
と
見
え
て
い
る
の
に
分
か
ら
ん
の
か
。」『
建

中
靖
国
続
灯
録
』
は
「
汝
面
前
案
山
子
也
不
会
！
」「
孤
迥
且
巍
巍
」
は
一
切
の
も
の
に
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
、
僧
の

目
前
の
も
の
を
も
っ
て
示
し
た
。

本
書
巻
一
九
泉
州
福
清
院
玄
訥
禅
師
章
「
問
：
〈
教
云
：
唯
一
堅
密
身
，
一
切
塵
中
現
。
如
何
是
堅
密
身
？
〉
師
曰
：

〈
驢
馬
猫
児
。〉
曰
：
〈
乞
師
指
示
。〉
師
曰
：
〈
驢
馬
也
不
会
！
〉」

「
案
山
子
」
は
、「
古
代
の
風
水
学
で
は
対
面
の
山
峰
を
指
し
、
主
山
に
相
い
対
す
。
…
《
宏
智
広
録
》
巻
四
：
〝
諸
人
の

為
に
面
前
の
案
山
子
を
拈と

り
の
ぞ却

き
了
れ
る
も
、
只
だ
主
山
頂

上
の
句
子
は
又
た
什い

か

ん
麼
生
が
道
う
。〟〝
案
山
〟
と
〝
主
山
〟
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は
相
い
対
し
て
言
う
。《
五
灯
会
元
》
巻
一
四
《
大
洪
報
恩
禅
師
》
：
〝
五
五
二
十
五
、
案
山
は
雷
、
主
山
は
雨
。
明
眼

の
衲
僧
、
錯
挙
せ
し
む
る
莫
か
れ
〟
同
上
巻
一
七
《
黄
檗
惟
勝
禅
師
》
：
〝
面
前
は
是
れ
案
山
、
背
後
は
是
れ
主
山
。〟」

（
雷
漢
卿
『
禅
籍
方
俗
詞
研
究
』
四
〇
一
～
二
頁
）。
日
本
で
は
旧
来
よ
り
「
か
か
し
」
と
誤
解
さ
れ
た
。
津
坂
孝
綽
著
『
葛

原
詩
話
糾
謬
』
巻
四
、「
田
ヲ
守
ル
芻
人
ヲ
カ
カ
シ
ト
呼
ブ
ハ
、
鹿
驚
シ
ヲ
中
略
セ
ル
語
ナ
リ
、
俗
ニ
案
山
子
ト
書
ス
、

世
多
ク
其
由
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
、
案
山
ハ
、
案ツ

ク
エノ

様
ナ
ル
山
ト
云
フ
コ
ト
、
子
ハ
俗
語
ノ
助
字
ナ
リ
、
然
ル
ヲ
鹿
驚
ク
称
ト

ス
ル
ハ
、
北
条
足
利
ガ
、
不
文
ノ
世
ニ
ハ
、
好
デ
五
山
禅
徒
ノ
称
呼
ヲ
用
ヒ
ケ
レ
バ
、
不
立
文
字
家
ヨ
リ
伝
ヘ
タ
ル
誤

ナ
ル
ベ
シ
、
伝
灯
録
、
道
膺
禅
師
伝
ニ
、
僧
問
、
孤
廻マ

マ

々
、
峭
巍
々
時
、
如
何
、
師
曰
、
孤
廻マ

マ

々
、
峭
巍
々
、
僧
曰
、

不
会
、
師
曰
、
面
前
、
案
山
子
不
会
ト
ア
リ
、
コ
レ
ハ
城
郭
宮
室
ヲ
創
営
ス
ル
ニ
、
地
理
ノ
吉
凶
ヲ
択
ブ
、
遠
山
ノ
環

拱
セ
ル
境
ヲ
吉
ト
ス
、
ソ
レ
ニ
主
山
輔
山
案
山
ト
云
コ
ト
ア
リ
、
北
ノ
方
ニ
当
リ
テ
、
第
一
秀
タ
ル
山
ヲ
主
山
ト
ス
、

其
左
右
ニ
連
リ
テ
、
主
山
ヲ
輔
ク
ル
如
キ
ヲ
輔
山
ト
ス
、
主
山
ノ
前
ニ
離
レ
タ
ル
小
山
ア
リ
テ
、
案
ヲ
供
ヘ
タ
ル
様
ナ

ル
ヲ
案
山
ト
ス
、
伽
藍
ヲ
建
立
ス
ル
ニ
モ
、
必
ズ
此
地
形
ヲ
貴
ブ
、
サ
レ
バ
後
院
丈
室
ヨ
リ
望
メ
バ
、
案
山
子
面
前
ニ

対
ス
ル
ナ
リ
、
此
方
ノ
禅
家
コ
レ
ヲ
知
ラ
ズ
、
子
ノ
字
ヲ
傀
儡
子
ナ
ド
ノ
子
ト
シ
、
面
前
ト
ア
ル
ニ
就
テ
臆
揣
シ
、
門

前
ノ
山
畑
ナ
ド
ニ
立
タ
ル
、
人
カ
タ
ノ
鳥
オ
ド
シ
ノ
コ
ト
ト
セ
シ
ヨ
リ
、
遂
ニ
此
誤
ヲ
世
ニ
伝
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。」（
池
田

四
郎
次
郎
編
『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
十
巻
、
二
三
頁
）

〔
三
〇
〕
何
が
か
く
も
言
い
難
い
の
か

新
羅
僧
問
：
「
是
什
麼
得
恁
麼
難
道
？
」
師
曰
：
「
有
什
麼
難
道
！
」
曰
：
「
便
請
和
尚
道
。」
師
曰
：
「
新
羅
，
新

羅
。」

＊
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新①�

羅
僧
問
う
、「
是②�

れ
什な

麼ん

ぞ
恁か

麼く

も
道い

い
難
き
を
得
た
る
。」
師
曰
く
、「
什③�

な
ん麼

の
道い

い
難
き
こ
と
か
有
ら
ん
。」
曰
く
、

「
便④�

ち
請
う
、
和
尚
道
え
。」
師
曰
く
、「
新⑤�

羅
、
新
羅
。」

＊

①
本
話
は
『
死
心
悟
新
禅
師
語
録
』、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
麢
羊
話
条
、『
宏
智
広
録
』
巻
五
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、

『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
是
什
麼
得
恁
麼
難
道　
「
い
っ
た
何
が
、
こ
ん
な
に
も
言
い
難
い
の
で
し
ょ
う
。」
新
羅
僧
は
、
そ
れ

0

0

は
言
語
表
現
の
範
疇

に
お
さ
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
知
っ
た
う
え
で
問
う
。

③
有
什
麼
難
道　
「
な
に
も
言
い
難
い
こ
と
な
ど
あ
る
も
の
か
。」
言
説
文
字
は
言
説
文
字
の
固
有
の
実
体
を
も
た
ず
解
脱
し

た
相
を
も
つ
の
だ
か
ら
、
言
説
文
字
に
執
わ
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
言
う
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
維
摩
経
』
観

衆
生
品
に
、
解
脱
は
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
舎
利
弗
に
天
女
が
言
う
、「
言
説
文
字
は
、
皆
な
解
脱
の
相
な
り
。

所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
解
脱
は
、
内
な
ら
ず
、
外
な
ら
ず
、
両
間
に
も
在
ら
ず
。
文
字
も
亦
た
内
な
ら
ず
、
外
な
ら
ず
、
両
間
に

も
在
ら
ず
。
是
の
故
に
、
舎
利
弗
よ
、
文
字
を
離
れ
て
、
解
脱
を
説
く
無
か
れ
。
所ゆ

え以
は
何い

か

ん
。
一
切
諸
法
は
是
れ
解
脱

の
相
な
れ
ば
な
り
。」（
T
一
四
・
五
四
八
上
）

④
便
請
和
尚
道　
「
で
は
（
言
え
る
も
の
な
ら
）
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

⑤
新
羅
，
新
羅　
「
新
羅
、
新
羅
。」
そ
れ
、
こ
の
よ
う
に
何
も
言
い
難
い
こ
と
な
ど
な
い
。「
法
離
文
字
」（『
楞
伽
経
』
巻

四
）、「
法
過
語
言
文
字
」（
本
書
巻
二
八
越
州
大
珠
慧
海
和
尚
語
）
と
い
う
テ
ー
ゼ
か
ら
自
由
に
な
れ
ぬ
新
羅
僧
の
執
わ
れ

を
解
き
ほ
ぐ
す
。
宏
智
正
覚
は
こ
の
話
を
挙
し
て
言
う
、

　
「
後
黄
龍
新
和
尚
云
：
〈
雲
居
要
見
新
羅
僧
，
猶
隔
海
在
。〉
兄
弟
也
須
是
黄
龍
老
漢
始
得
。
覚
上
座
今
夜
路
見
不
平
，
欲

与
雲
居
出
気
。
子
細
撿
点
将
来
，
黄
龍
要
見
雲
居
，
猶
隔
嶺
在
。
衆
中
莫
有
為
黄
龍
不
甘
底
麼
？
出
来
与
覚
上
座
相
見
。
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有
麼
？
若
無
，
今
夜
不
免
重
為
劈
析
去
也
。
雲
居
恁
麼
答
，
但
恐
者
僧
出
不
得
。
黄
龍
恁
麼
道
，
又
恐
後
人
帰
不
得
。
覚

上
座
道
箇
猶
隔
嶺
在
，
又
作
麼
生
？
切
忌
将
錯
就
錯
。」

後
に
黄
龍
新
和
尚
は
「
雲
居
は
海
を
隔
て
て
し
か
新
羅
僧
を
見
て
お
ら
ぬ
。（
新
羅
僧
の
思
い
が
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な

い
）」
と
言
っ
た
が
、
君
た
ち
も
黄
龍
老
漢
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
わ
し
は
今
夜
こ
ん
な
不
公
平
を
み
た
か
ら
に

は
、
雲
居
の
た
め
に
気
を
晴
ら
し
て
や
ろ
う
。
子
細
に
見
れ
ば
、
黄
龍
も
嶺
を
隔
て
て
し
か
雲
居
を
見
て
お
ら
ぬ
。
衆
中

に
黄
龍
の
た
め
に
不
満
に
思
う
も
の
は
い
る
か
。
い
た
ら
出
て
き
て
わ
し
に
相
い
対
し
て
み
よ
。
お
る
か
。
お
ら
ね
ば
、

今
夜
か
さ
ね
て
解
説
し
て
や
ろ
う
。
雲
居
が
あ
の
よ
う
に
答
え
た
の
は
、
た
だ
僧
が
「
言
え
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

出
ら
れ
な
い
の
を
心
配
し
た
か
ら
だ
。
黄
龍
が
か
く
言
っ
た
の
は
、
後
の
人
が
「
法
は
文
字
を
離
る
」
と
い
う
本
来
の
と

こ
ろ
に
帰
れ
な
い
の
を
心
配
し
た
か
ら
だ
。
わ
し
が
「
黄
龍
も
嶺
を
隔
て
て
し
か
雲
居
を
見
て
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
の
は
、

い
っ
た
い
ど
う
か
。
誤
り
に
誤
り
を
重
ね
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。（『
宏
智
広
録
』
巻
五
、
T
四
八
・
七
二
中
）

〔
三
一
〕
明
眼
の
人
の
眼
は
漆
の
よ
う
に
黒
い

問
：
「
明
眼
人
為
什
麼
黒
如
漆
？
」
師
曰
：
「
何
怪
！
」

＊

問①�

う
、「
明②�

眼
の
人
は
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
黒
き
こ
と
漆
の
如
き
。」
師
曰
く
、「
何③�

ぞ
怪と

が

め
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。

②
明
眼
人
為
什
麼
黒
如
漆　
「
明
眼
の
人
は
ど
う
し
て
（
そ
の
眼
は
）
漆
の
よ
う
に
真
っ
黒
な
の
で
す
か
。」
本
書
巻
二
五
天

台
山
徳
韶
国
師
章
に
「
問
：
如
何
是
沙
門
眼
？
師
曰
：
黒
如
漆
。」
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「
明
眼
人
」
は
仏
法
の
奥
義
に
通
達
し
た
人
、
正
法
を
見
る
目
を
具
え
た
人
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
莫
道
今
日
瞞
諸
人

好
。
抑
不
得
已
，
向
諸
人
前
作
一
場
狼
藉
。
忽
被
明
眼
人
見
，
成
一
場
笑
具
。」（
Ｔ
四
七
・
五
四
五
中
）

「
黒
如
漆
」
は
、
真
っ
黒
な
眼
で
し
か
本
当
の
も
の
は
見
え
な
い
。
差
別
相
を
分
別
せ
ず
、
一
切
を
平
等
に
見
る
。
後
の

曹
洞
宗
の
五
位
で
は
、
黒
は
正
位
（
平
等
）、
白
は
偏
位
（
差
別
）。
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
下
末
示
衆
、「
以
黒
白
圏

児
作
五
位
形
相
，
以
全
黒
圏
児
為
威
音
那
畔
、
父
母
未
生
空
劫
已
前
、
混
沌
未
分
事
，
謂
之
正
位
。」

③
何
怪　
「
何
も
と
が
め
る
こ
と
で
は
な
い
。」
取
り
立
て
て
問
題
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

『
曹
渓
大
師
伝
』、「
夜
即
聴
経
，
至
明
，
為
無
尽
蔵
尼
解
釈
経
義
。
尼
将
経
与
読
。
大
師
曰
：
〈
不
識
文
字
。〉
尼
曰
：

〈
既
不
識
字
，
如
何
解
釈
其
義
？
〉
大
師
曰
：
〈
仏
性
之
理
，
非
関
文
字
能
解
。
今
不
識
文
字
，
何
怪
！
〉」

〔
三
二
〕
世
尊
の
密
語

荊
南
節
度
使
成
汭
遣
大
將
入
山
送
供
，
問
曰
：
「
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
藏
。
如
何
是
世
尊
密
語
？
」
師
召
曰
：

「
尚
書
。」
其
人
應
諾
。
師
曰
：
「
會
麼
？
」
曰
：
「
不
會
。」
師
曰
：
「
汝
若
不
會
，
世
尊
有
密
語
；
汝
若
會
，
迦
葉
不
覆

藏
。」

＊

荊①�

南
節
度
使
成
汭
、
大
将
を
遣
わ
し
山
に
入
り
て
供
を
送
り
、
問
わ
し
め
て
曰
く
、「
世②�

尊
に
密
語
有
り
、
迦
葉
は
覆
蔵

せ
ず
、
如
何
な
る
か
是
れ
世
尊
の
密
語
。」
師③�

召よ

び
て
曰
く
、「
尚
書
。」
其
の
人
、「
諾
」
と
応こ

た

う
。
師
曰
く
、「
会
す
や
。」

曰
く
、「
会
せ
ず
。」
師
曰
く
、「
汝④�

若
し
会
せ
ず
ん
ば
、
世
尊
に
密
語
有
り
。
汝
若
し
会
せ
ば
、
迦
葉
は
覆
蔵
せ
ず
。」

＊

①�
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
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三
百
則
』
巻
上
第
三
四
則
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
採
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
祖
堂
集
』
は

「
有
尚
書
問
」、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
単
に
「
問
」、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は
「
因
官
人
送
供
問
曰
」
で
あ
り
、
名
を

出
さ
な
い
。

　
荊
南
節
度
使
成
汭
遣
大
將
入
山
送
供　
『
宋
高
僧
伝
』
雲
居
山
道
膺
伝
に
も
、「
四
方
よ
り
供
を
饋お

く

る
こ
と
、
千
里
に
風
の

従な
び
くが

ご
と
し
。
荊
南
の
帥
の
成
汭
の
如
き
は
、
遣
わ
し
て
檀
施
を
齎も

た
らし

、
動や

や
もす

れ
ば
鉅
万
に
盈
つ
」
と
あ
る
。

な
お
こ
の
文
脈
で
は
、
成
汭
は
大
将
に
供
養
物
を
届
け
さ
せ
、
自
ら
は
雲
居
山
に
赴
か
ず
、
問
う
た
の
は
大
将
で
あ

る
が
、
雲
居
が
「
尚
書
」
と
呼
ぶ
か
ら
に
は
、
成
汭
が
自
ら
問
う
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
聯
灯
会
要
』
は

「
遣
」
を
「
与
」
に
作
り
、
大
将
と
共
に
山
に
入
っ
て
供
を
送
っ
た
文
脈
に
な
っ
て
い
る
。

成せ
い
ぜ
い汭　

？
～
九
〇
三
。
山
東
青
州
の
人
。
無
頼
の
徒
と
な
り
、
人
を
殺
し
、
逃
れ
て
僧
と
な
る
が
、
蔡
賊
に
入
り
、
賊

帥
の
仮
子
と
な
っ
て
名
を
郭
禹
と
変
え
た
。
荊
南
節
度
使
陳
儒
に
降
っ
た
が
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
、
却
っ
て
帰
州
（
湖
北

秭
帰
県
）
を
襲
い
、
自
ら
刺
史
と
称
し
た
（
光
啓
元
年
〈
八
八
五
〉）。
文
徳
元
年
（
八
八
八
）
荊
南
を
撃
ち
、
荊
南
節
度

留
後
を
拝
し
、
も
と
の
姓
に
復
し
、
名
を
汭
と
改
め
た
。
天
復
三
年
（
九
〇
三
）
楊
行
密
が
鄂
州
を
囲
ん
だ
と
き
、
巨

艦
を
造
っ
て
こ
れ
を
援
け
よ
う
と
し
た
が
、
敗
れ
て
江
に
投
じ
て
死
す
。『
新
唐
書
』
巻
一
九
〇
、『
旧
五
代
史
』
巻
一

七
、『
唐
刺
史
考
全
編
』
二
六
九
二
・
二
七
二
三
頁
。

②
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
藏
。
如
何
是
世
尊
密
語　
「
世
尊
が
あ
ら
わ
に
言
わ
な
か
っ
た
言
葉
を
、
迦
葉
菩
薩
は
お
お
い

隠
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
わ
に
言
わ
な
か
っ
た
世
尊
の
言
葉
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
密
語
」
は
密
意

を
秘
め
て
言
わ
れ
た
語
。
問
い
は
『
涅
槃
経
』
南
本
巻
五
・
四
相
品
の
冒
頭
の
話
を
承
け
る
。「
爾
の
時
、
迦
葉
菩
薩
は

仏
に
白
し
て
言
わ
く
、〈
世
尊
よ
、
仏
の
『
諸
仏
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
』
と
説
く
所
の
如
き
は
、
是
の
義
は
然
ら
ず
。
何

を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
世
尊
は
唯
だ
密
語
の
み
有
っ
て
密
蔵
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。
譬
え
ば
幻て

じ
な
し主

の
機
関
木
人
を
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ば
、
人
は
屈
伸
俯
仰
す
る
を
覩み見
る
と
雖
も
、
其
の
内
を
知
る
こ
と
莫
く
し
て
、
而
し
て
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
が
如

し
。
仏
法
は
爾
ら
ず
、
咸み

な

衆
生
を
し
て
悉
く
知
見
を
得
し
む
れ
ば
、
云
何
が
当
に
『
諸
仏
世
尊
に
秘
密
蔵
有
り
』
と
言
う

べ
け
ん
や
。〉
仏
は
迦
葉
を
讃
す
ら
く
、〈
善
い
哉
、
善
い
哉
、
善
男
子
よ
、
汝
の
言
う
所
の
如
く
、
如
来
は
実
に
秘
密
の

蔵
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
秋
の
満
月
の
空
に
処あ

り
て
、
顕
露
清
浄
に
し
て
翳

く
も
り

無
く
、
人
皆
な
覩み見
る
が
如
し
。
如
来

の
言
も
亦ま復
た
是
の
如
く
、
開
発
し
顕
露
清
浄
に
し
て
翳
無
し
。
愚
人
は
解
さ
ず
し
て
、
之
を
秘
蔵
と
謂お

も

い
、
智
者
は
了

達
し
て
則
ち
蔵
と
名
づ
け
ず
。〉」（
Ｔ
一
二
・
六
三
〇
中
～
下
）

な
お
本
話
頭
が
成
語
「
世
尊
有
密
語
，
迦
葉
不
覆
蔵
」
の
最
初
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。

③
師
召
曰
：
尚
書
。
其
人
應
諾　

こ
の
や
り
と
り
は
、
呼
べ
ば
応
答
す
る
は
た
ら
き
を
仏
性
で
あ
る
と
直
指
す
る
馬
祖
に
は

じ
ま
る
作
略
。
本
書
巻
六
紫
玉
山
道
通
章
、「
于
公
又
た
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。〉
師
は
〈
于
頔
〉
と
喚
ぶ
。
頔

は
〈
諾
〉
と
応こ

た

う
。
師
云
く
、〈
更
に
別
に
求
む
る
莫
れ
。〉」

④
汝
若
不
會
，
世
尊
有
密
語
；
汝
若
會
，
迦
葉
不
覆
藏　
「
も
し
（
呼
ば
れ
て
返
事
し
た
作
用
こ
そ
が
仏
性
の
は
た
ら
き
だ
と
）

わ
か
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
世
尊
に
密
語
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
し
わ
か
っ
た
な
ら
、
迦
葉
菩
薩
は
お
お
い
隠
さ
な

か
っ
た
の
で
す
。」
大
檀
越
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
す
る
。
盧
行
者
に
大
庾
嶺
頭
で
追
い
つ
い
た
慧
明
が
「
行
者
の
五
祖

を
辞
せ
し
時
、
知
ら
ず
、
何
の
密
語
密
意
有
る
や
。
願
わ
く
ば
我
が
為
に
説
け
。」
と
問
う
た
時
、
六
祖
は
「
汝
若
し
自

ら
自
己
の
面
目
を
得
れ
ば
、
密
は
却
っ
て
你
に
在
り
。」（『
祖
堂
集
』
巻
二
弘
忍
章
）
と
答
え
て
い
る
。

〔
三
三
〕
生
ま
れ
た
と
た
ん
ど
う
し
て
有
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か

僧
問
：
「
才
生
爲
什
麼
不
知
有
？
」
師
曰
：
「
不
同
生
。」
曰
：
「
未
生
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
不
曾
滅
。」
曰
：
「
未

生
時
在
什
麼
處
？
」
師
曰
：
「
有
處
不
收
。」
曰
：
「
什
麼
人
受
滅
？
」
師
曰
：
「
是
滅
不
得
者
。」
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＊

僧①�

問
う
、「
才②�

わ
ずか

に
生
ず
る
や
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
有
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
。」
師③�

曰
く
、「
生
を
同
じ
く
せ
ず
。」
曰④�

く
、「
未
だ

生
ぜ
ざ
る
時
は
如
何
。」
師⑤�

曰
く
、「
曽
て
滅
せ
ず
。」
曰⑥

く
、「
未
だ
生
ぜ
ざ
る
時
は
什い

麼ず

処こ

に
か
在
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
処
の

収
ま
ら
ざ
る
有
り
。」
曰⑧�

：
「
什な

麼ん

人ぴ
と

か
滅
を
受
く
。」
師⑨�

曰
く
、「
是
れ
滅
し
得
ざ
る
者
。」

＊

①
本
話
は
『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
上
第
九
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
も
収
め
る
。

②
才
生
爲
什
麼
不
知
有　
「
生
ま
れ
出
た
と
た
ん
ど
う
し
て
〝
そ
れ
〟 

が
あ
る
の
を
知
ら
な
い
の
で
す
か
。」〝
そ
れ
〟
と
は
、

言
語
に
よ
っ
て
限
定
し
概
念
化
で
き
ぬ
真
理
の
こ
と
だ
が
、
仏
教
で
は
「
法
身
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
本
書

巻
一
七
洛
京
白
馬
遁
儒
章
、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
密
室
中
の
人
。〉
師
曰
く
、〈
纔
か
に
生
ず
る
や
不
可
得
な
る

も
、
未
生
の
時
を
貴
ば
ず
。〉」「
不
知
有
」
は
、
南
泉
が
「
此
の
事
を
体
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
直
に
須
ら
く
仏
未
出
世
以
前

の
、
一
切
の
名
字
無
く
、
密
用
潜
通
し
て
人
の
覚
知
す
る
無
き
、
与
摩
の
時
に
向お

い
て
体
得
し
て
方は

じ

め
て
小
分
の
相
応
有

る
べ
し
。
所ゆ

え以
に
道
う
、〈
祖
仏
は
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
牯
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
。〉
と
。
何
を
以
て
此か

く

の

如
く
な
る
や
、
他か

れ

却
っ
て
如
許
多
般
の
情
量
無
け
れ
ば
な
り
。」（『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
）
と
説
い
た
こ
と
に
よ

り
、「
知
有
」「
不
知
有
」
と
言
い
方
が
定
着
し
、「
知
有
」
を
め
ぐ
っ
て
雲
巌
は
開
悟
し
て
い
た
の
か
未
悟
の
ま
ま
だ
っ

た
の
か
と
い
う
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
（
景
徳
伝
灯
録
研
究
会
編
『
景
徳
伝
灯
録 

五
』
三
五
七
・
五
八
二
頁
参
照
）。

南
泉
の
「
祖
仏
は
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
狸
奴
白
牯
却
っ
て
有
る
こ
と
を
知
る
。」
と
は
、「
人
は
生
ま
れ
る
や
さ
か
し

ら
の
智
慧
を
身
に
つ
け
る
。
祖
仏
は
智
慧
に
よ
ら
ず
に
〈
悟
っ
て
〉
初
め
て
そ
れ
を
知
っ
た
。
け
も
の
は
〈
悟
り
〉
な

ど
と
は
無
縁
に
、
最
初
か
ら
あ
る
が
ま
ま
に
そ
れ
を
生
き
て
い
る
。」

③
師
曰
：
不
同
生　
「〝
そ
れ
〟
は
生
滅
を
は
な
れ
て
い
る
か
ら
、
肉
身
が
生
ず
る
の
と
同
じ
よ
う
に
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
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法
身
と
肉
身
は
別
者
で
は
な
い
か
ら
〈
二
つ
の
者
が
い
っ
し
ょ
に
生
ま
れ
る
〉
の
で
は
な
い
。」
法
身
は
肉
身
と
は
別
で

は
な
い
が
同
一
視
も
で
き
な
い
。

④
曰
：
未
生
時
如
何　
「〝
そ
れ
〟
が
ま
だ
生
ま
れ
ぬ
と
き
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
曰
：
不
曾
滅　
「〝
そ
れ
〟
は
こ
れ
ま
で
滅
し
た
こ
と
は
な
い
。」
生
ま
れ
ぬ
前
か
ら
〝
そ
れ
〟
は
あ
る
。

⑥
曰
：
未
生
時
在
什
麼
處　
「（〝
そ
れ
〟
が
）
ま
だ
生
ま
れ
ぬ
前
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
。」

⑦
師
曰
：
有
處
不
收　

ど
こ
に
も
置
く
場
所
が
な
い
。『
維
摩
経
』
不
思
議
品
、「
法
は
処お

る
所
無
し
、
若
し
処
る
所
に
著
せ

ば
、
是
れ
則
ち
処
る
に
著
す
る
に
し
て
、
法
を
求
む
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。」
ま
た
観
衆
生
品
、「
菩
提
は
住
処
無
し
、
是

の
故
に
得
る
者
有
る
無
し
。」

⑧
曰
：
什
麼
人
受
滅　
「
ど
う
い
う
人
に
と
っ
て
〝
そ
れ
〟
が
無
く
な
る
の
で
す
か
。」
な
お
『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は

「
什
麼
処
受
滅
（
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
〝
そ
れ
〟
が
無
く
な
る
の
か
）」
に
作
る
。

⑨
師
曰
：
是
滅
不
得
者　
「〝
そ
れ
〟
は
無
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
。」
法
身
と
い
う
も
の
は
生
滅
を
離
れ
て

い
る
。
生
ま
れ
て
新
た
に
手
に
入
れ
る
も
の
で
も
、
う
っ
か
り
失
う
も
の
で
も
な
い
。
肉
身
は
生
滅
す
る
が
、
肉
身
を
離

れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
法
身
の
こ
の
微
妙
な
位
相
、
肉
身
と
の
不
即
不
離
の
関
係
は
誤
解
を
生
み
や
す
い
。「
不
即
不

離
」
と
い
う
の
さ
え
、
ふ
た
つ
の
別
を
前
提
と
し
て
い
る
。
単
純
に
「
次
元
を
異
に
す
る
」
と
言
う
の
も
、
法
身
と
肉
身

を
別
者
と
措
定
す
る
誤
り
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
こ
が
最
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
問
者
の
よ
う
な
誤
解
に
対
し
て
、
禅
者

は
い
つ
も
腐
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
則
で
も
問
者
は
得
心
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
三
四
〕
示
衆

師
謂
衆
曰
：
「
汝
等
師
僧
家
發
言
吐
氣
，
須
有
來
由
。
凡
問
事
須
識
好
惡
、
尊
卑
、
良
賤
，
信
口
無
益
。
傍
家
到
處
，
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覓
相
似
語
。
所
以
尋
常
向
兄
弟
道
：
莫
怪
不
相
似
。
恐
同
學
太
多
去
。
第
一
莫
將
來
，［
將
來
］
不
相
似
。
八
十
老
人
出
場

屋
，
不
是
小
兒
戲
。
一
言
參
差
，
千
里
萬
里
，
難
爲
收
攝
。
直
至
敲
骨
打
髓
，
須
有
來
由
。
言
語
如
鉗
夾
鉤
鎖
，
相
續
不

斷
，
始
得
頭
頭
上
具
，
物
物
上
新
，
可
不
是
精
得
妙
底
事
？
道
汝
：
知
有
底
人
，
終
不
取
次
。
十
度
擬
發
言
，
九
度
却
休

去
。
爲
什
麼
如
此
？
恐
怕
無
利
益
。
體
得
底
人
，
心
如
臘
月
扇
，
口
邊
直
得
醭
出
。
不
是
汝
彊
爲
，
任
運
如
此
。
欲
得
恁
麼

事
，
須
是
恁
麼
人
。
既
是
恁
麼
人
，
何
愁
恁
麼
事
？

學
佛
邊
事
，
是
錯
用
心
。
假
饒
解
千
經
萬
論
，
講
得
天
華
落
、
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
況
乎
其
餘
，
有
何
用
處
！

若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛
！
設
使
攢
花
簇
錦
，
事
事
及
得
，
及
盡
一
切
事
，
亦
只
喚

作
了
事
人
、
無
過
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。
將
知
尊
貴
邊
著
得
什
麼
物
？
不
見
從
門
入
者
非
寶
，
捧
上
不
成
龍
？
知
麼
？
」

＊

師①�

、
衆
に
謂
い
て
曰
く
、「
汝②�

等
師
僧
家
は
言
を
発
し
気
を
吐
か
ば
、
須
ら
く
来
由
有
る
べ
し
。
凡
そ
事
を
問
わ
ん
に

は
、
須
ら
く
好
悪
・
尊
卑
・
良
賤
を
識
る
べ
し
、
口
に
信ま

か

す
る
は
益
無
し
。
傍③�

の
き
な
み家

に
到
る
処
に
、
相④�

い
似
た
る
語
を
覓
む
。

所⑤�

以
に
尋へ

い

常ぜ
い

兄
弟
に
向
っ
て
道い

う
、〈
相
い
似
ざ
る
を
怪と

が

む
る
莫
れ
〉
と
。
同
学
の
太
だ
多
く
な
り
去
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。

第け

一っ

し
て
将も

ち
来
る
莫
れ
、
将⑥

も

ち
来
ら
ば
相
い
似
ず
。
八⑦�

十
の
老
人
、
場
屋
を
出
づ
る
は
、
是
れ
小
児
の
戯あ

そ
びな

ら
ず
。
一
言

参た

差が

わ
ば
、
千
里
万
里
、
為
に
収
摂
し
難
し
。
直⑧�

に
骨
を
敲
き
髄
を
打
つ
に
至
ら
ば
、
須
ら
く
来
由
有
る
べ
し
。
言⑨�

語
は

鉗
・
夾
・
鉤
・
鎖
の
如
く
に
し
て
、
相
続
し
て
断
ぜ
ざ
れ
ば
、
始
め
て
頭
頭
上
に
具
し
、
物
物
上
に
新
た
な
る
を
得
ん
。
可あ

に
是
れ
妙
を
精
得
し
た
る
底
の
事
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
汝
に
道
う
、
有⑩�

る
を
知
る
底
の
人
は
、
終け

っ

し
て
取け

い

次そ
つ

な
ら
ず
。
十
度
発

言
せ
ん
と
擬し

て
、
九
度
却
っ
て
休や

め
去
る
。
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
此
の
如
き
。
利
益
無
き
を
恐し

ん

怕ぱ
い

す
れ
ば
な
り
。
体
得
底
の
人
、
心⑪�

は
臘
月
の
扇
の
如
く
、
口
辺
は
直
に
醭か

び

の
出
づ
る
を
得
た
り
。
是
れ
汝
彊し

い

て
為
す
に
は
あ
ら
ず
、
任
運
に
此か

く

の
如
し
。
恁⑫�

麼

の
事
を
欲ほ

得っ

さ
ば
、
須
ら
く
是
れ
恁
麼
の
人
な
る
べ
し
。
既
に
是
れ
恁
麼
の
人
な
ら
ば
、
何
ぞ
恁
麼
の
事
を
愁う

れ

え
ん
。
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仏⑬�

辺
の
事
を
学
ぶ
は
、
是
れ
錯
用
心
な
り
。
仮た

饒と

い
千
経
万
論
を
解
し
、
講⑭�

得
し
て
天
華
落
ち
、
石
点
頭
す
る
と
も
、

亦な

お
自
己
の
事
に
干か

か

わ
ら
ず
。
況い

わ
ん乎

や
其
の
余
を
や
、
何
の
用
処
か
有
ら
ん
。
若⑮�

し
有
限
の
心
識
を
将も

っ

て
、
無
限
中
の
用
と

作な

さ
ば
、
方
木
を
将も

っ

て
円
孔
に
逗と

お

す
が
如
し
、
多い

か
ほ
ど少

か
差
訛
せ
ん
。
設た

使と

い
花⑯�

を
攢あ

つ

め
錦
を
簇あ

つ

め
、
事
事
及の

ぞ

き
得
、
一
切
事

を
及の

ぞ

き
尽
す
と
も
、
亦な

お
只
だ
喚
ん
で
了⑰�

事
の
人
・
無⑱�

過
の
人
と
作
す
の
み
、
終⑲

け
っし

て
喚
ん
で
尊
貴
と
作
さ
ず
。
将⑳

も
って

知

る
、
尊
貴
辺
は
什な

に
麼
物
を
も
著お

き
得
ん
や
と
。
見き

か
ず
や
、〈
門㉑�

よ
り
入
る
者
は
宝
に
非
ず
〉、〈
捧㉒�

げ
上
げ
る
も
龍
と
成
ら

ず
〉
と
。
知
る
や
。」

【
日
訳
】師

は
大
衆
に
言
っ
た
。「
君
た
ち
禅
僧
た
る
者
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
道
理
が
あ
っ
て
、
発
言
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
何
が
良

く
て
何
が
悪
い
の
か
、
何
が
尊
貴
で
何
が
卑
賤
な
の
か
、
何
が
良
民
で
何
が
賤
民
な
の
か
を
わ
き
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
こ

と
を
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
出
ま
か
せ
に
問
う
た
の
で
は
、
何
に
も
な
ら
ぬ
ぞ
。
い
た
る
と
こ
ろ
の
叢
林
を
軒
並
み
に
め
ぐ
っ

て
、
そ
れ
ら
し
い
言
葉
を
追
い
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
わ
し
は
い
つ
も
〈
似
て
お
ら
ぬ
の
を
と
が
め
て
は
な
ら
ぬ
〉
と
言
っ

て
い
る
の
だ
。
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ら
し
い
言
葉
を
追
い
求
め
て
い
る
同
学
が
多
い
の
を
心
配
し
て
の
こ
と
だ
。
け
っ
し
て
持

ち
込
ん
で
は
な
ら
ぬ
、
持
ち
込
め
ば
似
て
い
な
い
だ
け
だ
。
八
十
の
老
人
が
科
挙
の
試
験
場
よ
り
出
て
く
る
の
は
子
供
の
遊

び
で
は
な
い
。
一
言
的ま

と

が
は
ず
れ
た
ら
、
は
る
か
に
隔
た
っ
て
、
収
拾
を
つ
け
て
や
り
よ
う
も
な
い
。
徹
底
し
て
努
力
し
て

究
め
れ
ば
、
必
ず
手
が
か
り
が
あ
ろ
う
。
言
葉
は
鉗
や
夾
や
鉤
や
鎖
を
鍛
冶
す
る
よ
う
に
断
え
る
こ
と
な
く
打
ち
続
け
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
そ
の
言
葉
が
一
切
を
表
わ
し
、
一
切
を
新
鮮
に
す
る
の
だ
。
妙
を
得
る
と
は
こ
の
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
君
た
ち
に
言
っ
て
お
こ
う
、
そ
れ
有
る
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
決
し
て
軽
率
に
発
言
し
た
り
は
し
な
い
。
十
度
発

言
し
よ
う
と
し
て
、
却
っ
て
九
度
は
や
め
て
し
ま
う
の
だ
。
ど
う
し
て
か
と
い
え
ば
、
君
た
ち
の
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
の
を

考
え
て
の
こ
と
だ
。
体
得
し
た
人
に
お
い
て
は
、
心
は
冬
の
団
扇
の
よ
う
動
か
ず
、
唇
も
動
か
ず
醭か

び

が
生
ず
る
の
だ
。
そ
の
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人
が
強
い
て
そ
う
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
に
し
て
い
て
そ
う
な
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
と
す
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
な
人
で
あ
る
以
上
、
こ
の
こ
と
を
思
い
な
や
ん
だ
り
は
し
な
い
の
だ
。

仏
に
ま
つ
わ
る
事
柄
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
誤
っ
た
心
の
使
い
方
だ
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
経
論
を
理
解
し
、
天
よ
り
花

が
降
り
、
石
が
そ
の
通
り
だ
と
う
な
ず
く
ほ
ど
の
み
ご
と
な
講
義
が
で
き
て
も
、
我
が
自
己
の
こ
と
と
は
関
わ
り
は
な
い
。

ま
し
て
や
そ
の
他
の
こ
と
い
う
ま
で
も
な
く
、
何
の
役
に
も
た
た
ぬ
。
有
限
の
心
識
の
は
た
ら
き
を
、
無
限
な
る
も
の
の
作

用
だ
と
す
る
の
は
、
四
角
い
木
を
丸
い
孔
に
は
め
込
も
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
間
違
っ
て
い
る
こ
と
か
。
た

と
い
美
辞
麗
句
を
な
ら
べ
、
一
切
の
事
柄
を
除
き
尽
く
し
た
と
し
て
も
、
な
お
了
事
の
人
・
無
過
の
人
と
呼
ぶ
だ
け
で
、
決

し
て
尊
貴
の
人
と
は
呼
べ
ぬ
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
尊
貴
の
人
の
次
元
に
は
何
も
置
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
だ
。

そ
れ
、〈
門
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
は
我
が
家
の
宝
で
は
な
い
〉〈
い
く
ら
大
事
に
し
て
も
龍
に
は
な
ら
ぬ
〉
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
ろ
う
。
わ
か
る
か
。」

＊

①
本
示
衆
は
二
つ
の
示
衆
、（
一
）「
汝
等
師
僧
家
発
言
吐
気
」
と
（
二
）「
学
仏
辺
事
是
錯
用
心
」
を
つ
な
い
だ
も
の
で
あ

る
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻

一
三
に
も
採
ら
れ
る
。
二
つ
の
示
衆
の
も
っ
と
も
詳
し
い
の
は
、『
雲
居
弘
覚
禅
師
語
録
』
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
禅

林
僧
宝
伝
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
原
型
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
こ
の
原
型
か
ら
、
か
な
り
簡
潔
に
な
っ
て
お
り
、『
聯
灯
会
要
』

は
原
型
に
拠
り
つ
つ
省
略
が
あ
る
。

『
五
灯
会
元
』
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
ほ
ぼ
承
け
、『
智
証
伝
』
も
『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
承
け
る
が
（
一
）
は
前
半
の
み
の

収
録
で
あ
る
。『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
本
書
を
そ
の
ま
ま
承
け
る
。

②
汝
等
師
僧
家
發
言
吐
氣
，
須
有
來
由　

問
う
た
り
答
え
た
り
の
発
言
に
は
、
必
ず
禅
的
な
根
拠
や
道
理
が
な
く
て
は
な
ら
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ぬ
。「
来
由
」
は
、
こ
こ
で
は
禅
理
の
意
。『
黄
龍
慧
南
禅
師
語
録
』
偈
頌
・
趙
州
勘
破
、「
叢
林
に
傑
出
す
る
は
是
れ
趙

州
、
老
婆
勘
破
に
来
由
有
り
。」

③
傍
家　

雷
漢
卿
『
禅
籍
方
俗
詞
研
究
』、「
挨
家
挨
戸
（
一
軒
一
軒
、
家
ご
と
に
）」。
こ
こ
は
叢
林
の
師
家
を
訪
ね
ま
わ
る

こ
と
を
言
う
。

④
相
似
語　

そ
れ
ら
し
く
言
い
と
め
た
語
句
。『
雲
門
広
録
』
巻
上
、「
設
有
三
箇
両
箇
，
狂
学
多
聞
，
記
持
話
路
，
到
処
覓

相
似
語
句
，
印
可
老
宿
，
軽
忽
上
流
，
作
薄
福
業
，
他
日
閻
羅
王
釘
釘
之
時
，
莫
道
無
人
向
汝
道
。（
も
し
修
行
者
が
二

人
、
三
人
と
連
れ
立
っ
て
、
や
た
ら
に
知
識
を
学
び
、
話
頭
を
覚
え
込
み
、
至
る
所
で
そ
れ
ら
し
い
語
句
を
仕
入
れ
、
老
宿
に

印
可
さ
れ
、
優
れ
た
禅
僧
を
バ
カ
に
し
、
薄
福
の
行
為
を
し
て
い
る
な
ら
ば
、
他
日
、
閻
魔
王
に
釘
を
打
た
れ
る
と
き
に
な
っ

て
、〈
誰
も
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
〉
な
ど
と
泣
き
ご
と
を
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。）」（
Ｔ
四
五
・
五
四
八
下
）

⑤
所
以
尋
常
向
兄
弟
道
：
莫
怪
不
相
似
。
恐
同
學
太
多
去　
「
莫
怪
不
相
似
」
と
は
、
つ
づ
い
て
「
第
一
莫
将
来
，
将
来
不

相
似
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
諸
方
で
学
ん
だ
相
似
語
は
言
葉
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
（
自
己
本
分
と
し
て
の
法
身
）
と

は
相
い
似
ず
」
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
り
、「
不
相
似
」
と
忠
告
す
る
の
を
と
が
め
る
の
は
筋
違
い
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
。『
祖
堂
集
』
巻
一
四
杉
山
和
尚
章
、「
問
う
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
身
。〉
師
云
く
、〈
挙
世
不
相
似
。（
全
世
界
の

ど
こ
に
も
似
た
も
の
は
な
い
）〉」

「
恐
同
學
太
多
去
」
と
は
、
一
緒
に
な
っ
て
相
似
の
語
を
求
め
ま
わ
る
輩
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
の
を
心
配
し
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
。「
同
學
」
と
は
隊
を
組
み
方
々
に
行
脚
し
て
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
議
論
ば
か
り
す
る
輩
の
こ
と
。

⑥
將
來
不
相
似　

原
本
は
「
将
来
」
二
字
を
脱
し
て
い
る
（
四
部
叢
刊
本
・
金
蔵
本
も
同
じ
）。『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
聯
灯
会

要
』、『
五
灯
会
元
』
に
拠
っ
て
補
っ
た
。
元
延
祐
本
は
『
五
灯
会
元
』
に
拠
っ
て
補
っ
て
い
る
。

⑦
八
十
老
人
出
場
屋　
「
場
屋
」
は
、
科
挙
の
試
験
場
、
貢
院
。『
資
治
通
鑑
』
唐
武
宗
六
年
、「
初
め
、
景
譲
の
母
の
鄭
氏
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は
、
性
は
厳

げ
ん
か
くで

明
こ
う
め
い、

早つ
と

に
寡や

も
めた

り
て
、
東
都
に
居
す
。
諸
子
は
皆
な
幼
な
く
、
母
自
ら
之
を
教
ゆ
。
…
…
三
子
の
景
譲
・

景
温
・
景
荘
は
、
皆
な
進
士
に
挙
げ
ら
れ
及
第
す
。
…
…
景
荘
は
場
屋
に
老
い
、
黜し

り
ぞけ

ら
る
る
毎
に
、
母
は
輒い

つ

も
景
譲
を

撻む
ち
うつ

。
…
…
之
を
久
し
く
し
て
、
宰
相
、
主し

け
ん
か
ん司

に
謂
い
て
曰
く
、〈
李
景
荘
、
今
歳
は
収
め
ざ
る
可
か
ら
ず
、
可か

わ
い
そ
う憐

に
彼

の
翁
は
毎
歳
に
撻む

ち
うた

る
。〉
是こ

れ

に
由
り
て
始
め
て
及
第
す
。」
胡
三
省
の
注
、「
唐
人
は
貢
院
を
謂
い
て
場
屋
と
為
す
、
今

に
至
る
も
猶
お
然
り
。」

⑧
直
至
敲
骨
打
髓
，
須
有
來
由　
「
敲
骨
打
髄
」
は
、
懸
命
に
努
め
る
こ
と
。『
宏
智
広
録
』
巻
五
、「
諸
人
に
勧
む
、
且
く

草い
い
か
げ
ん

草
な
る
莫
か
れ
。
須す

べ
か是

ら
く
自み

ず
か家

ら
敲
骨
打
髓
し
、
一
一
に
体
究
し
分あ

き
ら
か暁

に
し
て
始
め
て
得よ

し
。
若も是
し
繊
毫
も
未

だ
透
ら
ず
ん
ば
、
便
ち
生
死
中
に
窒ふ

さ
が
り礙

を
成
じ
、
超
脱
す
る
こ
と
能
わ
ず
」（
T
四
八
・
六
八
下
）。「
来
由
」
は
、
こ
こ

で
は
「（
開
悟
の
）
手
掛
か
り
」。『
祖
堂
集
』
巻
一
〇
長
慶
和
尚
章
、「
雪
峰
は
是か

く

の
如
き
次
第
を
見
て
、
他か

れ

を
断さ

ば

い
て
云

く
、〈
我
れ
你
に
死
馬
医
の
法
を
与
え
ん
、
你
還は

た
甘
ん
ず
る
や
。〉
師
対
え
て
云
く
、〈
師
の
処い

い
つ
け分

に
依
ら
ん
。〉
峰
云

く
、〈
一
日
に
三
度
五
度
上
来
す
る
を
用も

ち

い
ず
、
但
だ
山
裏
の
燎
火
底
の
樹
橦
子
の
如
く
に
相
い
似
て
、
身
心
を
息や

す却
め
、

遠
け
れ
ば
則
ち
十
年
、
中な

か
ばな

れ
ば
則
ち
七
年
、
近
け
れ
ば
則
ち
三
年
せ
ば
、
必
ず
来
由
有
ら
ん
。〉」

⑨
言
語
如
鉗
夾
鉤
鎖
，
相
續
不
斷　

鉗
（
か
な
わ
）
や
夾
（
は
さ
み
）
や
鉤
（
か
ぎ
）
や
鎖
（
く
さ
り
）
を
鍛
冶
す
る
よ
う
に

言
葉
の
鍛
錬
を
絶
え
ず
続
け
る
こ
と
。
鉗
、
夾
、
鉤
、
鎖
は
製
作
に
手
間
の
か
か
る
鉄
製
品
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
が
「
言

語
如
鉗
如
夾
，
如
鉤
如
鎖
，
須
教
相
続
不
断
，
始
得
頭
頭
上
具
，
物
物
上
明
，
豈
不
是
得
妙
底
事
」
に
作
る
の
に
拠
っ
て

解
す
べ
し
。

⑩
知
有
底
人　

そ
れ
有
る
を
知
っ
て
い
る
人
。
実
相
の
あ
り
方
（
真
実
）
を
知
っ
た
人
。
前
の
〔
三
三
〕
②�
「
才
生
為
什
麼

不
知
有
」
の
注
を
参
照
。

⑪
心
如
臘
月
扇
，
口
邊
直
得
醭
出　
「
臘
月
扇
」
は
動
か
な
い
も
の
の
た
と
え
。「
口
辺
直
得
醭
出
」
は
、「
道
忠
曰
く
、〈
久
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し
く
黙
す
る
が
故
に
口
辺
に
白し

ろ
か
び醭

を
生
ず
〉」（
禅
文
化
研
究
所
本
『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
八
八
頁
）。『
円
悟
語
録
』
巻
八

小
参
一
、「
看
よ
、
他か

の
従こ

れ
ま
で上

の
得
た
る
底
の
人
は
、
口
は
臘
月
の
扇
の
如
く
に
し
て
、
直
に
醭か

び

の
生
ず
る
を
得え

、
心
は

枯
木
の
如
く
、
縦た

と

い
春
夏
に
逢
う
も
、
未
だ
曽
て
変
動
せ
ず
。
強
い
て
為
す
に
は
不あ

ら是
ず
、
任
運
に
此か

く

の
如
し
」（
Ｔ
四

七
・
七
四
九
中
）。
ま
た
『
大
慧
語
録
』
巻
七
、「
多
時
に
禅
を
説
か
ず
、
口
辺
に
白
醭
を
生
ず
」（
Ｔ
四
七
・
八
三
九
中
）。

⑫
欲
得
恁
麼
事
，
須
是
恁
麼
人
。
既
是
恁
麼
人
，
何
愁
恁
麼
事　
「
か
か
る
消
息
を
明
確
に
知
る
の
は
、
か
か
る
も
ち
ま
え

の
人
だ
け
で
あ
る
。
か
か
る
も
ち
ま
え
の
人
な
ら
、
何
の
心
配
も
い
ら
ぬ
こ
と
だ
。」

『
宗
鏡
録
』
巻
九
八
に
引
く
先
雲
居
和
尚
の
語
に
い
う
、「
仏
法
は
什な

麼ん

の
多

く
だ
く
だ
し
き
こ
と

事
か
有
ら
ん
。
行
じ
得
れ
ば
即
ち
是よ

し
。

但
だ
心
は
是
れ
仏
な
る
を
知
れ
ば
、
仏
と
し
て
解よ

く
語
ら
ざ
る
を
愁
う
る
莫
か
れ
。
是か

く

の
如
き
事
を
欲ほ

得っ

せ
ば
、
還ま

た

須
ら
く
是
の
如
き
人
な
る
べ
し
。
若も是
し
是
の
如
き
人
な
ら
ば
、
箇
の
什な

に麼
を
か
愁
え
ん
」（
Ｔ
四
八
・
九
四
七
上
）。
ま

た
『
禅
林
僧
宝
伝
』
雲
居
章
の
本
示
衆
の
前
段
に
も
あ
り
。「
欲
得
恁
麼
事
」
は
『
聯
灯
会
要
』
で
は
「
要
明
恁
麼
事
」

に
作
る
。

⑬
學
佛
邊
事
，
是
錯
用
心　

以
下
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三

は
別
時
の
説
法
と
し
て
お
り
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
本
書
の
約
二
倍
半
の
長
文
で
あ
る
。

⑭
講
得
天
華
落
石
點
頭
，
亦
不
干
自
己
事　

雲
巌
の
次
の
示
衆
を
承
け
る
も
の
。『
祖
堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
、「
師
示
衆

云
：
従
門
入
者
非
宝
。
直
饒
説
得
石
点
頭
，
亦
不
干
自
己
事
。
又
云
：
擬
心
則
差
，
況
乃
有
言
，
恐
有
所
示
転
遠
。」

「
講
得
天
華
落
」
は
『
肇
論
』「
九
折
十
演
者
」
開
宗
第
一
に
「
須
菩
提
は
無
説
を
唱
え
て
以
て
道
を
顕
わ
し
、
釈
梵
は

聴
く
こ
と
を
絶
ち
て
華
を
雨あ

め
ふら

す
」
と
い
う
。
基
づ
く
と
こ
ろ
は
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（
巻
七
問
住
品
～
巻
八
散
花

品
）
に
須
菩
提
が
「
一
切
法
は
皆
な
化

ま
ぼ
ろ
しの

如
し
、
此こ

中こ

に
は
説
く
者
無
く
、
聴
く
者
無
く
、
知
る
者
無
し
」
と
説
く
と
諸

天
子
が
讃
嘆
し
て
花
を
化
作
し
て
散
華
し
た
話
。



255

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

「
石
点
頭
」
は
竺
道
生
（
三
五
五
？
～
四
三
四
）
の
「
頑
石
点
頭
」
の
故
事
に
よ
る
。
法
顕
が
入
竺
求
法
の
旅
よ
り
持
ち

帰
っ
た
六
巻
『
泥な

い

洹お
ん

経き
ょ
う』

が
建
康
で
訳
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
研
究
し
た
道
生
は
「
闡
提
成
仏
説
」
を
主
張
し
た
が
、

邪
説
と
非
難
さ
れ
た
。『
東
林
十
八
高
僧
伝
』、「
師
は
擯
せ
ら
れ
て
南
還
し
、
虎
丘
山
に
入
り
、
石
を
聚
め
て
徒
と
為

し
、
涅
槃
経
を
講
ず
。
闡
提
の
処
に
至
り
て
則
ち
仏
性
有
り
と
説
き
、
且
つ
曰
く
、〈
我
が
説
く
所
の
如
き
は
仏
心
に
契

う
や
〉
と
。
群
石
は
皆
な
為
に
点
頭
す
。」
後
に
曇
無
讖
訳
の
四
十
巻
『
涅
槃
経
』
が
建
康
に
伝
わ
り
、
そ
の
説
の
正
し

か
っ
た
こ
と
が
證
明
さ
れ
た
。

⑮
若
將
有
限
心
識
，
作
無
限
中
用
，
如
將
方
木
逗
圓
孔
，
多
少
差
訛　
「
作
用
即
性
」
批
判
。

⑯
攢
花
簇
錦　

美
辞
麗
句
の
た
と
え
。
本
書
巻
一
五
投
子
大
同
章
、「
汝
諸
人
は
這こ

こ裏
に
来
て
、
新
鮮
の
語
句
を
覓
め
ん
と

擬ほ
っ

し
、
華
を
四
六
に
攢
め
、
口
裏
に
道い

う
可
き
も
の
有
ら
ん
と
貴ほ

っ

す
。」
な
お
『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第
三
二
則
で
は
「
攢

華
四
六
」
を
「
攢
花
簇
錦
」
に
作
る
。

⑰
了
事
人　

な
す
べ
き
こ
と
を
為
し
終
え
た
人
。『
大
乗
起
世
論
』、「
若
し
知
を
立
て
解
を
立
て
、
好
を
見
、
悪
を
見
、
青

を
見
、
黄
・
赤
・
白
を
見
れ
ば
、
即
ち
生
死
に
流
浪
し
、
凡
夫
人
と
作な

り
、
自
在
を
得
ず
。
但
だ
知
解
を
立
て
ず
、
一
物

を
見
ざ
れ
ば
、
即
ち
是
れ
了
事
の
人
、
即
ち
是
れ
精
神
有
る
人
、
真
の
大
夫
に
し
て
、
三
界
の
外
に
出い

で

て
、
如
如
心
を

得
ん
。」（『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
三
輯
、
六
五
頁
）。
た
だ
し
こ
こ
の
「
了
事
人
」
は
否
定
的
意
味
あ
い
で
言
う
。『
五
灯
会

元
』
巻
六
大
光
山
居
誨
章
、「
一
代
時
教
は
祇た

だ
是
れ
時
人
の
手
脚
を
整
理
す
る
の
み
。
直た

饒と

い
剝は

ぎ
尽
し
て
底
に
到
る

も
、
也ま

た
祇た

だ
箇
の
了
事
の
人
と
成
り
得
る
の
み
、
将も

っ

て
衲
衣
下
の
事
に
当あ

つ
る
可
か
ら
ず
。」

⑱
無
過
人　
（
心
の
奥
に
し
ま
い
込
ん
だ
戒
定
慧
な
ど
の
学
解
が
な
く
な
っ
て
）
煩
悩
に
よ
る
過
ち
の
な
く
な
っ
た
人
。
こ
の

三
字
は
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
、『
智
証
伝
』、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
に
は
無
し
。

本
書
「
設
使
攢
花
簇
錦
，［
事
事
及
得
，
及
尽
一
切
事
，］
亦
只
喚
作
了
事
人
無
過
人
」
の
［　

］
の
と
こ
ろ
は
、『
禅
林
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僧
宝
伝
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
長
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

 （
饒
汝
説
得
簇
花
簇
錦
）
也
無
用
処
，
未
離
情
識
在
。
若
一
切
事
，
須
向
這
裏
及▼

尽
，
始
得
無
過
，
方
得
出
身
。
若
有
一

毫
髪
去
不
尽
，
即
被
塵
累
，
豈
況
便
多
？
差
之
毫
釐
，
過
犯
山
岳
。
不
見
古
人
道
：
「
学
処
不
玄
，
尽
是
流
俗
。
閨

閤
中
物
捨
不
得
，
俱
為
滲
漏
。」
直
須
向
這
裏
，
及▼

取
去
，
及▼

去
及▼

来
，
併
尽
一
切
事
，
始
得
無
過
，
如
人
頭
頭
上

了
，
物
物
上
通
。（
祇
喚
作
了
事
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。）

 （
饒
汝
説
得
簇
花
簇
錦
）
也な

お
用
処
無
く
、
未
だ
情
識
を
離
れ
ず
。
若
し
一
切
事
を
ば
、
須
ら
く
這
裏
に
向お

い
て
及の

ぞ

き
尽
し

て
、
始
め
て
無
過
な
る
を
得
、
方は

じ

め
て
出
身
を
得
ん
。
若
し
一
毫
髪
の
去
り
尽
さ
ざ
る
有
ら
ば
、
即
ち
塵
累
を
被
る
、
豈

に
況
ん
や
便
［
更
］
に
多
き
を
や
。
之
を
毫
釐
に
差た

が

わ
ば
、
過あ

や
ま
ち犯

山
岳
の
ご
と
し
。
見き

か
ず
や
、
古
人
道
う
：
「
学
処
玄

な
ら
ず
ん
ば
、
尽
く
是
れ
流
俗
。
閨
閤
中
の
物
捨
て
得
ざ
れ
ば
、
俱み

な
滲
漏
と
為
る
」
と
。
直
に
須
ら
く
這
裏
に
向お

い
て
、

及の
ぞ

き
取
り
去
り
、
及の

ぞ

き
去
り
及
き
来き

た

り
、
一
切
事
を
併の

ぞ

き
尽
し
て
、
始
め
て
無
過
な
る
を
得
て
、
人
は
頭
頭
上
に
了さ

と

り
、

物
物
上
に
通
ず
る
が
如
し
。（
祇
喚
作
了
事
人
，
終
不
喚
作
尊
貴
。）

こ
こ
の
「
及▼

」
に
は
「
去
」
の
意
が
あ
り
、
当
時
の
口
語
で
あ
る
こ
と
は
、
中
華
書
局
本
『
祖
堂
集
』
附
録
二
「
關
於

祖
堂
集
的
校
理
」
九
四
一
～
九
四
二
頁
を
参
照
。

⑲
終
不
喚
作
尊
貴　
「
尊
貴
」
は
、
法
身
、
本
来
身
。
本
書
巻
一
四
鄂
州
百
顔
明
哲
禅
師
章
、「
洞
山
、
密
師
伯
と
到
り
参

ず
。
師
問
う
て
曰
く
、〈
闍
梨
は
近
ご
ろ
什い

麼ず

処こ

を
か
離
る
。〉
洞
山
曰
く
、〈
近
ご
ろ
湖
南
を
離
る
。〉
師
曰
く
、〈
観
察

使
、
姓
は
什な

麼ん

ぞ
。〉
曰
く
、〈
姓
を
得
ず
。〉
師
曰
く
、〈
名
は
什
麼
ぞ
。〉
曰
く
、〈
名
を
得
ず
。〉
師
曰
く
、〈
還は

た
事せ

い
むを

治と

る
や
。〉
曰
く
、〈
自べ

つ

に
郎ぶ

幕か

有
り
。〉
師
曰
く
、〈
豈
に
出
入
せ
ざ
ら
ん
や
。〉
洞
山
便
ち
払
袖
し
て
去
る
。
師
は
明
日
、

僧
堂
に
入
り
て
曰
く
、〈
昨
日
は
二
闍
梨
に
対
し
て
一
転
語
す
る
も
稔
ら
ず
、
今
請
う
二
闍
梨
道い

え
。
若
し
道
い
得
れ
ば
、

老
僧
便
ち
粥
飯
を
開も

う

け
、
相
伴
し
て
夏げ

を
過
さ
ん
。
速さ

あ
道い

え
、
速さ

あ
道
え
。〉
洞
山
曰
く
、〈
太は

な
はだ

尊た
っ
と
し

貴
生
。〉
師
乃
ち
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粥
を
開も

う

け
、
共
に
一
夏
を
過
す
。」

ま
た
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
四
五
則
、「
問
：
作
大
利
益
底
人
還
得
相
似
不
？
師
云
：
不
得
相
似
。
僧
云
：
為

什
摩
不
得
相
似
？
師
云
：
不
見
道
：
作
大
利
益
。
僧
云
：
此
人
還
知
有
尊
貴
也
無
？
師
云
：
不
知
有
尊
貴
。
僧
云
：
為

什
摩
不
知
有
尊
貴
？
師
云
：
是
伊
未
識
曹
山
。
僧
云
：
如
何
是
曹
山
？
師
云
：
不
作
大
利
益
。」

 

問
う
、「
大
利
益
底
の
人
（
法
身
）
は
和
尚
と
似
て
い
ま
す
か
。」
師
、「
似
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
似
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
大
利
益
を
な
す
人
だ
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
。」
僧
、「
大
利
益
の
人
は
尊
貴
有
る
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。」
師
、「
尊
貴
有
る
を
知
ら
ぬ
。」
僧
、「
ど
う
し
て
知
ら
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
彼
は
曹わ

山し

の
顔
を

知
ら
ん
の
だ
。」
僧
：
「
何
が
曹
山
な
の
で
す
か
。」
師
、「（
わ
し
は
）
大
利
益
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。」

⑳
將
知
尊
貴
邊
著
得
什
麼
物　

尊
貴
な
る
法
身
の
次
元
に
は
、
現
象
の
次
元
か
ら
は
何
の
手
出
し
も
で
き
な
い
と
分
か
る
の

だ
。「
著
得
什
麼
物
」
は
反
語
。『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
智
証
伝
』
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

 

将
知
尊
貴
一
路
自
別
。
便
是
世
間
極
重
極
貴
物
、
不
得
将
来
向
尊
貴
辺
。
須
知
不
可
思
議
、
不
当
好
心
。（
尊
貴
へ
向

う
一
路
は
特
別
だ
と
分
か
る
。
た
と
え
世
間
の
ど
ん
な
貴
重
な
も
の
も
、
尊
貴
の
次
元
に
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
須

ら
く
知
る
べ
し
、
不
可
思
議
な
る
は
、
好
心
に
当
た
ら
ざ
る
こ
と
を
。）

な
お
『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
将
知
尊
貴
一
路
自
別
」
の
み
で
あ
る
。

㉑
從
門
入
者
非
寶　

出
典
未
詳
。
禅
録
で
の
最
も
早
い
例
は
『
祖
堂
集
』
巻
五
雲
巌
和
尚
章
第
二
四
則
。

㉒
捧
上
不
成
龍　

い
く
ら
大
事
に
し
て
も
龍
（
法
身
）
に
は
な
ら
ぬ
。
後
に
は
「
と
う
て
い
も
の
に
成
ら
ぬ
や
つ
」（『
禅
語

辞
典
』）
の
意
。

『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
、「
師
一
日
見
僧
来
，
拈
起
拄
杖
云
：
〈
我
両
手
分
付
，
你
作
麼
生
？
〉
僧
退
身
云
：

〈
不
敢
。〉
師
云
：
〈
為
什
麼
棒マ

マ

［
捧
］
上
不
成
龍
？
〉
僧
云
：
〈
三
十
年
後
恐
辜
負
和
尚
。〉
師
放
下
拄
杖
云
：
〈
吽
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吽
。〉」

〔
三
五
〕
示
寂

師
如
是
三
十
年
開
發
玄
楗
，
徒
衆
常
及
千
五
百
之
數
，
南
昌
鍾
氏
尤
所
欽
風
。

唐
天
復
元
年
秋
示
微
疾
。
十
二
月
二
十
八
日
，
為
大
衆
開
最
後
方
便
，
敍
出
世
始
卒
之
意
。
衆
皆
愴
然
。
越
明
年
正
月

三
日
，
跏
趺
長
往
。
今
本
山
影
堂
存
焉
。
敕
謚
弘
覺
大
師
，
塔
曰
圓
寂
。

＊

師①�

は
是か

く

の
如
く
三
十
年
、
玄
楗
を
開
発
し
、
徒②�

衆
は
常
に
千
五
百
の
数
に
及
ぶ
。
南③�

昌
の
鍾
氏
、
尤
も
欽
風
す
る
所
な

り
。唐④�

天
復
元
年
秋
、
微
疾
を
示
す
。
十⑤�

二
月
二
十
八
日
、
大
衆
の
為
に
最
後
の
方
便
を
開
き
、
出
世
始
卒
の
意
を
敍
ぶ
。

衆
皆
な
愴
然
た
り
。
越⑥

え
て
明
年
の
正
月
三
日
、
跏
趺
し
て
長
往
す
。
今
、
本
山
に
影
堂
存
す
。
勅⑦�

し
て
弘
覚
大
師
と
謚

し
、
塔
を
円
寂
と
曰
う
。

＊

①
師
如
是
三
十
年
開
發
玄
楗　
「
師
は
こ
の
よ
う
に
し
て
三
十
年
、
仏
法
の
秘
要
を
開
導
し
た
。」
出
世
開
法
し
て
三
十
年
で

あ
る
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
則
に
「
吾
出
世
来
恰
三
十
年
，
亦
可
行
矣
。」
と
あ
り
、『
宋
高
僧

伝
』
巻
一
二
雲
居
伝
に
も
「
膺
出
世
度
人
満
足
三
十
年
」
と
見
え
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六
に
も
「
膺
住
持
三
十
年
，
道

徧
天
下
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
三
峰
に
開
法
し
た
の
は
八
七
三
年
ご
ろ
で
あ
る
。

「
玄
楗
」
は
、
仏
法
の
玄
妙
な
る
秘
要
。
本
書
東
禅
寺
版
・
四
部
叢
刊
本
・
金
蔵
本
は
「
楗
」
を
「
犍
」
に
誤
る
。
元
延

祐
本
が
「
楗
」
に
改
め
て
い
る
の
に
よ
っ
た
。
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②
徒
衆
常
及
千
五
百
之
數　
『
祖
堂
集
』
は
「
春
秋
不
減
千
有
余
衆
」、『
宋
高
僧
伝
』
は
「
所
化
之
徒
，
寒
暑
相
交
，
不
下

一
千
余
衆
」、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
「
衆
至
千
五
百
人
」。

③
南
昌
鍾
氏
尤
所
欽
風　

南
昌
鍾
氏
は
豫
章
南
平
王
鍾
伝
。
本
書
東
禅
寺
版
は
「
鍾
」
を
「
周
」
に
誤
る
。
四
部
叢
刊
本
・

金
蔵
本
・
元
延
祐
本
・
高
麗
本
は
す
べ
て
「
鍾
」
に
作
る
の
に
よ
っ
て
改
め
た
。

鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
は
洪
州
吉
安
（
江
西
省
吉
安
市
）
の
人
。
行
商
を
生な

り
わ
い業

と
し
て
い
た
が
、
王
仙
之
の
乱
の
と
き
、

衆
に
推
さ
れ
て
長
と
な
り
、
万
人
を
鳩
合
し
、
自
ら
高
安
鎮
撫
使
と
称
し
た
。
黄
巣
の
賊
が
撫
州
を
掠
奪
し
た
と
き
、

撫
州
に
入
っ
て
守
り
、
刺
史
を
拝
し
た
。
中
和
二
年
（
八
八
二
）
江
西
観
察
使
高
茂
卿
を
追
放
し
て
、
自
ら
留
後
を
称

し
、
鎮
南
節
度
使
を
拝
し
た
。
江
西
に
居
る
こ
と
三
十
余
年
、
太
保
・
中
書
令
を
累
拝
し
、
南
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

天
祐
三
年
卒
す
。『
新
唐
書
』
巻
一
〇
、『
新
五
代
史
』
巻
四
一
。
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
の
禅
宗
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八

四
）
に
詳
し
い
伝
記
の
記
述
が
あ
る
。

「
欽
風
」
は
、
教
化
を
あ
お
ぎ
慕
う
。
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
二
一
、「
大
王
の
名
称
は
、
周
ね
く
十
方
に
聞
こ
ゆ
、
我

等
は
欽
風
し
、
故
に
来
り
て
此こ

こ

に
至
る
。」

④
唐
天
復
元
年
秋
示
微
疾　

示
寂
に
つ
い
て
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林

僧
宝
伝
』
巻
六
、『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
巻
二
八
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
な
ど
に
も
記
事
が
あ
る
。

⑤
十
二
月
二
十
八
日
，
為
大
衆
開
最
後
方
便
，
敍
出
世
始
卒
之
意
。
衆
皆
愴
然　
「
十
二
月
二
十
八
日
、
大
衆
に
最
後
の
説

法
を
し
、
出
世
の
一
部
始
終
の
意
を
述
べ
る
と
、
大
衆
は
み
な
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
。」「
出
世
始
卒
」
は
、
出
世

開
堂
し
て
か
ら
の
顛
末
、
あ
る
い
は
出
生
し
て
示
寂
す
る
ま
で
の
顛
末
。『
法
華
義
疏
』
巻
四
、「
三
乗
方
便
門
内
に
於
い

て
、
広
く
釈
迦
一
期
の
出
世
始
終
の
事
を
序
し
、
既す

已で

に
顕
然
た
り
。」（
Ｔ
三
四
・
五
一
〇
下
）。『
絶
海
和
尚
語
録
』
巻

上
義
堂
和
尚
十
三
年
忌
請
陞
座
拈
香
、「
詳
し
く
其
の
出
世
の
始
末
を
考し

ら
べる

に
、
師
は
乃
ち
元
弘
乙
丑
に
神
を
南
海
に
降
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し
、
岐き

嶷ぎ
ょ
くの

質
は
襁
褓
の
中
に
見
え
、
英
邁
の
気
は
齠

ち
ょ
う

齔し
ん

の
年
に
顕
わ
る
。」（
Ｔ
八
〇
・
七
四
三
中
）。

『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
四
四
段
で
は
、
か
な
り
詳
し
く
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
 

天
復
元
年
辛
酉
歳
秋
，
忽
有
微
疾
。
至
十
二
月
上
旬
，
累
有
教
令
。
至
二
十
八
日
夜
，
主
事
及
三
堂
上
座
参
省
。
師

顧
視
云
：
「
汝
等
在
此
，
粗
知
遠
近
。
生
死
尋
常
，
勿
以
憂
慮
。
斬
釘
截
鉄
，
莫
違
仏
法
。
出
生
入
死
，
莫
負
如
来
。

事
宜
無
多
，
人
各
了
取
。」
至
二
年
壬
戌
歳
正
月
二
日
，
問
侍
者
：
「
今
日
是
幾
？
」
云
：
「
新
歳
已
二
。」
師
曰
：

「
吾
出
世
来
恰
三
十
年
，
亦
可
行
矣
。」
三
日
寅
時
終
焉
。

天
復
元
年
辛
酉
の
歳
の
秋
、
ふ
と
軽
い
病
い
に
か
か
っ
た
。
十
二
月
上
旬
に
な
っ
て
、
何
度
も
説
法
を
し
た
。
二
十
八
日

の
夜
，
主
事
と
三
堂
の
上
座
が
見
舞
う
と
、
師
は
彼
ら
を
見
回
し
て
言
っ
た
、「
お
前
た
ち
は
こ
こ
で
修
行
し
て
い
る
か
ら

に
は
時
期
は
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
よ
う
。
死
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
心
配
は
い
ら
ぬ
。
言
語
思
慮
を
断
ち
切
り
、
仏
法
に

違
背
し
て
は
な
ら
ぬ
。
生
き
る
も
死
ぬ
も
、
如
来
に
そ
む
い
て
は
な
ら
ぬ
。
や
る
べ
き
事
は
た
だ
一
つ
、
各
々
ケ
リ
を
つ

け
る
の
だ
。」
二
年
壬
戌
歳
（
九
〇
二
）
正
月
二
日
に
な
っ
て
、
侍
者
に
問
う
、「
今
日
は
何
日
だ
。」「
新
年
も
す
で
に
二

日
で
す
。」
師
、「
私
が
出
世
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
三
十
年
だ
、
ま
た
出
か
け
る
と
し
よ
う
。」
三
日
の
夜
明
け
前
に
亡
く

な
っ
た
。

臨
終
の
と
き
の
異
伝
が
『
祖
堂
集
』
巻
八
雲
居
和
尚
章
第
二
三
段
に
、「
師
臨
順
世
時
，
師
問
侍
者
：
今
日
是
幾
？
待
者

云
：
三
日
。
師
云
：
三
十
年
也
只
這
个
是
。〈
わ
が
出
世
始
卒
三
十
年
の
意
は
、
た
だ
這こ

れ个
こ
そ
が
そ
う
だ
。〉」
と
見
え

る
。『
宗
門
統
要
』、『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』
で
は
最
後
の
師
の
言
葉
は
「
三
十
年
後
，
但
道
只

這
是
。〈
三
十
年
後
（
わ
が
真
を
画
け
る
か
と
聞
か
れ
た
な
ら
）
た
だ
這こ

れ个
こ
そ
が
そ
う
だ
と
言
え
。〉」（「
道
」
は
『
禅
林

僧
宝
伝
』
で
は
「
云
」、「
只
」
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』・『
五
灯
会
元
』
で
は
「
祇
」
に
作
る
）
と
な
っ
て
お
り
、
洞
山
が
雲
巌

を
辞
去
す
る
と
き
、「
和
尚
百
年
後
、
忽
有
人
問
貌
得
師
真
不
、
如
何
祗
対
？
」
と
問
う
と
、
雲
巌
は
「
但
向
伊
道
、
即
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這
箇
是
。」（
本
書
巻
一
五
洞
山
章
）
と
答
え
て
お
り
、
そ
れ
を
意
識
し
て
作
り
変
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑥
越
明
年
正
月
三
日
，
跏
趺
長
往　

示
寂
の
年
月
日
が
天
復
二
年
（
九
〇
二
）
正
月
三
日
で
あ
る
こ
と
各
資
料
一
致
す
る

が
、『
仏
祖
歴
代
通
載
』
だ
け
が
天
復
元
年
と
し
て
い
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
は
、
そ
の
葬
儀
の
よ
う
す
を
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

　

 

豫
章
南
平
王
鍾
氏
供
其
喪
葬
。
時
諸
道
禅
子
各
依
郷
土
所
尚
者
，
随
霊
龕
到
処
列
花
樹
帳
幔
粉
麪
之
饌
，
謂
之
卓
祭
。

一
期
凶
礼
之
盛
，
勿
過
于
時
也
，
猗
歟
！
膺
出
世
度
人
，
満
足
三
十
年
，
遺
愛
可
知
也
。（
豫
章
南
平
王
の
鍾
氏
が
葬

儀
を
執
り
行
っ
た
。
時
に
郷
土
で
尊
ば
れ
た
各
地
の
禅
和
子
た
ち
は
、
霊
龕
に
つ
き
従
っ
て
至
る
所
で
花
木
や
帳と

ば
り幔

や
粉
物

の
お
供
え
を
な
ら
べ
た
、
こ
れ
を
卓
祭
と
い
う
。
そ
の
葬
儀
の
盛
大
な
さ
ま
は
、
こ
の
時
よ
り
も
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
あ

あ
！
道
膺
は
出
世
し
て
人
を
導
く
こ
と
が
、
三
十
年
に
満
ち
、
そ
の
遺
徳
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。）

⑦
敕
謚
弘
覺
大
師
，
塔
曰
圓
寂　

晏
殊
撰
「
雲
居
山
重
修
真
如
禅
院
碑
記
」
に
「
南
平
は
其
の
遺い

懿い

（
生
前
の
美
徳
）
を

叙
べ
、
帝
庭
に
聞
し
、
詔
し
て
謚
を
弘
覚
と
曰
う
」
と
あ
り
、
鍾
伝
の
聞
奏
に
よ
り
、
昭
宗
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
隆
興
仏
教
編
年
通
論
』
は
後
唐
よ
り
賜
っ
た
と
す
る
。

撫
州
曹
山
本
寂
禅
師

〔
一
〕
行
録

撫
州
曹
山
本
寂
禪
師
，
泉
州
莆
田
人
也
，
姓
黃
氏
。
少
慕
儒
學
，
年
十
九
出
家
，
入
福
州
福
唐
縣
靈
石
山
，
二
十
五
登

戒
。
唐
咸
通
初
，
禪
宗
興
盛
。
會
洞
山
价
禪
師
坐
道
場
，
往
來
請
益
。

＊



262

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

撫①�

州
曹
山
の
本②�

寂
禅
師
は
、
泉③�

州
莆
田
の
人
な
り
、
姓
は
黄
氏
。
少④�

く
し
て
儒
学
を
慕
う
。
年⑤�

十
九
に
し
て
出
家
し
、

福
州
福
唐
県
の
霊
石
山
に
入
り
、
二
十
五
に
し
て
戒
に
登
る
。
唐⑥

の
咸
通
の
初
め
（
八
六
〇
）、
禅
宗
は
興
る
こ
と
盛
ん
な

り
。
会た

ま

た
ま
洞
山
の
价
禅
師
、
道
場
に
坐
せ
ば
、
往
来
し
て
請
益
す
。

＊

①
撫
州
曹
山　

江
西
省
撫
州
市
宜
黄
県
北
に
あ
り
、
い
ま
曹
山
宝
積
寺
。
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
孫
覿
撰
「
撫
州
曹
山
宝

積
院
僧
堂
記
」
に
、「
曹
山
は
州
治
の
東
に
距
つ
こ
と
百
二
十
里
。
魁
大
に
し
て
秀
偉
、
一
方
を
雄
視
す
。
大
比
邱
［
丘
］

有
り
、
元
証
と
号
す
。
五
季
の
兵
乱
を
避
け
、
此
の
山
を
顧
見
し
、
屋
を
結
ん
で
之こ

れ

に
居
す
。
今
、
宝
積
禅
院
と
為
す
。」

（『
鴻
慶
居
士
集
』
巻
二
一
）。
五
代
の
兵
乱
を
避
け
て
結
屋
し
た
と
い
う
の
は
時
代
が
齟
齬
す
る
が
、
大
比
丘
の
元
証
と
は

曹
山
本
寂
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
『
大
明
一
統
志
』
巻
五
四
撫
州
府
山
川
条
、「
曹
山
は
宜
黄
県
の
北
三
十
里
に
在
り
。

旧
に
荷
玉
山
と
名
づ
く
。
山
顛
を
羅
漢
峰
と
曰
い
、
昔
、
本
寂
禅
師
、
曹
渓
六
祖
を
礼
し
て
此こ

こ

に
回か

え

る
に
因
り
、
遂
に
名

を
曹
山
と
易か

う
。
山
前
に
迴
龍
亭
有
り
。
其
の
下
に
泉
有
り
、
昔
、
白
眉
禅
師
、
山
中
に
結
庵
せ
し
時
、
其
の
水
、
一
日

に
三
た
び
潮わ

き
だす

。」
同
寺
観
条
、「
宝
積
寺
は
宜
黄
県
の
北
三
十
里
に
在
り
。
唐
僧
本
寂
の
駐
錫
す
る
処
な
り
。
宋
に
今
の

額
を
賜
る
。」

②
本
寂
禪
師　

八
四
〇
～
九
〇
一
。『
祖
堂
集
』
巻
八
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
祖
源
通
録
撮

要
』
巻
四
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
曹
山
条
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
等
に
略
伝
・
問
答
語
句
を
録
す
。
語
録
と

し
て
は
宋
嘉
煕
二
年
（
一
二
三
八
）
刊
『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
に
収
め
る
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、
明
末
の
郭
凝
之

の
編
に
な
る
『
五
家
語
録
』
第
四
巻
の
「
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
」、
江
戸
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
日
本
沙
門
玄
契
が

『
五
家
語
録
』
所
収
本
を
上
巻
と
し
、
そ
の
遺
語
を
集
め
て
下
巻
と
し
た
『
撫
州
曹
山
本
寂
禅
師
語
録
』、
江
戸
宝
暦
十
一
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年
（
一
七
六
一
）
慧
印
校
訂
『
撫
州
曹
山
元
証
禅
師
語
録
』
が
あ
る
。
ま
た
南
岳
玄
泰
撰
す
る
塔
銘
（『
宋
高
僧
伝
』
巻
一

三
）、『
曹
山
録
』（『
祖
庭
事
苑
』
巻
五
仰
山
三
然
灯
条
）、『
曹
洞
広
録
』（『
雲
臥
紀
談
』
巻
上
仏
心
禅
師
才
公
条
）
が
あ
っ

た
が
伝
存
し
な
い
。

な
お
慧
洪
『
石
門
文
字
禅
』
巻
二
六
「
題
珣
上
人
僧
宝
伝
」
に
、「
又
游
曹
山
，
拝
澄
源
塔
，
得
断
碣
，
曰
：
『
耽
章
号

本
寂
禅
師
，
獲
《
五
蔵
位
図
》，
尽
具
洞
山
旨
訣
。』」
と
あ
り
、
本
寂
禅
師
は
号
で
あ
り
、
僧
諱
が
耽
章
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
に
「
洞
山
一
見
乃
問
：
闍
棃
名
什
麽
？
曰
：
耽
章
。
山
曰
：
那
箇
聻
？
曰
：
不
名
耽

章
」
と
あ
る
。『
祖
源
通
録
撮
要
』
は
西
余
拱
辰
撰
『
禅
源
通
録
』
二
四
巻
（
張
方
平
『
楽
全
集
』
巻
三
三
に
煕
寧
四
年

［
一
〇
七
一
］
の
「
禅
源
通
録
序
」
あ
り
）
を
撮
要
し
た
も
の
（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
五
巻
解
題
参
照
）。

③
泉
州
莆
田
人
也　

泉
州
莆
田
は
、
い
ま
福
建
省
莆
田
市
。『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
九
泉
州
条
、「
莆
田
県
は
本
と
南
安
県

の
地
。
陳
の
廃
帝
、
分
か
ち
て
莆
田
県
を
置
く
。
隋
の
開
皇
十
年
（
五
九
〇
）
省
き
、
武
徳
六
年
（
六
二
三
）
復
た
置
く
。

貞
観
に
改
め
て
閩
州
に
属
し
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
割
き
て
泉
州
に
属
す
。」

④
少
慕
儒
學　

南
岳
玄
泰
撰
す
る
塔
銘
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
宋
高
僧
伝
』
は
、
本
寂
の
郷
里
は
唐
末
に
乱
を
避
け
て

避
難
し
た
士
大
夫
が
多
く
寓
居
し
て
儒
家
の
気
風
が
興
り
、
本
寂
も
若
く
し
て
そ
の
気
風
に
染
ま
っ
て
礼
教
を
学
ん
で
い

た
が
、
自
然
に
内
面
的
な
も
の
を
求
め
る
気
持
ち
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
。「
其
の
邑
は
唐
季
に
多
く
衣
冠
の
士
子
僑
寓

し
、
儒
風
振
起
し
、
小
稷
下
と
号
す
。
寂
は
少わ

か

く
し
て
魯
風
に
染
ま
り
、
率お

お
む多

ね
強
い
て
学
ぶ
に
、
自し

ぜ
ん爾

に
淳
粋
独ひ

と

り
凝こ

り
、
道
の
性
天し

ぜ
んに

発お
こ

る
。」

『
祖
堂
集
』
は
「
少
習
九
経
，
志
求
出
家
。」『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、「
幼
而
奇
逸
，
為
書
生
不
甘
処
俗
。」

⑤
年
十
九
出
家
，
入
福
州
福
唐
縣
靈
石
山
，
二
十
五
登
戒　
『
宋
高
僧
伝
』
は
「
年
惟
十
九
，
二
親
始
聴
出
家
。
入
福
州
雲

名
［
霊
石
］
山
。
年
二
十
五
，
登
於
戒
足
，
凡
諸
挙
措
，
若
老
苾
芻
。」『
祖
堂
集
』
は
「
年
十
九
，
父
母
方
聴
。
受
業
於



264

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

福
唐
県
霊
石
山
。
年
二
十
五
，
師
方
許
受
戒
，
而
挙
措
威
儀
，
皆
如
旧
習
，
便
雲
遊
方
外
。」

「
福
州
福
唐
県
霊
石
山
」
に
は
、
僧
元
修
（
？
～
八
八
七
）
が
大
中
元
年
（
八
四
七
）
に
創
し
た
翠
石
院
（『
祖
堂
集
』
巻
一

九
観
和
尚
章
で
は
砕
石
院
）
が
あ
っ
た
。
福
唐
県
は
偽
閩
の
龍
啓
元
年
（
九
三
三
）
改
め
て
福
清
県
と
な
り
（『
淳
熙
三
山

志
』
巻
三
）、
霊
石
山
は
福
建
省
福
清
市
に
あ
る
。『
淳
熙
三
山
志
』
巻
三
六
寺
観
福
清
県
条
、「
霊
石
俱
胝
院
は
清
元
里
、

同
年
（
大
中
元
年
〈
八
四
七
〉）
に
置
く
。
是
れ
よ
り
先
の
唐
武
宗
の
時
、
僧
元
修
始
め
て
此
に
菴い

お
りし

、
七
俱
胝
を
誦
し
、

疾
祟
を
呪
治
す
。
後
、
深
く
巌
谷
中
に
入
る
。
人
、
以
て
遁
去
す
と
為お

も

え
り
。
蔬や

さ
いの

甲め

有
っ
て
泛う

か

び
流
れ
下
る
、
乃
ち

沿
う
て
源
を
ば
訪た

ず

ね
て
之
を
得
た
り
。
再
び
往
け
ば
則
ち
廬
は
已
に
虚
な
り
。
蓋
し
会
昌
の
禁
を
避
く
る
な
り
。
宣
宗

の
時
、
出
で
て
闕
に
詣
り
、
金
を
貢

け
ん
じ
ょ
うし

て
山
を
買
い
、
始
め
て
精
舎
を
創
り
、
翠
（
砕
）
石
院
と
名
づ
く
。
是
に
至
っ

て
今
の
額
を
賜
う
。
光
啓
三
年
（
八
八
七
）
将
に
死
な
ん
と
し
て
、
書
し
て
云
う
、〈
刀
耕
火
種
し
、
伽
藍
を
造
り
、
荘

田
を
買
い
、
僧
を
供く

よ
うし

客
を
待も

て
なし

、
未
だ
嘗
て
化
を
縁
ぜ
ず
。
荼
毘
の
日
、
院
の
田
園
に
負
え
ば
、
斎
供
と
為
す
に
足

る
、
外
荘
よ
り
輸
し
、
王
、
支
費
に
及
ぶ
も
、
此
の
外
に
他
に
営
む
を
得
ず
。〉」

な
お
『
大
明
一
統
志
』
巻
七
四
福
州
府
条
に
よ
れ
ば
、
霊
石
山
は
福
清
県
西
南
二
十
五
里
、
黄
檗
山
は
福
清
県
西
南
三

十
里
に
あ
り
、
両
山
は
近
接
し
て
い
た
。

⑥
唐
咸
通
初
，
禪
宗
興
盛
。
會
洞
山
价
禪
師
坐
道
場
，
往
來
請
益　
『
宋
高
僧
伝
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
咸
通
の
初
め
、

禅
宗
の
興
盛
す
る
こ
と
、
風
は
大
潙
よ
り
起
こ
る
。
石
頭
・
薬
山
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
其
の
名
寝お

と
ろ頓

う
。
会た

ま

た
ま
洞
山

の
物ひ

と

を
憫
れ
み
、
其
の
石
頭
を
高う

や
まえ

ば
、
往
来
し
て
請
益
し
（
曹
山
は
往
来
し
て
教
え
を
請
い
）、
学
ぶ
こ
と
洙じ

ゅ

泗が
く

と
同
じ

く
す
。
寂
は
衆
に
処お

り
て
愚
の
如
く
、
言
を
発
せ
ば
訥
の
若
し
。」

洞
山
に
参
ず
る
の
は
、
下
記
の
『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
に
よ
れ
ば
、
福
州
で
怡
山
西
院
に
住
し
た
大
安

や
黄
檗
に
い
た
霊
観
に
参
じ
て
後
の
こ
と
で
あ
り
、『
淳
熙
三
山
志
』
巻
三
四
西
禅
寺
条
に
よ
れ
ば
、「
咸
通
八
年
、
観
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察
使
の
李
景
温
、
長
沙
潙
山
僧
の
大
安
を
招
き
て
来
た
り
居
ら
し
め
、
廢
を
起
こ
し
て
之
を
新
た
に
す
」
と
あ
る
こ
と

よ
り
、
咸
通
八
年
（
八
六
七
）
か
ら
洞
山
の
示
寂
す
る
咸
通
一
〇
年
（
八
六
九
）
の
間
で
あ
る
。

　
 

曹
山
到
洞
山
。
洞
山
問
：
「
近
離
什
摩
処
？
」
対
云
：
「
近
離
閩
中
。」
洞
山
云
：
「
有
什
摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：

「
某
甲
問
西
院
：
『
如
何
是
大
人
相
？
』
西
院
云
：
『
安
三
歳
時
則
有
。』」
洞
山
向
西
院
合
掌
云
：
「
作
家
！
」
洞

山
又
云
：
「
某
甲
行
脚
時
，
遇
著
南
泉
。
南
泉
也
有
似
這
个
因
縁
。
有
僧
問
：
『
如
何
是
大
人
相
？
』
南
泉
答
曰
：

『
王
老
師
三
歳
時
則
有
，
如
今
無
。』」
洞
山
又
問
：
「
什
摩
処
人
？
」
対
云
：
「
莆
田
県
人
。」
洞
山
云
：
「
什
摩
処

出
家
？
」
対
云
：
「
砕
石
院
。」
山
云
：
「
砕
石
院
近
黄
蘗
，
你
曽
到
不
？
」
対
云
：
「
曽
到
。」
洞
山
云
：
「
有
什

摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：
「
某
甲
自
問
：
『
如
何
是
毘
盧
師
、
法
身
主
？
』
云
：
『
我
若
向
你
道
，
則
別
更
有
也
。』」

洞
山
聞
此
語
，
便
合
掌
云
：
「
你
見
古
仏
。
雖
然
如
此
，
只
欠
一
問
。」
曹
山
礼
拝
，
便
請
問
頭
。
曹
山
再
三
苦
切

問
，
三
度
方
得
問
頭
。
入
嶺
参
師
，
挙
前
話
，
進
問
：
「
為
什
摩
故
不
道
？
」
師
云
：
「
若
道
我
不
道
，
則
唖
却
我

口
；
若
道
我
道
，
則
禿
却
我
舌
。」
曹
山
便
帰
洞
山
，
具
陳
前
事
。
洞
山
執
手
撫
背
云
：
「
汝
甚
有
彫
啄
之
分
。」
便

下
床
，
向
黄
蘗
合
掌
云
：
「
古
仏
！ 
古
仏
！
」（『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
）

曹
山
が
洞
山
に
参
じ
た
。
洞
山
、「
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
。」
曹
山
、「
さ
き
ご
ろ
閩
中
を
旅
立
ち
ま
し
た
。」
洞
山
、「
ど

の
よ
う
な
仏
法
の
問
答
が
あ
っ
た
か
。」
曹
山
、「
私
が
西
院
に
『
仏
の
す
ぐ
れ
た
容
貌
と
は
。』
と
問
い
ま
す
と
、
西
院

は
『
わ
し
が
三
歳
の
幼
児
で
あ
っ
た
と
き
に
は
有
っ
た
。』
と
答
え
ま
し
た
。」
洞
山
は
西
院
の
方
を
向
い
て
合
掌
し
て

言
っ
た
、「
作さ

っ

家け

だ
！
」
洞
山
は
つ
づ
け
て
言
う
、「
わ
し
が
行
脚
し
て
い
た
と
き
に
南
泉
に
出
遇
っ
た
が
、
南
泉
に
も
こ

れ
に
似
た
問
答
が
あ
る
。
あ
る
僧
が
『
仏
の
す
ぐ
れ
た
容
貌
と
は
。』
と
問
う
と
、
南
泉
は
『
王わ

し
老
師
が
三
歳
の
と
き
に

は
有
っ
た
が
、
い
ま
は
無
い
。』
と
答
え
た
も
の
だ
。」
洞
山
は
さ
ら
に
問
う
、「
ど
こ
の
出
身
だ
。」
曹
山
、「
莆
田
県
の

出
身
で
す
。」
洞
山
、「
ど
こ
で
出
家
し
た
の
か
。」
曹
山
、「
砕
石
院
で
す
。」
洞
山
、「
砕
石
院
は
黄
蘗
に
近
い
が
、
君
は
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行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。」
曹
山
、「
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
洞
山
、「
ど
の
よ
う
な
仏
法
の
問
答
が
あ
っ
た
か
。」
曹

山
、「
私
自
身
が
『
毘
盧
の
師
・
法
身
の
主
と
は
。』
と
問
い
ま
す
と
、『
わ
し
が
君
に
言
え
ば
、
別
に
さ
ら
に
有
る
こ
と
に

な
る
』
と
答
え
ま
し
た
。」
洞
山
は
此
の
語
を
聞
く
と
、
す
ぐ
に
合
掌
し
て
言
う
、「
君
は
古
仏
に
会
っ
た
の
だ
。
そ
う
で

は
あ
る
が
、
一
問
が
足
り
ぬ
。」
曹
山
は
礼
拝
し
、
す
ぐ
に
そ
の
一
問
を
訊
い
た
。
曹
山
が
再
三
に
わ
た
っ
て
し
つ
こ
く
訊

き
、
三
度
目
で
や
っ
と
そ
れ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
福
州
に
入
っ
て
霊
観
に
参
じ
、
洞
山
と
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
て
、

進
ん
で
問
う
、「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
で
す
か
。」
霊
観
、「
わ
し
が
言
わ
な
か
っ
た
と
言
う
な
ら
、
わ
し
を
し
ゃ
べ
れ
な

く
し
た
の
だ
し
、
わ
し
が
言
っ
た
と
言
う
な
ら
、
わ
し
の
言
葉
を
意
味
不
明
に
し
た
こ
と
に
な
る
。」
曹
山
は
す
ぐ
に
洞
山

に
引
き
返
し
、
詳
し
く
そ
の
こ
と
を
話
し
た
。
洞
山
は
曹
山
の
手
を
執
っ
て
背
中
を
撫
で
て
言
う
、「
君
は
磨
け
ば
玉
に
な

る
資
質
を
も
っ
て
お
る
。」
す
ぐ
に
床
に
下
り
立
っ
て
、
黄
蘗
の
方
を
向
い
て
合
掌
し
て
言
う
、「
古
仏
だ
！ 

古
仏
だ
！
」

〔
二
〕
洞
山
と
の
問
答
（
1
）
─
─
名
は
什な

麼ん

ぞ

洞
山
問
：
「
闍
梨
名
什
麼
？
」
對
曰
：
「
本
寂
。」
曰
：
「
向
上
更
道
。」
師
曰
：
「
不
道
。」
曰
：
「
為
什
麼
不
道
？
」

師
曰
：
「
不
名
本
寂
。」
洞
山
深
器
之
。
師
自
此
入
室
，
密
印
所
解
。

＊

洞①�

山
問
う
、「
闍
梨
、
名
は
什な

麼ん

ぞ
。」
対こ

た

え
て
曰
く
、「
本
寂
。」
曰
く
、「
向②�

う

上え

を
更
に
道い

え
。」
師③�

曰
く
、「
道
わ
ず
。」

曰
く
、「
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
道
わ
ざ
る
。」
師④�

曰
く
、「
本
寂
と
名
づ
け
ず
。」
洞⑤�

山
深
く
之
を
器
と
す
。
師
は
此
れ
自よ

り
入
室
し
、

密め
ん
み
つに

解
す
る
所
を
印
せ
ら
る
。

＊

①
本
話
頭
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
則
、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
上
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、
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『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
語
録
』
所
収
「
曹
山
録
」
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
。
な
お
洞
山
と
雲
居
道
膺
と
の
間
で
も
全

く
同
じ
問
答
が
行
わ
れ
て
い
る
。

『
祖
源
通
録
撮
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
五
家
語
録
』
所
収
「
曹
山
録
」
は
、「
山
問
：
闍
黎
名
甚
麼
？
師
曰
：
本
寂
。
山

曰
：
那
箇
聻
？
師
曰
：
不
名
本
寂
。
山
深
器
之
」（「
本
寂
」
：
『
祖
源
通
録
撮
要
』
は
「
耽
章
」）
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
洞
山
と
の
初
相
見
が
『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
（〔
一
〕
⑥
を
見
よ
）
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
よ
う
な
初

相
見
の
問
答
は
、
雲
居
系
に
対
抗
し
て
で
き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

②
向
上
更
道　
「
本
寂
の
う
え
を
さ
ら
に
言
え
。」『
祖
源
通
録
撮
要
』
な
ど
は
「
那
箇
聻
？
（
あ
れ
は
？
）」
に
作
り
、「
那

箇
」
は
法
身
を
暗
示
す
る
。『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
章
第
一
四
段
、「
師
問
雲
巌
：
作
什
摩
？
対
曰
：
担
水
。
師
曰
：
那
个

尼
？
対
曰
：
在
。
師
曰
：
你
来
去
為
阿
誰
？
対
曰
：
替
渠
東
西
。
師
曰
：
何
不
教
伊
並
頭
行
？
対
曰
：
和
尚
莫
謾
他
。
師

曰
：
不
合
与
摩
道
。
師
代
曰
：
還
曽
担
担
摩
？
」

③
師
曰
：
不
道　
「（
そ
の
う
え
は
も
う
）
言
え
ま
せ
ん
。」

④
師
曰
：
不
名
本
寂　
「
な
ぜ
な
ら
本
寂
と
は
呼
べ
な
い
か
ら
で
す
。」

⑤
洞
山
深
器
之　

洞
山
は
曹
山
が
禅
僧
と
し
て
す
ぐ
れ
た
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
雲
居
の
場
合
、
洞
山
は

「
与
吾
在
雲
巌
時
祗
対
無
異
也
。（
私
が
雲
巌
先
師
の
と
こ
ろ
に
い
た
と
き
に
答
え
た
の
と
同
じ
だ
）」
と
答
え
て
お
り
、
雲

居
を
自
分
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
禅
僧
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

〔
三
〕
洞
山
と
の
問
答
（
2
）
─
─
不
変
異
の
処
に
去
る

盤
桓
數
載
，
乃
辭
洞
山
。
洞
山
問
：
「
什
麼
處
去
？
」
曰
：
「
不
變
異
處
去
。」
洞
山
云
：
「
不
變
異
豈
有
去
耶
？
」
師

曰
：
「
去
亦
不
變
異
。」
遂
辭
去
，
隨
緣
放
曠
。
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＊

盤①�

桓
す
る
こ
と
数
載
、
乃
ち
洞
山
を
辞
す
。
洞②�

山
問
う
、「
什い

麼ず

処こ

に
か
去ゆ

く
。」
曰③�

く
、「
変
異
せ
ざ
る
処
に
去ゆ

く
。」

洞
山
云
く
、「
変④�

異
せ
ざ
れ
ば
豈
に
去ゆ

く
こ
と
有
ら
ん
や
。」
師
曰
く
、「⑤�

去ゆ

く
も
亦
た
変
異
せ
ず
。」
遂⑥

に
辞
去
し
、
随
縁
放

曠
す
。

＊

①
盤
桓
數
載
，
乃
辭
洞
山　
「
数
年
と
ど
ま
っ
て
参
学
し
て
、
洞
山
を
辞
し
た
。」〔
一
〕
⑥
に
よ
れ
ば
、
足
掛
け
三
年
。「
盤

桓
」
は
、
逗
留
・
滞
在
す
る
こ
と
。『
世
説
新
語
』
雅
量
、「
謝
太
傅
は
東
山
に
盤
桓
し
，
時
に
孫
興
公
諸
人
と
海
に
汎う

か

び

て
戯あ

そ

ぶ
。」
ま
た
本
書
巻
一
一
仰
山
章
、「
師
盤
桓
潙
山
，
前
後
十
五
載
。」

②
洞
山
問
：
什
麼
處
去　

本
話
頭
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
三
則
、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
、『
丹
霞
子
淳
禅
師
語

録
』
頌
古
第
四
八
則
（『
虚
堂
集
』
第
四
四
則
）、『
円
悟
語
録
』
巻
一
〇
、
同
巻
一
六
示
超
然
居
士
趙
判
監
、『
円
悟
心
要
』

巻
下
示
月
禅
人
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
一
五
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
上
第
三
二

則
、「
曹
山
寂
禅
師
語
」（『
続
古
尊
宿
語
録
』
第
二
集
）、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
七
、『
五
家
正
宗

賛
』
巻
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
有
名
な
問
答
で
あ
っ
た
。

③
曰
：
不
變
異
處
去　
「
常
住
不
変
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。」
曹
山
は
既
に
こ
の
変
異
す
る
世
界
の
他
に
不
変
異
の
処
が
あ

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
ど
こ
へ
行
く
か
と
洞
山
に
訊
か
れ
た
の
で
、
ど
こ
か
別
の
世
界
へ
行
く
の
で
は
な

く
、
こ
の
不
変
異
の
世
界
に
行
く
だ
け
で
す
、
と
答
え
た
。

「
不
変
異
処
去
」
と
い
う
言
い
方
は
、
不
変
異
の
処
が
ど
こ
か
に
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
く
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

次
の
④�
⑤�
に
引
い
た
宋
代
の
拈
提
で
は
、
そ
う
受
け
取
ら
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
そ
う
な
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
行

く
と
言
え
ば
す
で
に
変
異
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
不
変
異
な
ら
ば
行
く
と
い
う
こ
と
さ
え
な
く
、「
不
変
異
処
去
」
は
矛
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盾
を
含
ん
だ
言
い
方
で
あ
り
、
宋
代
の
拈
提
も
そ
こ
を
突
い
て
い
る
。　

④
不
變
異
豈
有
去
耶　
「
常
住
不
変
な
ら
、
ど
う
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。」
辞
去
し
よ
う
と
す
る
曹
山
を
引
き
と

ど
め
よ
う
と
し
て
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、「
不
変
異
処
去
」
と
言
っ
た
曹
山
の
言
説
の
矛
盾
を
突
く
こ
と
で
、「
不
変
異
」

の
内
実
を
点
検
す
る
。『
五
家
正
宗
賛
』
以
外
の
『
祖
堂
集
』
以
下
の
諸
資
料
は
「
不
変
異
処
，
豈
有
去
耶
？
（
常
住
不

変
の
処
へ
は
、
ど
う
し
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。）」
に
作
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

円
悟
は
、「
不
変
異
処
去
」
は
「
金
剛
正
体
の
湛
寂
凝
然
」
な
る
を
知
っ
た
だ
け
の
言
い
方
で
あ
っ
て
、
矛
盾
を
含
ん
だ

言
葉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
円
悟
語
録
』
巻
一
〇
、「
大
凡
衲
僧
，
佩
肘
臂
下
符
，
具
頂
門
上
眼
，
向
一
切

万
境
万
縁
，
当
頭
坐
断
，
豈
不
是
箇
無
変
異
？
何
故
？
金
剛
正
体
，
湛
寂
凝
然
。
曹
山
雖
得
此
意
，
争
奈
洞
山
憐
児
不

覚
醜
？
若
是
山
僧
，
待
他
道
向
不
変
異
処
去
，
只
向
他
道
：
這
漢
未
出
門
早
変
了
也
。（
お
お
よ
そ
衲
僧
は
、
護
身
符
を
脇

の
下
に
貼
り
、
頭
頂
に
第
三
の
眼
を
持
ち
、
一
切
の
外
境
と
の
縁
を
た
だ
ち
に
断
ち
切
る
も
の
だ
。
こ
れ
が
無
変
異
と
い
う
も

の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
金
剛
の
ご
と
き
本
体
は
じ
っ
と
寂
静
し
て
い
る
か
ら
だ
。
曹
山
は
こ
の
意
を
得
た
が
、
い
か
ん

せ
ん
洞
山
は
我
が
子
可
愛
さ
の
あ
ま
り
そ
の
欠
点
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
わ
し
だ
っ
た
ら
彼
が
〈
不
変
異
の
処
に
行
き
ま
す
。〉

と
言
っ
た
ら
、
彼
に
〈
こ
の
男
は
門
を
出
ぬ
前
か
ら
変
異
し
て
し
ま
っ
て
お
る
〉
と
言
っ
て
や
る
。）」

⑤
去
亦
不
變
異　
「
行
っ
て
も
常
住
不
変
で
す
。（
行
く
こ
と
が
な
く
〈
こ
こ
に
留
ま
っ
〉
て
も
不
変
異
で
す
が
、
行
っ
て
も
不

変
異
で
す
）」
引
き
と
ど
め
よ
う
と
す
る
洞
山
を
振
り
切
る
と
同
時
に
、「
不
変
異
」
と
言
っ
た
内
実
を
洞
山
に
示
し
た
。

『
虚
堂
集
』
第
四
四
則
本
則
評
唱
は
、「
不
変
異
処
去
」
と
い
う
欠
点
を
も
っ
た
言
い
方
が
、
洞
山
の
指
摘
に
よ
っ
て
、

「
去
亦
不
変
異
」
と
完
璧
に
言
い
得
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
拈
提
し
て
い
る
。

　

 

曹
山
深
知
這
辺
冷
淡
，
那
畔
相
応
，
故
云
：
「
不
変
異
処
去
。」
那
知
起
心
動
念
，
開
口
動
舌
，
早
是
変
異
了
也
？
所

以
洞
山
道
：
「
不
変
異
処
，
豈
有
去
耶
？
」
此
一
則
語
有
捜
人
短
処
，
有
為
人
長
処
，
具
眼
衲
僧
不
宜
造
次
。
亦
如
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還
丹
一
粒
，
点
鉄
成
金
；
至
理
一
言
，
転
凡
成
聖
。
果
然
曹
山
告
往
知
来
，
顕
仁
蔵
用
，
便
道
：
去
亦
不
変
異
。
言

至
於
此
，
正
偏
兼
帯
，
理
事
混
然
。
当
成
事
時
，
即
見
体
空
，
於
随
縁
処
本
来
不
変
。

曹
山
は
、
こ
ち
ら
の
世
界
の
こ
と
は
無
関
心
で
向
こ
う
の
世
界
に
相
応
す
る
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
、「
不
変
異
の
処
に
去

る
」
と
答
え
た
の
だ
。
し
か
し
、
思
念
が
動
き
言
葉
が
口
か
ら
出
た
ら
、
す
で
に
変
異
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

に
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
で
洞
山
は
「
不
変
異
の
処
へ
行
く
と
い
う
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
り
得
よ
う
」
と

言
っ
た
の
だ
。
こ
の
一
則
の
話
頭
は
、
短
所
を
捜
し
出
し
て
長
所
に
す
る
も
の
だ
、
道
理
を
見
抜
く
眼
を
具
え
た
禅
僧
な

ら
、
い
い
か
げ
ん
に
す
る
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
還
丹
の
一
粒
が
鉄
を
金
に
変
え
、
究
極
の
道
理
が
凡
を
聖
に

変
え
る
よ
う
な
も
の
だ
。
は
た
し
て
曹
山
は
一
を
聞
い
て
二
を
知
り
、
聖
人
の
よ
う
に
仁
を
顕
わ
し
て
は
た
ら
き
を
内
に

秘
め
、「
去
る
も
不
変
異
で
す
」
と
言
っ
た
。
こ
う
い
う
言
句
に
な
る
と
、
正
偏
が
兼
ね
具
わ
り
、
理
事
が
入
り
混
じ
る
。

行
動
を
起
こ
す
と
き
に
本
体
は
空
で
あ
る
こ
と
を
見
て
取
っ
て
、
縁
に
随
っ
て
去
来
し
、
本
来
不
変
な
の
だ
。

⑥
遂
辭
去
，
隨
緣
放
曠　

か
く
て
洞
山
を
辞
去
し
、
縁
に
ま
か
せ
て
自
由
に
ふ
る
ま
っ
た
。「
放
曠
」
は
、
規
範
に
と
ら
わ

れ
ず
に
思
う
ま
ま
に
す
る
こ
と
。『
澄
観
答
皇
太
子
問
心
要
』、「
放
曠
任
其
去
住
」（
本
書
巻
三
〇
）
に
対
す
る
宗
密
の
注

は
「
不
著
彼
此
」（『
蔵
外
仏
教
文
献
』
第
七
輯
四
七
頁
）。
ま
た
天
皇
道
悟
が
龍
潭
崇
信
に
示
し
た
心
要
に
い
う
、「
任
性

逍
遙
、
随
縁
放
曠
」（
本
書
巻
一
四
龍
潭
章
）。

『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
は
「
曰
：
去
亦
不
変
異
。
山
曰
：
善
為
。
師
便
礼
拝
」
に
作
っ
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
は
「
自
尒
之
後
，
兀
兀
延
時
，
依
依
放
曠
，
非
其
道
友
，
無
得
交
言
。
穏
（
隠
）
不
自
由
，
化
縁
将
至
。（
そ

の
後
，
愚
の
ご
と
く
に
時
を
過
ご
し
、
い
つ
ま
で
も
気
ま
ま
に
し
、
道
の
友
で
な
け
れ
ば
言
葉
を
交
え
な
か
っ
た
。
隠
れ
よ
う

と
し
た
が
そ
う
で
き
ず
、
教
化
の
縁
が
や
っ
て
き
た
。）」『
宋
高
僧
伝
』
は
、「
寂
は
衆
に
処お

り
て
愚
の
如
く
、
発
言
は
訥
の

若
し
。」 
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〔
四
〕
曹
山
・
荷
玉
山
に
居
す

初
受
請
，
止
于
撫
州
曹
山
，
後
居
荷
玉
山
。
二
處
法
席
，
學
者
雲
集
。

＊

初①�

め
て
請ま

ね
きを

受
け
、
撫
州
の
曹
山
に
止
ま
り
、
後②�

に
荷
玉
山
に
居
す
。
二
処
の
法
席
、
学
者
雲
集
す
。

＊

①
初
受
請
，
止
于
撫
州
曹
山　

居
住
の
地
に
つ
い
て
は
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
禅
林
僧
宝
伝
』、『
五

灯
会
元
』、『
従
容
録
』
第
五
二
則
本
則
評
唱
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
記
事
が
あ
る
。『
宋
高
僧
伝
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
禅

林
僧
宝
伝
』
が
、
曹
山
に
住
し
た
こ
と
だ
け
を
記
し
、
そ
れ
以
外
は
本
書
と
同
じ
く
曹
山
と
荷
玉
山
の
二
処
に
住
し
た
こ

と
を
記
す
。　

『
祖
堂
集
』
は
「
初
住
曹
山
，
後
居
荷
玉
。
…
如
是
二
処
法
席
咸
二
十
年
，
参
徒
冬
夏
盈
于
二
百
三
百
。」
と
あ
り
、
曹
山

と
荷
玉
の
二
処
に
住
し
た
と
す
る
。

『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、「
黎
明
に
章
は
山
を
出
づ
。
曹
渓
に
造い

た

り
て
祖
塔
を
礼
し
、
螺
川
（
吉
州
の
郡
名
：
『
方
輿
勝
覧
』

巻
二
〇
）
自よ

り
還か

え

り
て
臨
川
（
撫
州
の
三
国
時
代
の
郡
名
）
に
止
ま
る
に
、
佳よ

き
山
水
有
り
。
因
り
て
焉こ

こ

に
居
を
定
め
、

六
祖
を
志
慕
す
る
を
以
て
、
乃
ち
山
を
名
づ
け
て
曹
と
為
す
。」
と
あ
り
、
臨
川
（
撫
州
）
曹
山
の
由
来
を
語
り
、
荷
玉

の
こ
と
を
言
わ
な
い
。

『
五
灯
会
元
』
は
、「
遂
に
曹
渓
に
往
き
、
祖
塔
を
礼
す
。
吉
水
（
江
西
省
吉
水
県
、
南
唐
保
大
八
年
〈
九
五
〇
〉
吉
州
廬

陵
県
を
析
い
て
置
く
）
に
回か

え

る
に
、
衆
は
師
の
名
を
嚮し

た

い
、
乃
ち
開
法
を
請
う
。
師
は
六
祖
を
志
慕
し
、
遂
に
山
を
名
づ

け
て
曹
と
為
す
。
尋
い
で
賊
乱
に
蛤
い
、
乃
ち
宜
黄
に
之
く
。
信
士
の
王
若
一
有
っ
て
、
何
王
観
を
捨
し
て
師
に
住
持

せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
は
何
王
を
更
め
て
荷
玉
と
為
す
。
是
れ
由
り
法
席
大
い
に
興
り
、
学
者
雲
萃
し
、
洞
山
の
宗
は
、



272

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

師
に
至
り
て
盛
ん
と
為
る
。」
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
吉
州
吉
水
県
で
開
法
し
た
と
こ
ろ
を
曹
山
と
名
づ
け
、
撫
州
宜
黄
県
に

荷
玉
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
『
大
明
一
統
志
』
な
ど
の
地
誌
類
は
、
曹
山
と
荷
玉
は
同
じ
場
所
と
し
、
名
が
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

②
後
居
荷
玉
山　
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
二
昭
宗
条
、「
光
化
二
年
（
八
九
九
）、
撫
州
言
わ
く
、〈
曹
山
に
梵
僧
有
り
、
山
頂
に

群
集
す
。
郷
民
之こ

れ

を
追
う
に
、
皆
な
飛
行
し
て
去
り
、
其
の
笠
を
遺
す
。
製
甚は

な
はだ

奇
古
な
り
〉
と
。
其
の
地
に
勅
し
て
荷

玉
禅
寺
を
建
つ
。」
曹
山
の
山
頂
に
梵
僧
が
群
衆
し
、
飛
行
し
て
去
っ
た
と
い
う
の
は
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
本
寂
が
撫
州

曹
山
に
住
し
た
後
、
生
前
に
同
じ
地
の
近
く
に
荷
玉
禅
寺
が
建
っ
て
、
本
寂
は
そ
こ
へ
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
巻
二

〇
撫
州
曹
山
慧
霞
大
師
了
悟
の
割
り
注
に
「
第
二
世
住
、
先
住
荷
玉
山
。」
と
あ
り
、
了
悟
は
荷
玉
山
に
先
に
住
し
、
曹

山
の
本
寂
が
示
寂
し
た
の
で
、
曹
山
の
第
二
世
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
末
の
も
の
で
は
あ
る
が
『
仏
祖
綱
目
』
巻
三

三
曹
山
本
寂
禅
師
示
寂
条
、「
了
悟
は
、
法
を
本
寂
に
得
て
、
荷
玉
に
住
し
、
寂
が
歿
し
て
乃
ち
曹
山
に
補
住
す
」
と
あ

る
。

南
唐
乾
徳
四
年
［
九
六
六
］
進
士
に
及
第
し
た
任
光
撰
「
唐
臨
川
府
崇
仁
県
地
蔵
普
安
禅
院
碑
銘
」（『
全
唐
文
』
巻
八
七

二
）
に
「
況
斯
邑
之
地
，
前
瞻
何マ

マ

［
荷
］
玉
，
旁
即
曹
山
，
達
疎
山
諸
祖
道
場
，
多
由
此
出
。（
ま
し
て
や
こ
の
崇
仁
県
の

こ
の
村
の
地
は
、
前
方
に
〈
宜
黄
県
の
〉
荷
玉
を
望
み
、
そ
の
そ
ば
が
曹
山
で
あ
り
、〈
金
谿
県
の
〉
疎
山
な
ど
諸
祖
の
道
場
に

行
く
に
は
、
多
く
は
こ
の
地
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
。）」
と
あ
り
、
荷
玉
と
曹
山
は
同
じ
地
に
隣
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
や
『
祖
堂
集
』
が
「
二
処
に
住
し
た
」
と
い
う
の
は
正
し
い
。

曹
山
と
荷
玉
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
永
井
政
之
「
曹
山
の
歴
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
宗
教
学
論
集
』
第
十
一
輯
、
一
九

八
一
～
一
九
八
二
年
合
併
号
）、
鈴
木
哲
雄
『
唐
五
代
の
禅
宗
』（
二
五
八
頁
以
下
）
に
詳
し
い
が
、
と
も
に
同
じ
山
、
同
じ
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寺
で
、
名
が
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

〔
五
〕
万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者

問
：
「
不
與
萬
法
爲
侶
者
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
汝
道
洪
州
裏
許
多
人
什
麼
處
去
也
。」

＊

問①�

う
、「
万②�

法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る
者
、
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師
曰
く
、「
汝③�

道い

え
、
洪
州
裏
の
許あ

ま
た多

の
人
は
什い

麼ず

処こ

に
去
る

や
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
不
與
萬
法
為
侶
者
是
什
麼
人　
「
万
法
の
仲
間
と
な
ら
ぬ
者
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
人
な
の
で
す
か
。」
も
し
そ
う
い
う
人
を

措
定
し
た
な
ら
、「
そ
れ
は
ま
た
新
た
な
存
在
者
、
つ
ま
り
万
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
法
の
一
種
と
な
る
だ
け
」（『
馬

祖
の
語
録
』
八
六
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
問
い
そ
の
も
の
が
一
切
の
答
え
を
許
さ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
い
は
、

龐
居
士
の
開
悟
の
因
縁
と
な
っ
た
馬
大
師
へ
の
問
い
と
し
て
有
名
な
も
の
。
本
書
巻
八
龐
居
士
章
、「
後
之
江
西
，
参
問

馬
祖
。
云
：
不
与
万
法
為
侶
者
是
什
麼
人
？
祖
云
：
待
汝
一
口
吸
尽
西
江
水
，
即
向
汝
道
。
居
士
言
下
頓
領
玄
要
。」

③
汝
道
洪
州
裏
許
多
人
什
麼
處
去
也　
「
あ
ま
た
の
洪
州
の
町
の
人
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
答
え
て
み
よ
。」
君
が
答
え
ら
れ
た

な
ら
、
私
も
答
え
て
や
ろ
う
。
つ
ま
り
馬
祖
が
「
待
汝
一
口
吸
尽
西
江
水
，
即
向
汝
道
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、「
言
わ
な

い
」
と
い
う
こ
と
。
相
手
に
「
言
え
な
い
」
と
言
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
手
段
。
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〔
六
〕
眉
と
目

問
：
「
眉
與
目
還
相
識
也
無
？
」
師
曰
：
「
不
相
識
。」
曰
：
「
爲
什
麼
不
相
識
？
」
師
曰
：
「
爲
同
在
一
處
。」
曰
：

「
恁
麼
即
不
分
也
。」
師
曰
：
「
眉
且
不
是
目
。」
曰
：
「
如
何
是
目
？
」
師
曰
：
「
端
的
去
。」
曰
：
「
如
何
是
眉
？
」
師

曰
：
「
曹
山
却
疑
。」
曰
：
「
和
尚
爲
什
麼
却
疑
？
」
師
曰
：
「
若
不
疑
，
即
端
的
去
也
。」

＊

問①�

う
、「
眉②�

と
目
と
は
還は

た
相
い
識
る
や
。」
師③�

曰
く
、「
相
い
識
ら
ず
。」
曰
く
、「
為④�

な
に
ゆ
え

什
麼
に
か
相
い
識
ら
ざ
る
。」
師⑤�

曰
く
、「
同
じ
く
一
処
に
在
る
が
為
な
り
。」
曰
く
、「
恁⑥

か
く麼

な
ら
ば
即
ち
分
か
た
ざ
る
な
り
。」
師⑦�

曰
く
、「
眉
は
且
つ
是
れ

目
な
ら
ず
。」
曰
く
、「
如⑧�

何
な
る
か
是
れ
目
。」
師⑨�

曰
く
、「
端
的
に
し
去
る
。」
曰
く
、「
如⑩�

何
な
る
か
是
れ
眉
。」
師⑪�

曰
く
、

「
曹
山
却
っ
て
疑
え
り
。」
曰
く
、「
和⑫�

尚
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
却
っ
て
疑
う
。」
師⑬�

曰
く
、「
若
し
疑
わ
ず
ん
ば
、
即
ち
端
的
に
し
去

ら
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
三
則
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
下
第
五
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、

『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
眉
與
目
還
相
識
也
無　
「
眉
と
目
と
は
お
互
い
に
識
り
合
い
で
す
か
。」
本
来
身
（
法
身
）
と
五
蘊
身
の
関
係
を
眉
と
目
の

関
係
に
置
き
換
え
て
問
う
。
目
は
そ
れ
自
身
を
自
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
働
き
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
五
蘊
身
に
譬
え
、
眉
は
目
の
上
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
の
働
き
に
よ
っ
て
も
決
し
て
そ
の
存
在
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
本
来
身
（
法
身
）
に
譬
え
る
。

③
師
曰
：
不
相
識　
「
お
互
い
識
り
合
い
で
は
な
い
。」

④
爲
什
麼
不
相
識　
「
ど
う
し
て
識
り
合
い
で
は
な
い
の
で
す
か
。」
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⑤
師
曰
：
爲
同
在
一
處　
「
同
じ
処
に
い
る
か
ら
だ
。」
一
切
為
さ
ざ
る
薬
山
の
坐
禅
を
石
頭
が
讃
え
て
言
う
、「
従
来
共
に

住
し
て
名
を
知
ら
ず
、
任
運
に
相
い
将つ

れ
只た

麼だ

行
く
の
み
」（
本
書
巻
一
四
薬
山
章
）。
ま
た
『
南
泉
語
要
』
示
衆
〔
四
〕、

「
道
は
明
暗
の
物
不な

是ら

ず
、
一け

切っ

し
て
認
著
す
る
莫
か
れ
。
大
道
は
冥
通
し
、
智
の
能
く
測
る
莫
し
。
故
に
云
う
、
相
い

逢
う
て
相
い
識
ら
ず
、
共
に
語
り
て
名
を
知
ら
ず
。」「
相
逢
不
相
識
，
共
語
不
知
名
」
の
句
は
『
臨
済
録
』
示
衆
（
岩
波

文
庫
本
一
二
〇
頁
）
に
も
見
え
る
。

⑥
恁
麼
即
不
分
也　
「
そ
れ
な
ら
別
で
は
な
い
の
で
す
ね
。」

⑦
師
曰
：
眉
且
不
是
目　
「
眉
は
し
か
し
な
が
ら
目
で
は
な
い
。」

⑧
如
何
是
目　
「
で
は
目
と
は
何
な
の
で
す
か
。」

⑨
師
曰
：
端
的
去　
「
目
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。」
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
端
的
に
分
か
る
。

⑩
如
何
是
眉　
「
で
は
眉
と
は
。」

⑪
師
曰
：
曹
山
却
疑　
「
わ
し
は
却
っ
て
疑
っ
て
お
る
。」
眉
は
目
の
よ
う
に
端
的
な
働
き
を
示
さ
ず
無
功
用
で
あ
り
、
目
に

よ
っ
て
見
え
る
も
の
で
は
な
い
も
の
だ
か
ら
、
わ
し
に
は
却
っ
て
そ
の
存
在
が
不
明
瞭
で
分
か
ら
ん
の
だ
。

⑫
和
尚
為
什
麼
却
疑　
「
和
尚
は
ど
う
し
て
却
っ
て
疑
う
の
で
す
か
。」

⑬
師
曰
：
若
不
疑
，
即
端
的
去
也　
「
眉
が
あ
る
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
ら
、
端
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。」

〔
七
〕
托
子
を
提
起
す

問
：
「
於
相
何
眞
？
」
師
曰
：
「
即
相
即
眞
。」
曰
：
「
當
何
顯
示
？
」
師
提
起
托
子
。

＊

問①�

う
、「
相②�

に
於
い
て
何
を
か
真
と
す
。」
師③�

曰
く
、「
即
相
即
真
な
り
。」
曰
：
「④�

当は

た
何
を
か
顕
示
す
。」
師⑤�

は
托
子
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を
提
起
す
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
八
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
於
相
何
眞　
「
相
に
対
し
て
何
が
真
な
の
で
す
か
。」「
相
」
は
眼
に
見
え
る
存
在
。

③
師
曰
：
即
相
即
眞　
「（
お
前
が
見
て
い
る
）
相
こ
そ
が
真
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。」

④
當
何
顯
示　
「（
即
相
即
真
と
い
う
こ
と
で
）
何
を
明
示
す
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
提
起
托
子　

托
子
（
茶
托
）
を
見
る
君
の
心
（
仏
性
、
真
）
を
明
示
し
て
い
る
の
だ
。
馬
祖
曰
く
、「
法
無
自
性
，
三
界

唯
心
。
経
云
：
〈
森
羅
及
万
象
，
一
法
之
所
印
。〉
凡
所
見
色
，
皆
是
見
心
。
心
不
自
心
，
因
色
故
心
。
色
不
自
色
，
因

心
故
色
。
故
経
云
：
見
色
即
是
見
心
。（
一
切
の
存
在
に
は
実
体
が
な
く
、
迷
い
の
世
界
は
心
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
経
典
に
云
う
、〈
一
切
の
存
在
と
現
象
は
、
一
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
〉
と
。
お
よ
そ
眼
に
見
え
て
い
る
物

は
、
心
が
現
わ
し
出
し
た
も
の
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
心
は
そ
れ
自
体
で
心
な
の
で
は
な
く
、
物
に
対
し
は
じ
め
て
心
な

の
で
あ
り
、
物
は
そ
れ
自
体
で
物
な
の
で
は
な
く
、
心
を
待
っ
て
は
じ
め
て
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
経
典
に
〈
物
を
見
て

い
る
の
は
心
を
見
て
い
る
の
だ
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
。）」（『
宗
鏡
録
』
巻
一
）。

『
雪
峰
語
録
』
巻
上
、「
問
：
〈
如
何
是
触
目
事
。（
目
に
見
て
い
る
出
来
事
と
は
何
な
の
で
す
か
。）〉
師
提
起
払
子
。
進

云
：
〈
即
者
箇
莫
便
是
麼
？
（
そ
の
払
子
が
そ
う
な
の
で
す
ね
。）〉
師
云
：
〈
是
什
麼
！
（
払
子
を
見
て
い
る
も
の
、
そ
れ

は
何
だ
。）〉」

『
祖
堂
集
』
巻
四
丹
霞
和
尚
章
第
一
則
、「
初
め
龐
居
士
と
同つ

侶れ

だ
ち
て
京
に
入
り
て
選
を
求
め
ん
と
し
て
、
因
り
て

漢
南
道
に
在
り
て
寄
宿
す
る
次お

り

、
忽
ち
夜
の
夢
に
白
光
室
に
満
つ
。
鑑う

ら
な

う
者
有
り
て
云
く
、〈
此
れ
は
是
れ
解
空
の
祥

な
り
。〉
又
た
行
脚
僧
に
逢
い
、
与と

も

に
喫
茶
す
る
次お

り

、
僧
云
く
、〈
秀
才
は
何い

ず
こ処

に
去ゆ

く
や
。〉
対こ

た

え
て
曰
く
、〈
選
官
を
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求
め
に
去ゆ

く
。〉
僧
云
く
、〈
可ざ

ん
ね
ん

惜
許
な
功ど

り
ょ
く夫

だ
、
何
ぞ
選
仏
に
去ゆ

か
ざ
る
。〉
秀
才
曰
く
、〈
仏
は
当は

は
何い

ず
こ処

に
て
選
ば

る
。〉
其
の
僧
は
茶
垸
を
提
起
し
て
曰
く
、〈
会
す
や
。〉
秀
才
曰
く
、〈
未
だ
高
旨
を
測
ら
ず
。〉
僧
曰
く
、〈
若
し
然
ら

ば
、
江
西
の
馬
祖
は
今
現
に
世
に
住
し
て
法
を
説
け
り
、
道
を
悟
る
者
は
勝あ

げ
て
記
す
可
か
ら
ず
、
彼か

し
こは

是
れ
真
の
選

仏
の
処
な
り
。〉」

〔
八
〕
幻
と
真

問
：
「
幻
本
何
眞
？
」
師
曰
：
「
幻
本
元
眞
。」

　
　

法
眼
別
云
：
「
幻
本
不
眞
。」

曰
：
「
當
幻
何
顯
？
」
師
曰
：
「
即
幻
即
顯
。」

　
　

法
眼
別
云
：
「
幻
即
無
當
。」

曰
：
「
恁
麼
即
始
終
不
離
於
幻
也
。」
師
曰
：
「
覓
幻
相
不
可
得
。」

＊

問①�

う
、「
幻②�

は
本も

と
もと

何い
か

な
る
真
ぞ
。」
師
曰
く
、「
幻③�

は
本も

元と

よ
り
真
な
り
。」

　
　

法④�

眼
別
し
て
云
く
、「
幻
は
本も

と
もと

真
な
ら
ず
。」

曰
く
：
「
幻⑤�

に
当
た
り
て
何
を
か
顕
わ
す
。」
師
曰
：
「
即⑥

幻
即
顕
。」

　
　

法⑦�

眼
別
し
て
云
く
、「
幻
は
即
ち
当
た
る
無
し
。」

曰
く
、「⑧�

恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
始
終
幻
を
離
れ
ず
。」
師
曰
く
、「
幻⑨�

相
を
覓
む
る
に
得
る
可
か
ら
ず
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
三
則
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
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三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。『
祖
堂
集
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』
に
は
法
眼
の
別
語
を
収
め
な
い
。

②
幻
本
何
眞　
「
幻

ま
ぼ
ろ
しは

も
と
も
と
ど
う
い
う
真
な
の
で
す
か
。」

③
幻
本
元
眞　
「
な
ぜ
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
幻
こ
そ
が
本
来
も
と
よ
り
真
な
の
だ
。」「
幻
化
空
身
即
法
身
」（『
証
道
歌
』）

の
立
場
。
長
沙
景
岑
は
僧
皓
月
に
、
教
中
に
説
く
幻
の
意
味
に
つ
い
て
有
か
無
か
不
有
不
無
か
を
問
わ
れ
て
そ
れ
を
否

定
し
、
教
中
の
幻
意
を
説
い
て
い
う
、「
若
人
見
幻
本
来
真
、
是
則
名
為
見
仏
人
。
円
通
法
法
無
生
滅
、
無
滅
無
生
是
仏

身
。」（
本
書
巻
一
〇
長
沙
景
岑
章
）

④
法
眼
別
云
：
幻
本
不
眞　
「
法
眼
」
は
本
書
巻
二
四
昇
州
清
涼
院
文
益
禅
師
（
嗣
羅
漢
桂
琛
、
八
八
五
～
九
五
八
）。「
幻
は

幻
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
真
で
は
な
い
。」
曹
山
の
「
幻
本
元
真
」
を
一
義
的
に
そ
う
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
戒
め

る
別
語
。

⑤
當
幻
何
顯　
「
ま
ぼ
ろ
し
と
し
て
何
を
顕
現
し
て
い
る
の
で
す
か
。」
最
初
の
問
い
（「
幻
本
何
真
」）
を
問
い
な
お
し
た
。

⑥
即
幻
即
顯　
「
ま
ぼ
ろ
し
こ
そ
が
顕
現
な
の
だ
。」
ま
ぼ
ろ
し
と
い
う
あ
り
方
で
し
か
現
わ
れ
な
い
。

⑦
法
眼
別
云
：
幻
即
無
當　
「
ま
ぼ
ろ
し
は
（
変
幻
す
る
も
の
で
）、
こ
れ
と
い
う
固
定
し
て
言
え
る
も
の
は
な
い
。」
僧
の

問
い
「
当
幻
何
顕
」
に
対
し
て
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
す
レ
ト
リ
カ
ル
な
言
い
か
た
。

「
～
無
当
」
は
「
～
は
～
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
」
意
。
晋
慧
達
撰
『
肇
論
疏
』
涅
槃
無
名
論
義
記
上
・
演
位
体
第

二
、「
法
身
無
像
，
応
物
以
形
者
，
注
云
：
〈
法
身
者
虚
空
身
也
。
無
生
而
無
不
生
，
無
形
而
無
不
形
，
即
無
当
法
身
。

随
其
心
水
浄
穢
不
同
而
法
身
無
当
。
如
水
現
月
，
応
物
以
形
也
。（
法
身
と
は
虚
空
身
の
よ
う
な
も
の
だ
。
生
ず
る
の
で
も

な
く
生
じ
な
い
の
で
も
な
い
、
形
が
あ
る
の
で
も
な
く
形
が
な
い
の
で
も
な
い
、
即
ち
法
身
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
。
心
な

る
水
の
浄
穢
の
あ
り
方
し
だ
い
で
浄
に
も
穢
に
も
な
る
の
だ
か
ら
、
法
身
に
は
他
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
水
に
月
が
現
わ

れ
る
よ
う
に
物
に
合
わ
せ
て
形
と
な
る
の
で
あ
る
。）」（
Z
一
五
〇
・
一
八
五
〇
下
）「
無
当
法
身
」「
法
身
無
当
」
は
、
法
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身
に
は
他
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い
。
虚
空
は
出
現
も
消
滅
も
せ
ず
、
決
ま
っ
た
形
は
な
い
が
、
ど
ん
な
形
に
も
な
る

よ
う
に
、
法
身
は
虚
空
の
よ
う
な
も
の
と
言
う
。

⑧
恁
麼
即
始
終
不
離
於
幻
也　
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
結
局
は
ま
ぼ
ろ
し
を
離
れ
な
い
の
で
す
ね
。」

⑨
覓
幻
相
不
可
得　
「
ま
ぼ
ろ
し
の
相
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。（
幻
相
へ
の
執
わ
れ
を
払
う
。）」
以
上
の
問
答
に

よ
っ
て
、「
幻
」
や
「
真
」
を
固
定
化
し
て
捉
え
る
こ
と
を
払
う
。

〔
九
〕
常
在
底
の
人

問
：
「
如
何
是
常
在
底
人
？
」
師
曰
：
「
恰
遇
曹
山
暫
出
。」
曰
：
「
如
何
是
常
不
在
底
人
？
」
師
曰
：
「
難
得
。」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
常
在
底
の
人
？
」
師
曰
く
、「
恰③�

か
も
曹
山
の
暫
く
出
づ
る
に
遇
え
り
。」
曰
く
：
「
如④�

何
な

る
か
是
れ
常
不
在
底
の
人
？
」
師
曰
く
：
「⑤�

得え

難
し
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
常
在
底
人　
「
常
に
在
る
底
の
人
」
と
は
、
常
住
の
法
身
（
本
来
身
）
を
い
う
。
本
書
巻
一
三
汝
州
首
山
省
念
禅

師
章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
？
師
曰
：
乱
走
作
麼
？
（
外
に
追
い
求
め
て
ど
う
す
る
。）」
同
巻
二
三
襄
州
広
徳
延
和
尚

章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
？
師
曰
：
臘
月
死
蛇
当
大
路
，
触
著
傷
人
不
奈
何
。（
自
分
の
こ
と
で
あ
る
の
に
、
人
に
訊

い
て
い
る
よ
う
で
は
、
一
生
の
決
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
に
な
っ
て
死
蛇
が
大
路
に
横
た
わ
っ
て
行
く
手
を
ふ
さ
ぎ
、
触

れ
る
と
人
を
傷
つ
け
る
の
を
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ぬ
ぞ
。）」
同
巻
二
六
昇
州
奉
先
寺
浄
照
禅
師
慧
同
章
、「
問
：
如
何
是
常

在
底
人
？
師
曰
：
更
問
阿
誰
？
（
自
分
の
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
人
に
問
う
の
か
。）」
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③
恰
遇
曹
山
暫
出　
「
眼
の
前
に
い
る
の
に
見
え
ぬ
と
は
、
君
は
わ
し
が
留
守
の
時
に
来
た
よ
う
な
も
の
だ
。」
こ
の
我
が
肉

身
を
措
い
て
他
に
な
い
。「
暫
出
」
は
、
外
出
し
て
留
守
で
あ
る
意
。

④
如
何
是
常
不
在
底
人　
「（
和
尚
の
五
蘊
身
が
そ
う
だ
と
言
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
）
常
に
現
わ
れ
出
る
こ
と
の
な
い
人
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。」
五
蘊
身
と
不
一
不
二
で
あ
る
法
身
は
、「
常
在
底
」
で
も
あ
り
「
常
不
在
底
」
で
も
あ
る
。「
如

何
是
常
在
底
人
」
と
問
う
た
と
き
、
曹
山
の
答
え
を
予
想
し
て
既
に
こ
の
問
い
を
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
巻
二
一
福
州
遷
宗
院
守
玭
禅
師
章
、「
僧
問
：
十
二
時
中
常
在
底
人
，
還
消
得
人
天
供
養
也
無
？
師
曰
：
消
不
得
。

僧
曰
：
為
什
麼
消
不
得
？
師
曰
：
為
汝
常
在
。（
五
蘊
身
が
法
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
短
絡
し
て
解
し
て
い
て
、
真
の
あ
り
方

を
知
ら
ぬ
君
は
、
人
天
の
供
養
を
受
け
る
資
格
は
な
い
。）
僧
曰
：
只
如
常
不
在
底
人
，
還
消
得
也
無
？
師
曰
：
驢
年
去
！

（
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
駄
目
だ
。）」

『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
一
三
慶
元
府
雪
竇
聞
庵
嗣
宗
禅
師
章
、「
問
：
如
何
是
常
在
底
人
。
曰
：
石
裏
無
星
火
，
拶
著
便
光

生
。（
石
の
な
か
に
火
種
は
な
い
が
、
打
ち
合
わ
せ
た
な
ら
常
に
光
が
生
じ
る
＝
縁
に
よ
っ
て
現
象
し
て
い
る
人
に
ほ
か
な
ら

ぬ
。）
云
：
如
何
是
不
在
底
人
。（
で
は
常
に
姿
を
見
せ
ぬ
人
と
は
。）」
曰
：
飜
身
直
透
千
峰
外
，
更
不
回
頭
望
故
関
。（
身

を
翻
し
て
た
だ
ち
に
千
峰
の
外
に
突
き
抜
け
、
決
し
て
振
り
返
っ
て
故こ

き
ょ
う関

を
の
ぞ
み
見
な
い
）。
云
：
未
審
此
人
如
何
親
近
？

曰
：
白
雲
路
断
無
消
息
，
仏
祖
従
来
不
得
名
。（
そ
こ
へ
行
く
路
は
断
絶
し
て
消
息
無
く
、
仏
祖
と
い
う
名
も
つ
け
ら
れ
な

ぬ
）」

⑤
難
得　
「
そ
ん
な
人
は
お
ら
ぬ
。」
肉
身
を
離
れ
た
法
身
そ
の
も
の
を
認
め
な
い
。

〔
一
〇
〕
清
鋭
孤
貧

僧
清
鋭
問
：
「
某
甲
孤
貧
，
乞
師
拯
濟
。」
師
曰
：
「
鋭
闍
梨
，
近
前
來
。」
鋭
近
前
。
師
曰
：
「
泉
州
白
家
酒
三
盞
，
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猶
道
未
沾
脣
。」

　
　

玄
覚
云
：
「
什
麼
處
是
與
他
酒
喫
？
」

＊

僧①�

清
鋭
問
う
、「②�

某そ
れ
が
し甲

孤
貧
な
り
、
師
の
拯ほ

ど
こ
し済

せ
ん
こ
と
を
乞
う
。」
師③�

曰
く
、「
鋭
闍
梨
よ
、
近
前
し
来
れ
。」
鋭
近
前

す
。
師④�

曰
く
、「
泉
州
白
家
の
酒
三
盞
せ
し
に
、
猶
お
道
う
、
未
だ
脣
を
沾う

る
おさ

ず
と
。」

　
　

玄⑤�

覚
云
く
、「⑥

什い

ず

こ
麼
処
か
是
れ
他
に
酒
を
与
え
て
喫
せ
し
む
る
。」

＊

①
僧
清
鋭
問　

本
話
は
『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
巻
二
九
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
松

源
崇
岳
禅
師
語
録
』
巻
一
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
無
門
関
』

第
一
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
五
家
正
宗
賛
』
巻
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
、
小
川
隆
『
語
録
の
こ
と

ば
』
七
四
頁
に
解
説
が
あ
る
。

「
清
鋭
」
に
つ
い
て
は
、
曹
山
と
の
本
問
答
を
残
す
以
外
は
未
詳
。「
泉
州
白
家
酒
三
盞
」
と
言
う
か
ら
、
泉
州
出
身
の

僧
で
あ
ろ
う
。
因
に
曹
山
も
泉
州
の
出
身
で
あ
る
。「
清せ

い

鋭え
い

」
は
本
書
、『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』、『
聯
灯
会
要
』
以
外

は
「
清せ

い

税ぜ
い

」
に
作
る
。

②
某
甲
孤
貧
，
乞
師
拯
濟　
「
私
は
貧
し
く
身
寄
り
も
あ
り
ま
せ
ん
、
ど
う
か
救
済
し
て
く
だ
さ
い
。」
清
鋭
は
本
当
に
孤
貧

だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
法
を
得
て
い
な
い
こ
と
を
こ
う
い
う
言
い
方
で
示
し
て
、
曹
山
が
ど
う
い
う
接
化
を
す
る
か
試
み

た
。

③
師
曰
：
鋭
闍
梨
，
近
前
來
。
鋭
近
前　

名
を
呼
び
、
進
み
出
よ
と
言
っ
て
、
清
鋭
に
作
用
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
性

が
具
足
し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
分
か
ら
せ
よ
う
と
す
る
馬
祖
よ
り
始
ま
る
接
化
の
手
段
。



282

『景徳伝灯録』巻一七雲居道膺章・曹山本寂章訓注（景徳伝灯録研究会）

な
お
『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』・『
聯
灯
会
要
』・『
松
源
崇
岳
禅
師
語
録
』・『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』・『
無
門
関
』・『
五
灯
会

元
』・『
五
家
正
宗
賛
』
は
、
曹
山
が
「
税
闍
梨
」
と
呼
び
、
清
税
は
「
応
諾
」
し
た
。

④
師
曰
：
泉
州
白
家
酒
三
盞
，
猶
道
未
沾
脣　
「
泉
州
の
白
家
の
酒
を
三
杯
も
飲
み
な
が
ら
、
ま
だ
飲
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
か
。」
名
を
呼
ば
れ
て
ハ
ッ
と
進
み
出
た
そ
の
作
用
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
っ
た
清
鋭
自
身
の
仏
性
に
ほ
か
な

ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。「
白
家
」
に
つ
い
て
は
、「
一
山
曰
：
白
者
沽
酒
者
姓
。」（
禅
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
本

『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
五
七
九
頁
）。

『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』・『
聯
灯
会
要
』・『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
は
「
泉
州
」
を
「
清
源
」
に
作
る
。
清
源
は
唐
の
天
宝
・

至
徳
（
七
四
二
～
七
五
九
）
の
と
き
の
泉
州
の
郡
名
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
〇
二
泉
州
条
、「
泉
州
清
源
郡
，
今
理
晋
江

県
。
…
…
天
宝
元
年
改
為
清
源
郡
，
乾
元
元
年
復
為
泉
州
。」
泉
州
市
東
北
八
里
に
清
源
山
（
一
名
泉
山
）
が
あ
り
、
州

名
・
郡
名
に
な
っ
た
（『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
清
源
山
条
）。
な
お
『
無
門
関
』・『
五
家
正
宗
賛
』
は
「
青
原
」、『
松

源
崇
岳
禅
師
語
録
』・『
五
灯
会
元
』
は
「
清
原
」
に
作
る
。

⑤
玄
覺
云 　

本
書
巻
二
五
の
金
陵
報
慈
道
場
玄
覚
導
師
行
言
（
嗣
法
眼
、
生
卒
年
未
詳
）。

⑥
什
麼
處
是
與
他
酒
喫　
「
ど
こ
が
清
鋭
に
酒
を
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
な
の
か
。」
参
究
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
す
る
。
雪

竇
は
曹
山
の
「
泉
州
白
家
酒
三
盞
，
猶
道
未
沾
脣
」
に
別
語
し
て
い
う
、「
税
闍
梨
応
諾
，
是
什
麼
心
行
?	

（
税そ

闍な

梨た

が
応
諾
し
た
の
は
、
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
か
。）」（『
雪
竇
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
四
）

〔
一
一
〕
類
と
異

問
：
「
擬
豈
不
是
類
？
」
師
曰
：
「
直
是
不
擬
亦
是
類
。」
曰
：
「
如
何
是
異
？
」
師
曰
：
「
莫
不
識
痛
痒
。」

＊
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問①�

う
、「
擬②�

せ
ば
豈
に
是
れ
類
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。」
師③�

曰
：
「
直た

と是
い
擬
せ
ざ
る
も
亦
た
是
れ
類
な
り
。」
曰④�

く
、「
如

何
な
る
か
是
れ
異
。」
師⑤�

曰
く
、「
痛
痒
を
識
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。」

＊

①
本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。

②
擬
豈
不
是
類　
「
心
を
そ
れ
に
差
し
向
け
れ
ば
類
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」『
肇
論
』
答
劉
遺
民
書
に

「
至
理
虚
玄
，
擬
心
已
差
，
況
乃
有
言
，
恐
所
示
転
遠
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
切
の
相
を
越
え
た
智
不
到
の
処
は
、
そ
れ

に
分
別
心
を
差
し
向
け
れ
ば
概
念
化
し
た
も
の
（
類
）
に
堕
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。「
類
」
と
「
異
」
は
対
に
な

る
概
念
で
、
分
類
共
通
化
し
概
念
化
さ
れ
た
も
の
が
「
類
」、
分
類
共
通
化
で
き
な
い
個
そ
の
も
の
が
「
異
」。

類
と
異
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
第
四
六
則
、「
経
論
を
講
ず
る
大
徳
有
り
、
来
っ
て
師
に
参
ず
。
師
問
う
、〈
教
中
に
は

何
を
以
て
体
と
為
す
や
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
如
如
を
体
と
為
す
。〉
師
云
く
、〈
何
を
以
て
極
則
と
為
す
。〉
対こ

た

え
て
云

く
、〈
法
身
を
極
則
と
為
す
。〉
師
云
く
、〈
実
な
り
や
。〉
対こ

た

え
て
云
く
、〈
実
な
り
。〉
師
云
く
、〈
喚
び
て
如
如
と
作
さ

ば
、
早は

や
く是

も
変
ぜ
り
、
作い

か
な
る

摩
生
か
是
れ
体
。〉
大
徳
対こ

た

う
る
無
し
。
此
に
因
り
て
上
堂
を
索も

と

め
て
云
く
、〈
今
時
の
学
士

は
類
す
ら
尚な

お
弁
じ
得
ず
、
豈
に
類
中
の
異
を
弁
じ
得
ん
や
。
類
中
の
異
す
ら
尚な

お
弁
じ
得
ざ
る
に
、
作い

摩か

生ん

が
異
中

の
異
を
弁
じ
得
ん
や
。
喚
び
て
如
如
と
作
さ
ば
、
早は

や
く是

も
変
ぜ
り
、
直き

須っ

と
異
類
中
に
向
っ
て
行
か
ん
。〉」

本
書
巻
一
五
投
子
大
同
章
、「
問
：
〈
類
中
来
時
如
何
？
（
色
相
を
有
し
て
や
っ
て
来
た
と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。）〉
師

曰
：
〈
人
類
中
来
，
馬
類
中
来
？
（
人
の
相
を
帯
び
て
や
っ
て
来
た
の
か
、
馬
の
相
を
帯
び
て
や
っ
て
来
た
の
か
。）〉」
ま
た

本
書
巻
一
六
河
中
南
際
山
僧
一
禅
師
章
、「
問
：
〈
類
即
不
問
，
如
何
是
異
？
〉
師
曰
：
〈
要
頭
即
一
任
斫
将
去
。（
わ
し

の
頭
が
欲
し
い
な
ら
か
斬
っ
て
持
っ
て
い
っ
て
も
か
ま
わ
ん
が
、
決
し
て
言
わ
ぬ
。）〉」
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『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
に
収
め
る
「
曹
山
寂
禅
師
語
」
に
い
う
、

　

 

僧
問
：
「
雪
覆
千
山
，
為
什
麼
孤
峰
不
白
？
」
師
云
：
「
須
知
有
異
中
異
。」
進
云
：
「
如
何
是
異
中
異
？
」。
師

云
：
「
不
堕
諸
山
色
。」

　
　

 
僧
、「
雪
が
一
切
の
山
を
覆
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し
て
孤
峰
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。」
師
、「
異
中
の
異
（
代

替
不
可
能
な
る
自
己
本
分
）
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
さ
ら
に
訊
く
、「
異
中
の
異
と
は
。」
師
、「
一
色
平
等
な

る
差
別
の
な
い
も
の
に
堕
ち
こ
ま
ぬ
。（
差
別
相
を
有
し
た
己
自
身
の
自
己
本
分
）」。

ま
た
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
三
九
則
に
い
う
、

　

 

問
：
「
如
何
是
異
類
？
」
師
云
：
「
異
中
不
答
類
。」
又
云
：
「
我
若
向
你
道
，
驢
年
得
異
摩
？
」
又
云
：
「
曹
山
只

有
一
双
眉
。」（『
重
編
曹
洞
五
位
顕
訣
』
は
「
問
曹
山
：
如
何
是
異
？
云
：
我
若
向
儞
道
，
驢
年
得
異
麼
？
又
云
：
異
中
不

合
類
。」
に
作
る
。）

　
　

 

問
う
、「
何
が
異
で
あ
り
、
何
が
類
な
の
で
す
か
。」
師
、「
異
中
（
言
葉
を
越
え
た
と
こ
ろ
）
は
類
（
言
葉
）
で
は
答
え

ぬ
。」
ま
た
言
う
、「
も
し
君
に
言
っ
て
や
っ
た
な
ら
、
君
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
異
を
体
得
で
き
ぬ
。」
ま
た
言
う
、「
わ

し
に
は
一
対
の
眉
が
あ
る
だ
け
だ
。（
わ
し
に
は
わ
し
の
自
己
本
分
が
あ
る
。）」

③
師
曰
：
直
是
不
擬
亦
是
類　
「
た
と
い
心
を
差
し
向
け
な
く
て
も
（
こ
の
よ
う
な
問
答
は
）
類
（
言
葉
）
に
落
ち
て
い
る
。」

④
曰
：
如
何
是
異　
「
で
は
異
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。」

⑤
師
曰
：
莫
不
識
痛
痒　
「
ち
ゃ
ん
と
痛
痒
の
感
覚
を
も
っ
て
お
る
。」
痛
痒
は
ま
さ
に
自
己
（
個
）
が
感
覚
す
る
も
の
。

〔
一
二
〕
鏡
清
の
参
問
─
─
清
虚
の
理

鏡
清
問
：
「
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
理
即
如
此
，
事
作
麼
生
？
」
曰
：
「
如
理
如
事
。」
師
曰
：
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「
謾
曹
山
一
人
即
得
，
爭
奈
諸
聖
眼
何
！
」
曰
：
「
若
無
諸
聖
眼
，
爭
鑒
得
箇
不
恁
麼
？
」
師
曰
：
「
官
不
容
針
，
私
通
車

馬
。」　　

＊

鏡①�

清
問
う
、「
清②�

虚
の
理
、
畢
竟
身
無
き
時
は
如
何
。」
師③�

曰
く
、「
理
は
即
ち
此か

く

の
如
し
，
事
は
作い

麼か

生ん

。」
曰④�

く
、「
理

の
如
く
事
の
如
し
。」
師⑤�

曰
く
、「
曹
山
一
人
を
謾あ

ざ
むく

は
即
ち
得よ

き
も
、
諸
聖
の
眼
を
争い

か

ん
奈
何
せ
ん
。」
曰⑥

く
、「
若
し
諸
聖
の

眼
無
く
ん
ば
、
争い

か

で
か
箇
の
恁か

麼く

な
ら
ざ
る
を
鑑
み
得
ん
。」
師⑦�

曰
く
、「
官
に
は
針
を
も
容
れ
ざ
れ
ど
も
，
私
に
は
車
馬
を

も
通
す
。」

＊

①
鏡
清
問　

本
話
は
『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下
第
一
三
五
則
、『
碧
巌
録
』
第

六
二
則
本
則
評
唱
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
大
慧
普
覚
禅
師
普
説
』
巻
四
高
提
幹
請
普
説
、

『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』

巻
一
三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
る
。

「
鏡
清
」
は
本
書
巻
一
八
杭
州
龍
冊
寺
順
徳
大
師
道
怤
（
嗣
雪
峰
、
八
六
八
～
九
三
七
）。

②
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
時
如
何　
「
真
空
の
道
理
か
ら
す
れ
ば
つ
い
に
は
身
体
は
な
く
な
り
ま
す
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は

ど
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。」
こ
う
問
う
こ
と
で
曹
山
を
試
し
た
。「
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
」
は
『
宝
蔵
論
』
広
照

空
有
品
の
句
、「
陰
報
陽
施
，
冥
道
罔
象
。
因
果
自
縻
，
其
事
如
幻
。
種
種
模
面
，
焔
水
乾
城
，
都
無
実
現
。
斯
謂
不
真
，

惑
乱
余
人
。
清
虚
之
理
，
畢
竟
無
身
。（
陰
陽
の
気
は
万
物
を
生
成
す
る
が
、
冥く

ら

き
道
は
形
を
現
わ
さ
な
い
。
因
果
が
自
ず
か

ら
四
大
を
つ
な
ぐ
が
、
そ
の
事
物
は
幻
の
よ
う
な
も
の
。
種
々
に
面
を
象か

た
どる

も
、
か
げ
ろ
う
の
逃
げ
水
・
乾
闥
婆
城
の
よ
う
な

も
の
、
実
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
不
真
と
い
う
の
で
あ
り
、
人
を
惑
乱
す
る
。
清
虚
の
理
に
は
、
畢
竟
身
は
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無
い
。）」（
Ｔ
四
五
・
一
四
四
下
）

③
師
曰
：
理
即
如
此
，
事
作
麼
生　
「
理
と
し
て
は
そ
の
通
り
だ
が
、
厳
と
し
て
あ
る
事
象
は
ど
う
な
る
の
だ
。」

④
曰
：
如
理
如
事　
「
理
の
ご
と
く
に
事
も
そ
の
通
り
に
あ
り
ま
す
」
と
は
、
理
事
一
如
、
理
事
無
礙
の
意
で
あ
ろ
う
。
鏡

清
に
よ
っ
て
初
め
て
言
わ
れ
た
句
で
あ
る
。『
円
悟
語
録
』
巻
五
喬
貴
妃
設
千
仏
会
の
上
堂
に
い
う
、「
清
浄
な
る
荘
厳
を

啓ひ
ら

き
、
大
道
場
を
建
て
、
具

こ
と
ご
とく

珍
羞
を
列つ

ら

ぬ
。
一
香
一
華
、
一
茶
一
果
、
法
性
に
同
じ
く
し
、
太
虚
に
等
し
。
塵あ

ま
た塵

の

刹く
に
ぐ
に刹

に
、
千
仏
光
を
放
ち
、
理
の
如
く
事
の
如
く
に
し
て
、
十
方
に
普
ね
く
応
ず
。」（
T
四
七
・
七
三
四
下
）。
同
巻
一

〇
修
道
者
請
小
参
、「
如
理
如
事
，
即
処
即
真
。（
理
の
如
く
事
の
如
く
に
し
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
も
真
で
あ
る
。）」（
T
四

七
・
七
五
九
下
）。
ま
た
『
楚
石
梵
琦
禅
師
語
録
』
巻
六
、「
真
と
説
き
妄
と
説
く
も
、
真
も
妄
も
本
よ
り
虚
に
し
て
、
理

の
如
く
事
の
如
く
、
理
事
常
に
寂
な
り
。」

⑤
師
曰
：
謾
曹
山
一
人
即
得
，
爭
奈
諸
聖
眼
何　
「
わ
し
だ
け
な
ら
騙
せ
よ
う
が
、
諸
聖
の
眼
は
騙
せ
ん
ぞ
。」
難
解
。
教
理

（
方
便
）
と
し
て
は
い
か
に
も
そ
の
通
り
で
あ
り
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
肉
身
に
お
い
て
そ
れ
を
ど
う
実
践
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
洞
山
和
尚
は
「
吾
れ
常
に
此こ

こ

に
於
い
て
切
な
り
」
と
言
わ
れ
た
が
、
君
に
は
そ

れ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
、
諸
聖
の
眼
は
騙
せ
ん
ぞ
、
と
解
し
て
お
く
。

因
に
こ
の
よ
う
な
言
い
方
の
用
例
と
し
て
は
、
慧
忠
国
師
の
無
縫
塔
の
話
に
保
寧
仁
勇
が
拈
じ
て
い
う
、「
所
謂
非
父
不

生
其
子
，
雖
然
如
是
，
謾
粛
宗
一
人
即
得
，
争
奈
天
下
衲
僧
眼
何
！
且
道
那
箇
是
衲
僧
眼
。」（『
宗
門
統
要
続
集
』
巻
三
慧

忠
国
師
章
）

⑥
若
無
諸
聖
眼
，
爭
鑒
得
箇
不
恁
麼　
「
も
し
諸
聖
の
眼
が
な
け
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
見
抜
け
た
り
で
き
ま
し
ょ

う
か
。」「
和
尚
は
諸
聖
な
の
で
す
か
」
と
切
り
返
し
た
と
見
て
も
、
あ
る
い
は
曹
山
を
「
諸
聖
の
眼
を
お
持
ち
な
の
で
す

ね
」
と
ほ
め
た
と
見
て
も
、「
如
理
如
事
」
を
認
め
な
い
曹
山
へ
の
一
拶
。「
不
恁
麼
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
如
理
如
事
で
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な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
象
が
そ
の
ま
ま
本
来
性
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
現
象
を
本
来
性
に
安
易
に
同
定
し
な

い
こ
と
。

⑦
師
曰
：
官
不
容
針
，
私
通
車
馬　

鏡
清
に
「
若
無
諸
聖
眼
，
争
鑒
得
箇
不
恁
麼
？
」
と
言
わ
れ
て
、
曹
山
は
た
じ
た
じ

と
な
っ
て
言
っ
た
、「
諸
聖
の
眼
か
ら
見
れ
ば
通
さ
ぬ
と
こ
ろ
だ
が
、
方
便
と
し
て
は
〈
如
理
如
事
〉
を
認
め
て
や
ろ

う
。」「
官
不
容
針
，
私
通
車
馬
。（
正
門
か
ら
は
針
一
本
も
通
さ
ぬ
が
、
裏
口
か
ら
は
車
馬
で
も
通
す
。）」
は
、
当
時
の
俗

諺
。『
燕
子
賦
（
一
）』、「
雀
児
被
禁
数
日
，
求
守
獄
子
脱
。
獄
子
再
三
不
肯
，
雀
児
美
語
咀
取
：
〈
官
不
容
針
，
私
可
容

車
。〉
叩
頭
與
脱
，
放
到
晩
衙
。
不
須
苦
死
相
邀
勒
，
送
飯
人
来
定
有
釵
。（
雀
児
が
拘
禁
さ
れ
て
数
日
、
獄
守
に
首
か
せ
を

外
す
よ
う
に
何
度
も
願
っ
た
が
、
獄
守
は
許
さ
な
い
。
雀
児
は
よ
し
な
に
た
の
ん
だ
、「〈
公
に
は
針
一
本
も
通
さ
な
い
が
、
個

人
的
に
は
車
も
通
す
〉
と
言
い
ま
す
。
晩
に
審
問
が
あ
る
ま
で
ど
う
か
首
か
せ
を
外
し
て
く
だ
さ
い
、
き
つ
く
拘
束
す
る
必
要

は
な
い
で
し
ょ
、
食
事
を
運
ん
で
き
た
人
が
き
っ
と
お
礼
に
釵
を
さ
し
あ
げ
ま
し
ょ
う
」。）」（
黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
変

文
校
注
』
三
七
八
頁
）。

ま
た
『
臨
済
録
』
行
録
・
鳳
林
和
尚
章
、「
潙
山
問
仰
山
：
〈
石
火
莫
及
，
電
光
罔
通
，
従
上
諸
聖
，
将
什
麼
為
人
？
〉

仰
山
云
：
〈
和
尚
意
作
麼
生
？
〉
潙
山
云
：
〈
但
有
言
説
，
都
無
実
義
。〉
仰
山
云
：
〈
不
然
！
〉
潙
山
云
：
〈
子
又
作

麼
生
？
〉
仰
山
云
：
〈
官
不
容
針
，
私
通
車
馬
。〉」

〔
一
三
〕
改
易
せ
ざ
る
底
の
人

雲
門
問
：
「
不
改
易
底
人
來
，
師
還
接
否
？
」
師
曰
：
「
曹
山
無
恁
麼
閑
功
夫
。」

＊

雲①�

門
問
う
、「
改②�

易
せ
ざ
る
底
の
人
来き

た

ら
ば
、
師
は
還は

た
接
す
る
や
。」
師
曰
く
、「
曹③�

山
は
恁か

麼く

な
る
閑
功
夫
無
し
。」
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＊

①
雲
門
問　

本
話
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。
雲
門
は
本
書
巻
一
九
の
韶
州
雲
門
山
文
偃
禅
師

（
嗣
雪
峰
、
八
六
四
～
九
四
九
）。

②
不
改
易
底
人
来
，
師
還
接
否　
「
移
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
人
が
来
た
ら
、
師
は
接
化
さ
れ
ま
す
か
。」「
不
改
易
底
人
」

と
は
、
本
体
そ
の
も
の
ま
る
出
し
、
法
身
そ
の
も
の
の
人
。

③
曹
山
無
恁
麼
閑
功
夫　
「
わ
し
に
は
そ
ん
な
無
駄
な
こ
と
を
す
る
暇ひ

ま

は
な
い
。」
お
前
に
付
き
合
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。

「
閑
功
夫
」
は
、
余
計
な
手
間
ひ
ま
を
費
す
こ
と
。『
古
尊
宿
語
録
』
巻
八
汝
州
首
山
念
和
尚
語
録
、「
問
う
、
久
し
く
沈

迷
に
處あ

り
、
師
の
一
接
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云
く
、
老
僧
に
は
恁か

麼く

な
る
閑
工
夫
無
し
。
僧
云
く
、
和
尚
豈
に
方
便
無

け
ん
や
。
師
云
く
、
行
か
ん
と
要
さ
ば
即
ち
行
け
、
坐
せ
ん
と
要
さ
ば
即
ち
坐
せ
。
僧
云
く
、
機
に
臨
む
一
句
、
衆
流
を

截
断
す
。」

〔
一
四
〕
人
人
尽
く
有
り

人
問
：
「
古
人
云
：
人
人
尽
有
。
弟
子
在
塵
蒙
，
還
有
也
無
？
」
師
曰
：
「
過
手
來
。」
乃
點
指
曰
：
「
一
二
三
四
五

足
。」

＊

人①�

問
う
、「
古②�

人
云
う
、
人
人
尽
く
有
り
と
。
弟
子
は
塵
蒙
に
在
り
、
還は

た
有
り
や
。」
師
曰
く
、「
手
を
過さ

し
だ

し
来
れ
。」

乃③�

ち
指
を
点か

ぞ

え
て
曰
く
、「
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
足
れ
り
。」

＊

①
人
問　

本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
二
〇
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
収
め
る
。「
人
」
は
『
祖
堂
集
』
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は
「
俗
士
」
に
作
る
。

②
古
人
云
：
人
人
尽
有
。
弟
子
在
塵
蒙
，
還
有
也
無　
「
古
人
は
誰
に
で
も
有
る
と
言
い
ま
し
た
。
俗
塵
に
ま
み
れ
て
い
る

私
に
も
有
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

「
人
人
尽
有
」
の
目
的
語
は
仏
性
。
古
人
は
特
定
で
き
な
い
。『
雲
門
広
録
』
巻
中
、「
古
人
道
：
人
人
尽
有
光
明
在
，
看

時
不
見
暗
昏
昏
。
作
麼
生
是
光
明
？
代
云
：
廚
庫
三
門
。
又
云
：
好
事
不
如
無
。」

本
書
巻
三
〇
杯
渡
和
尚
一
鉢
歌
、「
人
人
尽
有
真
如
性
，
恰
似
黄
金
在
鑛
中
。」

ま
た
『
龐
居
士
語
録
』、「
居
士
同
松
山
和
尚
喫
茶
次
，
士
挙
槖
子
曰
：
人
人
尽
有
分
，
為
什
麼
道
不
得
？
山
曰
：
祇
為

人
人
尽
有
，
所
以
道
不
得
。
士
曰
：
阿
兄
為
什
麼
却
道
得
？
山
曰
：
不
可
無
言
去
也
［「
去
」
は
『
聯
灯
会
要
』
に
拠
り

て
補
っ
た
］。
士
曰
：
灼
然
！
灼
然
！
（
居
士
が
松
山
和
尚
と
茶
を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
居
士
は
茶
托
を
持
ち
上
げ
て
訊
い
た
。

「
誰
に
で
も
こ
の
分
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
言
え
な
い
の
で
す
か
。」
松
山
、「
誰
に
で
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
言
え
な
い
の
だ
。」

居
士
、「
師
兄
は
ど
う
し
て
言
え
る
の
で
す
か
。」
松
山
、「
黙
っ
た
ま
ま
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
の
だ
。」
居
士
、「
い
か
に

も
！
い
か
に
も
！
」）」

『
祖
堂
集
』
巻
一
八
仰
山
和
尚
章
第
一
一
則
、「
師
見
景
岑
上
座
在
中
庭
向
日
次
，
師
従
辺
過
，
云
：
人
人
尽
有
這
箇
事
，

只
是
道
不
得
。
云
：
恰
似
，
請
汝
道
。
師
云
：
作
摩
生
道
？
岑
上
座
便
攔
胸
与
一
踏
。
師
倒
，
起
来
云
：
師
叔
用
使
，

直
下
是
大
虫
相
似
。（
仰
山
が
中
庭
で
日
光
浴
を
し
て
い
る
景
岑
上
座
を
見
て
、
そ
の
そ
ば
を
通
っ
て
言
う
、「
誰
一
人
と
し
て

こ
の
太
陽
の
恩
力
を
被
ら
ぬ
も
の
な
ど
お
り
ま
せ
ん
、
た
だ
言
え
ぬ
だ
け
で
す
。」
景
岑
、「
そ
の
通
り
だ
、
ど
う
か
言
っ
て
み

て
く
れ
。」
仰
山
、「
ど
う
言
え
と
い
う
の
で
す
。」
す
ぐ
さ
ま
岑
上
座
は
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
踏
み
倒
し
た
。
仰
山
は
踏
み
倒
さ

れ
て
起
き
上
が
っ
て
言
う
、「
師
叔
の
使
い
か
た
は
、
ま
る
で
虎
の
よ
う
だ
。」）」

「
塵
蒙
」
は
「
塵
濛
」
と
も
。
塵
世
の
束
縛
や
汚
れ
を
被
る
こ
と
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
二
唐
福
州
怡
山
院
大
安
伝
、「
幼
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年
入
道
，
頓
払
塵
蒙
。」
ま
た
『
寒
山
詩
』、「
人
生
在
塵
蒙
，
恰
似
盆
中
虫
。
終
日
行
遶
遶
，
不
離
其
盆
中
。」

③
乃
點
指
曰
：
一
二
三
四
五
足 　

そ
の
人
の
手
の
指
を
数
え
て
言
っ
た
、「
ち
ゃ
ん
と
五
本
あ
る
で
は
な
い
か
。」
何
を

疑
っ
て
い
る
の
だ
。

〔
一
五
〕
魯
祖
面
壁

問
：
「
魯
祖
面
壁
，
用
表
何
事
？
」
師
以
手
掩
耳
。

＊

問①�

う
、「
魯②�

祖
の
面
壁
せ
し
は
、
用も

っ

て
何
事
を
か
表
わ
す
。」
師③�

は
手
を
以
て
耳
を
掩
う
。

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
八
則
、『
慈
受
懐
深
禅
師
広
録
』
巻
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も

採
ら
れ
る
。

②
魯
祖
面
壁
，
用
表
何
事　
「
魯
祖
は
学
徒
が
来
参
し
た
ら
面
壁
し
て
坐
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
何
を
表
明
し
た
の
で
す

か
。」
馬
祖
に
嗣
い
だ
魯
祖
宝
雲
（
生
卒
年
未
詳
）
は
僧
が
参
問
に
や
っ
て
来
た
ら
面
壁
し
て
坐
し
た
。
参
問
す
る
こ
と

を
拒
絶
す
る
。
参
問
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
宝
蔵
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
外
に
馳
求
す
る
誤
っ
た
あ
り
方
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
四
魯
祖
和
尚
章
、「
嗣
馬
大
師
，
在
池
州
。
師
諱
宝
雲
。
機
格
玄
峻
，
学
徒
来
参
，
面
壁
而
坐
。
…
…
南

泉
和
尚
到
，
師
便
面
壁
而
坐
。
南
泉
以
手
拍
師
背
。
師
云
：
〈
你
是
阿
誰
？
〉
泉
云
：
〈
普
願
。〉
師
云
：
〈
如
何
？
〉

泉
云
：
〈
也
尋
常
。〉
師
云
：
〈
汝
何
多
事
！
〉
南
泉
有
一
日
看
菜
園
。
南
泉
把
石
打
園
頭
。
僧
廻
頭
看
是
師
。
其
僧
具

威
儀
礼
拝
，
便
問
：
〈
和
尚
適
来
豈
不
是
驚
覚
学
人
？
〉
南
泉
便
蹺
足
云
：
〈
驚
覚
則
且
置
，
任
摩
時
作
摩
生
？
〉
其

僧
無
対
。
南
泉
教
僧
：
〈
你
去
魯
祖
処
，
到
彼
中
便
有
来
由
。〉
其
僧
辞
南
泉
，
便
去
魯
祖
処
。
師
纔
見
僧
来
，
便
面
壁
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坐
。
其
僧
不
在
意
，
却
帰
南
泉
。
南
泉
問
：
〈
到
魯
祖
処
摩
？
〉
対
曰
：
〈
到
。〉
泉
曰
：
〈
廻
太
速
乎
？
〉
対
曰
：

〈
魯
祖
和
尚
纔
見
某
甲
，
便
面
壁
坐
，
所
以
転
来
。〉
南
泉
便
云
：
〈
王
老
僧
初
出
世
時
，
向
你
諸
人
道
：
『
向
仏
未
出

世
時
体
会
。』
尚
自
不
得
一
个
半
个
。
是
伊
与
摩
，
驢
年
得
一
个
半
个
摩
！
」

魯
祖
和
尚
は
馬
大
師
に
嗣
ぎ
、
池
州
に
住
し
た
。
師
の
諱
は
宝
雲
と
い
う
。
そ
の
は
た
ら
き
の
風
格
は
奥
深
く
寄
り
つ
き

難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
学
徒
が
来
参
す
れ
ば
、
面
壁
し
て
坐
し
た
。
…
…
南
泉
和
尚
が
や
っ
て
来
る
と
、
師
は
す
ぐ
に
面

壁
し
て
坐
っ
た
。
南
泉
は
手
で
師
の
背
中
を
ぽ
ん
と
打
っ
た
。
師
、〈
誰
だ
。〉
南
泉
、〈
普
願
で
す
。〉
師
、〈
何
だ
。〉
南

泉
、〈
い
え
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。〉
師
、〈
余
計
な
こ
と
を
す
る
奴
だ
。〉
南
泉
が
あ
る
日
、
菜
園
を
見
回
っ
て
、
石
を

拾
っ
て
園
頭
を
叩
い
た
。
僧
が
ハ
ッ
と
振
り
返
る
と
師
の
南
泉
で
あ
っ
た
。
そ
の
僧
は
威
儀
を
整
え
て
礼
拝
し
て
問
う
、

〈
和
尚
は
い
ま
私
に
気
合
い
を
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
ね
。〉
南
泉
は
さ
っ
と
足
を
挙
げ
て
言
っ
た
、〈
気
合
い
の
こ
と
は
さ
て

お
き
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
ど
う
か
。〉
僧
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
南
泉
は
僧
に
言
い
つ
け
る
、〈
君
は
魯
祖
の
と
こ
ろ

に
行
け
、
向
う
に
行
け
ば
す
ぐ
に
わ
け
が
分
か
ろ
う
。〉
そ
の
僧
は
南
泉
を
辞
し
、
す
ぐ
に
魯
祖
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
師

は
僧
が
来
る
の
を
見
る
や
、
す
ぐ
に
面
壁
し
て
坐
っ
た
。
僧
は
気
に
も
と
め
ず
に
南
泉
に
引
き
返
し
た
。
南
泉
、〈
魯
祖
の

と
こ
ろ
に
行
っ
た
か
。〉
僧
、〈
行
き
ま
し
た
。〉
南
泉
、〈
帰
る
の
が
早
す
ぎ
る
で
は
な
い
か
。〉
僧
、〈
魯
祖
和
尚
は
私
を

見
る
や
、
す
ぐ
に
面
壁
し
て
坐
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。〉
南
泉
、〈
王
老
僧
が
初
め
て
出
世
し
た
と

き
、
君
ら
に
『
仏
が
ま
だ
出
世
さ
れ
ぬ
前
の
と
こ
ろ
で
体
会
せ
よ
』
と
言
っ
て
や
っ
て
さ
え
一
人
前
に
育
つ
や
つ
は
一
人

も
お
ら
ぬ
の
に
、
彼
こ
そ
あ
ん
な
風
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
一
人
前
に
育
つ
や
つ
は
一
人
も
出
て
こ
ぬ
ぞ
。〉」

南
泉
の
理
解
で
は
、
言
葉
以
前
の
と
こ
ろ
で
体
得
せ
よ
と
い
う
示
唆
で
あ
り
、「
欲
体
此
事
，
直
須
向
仏
未
出
世
已
前
，

都
無
一
切
名
字
，
密
用
潜
通
，
無
人
覚
知
，
与
摩
時
体
得
，
方
有
小
分
相
応
。（
こ
の
こ
と
を
体
得
し
た
い
な
ら
、
た
だ
ち

に
仏
が
ま
だ
出
世
さ
れ
ぬ
前
の
、
ま
っ
た
く
一
切
の
名
字
が
な
く
、
ひ
そ
か
に
は
た
ら
き
通
じ
て
、
だ
れ
も
覚
知
す
る
こ
と
の
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な
い
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
体
得
し
て
、
は
じ
め
て
少
し
は
ピ
タ
リ
と
い
く
の
だ
。）」（『
祖
堂
集
』
巻
一
六
南
泉
和
尚
章
）
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
書
巻
一
二
慧
林
鴻
究
章
、「
問
：
〈
魯
祖
面
壁
，
意
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
有
什
麼
雪
処
？
（
言
葉
で
言
え
る
も
の
で
は
な

い
。）〉」

本
書
巻
二
〇
処
州
広
利
容
禅
師
章
、「
問
う
、〈
魯
祖
面
壁
，
意
作
麼
生
？
〉
師
良
久
，
曰
：
〈
会
麼
？
〉
曰
：
〈
不

会
。〉
師
曰
：
〈
魯
祖
面
壁
。〉」

③
師
以
手
掩
耳　

問
い
を
拒
絶
す
る
動
作
。
即
ち
そ
れ
が
魯
祖
面
壁
の
意
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
本
書
巻
一
五
歙
州
茂

源
和
尚
章
、「
平
田
来
参
す
。
師
は
身
を
起
こ
さ
ん
と
欲
す
る
に
、
平
田
は
乃
ち
把と

住ら

え
て
曰
く
：
〈
口
を
開
か
ば
即
ち

失
い
、
口
を
閉
ざ
す
も
即
ち
喪う

し
なう

、
恁か

麼く

な
る
時
を
去の

却ぞ

き
て
師
の
道
わ
ん
こ
と
を
請
う
。〉
師
は
手
を
以
て
耳
を
掩
う

而の

已み

。
平
田
は
手
を
放は

な

ち
て
曰
く
、〈
一
歩
は
易
き
も
、
両
歩
は
難
し
。〉
師
曰
く
、〈
什な

麼ん

の
死ム

急キ

に
な
る
こ
と
か
有
ら

ん
。〉
平
田
曰
く
、〈
若
し
此こ箇
の
師
に
非
ず
ん
ば
、
諸
方
の
点
検
を
免
れ
ざ
ら
ん
。〉」

『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
七
天
寧
楷
禅
師
章
、「
問
う
、〈
仏
祖
の
言お

し
え句

は
、
家
常
の
茶
飯
の
如
し
。
此
を
離
る
る
の
外
、
別

に
為
人
の
言
句
有
り
や
。〉（
投
子
義
）
青
曰
く
、〈
汝
道
え
、
寰
中
天
子
の
勅
は
、
還は

た
禹
湯
堯
舜
を
仮
る
や
。〉
楷
は
之

に
詶こ

た

え
ん
と
擬ほ

っ

す
。
青
は
払
子
を
以
て
之
を
礁う

ち
て
曰
く
、〈
汝
、
意
を
発お

こ

し
来
ら
ば
、
早
く
も
二
十
棒
有
ら
ん
。〉
是こ

こ

に
於
い
て
、
楷
は
旨
を
言
下
に
悟
り
、
再
拝
し
て
即
ち
去
る
。
青
呼
び
て
曰
く
、〈
且
く
来
れ
。〉
楷
亦
た
顧
み
ず
。
青

曰
く
、〈
汝
は
不
疑
の
地
に
到
る
や
。〉
楷
は
手
を
以
て
耳
を
掩
う
。」

〔
一
六
〕
地
に
倒
れ
な
ば
地
に
よ
り
て
起
つ

問
：
「
承
古
有
言
：
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起
。
如
何
是
倒
？
」
師
曰
：
「
肯
即
是
。」
曰
：
「
如
何
是
起
？
」
師
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曰
：
「
起
也
！
」

＊

問①�

う
、「
承②�

る
に
古
に
言
う
有
り
、〈
未
だ
一
人
の
地
に
倒
れ
て
地
に
因
ら
ず
し
て
起
つ
も
の
有
ら
ず
〉
と
。
如
何
な
る

か
是
れ
倒
る
。」
師③�

曰
く
、「
肯
う
こ
と
即
ち
是こ

れ

な
り
。」
曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
起
つ
。」
師④�

曰
く
、「
起
て
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
二
一
則
、『
円
悟
心
要
』
巻
下
始
・
示
有
禅
人
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹

山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
問
：
〈
古
人
有
言
：
『
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起
。』
如
何
是
地
？
〉

師
云
：
〈
一
尺
二
尺
。〉〈
如
何
是
倒
？
〉
云
：
〈
肯
即
是
。〉〈
如
何
是
起
？
〉
師
云
：
〈
起
也
！
〉」

②
承
古
有
言
：
未
有
一
人
倒
地
不
因
地
而
起　

正
法
を
妨
害
し
た
魔
王
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
、
第
四
祖
優
波
毱
多
が
三
屍

（
人
・
犬
・
蛇
）
を
花
輪
に
変
え
て
魔
王
に
掛
け
て
や
る
と
、
た
ち
ま
ち
も
と
の
三
屍
と
な
る
。
魔
王
は
取
り
除
こ
う
と

す
る
が
で
き
ず
、
梵
王
に
除
い
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
梵
王
は
、
十
種
の
智
力
を
具
え
た
仏
弟
子
の
し
た
こ
と
は
取
り

除
け
ら
れ
ず
、
優
波
毱
多
尊
者
に
帰
依
す
れ
ば
即
座
に
断
ち
切
れ
る
と
教
え
、
偈
「
若
因
地
倒
，
還
因
地
起
。
離
地
求

起
，
終
無
其
理
。」
を
の
べ
た
故
事
に
基
く
。
本
書
巻
一
第
四
祖
優
波
毱
多
章
に
見
え
る
。
こ
の
故
事
は
『
阿
育
王
伝
』

巻
五
（
Ｔ
五
〇
・
一
一
九
上
）、『
宝
林
伝
』
巻
二
第
四
祖
優
波
毱
多
章
化
三
尸
品
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
入
大
乗
論
』
巻

上
に
も
「
因
謗
大
乗
，
而
堕
悪
道
，
亦
由
大
乗
，
起
諸
善
業
，
如
人
因
地
故
倒
，
還
依
地
而
起
。」（
Ｔ
三
二
・
三
六
中
）、

『
大
荘
厳
論
経
』
巻
二
に
も
「
若
し
彼か

れ

仏
に
向
わ
ず
ん
ば
、
罪
過
は
終
に
滅
せ
ず
。
人
の
地
に
因
り
て
趺マ

マ

［
跌つ

ま
ず］

け
ば
、

還ま

た
（
地
に
）
扶す

が
って

起
つ
を
得
た
る
が
如
く
、
仏
に
因
り
て
過
罪
を
獲え

な
ば
、
亦
た
仏
に
因
り
て
滅
す
。」（
Ｔ
四
・
二
六

三
中
）
と
あ
る
。

『
心
賦
註
』
巻
三
「
出
迷
之
津
，
履
玄
之
始
」
の
註
に
「
因
心
而
迷
，
因
心
而
悟
，
因
心
而
生
，
因
心
而
滅
，
如
因
地
而
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倒
，
因
地
而
起
。
不
唯
迷
悟
之
始
，
自
行
化
他
，
須
明
此
旨
。」（
Z
一
一
一
・
九
七
上
）
と
い
う
よ
う
に
、「
地
」
と
は
、

自
己
の
心
で
あ
り
、「
倒
」
は
迷
、「
起
」
は
悟
。

③
師
曰
：
肯
即
是　
「
自
分
が
倒
れ
て
い
る
と
思
う
こ
と
が
倒
れ
る
こ
と
だ
。」

④
師
曰
：
起
也　
「
そ
れ
！
（
自
分
で
）
起
っ
た
。」
倒
れ
る
の
も
起
き
る
の
も
自
分
の
心
に
よ
る
の
だ
。

〔
一
七
〕
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず

問
：
「
承
教
有
言
：
大
海
不
宿
死
屍
。
如
何
是
海
？
」
師
曰
：
「
包
含
萬
有
。」
曰
：
「
爲
什
麼
不
宿
死
屍
？
」
師
曰
：

「
絶
氣
者
不
著
。」
曰
：
「
既
是
包
含
萬
有
，
爲
什
麼
絶
氣
者
不
著
？
」
師
曰
：
「
萬
有
非
其
功
，
絶
氣
有
其
德
。」
曰
：

「
向
上
還
有
事
也
無
？
」
師
曰
：
「
道
有
道
無
即
得
，
爭
奈
龍
王
按
劍
何
！
」

＊

問①�

う
、「
承②�

る
に
教
に
言
う
有
り
、〈
大
海
は
死
屍
を
宿と

ど

め
ず
〉
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
海
。」
師
曰
く
、「
万③�

有
を
包
含

す
。」
曰
：
「④�

為な
に
ゆ
え

什
麼
に
か
死
屍
を
宿
め
ざ
る
。」
師⑤�

曰
く
、「
絶
気
の
者
は
著お

か
ず
。」
曰
く
、「
既⑥

に
是
れ
万
有
を
包
含
す

る
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
絶
気
の
者
は
著お

か
ざ
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
万
有
は
其
の
功
非
ず
、
絶
気
に
其
の
徳
有
り
。」
曰
く
、「
向⑧�

上

還は

た
事
有
る
や
。」
師⑨�

曰
く
、「
有
り
と
道い

い
無
し
と
道
う
は
即
ち
得よ

き
も
、
龍
王
の
剣
を
按か

ま

え
し
を
争い

か

ん
奈
何
ん
せ
ん
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
四
一
則
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』

巻
二
二
、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
中
第
九
四
則
（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
二
〇
号
「
金
沢
文
庫
本
『
正
法

眼
蔵
』
の
訳
注
研
究
（
八
）」
に
注
釈
が
あ
る
）、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一

三
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
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な
お
『
祖
堂
集
』
は
「
問
：
〈
華
厳
経
云
：
『
大
海
不
宿
死
屍
。』
如
何
是
大
海
？
〉
云
：
〈
包
含
万
有
。〉〈
如
何
是
死

屍
？
〉
師
云
：
〈
絶
気
者
不
著
。〉
僧
云
：
〈
既
包
含
万
有
，
絶
気
者
為
什
摩
不
著
？
〉
師
云
：
〈
大
海
非
其
功
，
絶
気

者
有
其
徳
。〉
僧
云
：
〈
未
審
大
海
還
更
有
向
上
事
也
無
？
〉
師
云
：
〈
道
有
道
無
即
得
，
争
奈
龍
王
按
剣
何
。〉」

②
承
教
有
言
：
大
海
不
宿
死
屍
。
如
何
是
海　
「
経
典
に
〈
大
海
は
死
骸
を
岸
に
打
ち
上
げ
て
海
中
に
留
め
置
か
な
い
〉
と

あ
り
ま
す
が
、
海
と
は
い
か
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。」「
大
海
不
宿
死
屍
」
は
、
大
海
が
具
有
す
る
八
種
或
い
は
十
種
の

不
可
思
議
な
る
徳
相
の
一
つ
。『
中
阿
含
経
』
巻
八
〈
阿
修
羅
経
〉
に
八
未
曽
有
法
を
説
く
第
七
に
言
う
、「
世
尊
，
我
大

海
清
浄
，
不
受
死
屍
。
若
有
命
終
者
，
過
夜
風
便
吹
著
岸
上
。」（
Ｔ
一
・
四
七
六
中
）。『
華
厳
経
』〈
十
地
品
〉（
旧
訳
は

巻
二
七
・
Ｔ
九
・
五
七
五
中
、
新
訳
は
巻
三
九
・
Ｔ
一
〇
・
二
〇
九
上
）
に
は
大
海
を
離
れ
て
十
種
の
徳
相
な
き
こ
と
を
十

地
を
離
れ
て
仏
智
な
き
に
譬
え
て
い
る
（
望
月
『
仏
教
大
辞
典
４
』〈
大
海
十
相
〉
の
項
参
照
）。
禅
録
に
於
け
る
引
用
は
、

『
祖
堂
集
』
が
「
華
厳
経
に
云
う
」
と
あ
る
か
ら
、
八
十
巻
『
華
厳
経
』
巻
七
七
〈
入
法
界
品
〉
に
善
知
識
の
徳
を
十
種

列
挙
し
た
第
七
に
「
善
知
識
者
不
受
諸
悪
，
譬
如
大
海
不
宿
死
屍
」（
Ｔ
一
〇
・
四
二
二
上
）
と
あ
る
の
に
依
る
。
ま
た

『
思
益
経
』
巻
四
（
Ｔ
一
五
・
五
八
上
）、『
涅
槃
経
』〈
梵
行
品
〉（
北
本
巻
二
〇
・
Ｔ
一
二
・
四
八
一
中
、
南
本
巻
一
八
・
Ｔ

一
二
・
七
二
四
中
）
な
ど
、
此
の
句
は
単
独
で
も
多
く
の
経
典
に
引
か
れ
る
。

③
師
曰
：
包
含
萬
有　
「
す
べ
て
の
も
の
を
含
み
込
ん
で
い
る
。」
長
水
子
璿
撰
『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』
巻
二
、「
如
来
蔵
に

四
義
有
り
、
故
に
海
を
以
て
喩
う
。
永と

こ
しえ

に
百
非
を
絶
つ
こ
と
、
海
の
甚
深
な
る
が
如
し
。
万
有
を
包
含
す
る
こ
と
、
海

の
広
大
な
る
が
如
し
。
徳
と
し
て
備
わ
ら
ざ
る
無
き
こ
と
、
海
の
珍
宝
の
如
し
。
法
と
し
て
現
わ
れ
ざ
る
無
き
こ
と
、
海

の
現
影
の
如
し
。」（
Ｔ
三
九
・
八
四
六
中
）

④
爲
什
麼
不
宿
死
屍　
「（
万
有
を
包
含
し
て
い
る
の
に
）
ど
う
し
て
留
め
置
か
な
い
の
で
す
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
如
何
是

死
屍
」
に
作
る
。
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⑤
師
曰
：
絶
氣
者
不
著　
「
気
息
を
絶
っ
た
も
の
は
留
め
よ
う
が
な
い
か
ら
だ
。」「
絶
気
者
」
と
は
、
一
切
の
消
息
を
絶
っ

た
者
、
即
ち
法
身
を
暗
示
す
る
。「
死
屍
」
を
「
絶
気
者
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
龐
居
士
の
「
万
法
と
侶と

も

為た

ら
ざ
る

者
」
と
言
う
超
越
者
に
転
換
す
る
。『
祖
堂
集
』
は
「〈
如
何
是
死
屍
？
〉
師
云
：
〈
絶
気
者
不
著
。（
死
屍
と
は
絶
気
者

だ
か
ら
留
め
置
か
な
い
の
だ
。）〉」
と
な
っ
て
お
り
、「
死
屍
」
を
「
絶
気
者
」
に
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
六
洞
山
和
尚
章
第
六
四
則
、「
師
問
僧
：
〈
有
一
人
在
千
万
中
，
不
向
一
人
，
不
背
一
人
，
此
喚
作
什
摩

人
？
〉
僧
曰
：
〈
此
人
常
在
目
前
，
不
随
於
境
。〉
師
曰
：
〈
闍
梨
此
語
，
是
父
辺
道
，
子
辺
道
？
〉
対
曰
：
〈
拠
某

甲
所
見
，
向
父
辺
道
。〉
師
不
肯
。
師
却
問
典
座
：
〈
此
是
什
摩
人
？
〉
対
曰
：
〈
此
人
無
面
背
。〉
師
不
肯
。
又
別
対

曰
：
〈
此
人
無
面
目
。〉
師
曰
：
〈
不
向
一
人
，
不
背
一
人
，
便
是
無
面
目
，
何
必
更
与
摩
道
？
〉
師
代
曰
：
〈
絶
気
息

者
。〉」

　

 

洞
山
が
僧
に
問
う
、「
あ
る
人
は
千
万
人
中
に
い
て
、
誰
と
も
向
き
合
わ
ず
、
誰
に
も
背
を
向
け
な
い
、
こ
の
人
を
ど
う
呼
ぶ

か
。」
僧
、「
こ
の
人
は
常
に
目
前
に
い
ま
す
が
、
目
前
の
物
と
は
一
緒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
洞
山
、「
君
の
そ
の
語
は
、
父

（
法
身
）
の
次
元
で
言
っ
た
の
か
、
子
（
肉
身
）
の
次
元
で
言
っ
た
の
か
。」
僧
、「
私
の
所
見
で
は
、
父
の
次
元
で
言
っ
た
の

で
す
。」
洞
山
は
認
め
な
い
。
こ
ん
ど
は
典
座
に
問
う
、「
こ
れ
は
誰
か
。」
典
座
、「
こ
の
人
に
は
面か

お

も
背
も
あ
り
ま
せ
ん
。」

洞
山
は
認
め
な
い
。
典
座
は
ま
た
別
に
答
え
た
、「
こ
の
人
に
面
貌
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
洞
山
、「
誰
と
も
向
き
合
わ
ず
背
を
向

け
な
い
、
す
な
わ
ち
面
貌
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
言
う
必
要
は
な
い
。」
洞
山
は
代
わ
っ
て
言
っ
て

や
っ
た
、「
気
息
を
絶
っ
た
も
の
だ
。」

⑥
既
是
包
含
萬
有
，
爲
什
麼
絶
氣
者
不
著　
「
大
海
は
万
有
を
包
含
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
気
息
を
絶
っ
た
も
の
を
留

め
な
い
の
で
す
か
。」
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⑦
師
曰
：
萬
有
非
其
功
，
絶
氣
有
其
德　
「
万
有
に
大
海
に
留
ま
ら
な
い
と
い
う
功
は
な
く
、
気
息
を
絶
っ
た
者
に
そ
の
徳

が
あ
る
の
だ
。」
法
界
（
大
海
）
に
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
が
有
為
の
現
象
（
万
有
）
で
あ
る
以
上
、
万
有
は
そ
こ
に
留
ま

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
絶
気
の
者
（
一
切
の
消
息
を
絶
っ
た
者
）
に
そ
の
徳
が
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
は
「
大
海
非
其
功
，
絶
気
者
有
其
徳
。（
大
海
に
絶
気
の
者
を
留
め
な
い
と
い
う
功
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
絶
気

の
も
の
に
そ
の
徳
が
あ
る
。）」
に
作
る
。

『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
は
「
万
有
非
其
功
絶
気
。（
万
有
は
大
海
の
功
徳
を
受
け
な
け
れ
ば
気
息
が
絶
え
て
し
ま
う
。）」

に
作
る
が
、
伝
統
的
に
は
「
万
有
、
其
の
功
、
絶
気
に
非
ず
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
海
印
三

昧
」
も
本
則
を
『
三
百
則
』
と
同
様
の
引
用
を
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
拈
提
さ
れ
て
い
る
。

⑧
向
上
還
有
事
也
無　
「
そ
の
上
の
消
息
は
あ
り
ま
す
か
。」

⑨
師
曰
：
道
有
道
無
即
得
，
爭
奈
龍
王
按
劍
何　
「（
そ
の
上
の
消
息
は
）
有
る
と
言
っ
て
も
無
い
と
言
っ
て
も
か
ま
わ
な
い

が
、
相
対
の
二
見
に
堕
し
た
な
ら
、
ど
う
し
て
喪
身
失
命
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」「
龍
王
」
は
大
海
の
縁
語
で

あ
り
、
娑
竭
羅
龍
王
の
像
は
右
手
に
刀
を
持
つ
（『
望
月
仏
教
大
辞
典
３
』〈
娑
竭
羅
龍
王
〉
の
項
）
こ
と
か
ら
、「
龍
王
按

剣
」
が
言
わ
れ
た
も
の
か
。

〔
一
八
〕
句
を
呈
し
て
問
難
し
て
は
な
ら
ぬ

問
：
「
具
何
知
解
，
善
能
對
衆
問
難
？
」
師
曰
：
「
不
呈
句
。」
曰
：
「
問
難
箇
什
麼
？
」
師
曰
：
「
刀
斧
斫
不
入
。」

曰
：
「
能
恁
麼
問
難
，
還
更
有
不
肯
者
也
無
？
」
師
曰
：
「
有
。」
曰
：
「
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
曹
山
。」

＊

問①�

う
、「②�

何い
か

な
る
知
解
を
具
せ
ば
、
善よ能
く
衆
に
対
し
て
問
難
せ
ん
。」
師③�

曰
く
、「
句
を
呈
せ
ざ
れ
。」
曰
く
：
「
箇④�

の
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什な

麼に

を
か
問
難
せ
ん
。」
師⑤�

曰
く
、「
刀
斧
も
斫き

り
入
ら
ず
。」
曰
く
、「
能⑥

く
恁
麼
に
問
難
す
る
を
、
還は

た
更
に
肯
わ
ざ
る
者

有
り
や
。」
師
曰
く
、「
有
り
。」
曰
く
、「
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師⑦�

曰
く
、「
曹
山
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
二
二
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
具
何
知
解
，
善
能
對
衆
問
難　
「
ど
の
よ
う
な
知
識
を
具
え
て
い
た
な
ら
、
大
衆
の
前
で
（
和
尚
に
）
ち
ゃ
ん
と
問
え
ま

す
か
。」「
善
能
対
衆
問
難
」
と
は
、
誰
に
も
恥
じ
ぬ
勘
所
を
押
さ
え
た
問
い
が
で
き
る
こ
と
。「
善よ能
く
衆
の
問
難
に
対こ

た

う
る
や
」
と
も
読
め
る
が
、
次
に
「
師
曰
：
不
呈
句
。
曰
：
問
難
箇
什
麼
？
」
と
あ
る
か
ら
採
ら
な
い
。『
五
灯
会
元
』

は
「
具
何
知
解
，
善
能
問
難
」
に
作
る
。

「
知
解
」
は
師
や
書
物
よ
り
学
ん
だ
知
識
と
理
解
だ
が
、
禅
は
そ
れ
を
も
っ
て
仏
法
を
推
し
量
る
こ
と
を
戒
め
る
。「
我

此
禅
宗
，
従
上
相
承
已
来
，
不
曽
教
人
求
知
求
解
。
只
云
学
道
，
早
是
接
引
之
詞
。
然
道
亦
不
可
学
。
情
存
学
解
，
却

成
迷
道
。
道
無
方
所
，
名
大
乗
心
。
此
心
不
在
内
外
中
間
，
実
無
方
所
。
第
一
不
得
作
知
解
，
只
是
説
汝
如
今
情
量

処
。」

我
が
禅
宗
は
、
昔
よ
り
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
人
に
知
識
を
求
め
て
理
解
し
て
は
な
ら
ぬ
と
教
え
て
き
た
。
た

だ
〈
道
を
学
べ
〉
と
だ
け
言
っ
て
き
た
の
で
さ
え
、
導
く
た
め
の
方
便
な
の
だ
。
し
か
れ
ば
道
も
や
は
り
学
べ
る
も
の
で
は
な

い
。
学
ん
で
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
な
ら
、
却
っ
て
道
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。
道
は
無
限
定
な
の
を
、
大
乗

心
と
呼
ぶ
。
こ
の
心
は
内
に
も
外
に
も
中
間
に
も
な
く
、
ま
こ
と
に
無
限
定
な
の
だ
。
絶
対
に
知
的
な
理
解
ば
か
り
を
し
、
汝

ら
の
今
の
常
識
的
な
思
考
か
ら
だ
け
で
発
言
し
て
は
な
ら
ぬ
。（
入
矢
『
伝
心
法
要
』
六
〇
頁
）。

③
師
曰
：
不
呈
句　
「
言
葉
を
呈
し
て
問
う
て
は
な
ら
ぬ
。」
そ
れ
は
、
言
語
上
に
な
い
か
ら
に
は
言
句
を
も
っ
て
し
て
は
問

う
こ
と
は
で
き
ぬ
。
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④
問
難
箇
什
麼　
「（
言
葉
で
問
わ
な
い
な
ら
）
何
を
問
う
の
で
す
か
。」『
祖
堂
集
』
は
「
既
不
呈
言
句
，
問
難
个
什
摩
？
」

に
作
る
。

⑤
師
曰
：
刀
斧
斫
不
入　
「
ど
ん
な
に
よ
く
切
れ
る
刀
や
斧
で
も
、
そ
の
何
な
る
も
の
に
は
切
り
こ
め
ぬ
。」
実
相
の
あ
り

方
は
、
言
葉
で
分
節
し
て
示
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。『
宏
智
広
録
』
巻
三
拈
古
四
三
則
、「
挙
す
。
僧
、
曹
山
に
問
う
、〈
子

は
帰
り
て
父
に
就
く
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
父
は
全
く
顧
み
ざ
る
。〉
山
云
く
、〈
理
と
し
て
合ま

さ

に
斯か

く

の
如
く
な
る
べ
し
。〉
僧

云
く
、〈
父
子
の
恩
は
何い

ず
こに

か
在
る
。〉
山
云
く
、〈
始
め
て
父
子
の
恩
を
成
ず
。〉
僧
云
く
、〈
如
何
な
る
か
是
れ
父
子
の

恩
。〉
山
云
く
、〈
刀
斧
も
斫
り
開
か
ず
。〉」

⑥
能
恁
麼
問
難
，
還
更
有
不
肯
者
也
無　
「
い
ま
の
よ
う
に
問
難
で
き
て
も
、
さ
ら
に
そ
れ
を
認
め
ぬ
人
が
い
ま
す
か
。」

『
五
灯
会
元
』
は
「
恁
麼
問
難
，
還
有
不
肯
者
麼
？
」
に
作
る
。

⑦
師
曰
：
曹
山　
「
わ
し
が
そ
う
だ
。」
次
の
〔
一
九
〕
③�
「
師
曰
：
莫
向
這
裏
顯
」
の
注
を
参
照
。

〔
一
九
〕
無
言
に
し
て
如
何
が
顕
わ
さ
ん

問
：
「
無
言
如
何
顯
？
」
師
曰
：
「
莫
向
這
裏
顯
。」
曰
：
「
向
什
麼
處
顯
？
」
師
曰
：
「
昨
夜
三
更
，
床
頭
失
却
三
文

錢
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

問①�

：
「
無②�

言
に
し
て
如
何
が
顕
わ
さ
ん
。」
師③�

曰
く
、「
這
裏
に
向お

い
て
は
顕
わ
す
莫
か
れ
。」
曰
く
、「④�

什な

麼ん

の
処
に
向お

い
て
か
顕
わ
さ
ん
。」
師⑤�

曰
く
、「
昨
夜
三
更
、
床
頭
に
三
文
銭
を
失
却
せ
り
。」

＊

①
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
九
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
内
容
は
上
の
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〔
一
八
〕
と
続
く
が
、『
祖
堂
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は
み
な
切
り
離
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
切
り
離

し
て
扱
う
。

②
無
言
如
何
顯　
「
無
言
で
ど
の
よ
う
に
道
を
顕
わ
す
の
で
す
か
。」「
夫
れ
法
を
説
く
者
は
説
く
無
く
示
す
無
し
」（『
維
摩

経
』
弟
子
品
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
「
無
言
」
で
ど
の
よ
う
に
法
や
道
を
顕
わ
す
の
で
す
か
。

③
師
曰
：
莫
向
這
裏
顯　
「
わ
し
の
と
こ
ろ
で
は
、
何
で
あ
れ
顕
わ
し
て
は
な
ら
ぬ
。」
無
言
（
良
久
）
で
あ
れ
、
言
葉
で
あ

れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
道
を
顕
わ
し
た
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
も
そ
も
、
顕
と
不
顕
を
超
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
顕
不
顕
を

問
題
に
し
て
は
な
ら
ぬ
。「
向
這
裏
（
こ
こ
で
は
）」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、「
良
久
（
無
言
）」
を
も
っ
て
第
一
義
を
顕
わ

し
た
雪
峰
の
接
化
に
た
い
す
る
批
判
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

④
向
什
麼
處
顯　
「
で
は
ど
こ
で
、
顕
わ
す
の
で
す
か
。」
全
く
の
的
外
れ
の
問
い
。

⑤
師
曰
：
昨
夜
三
更
，
床
頭
失
却
三
文
錢　
「
君
は
昨
夜
の
真
夜
中
、
長
連
床
上
で
三
箇
の
一
文
銭
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

ぞ
。」
僧
の
こ
れ
ま
で
の
修
行
が
無
駄
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
も
の
か
。「
三
文
銭
」
は
、『
祖
堂
集
』
で
は
「
三

个
銭
」
に
作
る
。

〔
二
〇
〕
日
未
だ
出
で
ざ
る
時

問
：
「
日
未
出
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
曹
山
也
曾
恁
麼
來
。」
曰
：
「
日
出
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
猶
較
曹
山
半
月
糧
。」

＊

問①�

う
、「
日②�

未
だ
出
で
ざ
る
時
は
如
何
？
」
師
曰
く
、「
曹③�

山
も
也
た
曽
て
恁か

麼く

し
来
れ
り
。」
曰
く
、「
日④�

出
で
て
後
は

如
何
？
」
師
曰
く
、「
猶⑤�

お
曹
山
を
較へ

だ

つ
こ
と
半
月
の
糧か

て

。」

＊
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①�
本
話
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
和
尚
章
第
一
〇
則
、『
宏
智
広
録
』
巻
四
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』

第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
日
未
出
時
如
何　
「
太
陽
が
ま
だ
出
て
い
な
い
と
き
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」「
日
」
は
仏
の
喩
え
。
仏
未
出
世
の
と
き
。

仏
の
光
（
恩
恵
）
を
未
だ
被
ら
ぬ
と
き
。
ま
だ
自
ら
に
太
陽
（
仏
性
）
が
具
足
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
。
な

お
こ
の
問
い
は
、
本
書
巻
一
六
楽
普
章
（
嗣
夾
山
）、『
祖
堂
集
』
巻
八
華
厳
和
尚
章
第
二
則
（
嗣
洞
山
）
に
も
見
え
る
。

③
曹
山
也
曾
恁
麼
來　
「
わ
し
も
以
前
に
そ
う
い
う
と
き
が
あ
っ
た
。」
太
陽
の
出
現
（
仏
の
悟
り
の
実
現
）
を
待
ち
望
ん
で

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
二
、「
復
挙
：
僧
問
太
平
恩
禅
師
：
日
未
出
時
如
何
？
恩
云
：
衆
人
皆

仰
望
。（
誰
も
が
そ
の
出
現
を
仰
ぎ
望
ん
で
い
る
。）
又
問
：
日
出
後
如
？
恩
云
：
万
里
照
無
私
。（
万
里
の
か
な
た
ま
で
公
平

に
照
ら
す
。）」

④
日
出
後
如
何　
「
太
陽
が
昇
っ
て
か
ら
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」
自
身
に
具
足
す
る
太
陽
（
仏
性
）
を
自
覚
し
た
と
き
。

⑤
猶
較
曹
山
半
月
糧　
「
わ
し
と
は
ま
だ
半
月
ほ
ど
の
行
程
の
隔
た
り
が
あ
る
。」
仏
で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
し
に
は
及
ば
ぬ
。

自
己
の
仏
性
（
太
陽
）
の
代
替
不
可
能
な
る
こ
と
を
、
か
く
表
現
し
た
も
の
。
或
い
は
太
陽
が
出
る
前
と
後
で
は
異
な
る

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
、
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
り
、
未
悟
と
已
悟
は
同
じ
か
違
う
か
と
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
、
君

は
わ
し
に
は
及
ば
ぬ
。

「
較
」
は
、
へ
だ
た
る
・
お
と
る
。『
祖
堂
集
』
巻
一
八
趙
州
章
、「
問
う
、〈
頭ひ

と

つ
頭
つ
這こ

裏こ

に
到
る
時
は
如
何
。〉
師
云

く
、〈
猶
お
老
僧
に
較お

と

る
こ
と
一
百
歩
。〉」

「
半
月
糧
」
は
、
半
月
の
旅
程
・
行
程
に
必
要
な
食
糧
で
あ
る
が
、『
祖
堂
集
』
と
本
書
以
外
は
「
半
月
程
（
半
月
の
行

程
）」
に
作
る
。
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〔
二
一
〕
掃
地

師
問
僧
：
「
作
什
麼
？
」
曰
：
「
掃
地
。」
師
曰
：
「
佛
前
掃
，
佛
後
掃
？
」
曰
：
「
前
後
一
時
掃
。」
師
曰
：
「
與
曹

山
過
靸
鞋
來
。」

＊

師①�

、
僧
に
問
う
、「②�

什な

麼に

を
か
作
す
。」
曰
く
、「
地
を
掃
く
。」
師③�

曰
く
、「
仏
前
に
掃
く
か
、
佛
後
に
掃
く
か
。」
曰
く
、

「
前④�

後
一
時
に
掃
く
。」
師
曰
く
、「
曹⑤�

山
の
与た

め

に
靸そ

う

鞋あ
い

を
過わ

た

し
来き

た

れ
。」

＊

①
本
話
は
『
汾
陽
語
録
』
巻
中
頌
古
第
七
一
則
、『
宗
門
摭
英
集
』
巻
上
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、

『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
作
什
麼
？
曰
：
掃
地　

地
面
を
掃
い
て
い
る
の
を
見
て
「
何
を
し
て
い
る
」
と
問
う
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
掃
除
の
こ
と

を
訊
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
僧
の
は
た
ら
き
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
仏
性
に
気
付
か
せ
よ
う
と
し
て
問
う
た
。

「
掃
地
」
の
問
答
は
、「
師
（
雲
巌
）
掃
地
次
，
潙
山
云
:
〈
太
駆
駆
生
！
〉
師
云
：
〈
須
知
有
不
駆
駆
者
。〉
潙
山
云
：

〈
恁
麼
即
有
第
二
月
也
。〉
師
豎
起
掃
箒
云
：
〈
這
箇
是
第
幾
月
？
〉
潙
山
低
頭
而
去
。」（
本
書
巻
一
四
雲
巌
章
）
ま
た

「
師
（
趙
州
）
因
見
僧
掃
地
次
，
遂
問
:
〈
与
麼
掃
還
得
浄
潔
也
無
？
〉
云
：
〈
転
掃
転
多
。〉
師
云
：
〈
豈
無
撥
塵
者

也
？
（
君
に
は
塵
を
掃は

ら

う
必
要
の
な
い
者
は
お
ら
ぬ
の
か
。）〉
云
：
〈
誰
是
撥
塵
者
？
〉
師
云
：
〈
会
麼
？
〉
云
：
〈
不

会
。〉
師
云
：
〈
問
取
雲
居
去
。〉
其
僧
乃
去
，
問
雲
居
：
〈
如
何
是
撥
塵
者
？
〉
雲
居
云
：
〈
者
瞎
漢
！
〉」（『
趙
州
録
』

巻
下
〔
四
七
一
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
五
蘊
身
と
法
身
（
不
駆
駆
者
、
無
撥
塵
者
）
の
不
二
を
問
題
と
し
て
い
る
。

③
師
曰
：
佛
前
掃
，
佛
後
掃　
「
仏
殿
の
前
を
掃
く
の
か
、
後
ろ
を
掃
く
の
か
。」
僧
が
仏
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か

を
試
そ
う
と
し
て
問
う
。
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④
前
後
一
時
掃　
「
前
後
を
同
時
に
掃
き
ま
す
。」
と
は
、
無
相
な
る
本
来
の
仏
に
は
前
後
が
な
い
意
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ

仏
辺
の
属
性
を
言
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
汾
陽
の
頌
古
に
い
う
、「
量
器
方
円
識
得
伊
，
問
君
掃
地
示
慈
悲
。
前
後
一
時

俱
掃
却
，
也
是
拈
他
第
二
機
。（
入
れ
物
の
形
に
し
た
が
っ
て
姿
を
顕
わ
す
そ
れ
を
識
得
せ
し
め
ん
と
し
て
、
僧
に
掃
地
を
問

い
慈
悲
を
示
し
た
。
僧
は
前
後
い
っ
ぺ
ん
に
掃
除
す
る
と
応
じ
た
が
、
や
は
り
他
の
第
二
機
を
と
り
あ
げ
た
だ
け
だ
っ
た
。）」

⑤
與
曹
山
過
靸
鞋
來　
「
わ
し
に
靸そ

う

鞋あ
い

を
わ
た
し
て
く
れ
。」
僧
を
作
用
さ
せ
る
こ
と
で
、
己
自
身
の
は
た
ら
き
と
し
て
顕
現

し
て
い
る
無
相
な
ら
ざ
る
仏
を
示
そ
う
と
し
た
。
従
っ
て
最
初
に
「
作
什
麼
」
と
訊
く
の
は
、
こ
の
こ
と
を
意
図
し
て
問

う
た
の
で
あ
る
。「
靸
鞋
」
は
、
蒲
や
布
や
草
な
ど
で
作
っ
た
踵か

か
とを

つ
ぶ
し
た
ス
リ
ッ
パ
の
よ
う
な
靴
。『
輟
耕
録
』
巻
一

八
靸
鞵
条
、「
西
浙
の
人
は
草
を
以
て
履
を
為つ

く

り
、
踵

か
か
と

無
き
を
名
づ
け
て
靸そ

う

鞋あ
い

と
曰
う
。
…
…
『
炙
轂
子
雑
録
』
に
実
録

を
引
い
て
云
う
、〈
靸
鞵
や
舄く

つ

は
三
代
皆
な
皮
を
以
て
之
を
為つ

く

る
、
朝
祭
の
服
な
り
。
始
皇
二
年
に
遂
に
蒲
を
以
て
之
を

為つ
く

り
、
名
づ
け
て
靸
鞵
と
曰
う
。
…
…
梁
の
天
監
中
に
武
帝
易
う
る
に
糸
を
以
て
し
、
解
脱
履
と
名
づ
く
。
陳
隋
の
間

に
至
っ
て
呉
越
に
大
い
に
行
わ
る
。〉」
な
お  

『
宗
門
摭
英
集
』
で
は
「
草
鞋
」
に
作
り
、『
宗
門
統
要
』、『
聯
灯
会
要
』、

『
禅
門
拈
頌
集
』
は
「
袈
裟
」
に
作
る
。

〔
二
二
〕
禅
定
に
あ
っ
て
香
象
の
渡
河
を
聞
く

師
問
彊
德
上
座
曰
：
「
菩
薩
在
定
聞
香
象
渡
河
，
出
什
麼
經
？
」
曰
：
「
出
涅
槃
經
。」
師
曰
：
「
定
前
聞
，
定
後

聞
？
」
曰
：
「
和
尚
流
也
。」
師
曰
：
「
道
也
太
殺
道
，
始
道
得
一
半
。」
曰
：
「
和
尚
如
何
？
」
師
曰
：
「
灘
下
接
取
。」

＊

師①�

、
彊②�

徳
上
座
に
問
う
て
曰
く
、「
菩③�

薩
は
定
に
在
り
て
香
象
の
河
を
渡
る
を
聞
く
と
は
、
什な

ん麼
の
経
に
出
づ
る
や
。」

曰
く
：
「
涅④�

槃
経
に
出
づ
。」
師
曰
く
、「
定⑤�

前
に
聞
く
や
、
定
後
に
聞
く
や
。」
曰
く
、「
和⑥

尚
流
れ
た
り
。」
師
曰
く
、「⑦�

道い
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う
こ
と
は
也ま

た
太は

な
は殺

だ
道
う
も
、
始
め
て
一
半
を
道
い
得
た
り
。」
曰
く
、「
和
尚
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
灘⑧�

下
に
接
取
せ

ん
。」

＊

①
本
話
は
『
宗
門
統
要
集
』
巻
八
、『
宏
智
広
録
』
巻
一
・
巻
四
、『
碧
巌
録
』
第
八
〇
則
本
則
評
唱
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
下

第
二
〇
二
則
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
二
一
、

『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
彊
德
上
座　

未
詳
。『
宗
門
統
要
集
』、『
聯
灯
会
要
』
は
「
彊
徳
二
上
座
」
に
作
り
、
そ
の
他
は
「
徳
上
座
」
に
作
る
。

彊
徳
二
上
座
は
「
作
用
即
性
」
の
馬
祖
禅
を
金
科
玉
条
と
す
る
行
脚
僧
で
、
石
霜
慶
諸
に
嗣
い
だ
台
州
涌
泉
景
欣
禅
師

（
本
書
巻
一
六
）
と
の
次
の
問
答
が
あ
る
。

　
　

 

彊
・
徳
の
二
禅
客
有
り
て
到
る
。
路
次
に
於
い
て
師
の
牛
に
騎
る
に
見あ

う
も
、
師
を
識
ら
ず
し
て
、
乃
ち
曰
う
、「
蹄

角
甚
だ
分
明
な
る
に
、
騎
る
者
識
ら
ざ
る
を
争い

か
ん奈

せ
ん
。（
立
派
な
牛
な
の
に
、
乗
っ
て
い
る
も
の
は
気
づ
い
て
お
ら
ん

＝
日
に
用
い
て
知
ら
ず
と
揶
揄
し
た
。）」
師
、
牛
を
驟は

せ
し
め
て
去
る
。
二
禅
客
、
樹
下
に
憩
い
て
茶
を
煎
る
。
師
、

迴か
え

り
て
牛
よ
り
下
り
、
近
前
し
て
不あ

い
さ
つ審

し
、
与と

も

に
坐
し
て
茶
を
喫
す
。
師
問
う
て
曰
く
、「
二
禅
客
は
近
ご
ろ
什い

麼ず

処こ

を
か
離
る
。」
曰
く
、「
那
辺
を
離
る
。」
師
曰
く
、「
那
辺
の
事
は
作い

麼か

生ん

。」
彼
は
茶
盞
を
提
起
す
。（
こ
の
作
用
が
即

ち
そ
の
ま
ま
那
辺
の
消
息
だ
。）
師
曰
く
、「
此
れ
猶な是
お
這
辺
、
那
辺
の
事
は
作い

麼か

生ん

。」
二
人
対こ

た

う
る
無
し
。
師
曰

く
、「
騎
る
者
識
ら
ず
と
道
う
こ
と
莫
く
ん
ば
好
し
。」

③
菩
薩
在
定
聞
香
象
渡
河
，
出
什
麼
經　
「
菩
薩
が
禅
定
に
あ
る
と
き
、
香
象
が
河
を
渡
る
の
を
聞
い
た
と
い
う
の
は
、
何

の
経
典
に
出
て
い
る
か
。」
諸
方
を
行
脚
し
て
い
る
彊
徳
（
二
）
上
座
の
う
わ
さ
を
知
っ
て
い
て
、
点
検
し
よ
う
と
し
て

問
う
の
で
あ
ろ
う
。「
香
象
」
は
青
味
と
香
気
を
帯
び
た
象
。『
注
維
摩
経
』
巻
一
の
香
象
菩
薩
の
羅
什
注
、「
青
香
象
也
。
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身
出
香
風
。
菩
薩
身
香
風
亦
如
此
也
。」
ま
た
『
望
月
仏
教
大
辞
典
２
』
に
は
、
交
尾
期
に
香
気
あ
る
漿
を
出
す
象
の
こ

と
と
説
明
さ
れ
る
が
、
示
さ
れ
た
出
典
に
は
「
香
象
」
は
見
え
る
が
、
交
尾
期
の
こ
と
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

な
お
曹
山
の
句
の
典
拠
は
未
詳
。「
香
象
渡
河
」
は
、『
鞞
婆
沙
論
』
巻
四
（
Ｔ
二
八
・
四
四
五
下
）
や
『
優
婆
塞
戒
経
』

巻
一
（
Ｔ
二
四
・
一
〇
三
八
中
）
の
三
獣
渡
河
の
譬
喩
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
祖
堂
集
』
巻
一
四
百
丈
和
尚
章
第
二
三
則

に
「
亦
如
香
象
截
流
而
過
」
と
見
え
る
。
そ
れ
を
菩
薩
が
定
に
あ
っ
て
聞
く
と
い
う
の
は
『
十
誦
律
』
巻
五
九
大
妄
語

戒
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
の
が
近
い
。

　
　

 

一あ
る

時と
き

目
連
は
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
入
定
の
相
を
取
る
を
善
く
し
、
出
定
の
相
を
取
る
を
善

く
せ
ず
。
三
昧
従よ

り
起
ち
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
大
象
の
声
を
聞
き
、
聞
き
已
っ
て
還ま

た
疾
か
に
三
昧
に
入
り
、
是
の
念

を
作
す
、「
我
れ
三
昧
中
に
入
り
て
、
是
の
象
の
声
を
聞
く
」
と
。
三
昧
従よ

り
起
ち
、
諸
比
丘
に
語
る
ら
く
、「
我
れ
一

時
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
象
の
声
を
聞
く
。」
諸
比
丘
、
目
連
に
語
る
ら

く
、「
何
ぞ
此
の
理
有
ら
ん
。
虚
空
無
色
定
中
に
入
り
て
、
若
し
く
は
見
、
若
し
く
は
聞
か
ば
、
是
の
事
有
る
無
し
。

何
を
以
て
の
故
に
。
若
し
人
、
無
色
定
に
入
ら
ば
、
色
相
を
破
壊
し
、
声
相
を
捨
離
す
る
が
故
な
り
。
汝
は
人
に
過ま

さ

る

法
空
無な

き
に
、
故

こ
と
さ
らに

妄
語
す
、
汝
目
連
、
滅
擯
駆
出
せ
ん
。」
是
の
事
を
ば
仏
に
問
う
に
、
仏
、
諸
比
丘
に
語
る
ら
く
、

「
汝
等
、
目
連
の
是
の
罪
過
を
説
く
莫
か
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
。
目
連
は
先
事
を
見
る
も
、
後
事
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。

如
来
は
亦
た
先
を
見
、
亦
た
後
を
見
る
。
目
連
は
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
入
定
の
相
を
取
る

を
善
く
し
、
出
定
の
相
を
取
る
を
善
く
せ
ず
。
是
の
人
が
三
昧
從よ

り
起
ち
、
薩
卑
尼
池
岸
上
に
象
の
声
を
聞
き
已
っ

て
、
還
た
疾
か
に
虚
空
無
色
定
に
入
り
、
便
ち
定
に
入
り
て
声
を
聞
く
と
謂お

も

え
り
。
若
し
人
、
無
色
定
に
入
り
て
、
若

し
く
は
見
、
若
し
く
は
聞
か
ば
、
是
の
事
有
る
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
人
は
色
相
を
破
壊
し
、
声
相
を
捨
離

す
る
が
故
な
れ
ば
な
り
。
若
し
目
連
、
人
に
過ま

さ

る
法
空
無な

く
故

こ
と
さ
らに

妄
語
す
る
者
な
ら
ば
、
亦
た
是
の
処

こ
と
わ
り

無
し
。
目
連
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は
心
想
に
随
っ
て
説
く
、
罪
無
き
な
り
。」（
Ｔ
二
三
・
四
四
〇
下
～
四
四
一
上
）

④
出
涅
槃
經　

南
本
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
一
高
貴
徳
王
菩
薩
品
の
次
の
箇
所
を
指
し
て
典
拠
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
 

路
に
一
河
に
蛤あ

う
者と

は

、
即
ち
是
れ
煩
悩
な
り
。
云
何
が
菩
薩
は
〈
此
の
煩
悩
は
猶
お
大
河
の
如
し
〉
と
観
ず
る
や
。

彼
の
駛は

や

き
河
は
能
く
香
象
を
漂
わ
す
が
如
く
、
煩
悩
の
駛は

や

き
河
も
亦ま復
た
是
の
如
く
、
能
く
縁
覚
を
漂
わ
す
。
是
の

故
に
菩
薩
は
深
く
〈
煩
悩
は
猶
お
駛は

や

き
河
の
如
し
〉
と
観
ず
。
深
く
し
て
底
を
得え

難
き
が
故
に
名
づ
け
て
河
と
為
し
、

辺き
し
べは

得う

可べ

か
ら
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
。
…
…
言
う
所
の
底
者と

は

、
名
づ
け
て
空
相
と
為
す
。
若
し
是
の
如
き

空
相
を
修
せ
ざ
る
も
の
有
ら
ば
、
当
に
是
の
人
は
二
十
五
有
を
出
離
す
る
を
得
ざ
り
し
を
知
る
べ
し
。
…
…
煩
悩
の
大

河
は
、
唯
だ
菩
薩
有
り
て
六
波
羅
蜜
に
因よ

り
て
乃
ち
能
く
渡
る
を
得
た
り
。
…
…
譬
え
ば
河
有
り
て
、
第
一
の
香
象
は

底
を
得
る
能
わ
ざ
れ
ば
則
ち
名
づ
け
て
大
と
為
す
が
如
く
、
声
聞
縁
覚
よ
り
十
住
菩
薩
に
至
る
ま
で
仏
性
を
見
ざ
れ

ば
、
名
づ
け
て
涅
槃
と
為
す
も
、
大
涅
槃
に
非
ず
。
若
し
能
く
了あ

了き

ら
か
に
仏
性
を
見
な
ば
、
則
ち
名
づ
け
て
大
涅

槃
と
為
す
を
得
た
り
。
是
の
大
涅
槃
は
唯
だ
大
象
王
の
み
能
く
其
の
底
を
尽
く
す
。
大
象
王
者と

は

、
諸
仏
を
謂
う
な
り
。

（
Ｔ
一
二
・
七
四
五
上
～
七
四
六
中
、
な
お
北
本
は
巻
二
三
〈
Ｔ
一
二
・
五
〇
一
中
～
五
〇
二
中
〉）

⑤
師
曰
：
定
前
聞
，
定
後
聞　
「
禅
定
の
前
に
聞
い
た
の
か
、
禅
定
の
後
に
聞
い
た
の
か
。」

⑥
和
尚
流
也　
「
和
尚
は
流
さ
れ
ま
し
た
ぞ
。」
見
聞
覚
知
が
そ
の
ま
ま
無
心
で
あ
る
三
昧
に
は
前
後
は
な
い
。
前
後
を
分
か

つ
妄
分
別
を
起
し
た
と
こ
ろ
を
突
く
。

⑦
道
也
太
殺
道
，
始
道
得
一
半　
「
言
う
こ
と
は
な
か
な
か
言
え
た
が
、
や
っ
と
半
分
言
え
た
だ
け
だ
。」

⑧
灘
下
接
取　
「
わ
し
は
流
れ
て
、
早
瀬
の
と
こ
ろ
で
流
さ
れ
て
い
る
者
を
救
い
上
げ
て
や
る
。」
こ
う
言
っ
て
こ
そ
十
分
に

言
え
た
の
だ
。
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〔
二
三
〕
蠱
毒
の
郷
の
家
で
は
一
滴
の
水
も
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ

問
：
「
學
人
十
二
時
中
如
何
保
任
？
」
師
曰
：
「
如
經
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴
。」

＊

問①�

う
、「
学②�

人
、
十
二
時
中
、
如
何
が
保
任
せ
ん
。」
師
曰
く
、「
蠱③�

こ

毒ど
く

の
郷
を
経ふ

る
が
如
く
、
水
の
一
滴
を
も
霑て

ん

著ち
ゃ
くす

る

を
得
ざ
れ
。」

＊

①
本
則
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山

録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
學
人
十
二
時
中
如
何
保
任　
「
一
日
二
十
四
時
間
、
ど
の
よ
う
に
我
が
事
と
し
て
保
持
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
保
任
」
す
る
の
は
即
心
即
仏
と
い
う
此
の
事
。
本
書
巻
一
〇
福
州
芙
蓉
山
霊
訓
禅
師
章
、「
初
参
帰
宗
問
：
〈
如
何
是

仏
？
〉
宗
曰
：
〈
我
向
汝
道
，
汝
還
信
否
？
〉
師
曰
：
〈
和
尚
発
言
，
何
敢
不
信
？
〉
宗
曰
：
〈
即
汝
便
是
。〉
師
曰
：

〈
如
何
保
任
？
〉
宗
曰
：
〈
一
翳
在
眼
，
空
華
乱
墜
。〉」
ま
た
同
巻
一
四
澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
章
、「
翺
又
問
：
〈
如
何
是

戒
定
慧
？
〉
師
曰
：
〈
貧
道
這
裏
無
此
閑
家
具
。〉
翺
莫
測
玄
旨
。
師
曰
：
〈
太
守
，
欲
得
保
任
此
事
，
直
須
向
高
高
山

頂
坐
，
深
深
海
底
行
。
閨
閤
中
物
捨
不
得
，
便
為
滲
漏
。〉」

③
如
經
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴　
「
毒
虫
の
い
る
土
地
を
通
る
と
き
の
よ
う
に
、
水
の
一
滴
さ
え
も
口
を
う
る
お
し

て
は
な
ら
ぬ
。」
毒
の
入
っ
た
水
を
飲
む
な
と
は
、
諸
方
の
語
句
を
鵜
呑
呑
み
に
し
て
惑
わ
さ
れ
、
自
己
の
主
体
を
失
っ

て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
忠
告
。
臨
済
の
言
う
「
人
惑
を
受
く
る
こ
と
莫
か
れ
。」

『
抱
朴
子
』
内
篇
第
一
七
登
渉
、「
若
行
異
域
有
蠱
毒
之
郷
，
毎
於
他
家
飲
食
，
則
常
先
以
犀
攪
之
也
。（
も
し
異
国
の
毒

虫
の
い
そ
う
な
土
地
を
旅
し
た
場
合
、
他
人
の
家
で
飲
食
す
る
と
き
必
ず
犀
角
で
攪
拌
し
て
［
毒
の
有
無
を
調
べ
て
］
見
る
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が
よ
い
。）」
訳
は
本
田
濟
訳
註
『
抱
朴
子
内
篇
』（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
『
抱
朴
子
・
列
仙
伝
・
神
仙
伝
・
山
海

経
』）、
な
お
［　

］
は
意
を
全
か
ら
し
め
る
た
め
に
補
っ
た
。
ま
た
『
達
摩
多
羅
禅
経
』
巻
上
修
行
勝
道
決
定
分
、「
譬

え
ば
香
美
食
の
其
の
中
に
蠱
毒
有
る
が
如
く
、
種
種
の
生
死
の
味
に
雑ま

じ

る
苦
も
亦
た
是
の
如
し
」（
Ｔ
一
五
・
三
一
一
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
蠱
毒
」
は
毒
虫
の
毒
（
ま
た
毒
虫
）。

な
お
「
蠱
毒
」
に
は
、
毒
を
盛
る
意
が
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
元
年
「
趙
孟
曰
：
何
謂
蠱
。」
の
唐
孔
穎
達
疏
に

「
毒
薬
を
以
て
人
に
薬
と
し
、
人
を
し
て
自
知
せ
ざ
ら
し
む
る
者
は
、
今
の
律
に
之
を
蠱
毒
と
謂
う
。」
と
あ
る
。
そ
し

て
「
蠱
毒
家
」「
蠱
毒
之
家
」「
蠱
毒
底
」
は
、
毒
を
盛
る
者
の
意
と
な
る
。
唐
伽
梵
達
摩
訳
『
千
手
観
音
大
悲
心
陀
羅

尼
経
』、「
若
入
野
（
邪
）
道
蠱
毒
家
，
飲
食
有
薬
欲
相
害
，
至
誠
称
誦
大
悲
呪
，
毒
薬
変
成
甘
露
漿
。（
も
し
邪
道
の
毒
を

盛
る
家
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
飲
食
に
毒
を
盛
っ
て
害
そ
う
と
し
て
も
、
至
心
に
大
悲
呪
を
称
え
た
な
ら
、
毒
薬
は
甘
露
水
に
変

わ
る
。）」（
Ｔ
二
〇
・
一
〇
八
下
）。『
癡
絶
道
沖
禅
師
語
録
』
巻
下
・
示
聞
解
上
人
、「
殊
不
知
，
正
是
生
死
根
本
。
若
不

是
具
大
眼
目
宗
師
用
蠱
毒
底
手
段
，
爛
却
肚
腸
，
断
却
性
命
，
未
免
打
入
依
草
附
木
魍
魎
孤
魂
隊
裏
，
無
出
頭
処
。（
そ

れ
こ
そ
が
生
死
根
本
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
も
し
大
眼
目
を
具
し
た
宗
師
が
毒
を
盛
る
手
段
を
用
い
る
の
で
な

か
っ
た
な
ら
、
学
人
の
臓は

ら

物わ
た

は
腐
り
、
禅
僧
と
し
て
生
命
が
断
た
れ
、
草
木
に
取
り
付
い
た
魑
魅
魍
魎
の
仲
間
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
る
の
だ
。）」（
衣
川
賢
次
訳
注
「
一
山
一
寧
墨
跡
21
・
癡
絶
頌
語
」『
帰
一
寺
開
山
一
山
一

寧
国
師
七
百
年
大
遠
諱
記
念 

一
山
一
寧
墨
蹟
集
』、
平
成
二
八
年
一
一
月
）。

『
円
悟
心
要
』
巻
下
・
示
張
子
固
、「
永
嘉
道
：
但
自
懐
中
解
垢
衣
；
巌
頭
道
：
只
守
閑
閑
地
；
雲
居
道
：
処
千
万
人
中
，

如
無
一
人
相
似
；
曹
山
道
：
如
経
蠱
毒
之
郷
，
水
也
不
得
沾
它
一
滴
。
謂
之
長
養
聖
胎
，
謂
之
染
汚
即
不
得
。
直
須
放

下
却
従
前
作
解
一
切
浄
穢
二
辺
之
像
，
行
住
坐
臥
悉
心
体
究
，
乃
自
著
底
力
，
非
従
它
人
所
授
，
乃
是
従
上
古
徳
捷
径

也
。」（
永
嘉
言
う
、〈
た
だ
心
に
纏
う
垢
衣
を
脱
ぎ
捨
て
る
だ
け
の
こ
と
。〉
巌
頭
言
う
、〈
た
だ
の
ん
び
り
と
静
か
に
し
て
い
る
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の
だ
。〉
雲
居
言
う
、〈
群
衆
の
中
に
い
て
も
、
一
人
で
い
る
よ
う
に
せ
よ
。〉
曹
山
言
う
、〈
蠱
毒
の
郷
を
通
る
と
き
の
よ
う
に
、

一
滴
の
水
さ
え
も
口
を
う
る
お
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。〉
こ
れ
ら
は
聖
胎
を
長
養
す
る
こ
と
で
あ
り
、
汚
染
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
学
解
と
浄
穢
の
二
辺
相
対
の
観
念
を
払
拭
し
、
行
住
坐
臥
に
専
心
に
体
究
し
て
こ

そ
、
自
分
で
つ
け
た
力
と
な
り
、
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
古
徳
の
近
道
な

の
だ
。）

〔
二
四
〕
法
身
主

問
：
「
如
何
是
法
身
主
？
」
師
曰
：
「
謂
秦
無
人
。」
曰
：
「
這
箇
莫
便
是
否
？
」
師
曰
：
「
斬
！
」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
法
身
の
主
。」
師
曰
く
、「
秦③�

に
人
無
し
と
謂お

も

え
り
。」
曰
く
、「
這④�

箇こ

れ
便
ち
是
れ
な
る
莫
き

や
。」
師⑤�

曰
く
、「
斬
れ
。」

＊

①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
法
身
主　
「
法
身
の
主
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。」
五
蘊
身
を
法
身
と
す
る
考
え
を
背
景
に
、
さ
ら
に
そ
の
主

を
問
う
問
い
が
、
唐
末
に
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
出
家
し
た
て
の
若
き
曹
山
も
霊
観
禅
師
に
次
の
よ
う
に
問
う
て

い
る
。

　
　

 

洞
山
又
問
：
「
什
摩
処
人
？
」
対
云
：
「
莆
田
県
人
。」
洞
山
云
：
「
什
摩
処
出
家
？
」
対
云
：
「
砕
石
院
。」
山
云
：

「
砕
石
院
近
黄
蘗
，
你
曽
到
不
？
」
對
云
：
「
曽
到
。」
洞
山
云
：
「
有
什
摩
仏
法
因
縁
？
」
対
云
：
「
某
甲
自
問
：

『
如
何
是
毘
盧
師
、
法
身
主
？
』
云
：
『
我
若
向
你
道
，
則
別
更
有
也
。』」
洞
山
聞
此
語
，
便
合
掌
云
：
「
你
見
古
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仏
。
雖
然
如
此
，
只
欠
一
問
。」
曹
山
礼
拝
，
便
請
問
頭
。
曹
山
再
三
苦
切
問
，
三
度
方
得
問
頭
。
入
嶺
参
師
，
挙
前

話
，
進
問
：
「
為
什
摩
故
不
道
？
」
師
云
：
「
若
道
我
不
道
，
則
唖
却
我
口
；
若
道
我
道
，
則
禿
却
我
舌
。」
曹
山
便

帰
洞
山
，
具
陳
前
事
。
洞
山
執
手
撫
背
云
：
「
汝
甚
有
彫
啄
之
分
。」
便
下
床
，
向
黄
蘗
合
掌
云
：
「
古
佛
！
古
佛
！
」

（『
祖
堂
集
』
巻
一
九
観
和
尚
章
第
三
段
）
な
お
日
訳
は
曹
山
章
［
一
］
の
注
⑤�
を
見
よ
。

③
謂
秦
無
人　
「
わ
し
は
秦
（
中
国
）
に
そ
の
人
が
い
な
い
と
思
い
違
い
を
し
て
い
た
。」
法
身
主
は
西
天
だ
け
で
は
な
く
秦

に
も
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
以
前
は
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
本
書
巻
一
四
薬
山
章
、「
僧
問
：
〈
達
磨
未
来
時
，

此
土
還
有
祖
師
意
也
無
？
〉
師
云
：
〈
有
。〉
僧
曰
：
〈
既
有
祖
師
意
，
又
来
作
什
麼
？
〉
師
曰
：
〈
只
為
有
，
所
以

来
。〉」

「
謂
秦
無
人
」
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
一
三
年
条
の
次
の
故
事
に
よ
る
。

晋
の
士
会
が
秦
に
亡
命
し
て
い
た
と
き
、
晋
で
は
士
会
を
連
れ
戻
そ
う
と
策
謀
を
め
ぐ
ら
す
が
、
士
会
は
そ
れ
を
見
抜

い
て
、
行
く
の
を
拒
む
。
秦
公
は
、
た
と
え
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
妻
子
を
晋
に
帰
す
と
誓
っ
た
の
で
、
出
発
す
る
。

そ
の
出
発
に
際
し
て
、
晋
の
策
謀
を
見
抜
い
て
い
た
秦
の
繞
朝
が
士
会
に
策む

ち

を
贈
っ
て
、「
無
謂
秦
無
人
、
吾
謀
適
不
用

也
。（
ど
う
か
秦
に
人
物
な
し
、
と
は
お
考
え
下
さ
る
な
。
吾わ

た
しの

策
謀
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
ぞ
。）」（
訳
は
岩
波
文

庫
本
）
と
、
秦
を
見
く
び
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
警
告
し
た
こ
と
。

④
這
箇
莫
便
是
否　

秦
（
中
国
）
に
も
そ
の
人
が
い
る
と
聞
い
て
、「
こ
の
我
が
五
蘊
身
が
そ
う
な
の
で
す
ね
。」

⑤
師
曰
：
斬　

君
の
そ
の
考
え
を
斬
る
の
だ
。
不
一
不
二
・
不
即
不
離
の
妙
旨
を
短
絡
し
て
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

を
斬
れ
。
本
書
本
巻
曹
山
章
、「
問
：
〈
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何
？
〉
師
曰
：
〈
斬
，
斬
。（
問
う
こ
と
が
既
に
是

非
の
心
を
起
こ
し
て
い
る
、
そ
れ
を
斬
れ
。）〉」



311

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

〔
二
五
〕
常
に
未
聞
を
聞
く

問
：
「
親
近
什
麼
道
伴
，
即
得
常
聞
於
未
聞
？
」
師
曰
：
「
同
共
一
被
蓋
。」
曰
：
「
此
猶
是
和
尚
得
聞
，
如
何
是
常
聞

於
未
聞
？
」
師
曰
：
「
不
同
於
木
石
。」
曰
：
「
何
者
在
先
，
何
者
在
後
？
」
師
曰
：
「
不
見
道
常
聞
於
未
聞
？
」

＊

問①�

う
、「②�

什い

麼か

な
る
道
伴
に
親
近
せ
ば
、
即
ち
常
に
未
聞
を
聞
き
得
る
や
。」
師③�

曰
く
、「
一
被
蓋
を
同と

共も

に
す
。」
曰
く
、

「④�

此
れ
猶
お
是
れ
和
尚
聞
く
を
得
ん
、
如
何
な
る
か
是
れ
常
に
未
聞
を
聞
く
。」
師⑤�

曰
く
、「
木
石
に
同
じ
か
ら
ず
。」
曰
く
、

「⑥

何い
ず
れ者

か
先
に
在
り
，
何
者
か
後
に
在
る
。」
師⑦�

曰
く
、「
道
う
を
見き

か
ず
や
、
常
に
未
聞
を
聞
く
と
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
二
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
親
近
什
麼
道
伴
，
即
得
常
聞
於
未
聞　
「
ど
の
よ
う
な
道
連
れ
に
親
近
す
れ
ば
、
未
だ
誰
も
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
を
常

に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。」
問
い
は
洞
山
が
学
徒
に
勧
め
て
言
う
語
、「
住
止
必
須
択
伴
，
時
時
聞
於
未
聞
（
住
む
と

き
に
は
必
ず
伴
侶
を
択
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う
し
て
始
め
て
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
話
が
い
つ
も
聞
け
る
。）」（『
祖
堂
集
』

巻
六
洞
山
和
尚
章
第
四
二
段
、
も
と
は
『
潙
山
警
策
』
の
句
）
に
拠
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
言
う
「
聞
於
未
聞
」
は
、『
維

摩
経
』
弟
子
品
・
大
目
犍
連
に
「
夫
れ
法
を
説
く
と
は
、
説
く
無
く
示
す
無
し
。
其
れ
法
を
聴
く
と
は
、
聞
く
無
く
得

る
無
し
。」
と
い
う
よ
う
に
、
説
く
こ
と
も
な
く
示
す
こ
と
も
な
い
法
を
聞
く
こ
と
な
く
聞
く
こ
と
。『
趙
州
録
』
巻
上
、

「
問
：
〈
作
何
方
便
，
即
得
聞
於
未
聞
？
〉
師
云
：
〈
未
聞
且
置
，
你
曽
聞
箇
什
麼
来
？
〉」

③
師
曰
：
同
共
一
被
蓋　
「
そ
の
人
は
い
つ
も
一
緒
に
一
枚
の
掛
布
団
に
く
る
ま
っ
て
お
る
。」
我
れ
と
い
つ
も
一
緒
に
い

る
法
身
を
暗
示
す
る
。
他
人
か
ら
聞
く
も
の
で
は
な
い
。
黙
し
て
自
問
自
答
せ
よ
。
本
書
巻
一
四
道
吾
章
、「
師
臥
次
，

椑
樹
云
：
〈
作
甚
麼
？
〉
師
云
：
〈
蓋
覆
。〉
椑
云
：
〈
臥
是
，
坐
是
？
〉
師
云
：
〈
不
在
両
頭
。（
坐
臥
と
は
関
係
が
な
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い
）〉
椑
云
：
〈
争
奈
蓋
覆
？
〉
師
云
：
〈
莫
乱
道
！
（
穿
鑿
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
）〉」

④
此
猶
是
和
尚
得
聞
，
如
何
是
常
聞
於
未
聞　
「
そ
れ
は
和
尚
が
聞
い
た
未
聞
の
言
葉
、
常
に
未
聞
を
聞
く
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
僧
は
曹
山
が
「
新
近
す
べ
き
同
伴
と
は
自
ら
の
法
身
に
他
な
ら
ぬ
。
他
人
で
は
な
い
」
と
答
え
る

こ
と
を
予
想
し
て
い
て
、
未
聞
を
聞
く
あ
り
か
た
、
即
ち
自
ら
の
法
身
が
説
き
、
肉
身
が
聞
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

突
っ
込
ん
で
訊
い
た
。

⑤
師
曰
：
不
同
於
木
石　
「
法
身
は
木
石
の
無
知
無
覚
と
お
な
じ
で
は
な
い
。」
見
聞
覚
知
の
作
用
に
現
わ
れ
る
の
だ
。『
永

嘉
集
』
奢
摩
他
頌
第
四
は
、
無
心
に
は
た
ら
く
霊
知
を
「
自
性
了
然
故
，
不
同
於
木
石
。（
そ
れ
自
ら
の
本
性
と
し
て
め
ざ

め
て
い
る
か
ら
、
木
石
と
は
同
じ
で
は
な
い
）」（
Ｔ
四
八
・
三
八
九
下
）
と
説
い
て
い
る
。

⑥
何
者
在
先
，
何
者
在
後　
「（
木
石
と
同
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
自
ら
の
本
性
と
し
て
め
ざ
め
て
い
る
な
ら
）
法
身
と
肉
身
の
ど

ち
ら
が
先
な
の
で
す
か
。」

⑦
師
曰
：
不
見
道
常
聞
於
未
聞　
「
常
聞
於
未
聞
」
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
法
身
・
肉
身 

未
分
の
自
覚
を
も
っ
た
個
人

こ
そ
が
「
常
聞
於
未
聞
」
の
体
験
を
す
る
の
だ
。
法
身
は
我
が
法
身
な
の
だ
か
ら
、
自
ら
説
か
ず
し
て
説
き
、
自
ら
聞
か

ず
し
て
聞
き
、
自
ら
黙
契
す
る
だ
け
で
あ
る
。『
伝
心
法
要
』、「
般
若
を
学
ぶ
人
は
、
一
法
と
し
て
得
可
き
も
の
有
る
を

見
ず
、
…
…
唯
だ
一
真
実
の
み
に
し
て
、
証
得
す
可
か
ら
ず
。
我
れ
能
く
証
し
能
く
得
る
と
謂お

も

わ
ば
、
皆
な
増
上
慢
の
人

な
り
。
…
…
故
に
仏
言
わ
く
、〈
我
れ
菩
提
に
於
い
て
は
実
に
得
る
所も

の

無
し
。〉
と
。
黙
契
す
る
の
み
。」（
入
矢
義
高
『
伝

心
法
要
・
宛
陵
録
』
三
九
頁
）

黄
龍
悟
新
禅
師
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
四
、
黄
龍
下
三
世
）
に
次
の
示
衆
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
時
時
聞
於
未
聞
」
と
は
、

能
所
一
体
と
な
る
こ
と
と
解
し
て
い
る
。

　

 

黄
龍
新
和
尚
示
衆
云
：
「
空
谷
伝
響
，
時
時
聞
於
未
聞
； 

色
裡
膠
清
，
処
処
見
而
無
見
。
見
既
無
見
，
聞
所
未
聞
，
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喚
作
無
尽
蔵
三
昧
門
、
無
尽
蔵
神
通
門
、
無
尽
蔵
智
慧
門
、
無
尽
藏
解
脱
門
。
若
能
如
是
知
見
，
如
是
信
解
，
如
是

修
証
，
如
是
悟
入
，
我
説
是
人
達
仏
心
宗
，
入
仏
知
見
。
既
是
入
仏
知
見
，
為
是
能
見
見
，
為
是
所
見
見
？
若
是
所

見
見
，
且
以
何
為
能
？
若
是
能
見
見
，
且
以
何
為
所
？
若
作
能
所
二
見
，
倶
非
仏
乗
。
…
…
」（『
正
法
眼
蔵
』
巻
中
第

五
二
則
）

人
気
の
な
い
渓
谷
に
こ
だ
ま
が
響
き
、
い
つ
も
未
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
法
を
響
か
せ
て
い
る
。
絵
の
具
に
と
け
た
膠
は
、

ど
こ
で
も
目
に
す
る
が
そ
の
姿
は
見
え
な
い
。
見
て
い
て
も
見
え
る
も
の
が
な
い
か
ら
に
は
、
響
い
て
い
る
も
の
は
未
だ

聞
い
た
こ
と
の
な
い
も
の
、
そ
の
こ
と
を
無
尽
蔵
三
昧
門
、
…
…
無
尽
蔵
解
脱
門
と
呼
ぶ
。
も
し
こ
の
よ
う
に
知
見
し
、

信
解
し
、
修
証
し
、
悟
入
す
れ
ば
、
こ
の
人
は
仏
心
宗
を
も
の
に
し
、
仏
知
見
に
入
っ
た
の
だ
。
仏
知
見
に
入
っ
た
か
ら

に
は
、
見
る
主
体
が
あ
っ
て
見
る
の
か
、
そ
れ
と
も
見
ら
れ
る
客
体
が
あ
っ
て
見
る
の
か
。
も
し
見
ら
れ
る
客
体
が
あ
っ

て
見
る
の
な
ら
、
何
を
見
る
主
体
と
す
る
の
か
。
も
し
見
る
主
体
が
あ
っ
て
見
る
の
な
ら
、
何
を
見
ら
れ
る
客
体
と
す
る

の
か
。
も
し
主
体
・
客
体
の
二
見
を
な
せ
ば
、
仏
乗
で
は
な
い
。

〔
二
六
〕
国
内
に
剣
を
按か
ま

え
る
者

問
：
「
國
内
按
劍
者
是
誰
？
」
師
曰
：
「
曹
山
。」

　
　

法
燈
別
云
：
「
汝
不
是
恁
麼
人
。」

曰
：
「
擬
殺
何
人
？
」
師
曰
：
「
但
有
一
切
總
殺
。」
曰
：
「
忽
遇
本
父
母
作
麼
生
？
」
師
曰
：
「
揀
什
麼
？
」
曰
：
「
爭

奈
自
己
何
？
」
師
曰
：
「
誰
奈
我
何
？
」
曰
：
「
爲
什
麼
不
殺
？
」
師
曰
：
「
勿
下
手
處
。」

＊

問①�

う
、「
国②�

内
に
剣
を
按か

ま

え
る
者
は
是
れ
誰
ぞ
。」
師
曰
く
、「
曹
山
な
り
。」
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法③�

灯
別
し
て
云
く
、「
汝
は
是
れ
恁か

麼く

な
る
人
な
ら
ず
。」

曰
く
、「
何
人
を
か
殺
さ
ん
と
擬ほ

っ

す
る
。」
師
曰
く
、「
但あ

ら
ゆ
る有

一
切
を
総
て
殺
す
。」
曰
く
、「④�

も忽
し
本
父
母
に
遇
わ
ば
作い

麼か

生ん

。」
師⑤�

曰
く
、「
什な

麼に

を
か
揀
ば
ん
。」
曰
く
、「
自⑥

己
を
争い

か

ん
奈
何
せ
ん
。」
師⑦�

曰
く
、「
誰
か
我
を
奈い

か
ん何

せ
ん
。」
曰⑧�

く
、

「
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
殺
さ
ざ
る
。」
師⑨�

曰
く
、「
手
を
下
す
処
勿な

し
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
九
則
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
中
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
人
天
宝
鑑
』、『
五

灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
國
内
按
劍
者
是
誰　
「
国
内
で
刀
を
か
ま
え
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
。」「
按
剣
者
」
と
は
、
洞
山
の
い
う
「
大
闡
提
人
」。

本
書
本
巻
雲
居
道
膺
章
〔
九
〕、「
洞
山
問
：
〈
大
闡
提
人
殺
父
害
母
、
出
仏
身
血
、
破
和
合
僧
，
如
是
種
種
，
孝
養
何

在
？
〉
師
曰
：
〈
始
得
孝
養
。〉
自
爾
洞
山
許
之
，
為
室
中
領
袖
。」

③
法
灯
別
云
：
汝
不
是
恁
麼
人　

本
書
巻
二
五
の
金
陵
清
涼
法
灯
禅
師
泰
欽
（
？
～
九
七
四
、
嗣
法
眼
文
益
）。「
曹
山
な
り
」

に
別
し
て
言
う
、「
君
（
問
う
者
）
は
そ
の
人
（
剣
を
按か

ま

え
る
者
）
で
は
な
い
。」

④
忽
遇
本
父
母
作
麼
生　
「（
総
て
殺
す
と
い
う
の
な
ら
）
本
来
の
父
母
に
出
逢
え
ば
ど
う
か
。」
な
お
「
本
父
母
」
は
、『
拈

八
方
珠
玉
集
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は
「
本
生
父
母
」
に
作
り
、『
聯
灯
会
要
』
は
「
所
生
父
母
」
に
作
る
。『
宏

智
広
録
』
巻
一
、「
上
堂
挙
：
僧
問
護
国
（
守
澄
浄
果
大
師
、
嗣
疎
山
匡
仁
）
：
〈
如
何
是
本
生
父
母
？
〉
国
云
：
〈
頭
不

白
者
是
。〉
僧
云
：
〈
未
審
将
何
奉
献
？
〉
国
云
：
〈
慇
懃
無
米
飯
，
堂
前
不
問
親
。（
ね
ん
ご
ろ
に
仕
え
る
が
米
飯
な
く
、

母
の
部
屋
へ
挨
拶
に
伺
わ
な
い
。）」

⑤
師
曰
：
揀
什
麼　
「（
父
母
だ
か
ら
と
い
っ
て
）
区
別
は
し
な
い
。」『
臨
済
録
』
示
衆
、「
道
流
，
你
欲
得
如
法
見
解
，
但
莫

受
人
惑
。
向
裏
向
外
，
逢
著
便
殺
。
逢
仏
殺
仏
，
逢
祖
殺
祖
，
逢
羅
漢
殺
羅
漢
，
逢
父
母
殺
父
母
，
逢
親
眷
殺
親
眷
，
始
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得
解
脱
，
不
与
物
拘
，
透
脱
自
在
。」（
岩
波
文
庫
九
七
頁
）

⑥
爭
奈
自
己
何　
「（
父
母
を
も
殺
す
）
現
に
あ
る
こ
の
自
己
を
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
殺
せ
る
の
で
す
か
。」
臨
済
は
こ
こ

か
ら
後
を
言
わ
な
い
。

⑦
師
曰
：
誰
奈
我
何　
「
誰
も
私
を
ど
う
し
よ
う
も
で
き
ぬ
。」

⑧
為
什
麼
不
殺　
「
ど
う
し
て
自
分
で
殺
そ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。」『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
聯
灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、

『
曹
山
録
』
は
「
不
殺
」
を
「
不
自
殺
」
に
作
る
。

⑨
師
曰
：
勿
下
手
處　
「（
尊
貴
な
る
ゆ
え
に
）
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。」
尊
貴
と
は
こ
の
現
象
世
界
に
相
と
し

て
現
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
本
書
巻
二
八
薬
山
和
尚
語
に
い
う
、「
他そ

れ
那
箇
は
本も

と
も来

と
耳
目
等
の
貌か

お

無
し
。」
臨
済
は

「
向
外
無
法
，
内
亦
不
可
得
。（
そ
れ
は
自
己
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
自
己
の
内
に
求
め
て
も
不
可
得
だ
。）」（『
臨
済

録
』
示
衆
、
岩
波
文
庫
本
七
三
頁
）
と
言
う
。

〔
二
七
〕
一
牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ず

問
：
「
一
牛
飮
水
，
五
馬
不
嘶
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
曹
山
解
忌
口
。」
又
別
云
：
「
曹
山
孝
滿
。」

＊

問①�

う
、「
一②�

牛
水
を
飲
み
、
五
馬
嘶
か
ざ
る
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
曹③�

山
は
解よ

く
忌き

口こ
う

す
。」
又
た
別
し
て
云
く
、「
曹④�

山
は
孝
満
て
り
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
七
則
、『
正
法
眼
蔵
』
巻
上
第
二
〇
三
則
、『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
続
刊
古
尊

宿
語
要
』
第
二
集
「
曹
山
寂
禅
師
語
」、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
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②
一
牛
飮
水
，
五
馬
不
嘶
時
如
何　
「
一
頭
の
牛
が
水
を
飲
み
、
五
頭
の
馬
が
嘶
か
な
い
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。」「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
は
未
詳
、
こ
の
句
は
こ
れ
が
初
出
で
あ
る
。

一
解
と
し
て
、
唐
訳
『
華
厳
経
』
巻
一
二
偈
讃
に
「
牛
飲
水
成
乳
，
蛇
飲
水
成
毒
。
智
学
成
菩
提
，
愚
学
為
生
死
。」（
T

一
〇
・
七
一
七
下
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
一
牛
が
水
を
飲
ん
で
乳
を
出
し
、
そ
の
乳
を
飲
ん
だ
五
頭
の
馬
は
静
謐
に

な
っ
た
」
の
意
。
こ
の
時
、
一
牛
は
仏
陀
、
五
馬
は
初
転
法
輪
を
聞
い
た
五
比
丘
と
解
せ
る
。
ま
た
一
解
と
し
て
、
本

書
巻
二
六
福
州
長
谿
長
谿
保
明
院
通
法
大
師
道
誠
章
に
「
問
う
、〈
円
音
普
ね
く
震
い
、
三上

中
下等

斉ひ
と

し
く
聞
く
。
竺
土
の
仙

心
を
ば
、
請
う
師
密
付
せ
よ
。〉
師
良
久
す
。
僧
曰
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
意
馬
は
已
に
宝
馬
と
成
り
、
心
牛
は
頓
に

白
牛
と
作
る
。〉
師
曰
：
〈
七
顛
八
倒
。〉
曰
く
、〈
若
し
然
ら
ず
ん
ば
、
幾す

ん
でに

哂あ
ざ
わ
ら
い笑

を
招
か
ん
と
す
。〉
師
曰
く
、〈
礼
拝

し
て
退
後
せ
よ
。〉」
と
あ
る
の
に
拠
り
、
一
牛
は
心
牛
、
五
馬
は
五
根
と
解
し
、「
心
意
意
識
が
静
か
に
安
ら
い
で
い
る

と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。」

「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
の
用
例
。

『
宏
智
広
録
』
巻
四
、「
上
堂
。
密
密
住
其
中
，
霊
然
空
不
空
。
一
牛
纔
飲
水
，
五
馬
不
嘶
風
。
位
裏
亡
消
息
，
機
頭
有

変
通
。
三
千
大
千
事
，
弾
指
入
円
融
。（
綿
密
に
あ
り
あ
り
と
そ
こ
に
あ
り
、
空
に
し
て
不
空
の
不
可
思
議
さ
。
一
牛
が
水
を

飲
む
や
、
五
馬
は
風
に
嘶
く
の
を
や
め
る
。
正
位
で
は
消
息
を
亡
じ
、
錦
を
織
り
出
す
梭ひ

は
自
在
に
は
た
ら
く
。
三
千
大
千
世

界
の
事
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
円
融
に
入
る
）」

『
真
州
長
蘆
了
和
尚
劫
外
録
』、「
師
乃
云
：
〈
一
牛
飲
水
，
密
混
渓
雲
。
五
馬
不
嘶
，
暗
彰
風
骨
。
不
落
暁
機
即
且
置
，

太
綿
密
，
忒
霊
現
，
作
麼
生
回
互
？
〉（
良
久
云
）〈
白
頭
蠶
婦
織
，
歴
歴
夜
鳴
梭
。〉（
一
牛
水
を
飲
む
、
綿
密
に
渓
雲
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
。
五
馬
は
嘶
か
ず
、
ひ
そ
か
に
風
采
を
現
わ
し
て
い
る
。
悟
り
の
機
に
落
ち
込
ま
な
い
の
は
さ
て
お
い
て
、

は
な
は
だ
綿
密
と
は
な
は
だ
霊
現
と
、
ど
の
よ
う
に
相
即
さ
せ
る
か
。
良
久
し
て
云
う
、
白
髪
の
婦
人
が
機
を
織
り
、
夜
中
に
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音
を
た
て
て
梭ひ子
を
わ
た
す
。）」

『
南
石
文
琇
禅
師
語
録
』
巻
一
、「
陞
座
，
祝
聖
罷
。
僧
出
問
：
〈
法
筵
已
啓
，
法
鼓
已
鳴
。
四
衆
雲
臨
，
請
師
祝
聖
。〉

師
云
：
〈
日
月
為
天
眼
，
須
弥
作
寿
山
。〉
僧
云
：
〈
世
尊
出
世
，
天
雨
四
華
。
和
尚
出
世
，
有
何
祥
瑞
？
〉
師
云
：

〈
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
。〉
僧
云
：
〈
恁
麼
則
熈
怡
的
旨
伝
千
古
，
寂
照
宗
風
播
四
方
。〉
師
云
：
〈
好
事
不
如
無
。〉」

こ
れ
に
よ
る
と
通
常
起
こ
る
こ
と
の
な
い
瑞
祥
か
？

③
曹
山
解
忌
口　
「
私
は
ち
ゃ
ん
と
毒
断
ち
が
で
き
る
。」
私
に
と
っ
て
仏
祖
の
言
教
は
身
体
に
毒
だ
。
或
い
は
「
食
べ
て
は

な
ら
ぬ
も
の
は
心
得
て
お
る
。」
先
の
〔
二
三
〕
に
「
如
経
蠱
毒
之
郷
，
水
不
得
霑
著
一
滴
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
と
通
じ

よ
う
。
こ
れ
か
ら
見
て
、「
一
牛
飲
水
，
五
馬
不
嘶
」
は
一
解
と
し
て
挙
げ
た
初
め
の
方
の
理
解
の
ほ
う
が
よ
い
。

「
忌
口
」
は
、
病
気
の
と
き
、
ま
た
服
薬
の
と
き
に
害
に
な
る
飲
食
物
を
口
に
し
な
い
こ
と
。『
虚
堂
録
犂
耕
』、「
道
忠

曰
く
、〈
忌
口
と
は
毒
食
を
禁
ず
る
な
り
。
蓋
し
清
浄
に
執
わ
れ
奇
特
玄
妙
を
愛
す
、
此
れ
は
是
れ
仏
病
祖
病
の
毒
食
な

り
。〉
…
…
『
林
間
録
』
下
に
曰
く
、〈
道
人
の
保
養
は
、
人
の
病
み
て
服
薬
を
須も

ち

ゆ
る
が
如
し
。
薬
の
霊
験
は
見
易
き

も
、
要か

な

ら
ず
須
ら
く
忌
口
し
て
乃は

じ

め
て
可
な
る
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
服
薬
す
る
も
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
生
死
は
是
れ
大

病
、
仏
祖
の
言
教
は
是
れ
良
薬
、
汚
染
の
心
は
是
れ
雑
毒
、
之
を
忌さ

く
る
能
わ
ず
ん
ば
、
生
死
の
病
は
時
と
し
て
損へ

ら

す

こ
と
な
し
。〉」（
禅
文
化
研
究
所
基
本
典
籍
叢
刊
本
一
一
五
頁
）

④
曹
山
孝
滿　
「
私
は
喪
が
あ
け
た
。」
仏
祖
の
言
教
を
ち
ゃ
ん
と
学
び
終
わ
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
打
ち
捨
て
た
。
な
お
原

本
は
「
曹
山
老
漢
」、
四
部
本
・
金
蔵
本
は
「
曹
山
老
満
」
に
作
る
が
、
諸
本
に
拠
り
改
め
た
。『
宏
智
頌
古
』
第
七
三

則
、「
挙
：
僧
問
曹
山
：
〈
霊も

衣ふ
く

不
掛
時
如
何
？
（
言
教
を
脱
却
し
た
境
涯
を
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。）〉
山
云
：
〈
曹
山

今
日
孝
満
。〉
僧
云
：
〈
孝
満
後
如
何
？
〉
山
云
：
〈
曹
山
好
顛
酒
。（
酔
狂
が
好
き
だ
。）〉」

明
代
の
天
奇
本
瑞
（『
五
灯
会
元
続
略
』
巻
五
）
が
『
宏
智
頌
古
』
に
直
註
し
た
『
焭け

い

絶
老
人
天
奇
直
註
天
童
覚
和
尚
頌
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古
』、「
僧
問
曹
山
：
〈
霊
衣
不
挂
時
如
何
？
［
道
を
得
て
忘
ぜ
ざ
る
は
考
妣
を
喪う

し
な

う
が
如
し
、
今
乃は

じ
めて

非
な
る
を
知

り
、
法
見
に
執
わ
れ
ず
、
故
に
曰
う
、
挂
け
ず
と
。］〉
山
云
：
〈
曹
山
今
日
孝
満
。［
法
執
已す

で

に
尽
き
、
孝
満
つ
る
が
如

し
。］〉
僧
云
：
〈
孝
満
後
如
何
？
［
更
追
後
用
。］〉
山
云
：
〈
曹
山
好
顛
酒
。［
法
執
既
に
尽
く
れ
ば
、
風
流
な
ら
ざ
る

無
し
。］〉」

〔
二
八
〕
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者

問
：
「
常
在
生
死
海
中
沈
沒
者
，
是
什
麼
人
？
」
師
曰
：
「
第
二
月
。」
曰
：
「
還
求
出
離
也
無
？
」
師
曰
：
「
也
求
出

離
，
只
是
無
路
。」
曰
：
「
出
離
，
什
麼
人
接
得
伊
？
」
師
曰
：
「
擔
鐵
枷
者
。」

＊

問①�

う
、「
常②�

に
生
死
海
中
に
在
り
て
沈
没
す
る
者
は
、
是
れ
什な

麼ん

人ぴ
と

ぞ
。」
師③�

曰
く
、「
第
二
月
な
り
。」
曰
く
、「④�

は還
た
出

離
を
求
む
る
や
。」
師⑤�

曰
く
、「
出⑤�

離
を
求
む
る
と
也い

え
ども

、
只
だ
是
れ
路
無
し
。」
曰
く
、「
出⑥

離
せ
ば
、
什な

麼ん

人ぴ
と

か
伊か

れ

を
接
得

す
。」
師⑦�

曰
：
「
鉄
枷
を
担
う
者
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
曹
山
章
第
一
四
則
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
常
在
生
死
海
中
沈
沒
者
，
是
什
麼
人　
「
常
に
生
死
の
海
に
沈
ん
で
い
る
者
と
は
、
ど
う
い
う
人
で
す
か
。」『
大
乗
本
生

心
地
観
経
』
巻
一
、「
衆
生
没
在
生
死
海
，
輪
廻
五
趣
無
出
期
。」
ま
た
宝
誌
和
尚
『
大
乗
讃
』
十
首
第
二
首
、「
身
は
本

と
影
と
異
な
ら
ず
、
一
は
有
り
一
は
無
き
こ
と
を
得
ず
。
若
し
一
を
存
し
一
を
捨
て
ん
と
欲
せ
ば
、
永
え
に
真
理
と
相
い

疎と
お

し
。
更
に
若
し
聖
を
愛
し
凡
を
憎
ま
ば
、
生
死
海
裏
に
沈
浮
せ
ん
。」（
本
書
巻
二
九
）

③
師
曰
：
第
二
月　
「
君
の
妄
想
の
産
物
だ
。」「
第
二
月
」
は
虚
妄
な
る
も
の
の
喩
え
。『
円
覚
経
』
文
殊
菩
薩
章
、「
四
大
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を
妄
認
し
て
自
身
の
相
と
為お

も

い
、
六
塵
の
縁
影
を
自
心
の
相
と
為お

も

う
は
、
彼
の
病
み
た
る
目
の
、
空
中
の
花
及
び
第
二
月

を
見
る
に
譬
う
。
善
男
子
よ
、
空
に
は
実
に
花
無
し
、
病
む
者
の
妄
執
な
り
。」（
Ｔ
一
七
・
九
一
三
中
）

④
還
求
出
離
也
無　
「
そ
の
人
は
出
離
を
願
い
ま
す
か
。」
生
死
海
中
に
沈
没
し
て
い
る
人
な
ど
お
ら
ず
、
君
の
妄
想
に
す
ぎ

な
い
と
言
わ
れ
た
の
に
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
問
い
を
す
る
の
は
、
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
。「
そ
う
で
あ
っ
て
も
、

出
離
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。」

⑤
師
曰
：
也
求
出
離
，
只
是
無
路　
「
出
離
し
た
い
と
願
っ
て
も
、
出
る
路
は
な
い
。」
こ
の
生
死
の
世
界
と
は
別
に
本
来

（
涅
槃
）
の
世
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
。『
趙
州
録
』
巻
中
〔
二
二
七
〕、「
問
：
四
山
相
逼
時
如
何
？
師
云
：
無
路
是
趙
州

（
生
老
病
死
の
こ
の
世
界
を
出
て
ゆ
く
路
が
な
い
の
が
趙わ

た
し州

だ
。）」

⑥
出
離
，
什
麼
人
接
得
伊　
「
生
死
海
中
よ
り
出
離
し
た
な
ら
、
ど
う
い
う
人
が
彼
を
接
待
し
ま
す
か
。」

⑦
師
曰
：
擔
鐵
枷
者　
「
地
獄
の
住
人
だ
。」

〔
二
九
〕
薬
山
の
年
は
多
少
ぞ

僧
擧
：
「『
藥
山
問
僧
：
〈
年
多
少
？
〉
僧
曰
：
〈
七
十
二
。〉
藥
山
曰
：
〈
是
年
七
十
二
麼
？
〉
曰
：
〈
是
。〉
藥
山
便

打
。』
此
意
如
何
？
」
師
曰
：
「
前
箭
猶
似
可
，
後
箭
射
人
深
。」
僧
曰
：
「
如
何
免
得
棒
？
」
師
曰
：
「
正
敕
既
行
，
諸
侯

避
道
。」東

禪
齊
云
：
「
曹
山
是
明
藥
山
意
自
出
手
，
為
復
別
有
道
理
？
還
斷
得
麼
？
只
如
這
僧
擧
問
曹
山
，
伊
還
有
會
處

麼
？
忽
爾
問
上
座
年
多
少
，
別
作
麼
生
祗
對
？
」

＊

僧①�

挙
す
、「『
薬②�

山
、
僧
に
問
う
、〈
年
は
多い

か

少ほ
ど

ぞ
。〉
僧
曰
く
、〈
七
十
二
。〉
薬③�

山
曰
く
、〈
是
れ
年
は
七
十
二
な
る
や
。〉
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曰⑥

く
、〈
是し

か

な
り
。〉
薬⑤�

山
便
ち
打
つ
。』
此
の
意
は
如
何
。」
師⑥

曰
く
、「
前
箭
は
猶な似
お
可
な
る
も
、
後
箭
は
人
を
射
る
こ

と
深
し
。」
僧⑦�

曰
く
、「
如
何
せ
ば
棒
を
免
か
れ
得
る
や
。」
師⑧�

曰
く
、「
正
勅
既
に
行
わ
る
れ
ば
、
諸
侯
道
を
避
く
。」

東⑨�

禅
斉
云
く
、「
曹⑩�

山
は
是
れ
薬
山
の
意
を
明
ら
め
自
ら
出す

い

手し
ゅ

す
る
や
、
為は

復た

別
に
道
理
有
り
や
。
還
た
断
じ
得
る

や
。
只た

と
え如

ば
這
の
僧
の
挙
し
て
曹
山
に
問
う
は
、
伊か

れ

還は

た
会
処
有
り
や
。
忽も

爾し

も
上
座
に
〈
年
多い

く

少ば
く

ぞ
〉
と
問
わ
ば
、

別
に
作い

麼か

生ん

が
祗
対
せ
ん
。」

＊

①
本
則
は
『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
和
尚
章
第
三
六
段
、『
汾
陽
禅
師
語
録
』
巻
中
頌
古
第
八
〇
則
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
七
薬

山
章
、『
聯
灯
会
要
』
巻
一
九
薬
山
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
九
薬
山
章
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
東
禅
斉
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。
い
ま
『
祖
堂
集
』
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。師

勘
東
国
僧
，
問
：
「
汝
年
多
少
？
」
対
曰
：
「
七
十
八
。」
師
曰
：
「
可
年
七
十
八
摩
？
」
対
曰
：
「
是
也
。」
師

便
打
之
。
後
有
人
拈
問
曹
山
：
「
作
摩
生
祗
対
，
免
得
薬
山
打
之
？
」
曹
山
曰
：
「
狗
銜
天
子
勅
，
諸
侯
避
路
傍
。」

進
曰
：
「
只
如
上
座
過
在
什
摩
処
，
即
被
打
之
？
」
曹
山
曰
：
「
前
鏘
托
猶
浅
，
後
箭
射
人
深
。」

②
藥
山
問
僧
：
年
多
少　

薬
山
と
僧
と
の
「
年
多
少
」
の
問
答
は
、
曹
山
の
拈
評
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
た
ら
し
い
。『
祖
堂

集
』
は
「
東
国
僧
」
と
す
る
。

③
藥
山
曰
：
是
年
七
十
二
麼　
「（
そ
の
人
の
年
齢
は
）
本
当
に
七
十
二
な
の
か
。」

④
曰
：
是　
「
そ
う
で
す
」
と
は
、
わ
が
五
蘊
身
以
外
に
法
身
な
る
も
の
は
な
い
と
い
う
馬
祖
禅
の
見
解
。

⑤
藥
山
便
打　

薬
山
は
「
渠
不
似
我
，
我
不
似
渠
」（『
祖
堂
集
』
巻
四
薬
山
和
尚
章
第
二
段
）
と
い
う
よ
う
に
「
渠
（
法
身
）」

と
「
我
（
現
実
身
）」
と
を
峻
別
し
て
お
り
、
馬
祖
禅
の
見
解
を
認
め
な
い
。
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⑥
師
曰
：
前
箭
猶
似
可
，
後
箭
射
人
深　
「
は
じ
め
に
放
っ
た
矢
（
問
い
）
は
ま
だ
深
く
は
刺
さ
ら
な
か
っ
た
が
、
後
の
矢

（
便
打
）
は
深
く
僧
を
射
抜
い
た
。」

⑦
僧
曰
：
如
何
免
得
棒　
「
僧
は
ど
う
す
れ
ば
薬
山
の
棒
を
食
ら
わ
ず
に
す
み
ま
し
た
か
。」

⑧
師
曰
：
正
敕
既
行
，
諸
侯
避
道　
「
天
子
の
正
式
な
命
令
書
が
通
る
と
、
大
名
た
ち
も
使
者
の
前
に
道
を
避
け
る
。」
馬
祖

禅
を
捧
じ
て
疑
わ
ぬ
あ
り
方
を
皮
肉
っ
て
い
う
。
な
お
「
正
勅
」
は
四
部
本
・
高
麗
本
『
伝
灯
録
』、『
汾
陽
頌
古
』、『
聯

灯
会
要
』、『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
で
は
「
王
勅
」
に
作
る
。

⑨
東
禪
齊　

本
書
巻
二
六
の
洪
州
雲
居
山
第
十
一
世
の
道
斉
禅
師
（
法
眼
文
益
─
清
涼
泰
欽
─
東
禅
斉
）。
九
二
九
～
九
九

七
。
筠
州
東
禅
院
に
住
し
た
の
で
東
禅
斉
と
呼
ば
れ
る
。

⑩
曹
山
是
明
藥
山
意
自
出
手
，
爲
復
別
有
道
理
？
還
斷
得
麼
？
只
如
這
僧
擧
問
曹
山
，
伊
還
有
會
處
麼
？
忽
爾
問
上
座
年
多

少
，
別
作
麼
生
祗
對　
「
曹
山
は
薬
山
の
意
図
を
知
っ
て
す
す
ん
で
口
出
し
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
に
道
理
が
あ
っ
た

の
か
。
判
断
で
き
る
か
。
こ
の
僧
が
話
頭
を
取
り
上
げ
て
曹
山
に
問
う
た
の
は
、
分
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
の
こ
と

か
。
も
し
君
た
ち
に
何
歳
だ
と
訊
い
た
な
ら
、
ほ
か
に
ど
う
答
え
る
か
。」「
出
手
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
「
手
出
し
す
る
」
意
。

〔
三
〇
〕
填
溝
塞
壑

問
：
「
如
何
是
佛
法
大
意
？
」
曰
：
「
填
溝
塞
壑
。」

＊

問①�

う
：
「
如②�

何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
大
意
。」
曰
く
、「
溝③�

を
填
め
壑
を
塞
ぐ
。」

＊
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①
本
則
は
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
如
何
是
佛
法
大
意　

馬
祖
以
後
の
唐
代
の
禅
に
お
け
る
「
仏
法
大
意
」
と
は
、
我
が
心
が
仏
の
心
に
他
な
ら
ぬ
と
悟
る
こ

と
。

③
填
溝
塞
壑　

外
に
馳
求
し
て
人
に
訊
い
て
ま
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
つ
い
に
は
野
垂
れ
死
に
だ
な
。

「
填
溝
塞
壑
」
は
溝
や
壑
に
埋
ま
っ
て
、
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
。「
填
溝
壑
」
に
同
じ
で
、『
史
記
』
趙
世
家
孝
成
王
元

年
、『
戦
国
策
』
趙
・
孝
成
王
〈
趙
太
后
新
用
事
〉
に
見
え
る
。

『
祖
堂
集
』
巻
一
一
保
福
和
尚
章
第
四
九
則
、「
師
上
堂
，
因
示
徒
云
：
『
過
去
如
許
多
諸
聖
，
乃
至
今
時
老
宿
，
出
頭

来
尽
道
：
〈
我
願
度
一
切
衆
生
，
成
道
成
果
，
與
我
無
異
。〉
灼
然
，
吾
徒
等
輩
，
為
不
承
他
先
聖
方
便
，
今
日
向
什
摩

処
填
溝
塞
壑
？
然
雖
如
此
，
於
中
還
有
一
人
具
眼
也
無
？
』」

　
　

 

過
去
の
多
く
の
諸
聖
か
ら
今
時
の
老
宿
に
至
る
ま
で
、
出
世
し
て
み
な
「
一
切
の
衆
生
を
済
度
し
，
私
と
同
じ
よ
う
に
仏
道

を
成
就
す
る
よ
う
に
と
願
う
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
わ
し
の
弟
子
た
ち
は
、
あ
の
先
聖
が
た
の
方
便
に
あ
ず
か
ら
な
い
も
の

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
ど
こ
で
野
垂
れ
死
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
や
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
な
こ
と
だ
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、

こ
の
中
で
一
隻
眼
を
そ
な
え
た
者
は
い
る
か
。

な
お
「
填
溝
塞
壑
」
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
満
ち
て
い
る
意
も
あ
る
。『
真
歇
清
了
禅
師
語
録
』
巻
下
信
心
銘
「
不
用

求
真
，
唯
須
息
見
」
拈
古
に
い
う
、「
現
成
公
案
，
你
求
它
作
麼
？
見
聞
也
真
，
声
色
也
真
，
動
静
也
真
，
語
黙
也
真
。

即
今
日
用
見
聞
覚
知
純
真
，
直
得
亘
大
劫
満
天
地
塞
壑
填
溝
。」
ま
た
『
密
庵
和
尚
語
録
』、「
因
雪
上
堂
。
満
目
紛
紛
呈

瑞
雪
，
填
溝
塞
壑
誰
弁
別
？
」
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〔
三
一
〕
如
何
な
る
か
是
れ
師
子

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獸
近
不
得
。」
曰
：
「
如
何
是
師
子
兒
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
。」
曰
：
「
既

是
衆
獸
近
不
得
，
爲
什
麼
被
兒
呑
？
」
師
曰
：
「
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
盡
。」
曰
：
「
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
」
師

曰
：
「
亦
盡
。」
曰
：
「
盡
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
歸
父
。」
曰
：
「
前
來
爲
什
麼
道
祖
父
亦
盡
？
」
師
曰
：
「
不
見
道

王
子
能
成
一
國
事
，
枯
木
上
更
採
些
子
華
？
」

＊

問①�

う
、「
如②�

何
な
る
か
是
れ
師
子
。」
師
曰
く
、「
衆③�

獣
は
近
づ
き
得
ず
。」
曰
く
、「
如④�

何
な
る
か
是
れ
師
子
児
。」
師
曰

く
、「
能⑤�

く
父
母
を
呑
む
。」
曰
く
、「⑥

既す

是で

に
衆
獣
近
づ
き
得
ざ
る
に
、
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
児
に
呑
ま
る
。」
師
曰
く
、「
子⑦�

若
し

哮
吼
せ
ば
、
祖
父
母
倶
に
尽
く
。」
曰⑧�

く
：
「
只
だ
祖
父
母
の
如
き
は
、
還は

た
尽
く
る
や
。」
師
曰
く
、「
亦
た
尽
く
。」
曰⑨�

く
、「
尽
き
て
後
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
全
身
父
に
帰
す
。」
曰
く
、「
前⑩�

来
為な

に
ゆ
え

什
麼
に
か
道い

う
、
祖
父
亦
た
尽
く
と
。」
師
曰

く
、「
道⑪�

う
を
見き

か
ず
や
、
王
子
能
く
一
国
の
事
を
成
せ
ば
、
枯
木
上
更
に
些
子
の
華
を
採
る
。」

＊

①�
本
則
は
『
聯
灯
会
要
』
巻
二
二
、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。
原
文
に
乱
れ
が
あ
る
よ
う
で
難

解
。
い
ま
本
書
（『
聯
灯
会
要
』
は
本
書
に
ほ
ぼ
同
じ
）
と
『
五
灯
会
元
』（『
曹
山
録
』
は
『
五
灯
会
元
』
に
同
じ
）
を
較
べ

る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

『
景
徳
伝
灯
録
』

『
五
灯
会
元
』

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獣
近
不
得
。」

問
：
「
如
何
是
師
子
？
」
師
曰
：
「
衆
獣
近
不
得
。」

曰
：
「
如
何
是
師
子
児
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
。」

曰
：
「
如
何
是
師
子
児
？
」
師
曰
：
「
能
呑
父
母
者
。」
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曰
：
「
既
是
衆
獣
近
不
得
，
為
什
麼
被
児
呑
？
」

曰
：
「
既
是
衆
獣
近
不
得
，
為
甚
麼
却
被
児
呑
？
」

師
曰
：
「
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
尽
。」

師
曰
：
「
豈
不
見
道
，
子
若
哮
吼
，
祖（

ⅰ
）父

俱
尽
。」

曰
：
「
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
」

師
曰
：
「
亦
尽
。」

曰
：
「
尽
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
帰
父
。」

曰
：
「
尽
後
如
何
？
」
師
曰
：
「
全
身
帰
父
。」

曰
：
「
未
審
祖（

ⅱ
）尽

時
，
父
帰
何
所
？
」

師
曰
：
「
所
亦
尽
。」

曰
：
「
前
来
為
什
麼
道
祖
父
亦
尽
？
」

曰
：
「
前
来
為
甚
麼
道
全
身
帰
父
？
」

師
曰
：
「
不
見
道
王
子
能
成
一
国
事
，
枯
木
上
更
採
些

師
曰
：
「
譬
如
王
子
能
成
一
国
之
事
。」

子
華
？
」

又（
ⅲ
）曰

：
「
闍
黎
，
此
事
不
得
孤
滯
，
直
須
枯
木
更
撒
些

子
華
。」

（
ⅰ
）
祖
父
＝
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
は
「
父
母
」。（
ⅱ
）
祖
＝
『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
は
無
し
。（
ⅲ
）
又
曰
…
…
一
九
字
＝
『
永
覚

元
賢
禅
師
広
録
』
は
無
し
。

子
（
息
子
）
と
父
と
祖
に
言
及
す
る
が
、
三
者
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
。
一
応
、
子
は
自
己
、
父
は
法
身
、
祖
は
法
身
主

と
見
て
お
く
。
分
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
残
し
な
が
ら
一
応
以
下
の
よ
う
に
注
し
て
み
た
。

②
如
何
是
師
子　
「
師
子
（
法
身
）
は
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。」

③
衆
獸
近
不
得　
「
衆
獣
（
一
切
の
現
象
し
て
い
る
存
在
）
は
師
子
（
法
身
）
の
尊
貴
に
近
づ
け
ぬ
。」『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
六

雲
居
道
膺
伝
、「
如も

し
人
頭
頭
上
に
了さ

と

り
、
物
物
上
に
通
ず
る
も
、
祇
だ
喚
び
て
了
事
の
人
と
作
す
の
み
に
し
て
、
終
に

喚
び
て
尊
貴
と
作
さ
ず
。
将も

っ

て
知
る
、
尊
貴
の
一
路
は
自

お
の
ず
から

別
な
る
こ
と
を
。
便た

と是
い
世
間
の
極
重
極
貴
の
物
た
り
と
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も
、
尊
貴
辺
に
将も

ち
来
る
を
得
ず
。」（
雲
居
道
膺
章
〔
三
四
〕
を
参
照
）。

④
如
何
是
師
子
兒　
「
ど
の
よ
う
な
の
が
師
子
児
（
自
己
本
分
）
な
の
で
す
か
。」

⑤
能
呑
父
母　
「
父
母
を
呑
み
込
む
。」
法
身
（
父
母
）
と
自
己
本
分
は
、
も
と
も
と
一
体
不
二
。

⑥
既
是
衆
獸
近
不
得
，
爲
什
麼
被
兒
呑　
「
衆
獣
も
近
づ
け
な
い
の
に
、
師
子
が
ど
う
し
て
師
子
児
に
呑
ま
れ
る
の
で
す

か
。」

⑦
子
若
哮
吼
，
祖
父
母
倶
盡　
「
師
子
児
が
吼
え
た
な
ら
、
祖
父
母
ま
で
も
滅
尽
す
る
。」『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
は

「
祖
父
（
祖
と
父
）」
に
作
る
。『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
巻
二
八
は
「
父
母
」
に
作
る
。

難
解
だ
が
、
な
に
も
の
に
も
依
存
せ
ず
自
己
と
し
て
一
本
立
ち
し
て
哮
吼
す
れ
ば
、
言
葉
だ
け
で
実
体
の
な
い
法
身
も

法
身
主
も
消
え
て
な
く
な
る
と
解
し
て
お
く
。
本
書
巻
一
三
風
穴
章
、「
箇ひ

と

り
箇ひ

と

り
大
師
子
児
と
作な

り
、
吒た

呀が

地じ

に
哮
吼

一
声
せ
ば
、
壁
立
千
仞
、
誰
か
敢
え
て
正ま

と
も眼

に
覰み

す
え著

ん
。
若
し
覰
著
な
ば
即
ち
渠か

れ

の
眼
を
瞎
却
せ
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、

師
子
児
の
哮
吼
は
、
独
脱
無
依
の
さ
ま
。

『
百
丈
広
録
』
に
「
無
明
為
父
，
貪
愛
為
母
，
自
己
是
病
。
還
医
，
自
己
是
薬
。
自
己
是
刀
，
還
殺
自
己
無
明
貪
愛
父

母
。
故
云
：
殺
父
害
母
。
一
語
類
破
一
切
法
。（
無
明
が
父
で
、
貪
愛
が
母
な
ら
、
自
己
は
病
気
だ
。
そ
の
病
気
が
癒
え
た

な
ら
、
自
己
が
薬
で
あ
る
。
自
己
が
刀
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
自
己
の
無
明
貪
愛
の
父
母
を
殺
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
〈
父
を
殺

し
母
を
害
す
〉
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
語
で
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
的
概
念
を
破
壊
す
る
の
で
あ
る
。）」
と
あ

る
。
病
が
癒
え
る
と
は
、
無
明
や
貪
愛
が
言
葉
の
観
念
と
し
て
あ
る
だ
け
で
、
本
来
空
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
病
が
癒
え
た
自
己
（
師
子
）
が
哮
吼
す
れ
ば
、
法
身
も
法
身
主
の
観
念
も
消
え
る
の
で
あ
る
。

⑧
曰
：
只
如
祖
父
母
，
還
盡
也
無
？
師
曰
：
亦
盡　
「
父
母
が
ど
う
し
て
子
に
呑
ま
れ
る
の
か
」
と
問
う
た
の
に
、
曹
山
に

父
母
だ
け
で
な
く
祖
父
母
ま
で
も
滅
尽
す
と
言
わ
れ
て
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
聞
き
な
お
し
た
の
で
あ
る
。
因
に
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『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』、『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
に
は
、
こ
の
一
四
字
が
無
い
。

⑨
曰
：
盡
後
如
何
？
師
曰
：
全
身
歸
父　
「
祖
父
母
が
滅
尽
す
れ
ば
、
祖
父
母
の
全
身
は
子
供
の
父
に
帰
一
す
る
。」
祖
父
母

と
父
の
親
子
の
関
係
は
、
父
と
子
の
親
子
の
関
係
に
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
自
己
に
帰
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

隠
山
和
尚
の
偈
に
「
青
山
白
雲
父
，
白
雲
青
山
児
。
白
雲
終
日
依
，
青
山
都
不
知
。
欲
知
此
中
意
，
寸
歩
不
相
離
」（『
祖

堂
集
』
巻
二
〇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
法
身
と
肉
身
の
関
係
は
父
子
の
関
係
で
表
わ
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
曹
山
は
ど
う
し

て
祖
父
母
ま
で
持
ち
出
す
の
か
。
当
時
、
法
身
向
上
や
法
身
主
が
問
わ
れ
る
時
代
背
景
と
関
わ
る
か
。

⑩
前
來
爲
什
麼
道
祖
父
亦
盡　
「
全
身
が
父
に
帰
す
の
な
ら
、
先
に
ど
う
し
て
（
父
母
だ
け
で
な
く
）
祖
父
（
母
）
も
消
滅
す

る
と
言
っ
た
の
で
す
か
。」
難
解
。
こ
こ
も
先
と
同
じ
よ
う
に
、
祖
父
母
と
父
の
親
子
の
関
係
を
父
（
母
）
と
子
の
親
子

の
関
係
に
な
お
せ
ば
、「
全
身
が
子
（
自
己
）
に
帰
す
の
な
ら
、
先
に
ど
う
し
て
父
（
母
）
も
消
滅
す
る
と
言
っ
た
の
か
」

と
見
な
せ
る
。

『
五
灯
会
元
』、『
曹
山
録
』
で
は
、
こ
の
前
に
「
曰
：
〈
未
審
祖
尽
時
，
父
帰
何
所
？
〉
師
曰
：
〈
所
亦
尽
。〉（
曰
く
、

〈
祖
父
が
亡
く
な
れ
ば
、（
生
ま
れ
ぬ
）
父
は
ど
こ
に
帰
属
す
る
の
で
す
か
。〉
師
、〈
帰
属
す
る
場
所
も
消
失
す
る
。〉）」
の
十

五
字
が
あ
っ
て
、「
曰
く
、〈
前
来
為
甚
麼
道
全
身
帰
父
？
（
帰
属
す
る
場
所
も
消
失
す
る
な
ら
、
ど
う
し
て
全
身
は
父
に
帰

す
と
言
っ
た
の
で
す
か
。）〉」
と
続
い
て
い
る
。

⑪
不
見
道
王
子
能
成
一
國
事
，
枯
木
上
更
採
些
子
華　
「
そ
れ
、
言
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
父
王
の
跡
を
継
い
だ
皇
太

子
が
一
国
を
よ
く
治
め
れ
ば
、（
民
衆
は
）
枯
木
に
再
び
咲
い
た
花
を
摘
み
取
る
、
と
。」
難
解
。「
祖
父
亦
尽
」（
あ
る
い

は
「
父
亦
尽
」）
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
か
わ
る
の
か
。
一
解
と
し
て
、
祖
父
な
る
法
身
主
の
観
念
を
脱
し
（
祖
父
亦
尽
）、

（
長
沙
の
い
う
）
尽
十
万
世
界
は
是
れ
自
己
の
光
明
（
王
子
能
成
一
国
事
）
と
な
り
、
枯
木
の
よ
う
に
無
心
で
あ
り
な
が
ら
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一
切
の
は
た
ら
き
が
顕
現
す
る
（
枯
木
上
更
採
些
子
華
）。
な
お
洞
山
の
上
堂
に
「
此
の
事
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
直
に

須
ら
く
枯
木
に
花
を
生
ず
る
が
如
く
し
て
、
方は

じ

め
て
他か

れ

と
合
す
べ
し
。」（『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
疎
山
匡
仁
章
）
と
あ
る
。

「
枯
木
生
花
」
は
、
後
の
「〔
三
三
〕
枯
木
龍
吟
」
の
注
⑩�
に
引
い
た
達
観
曇
頴
の
曹
洞
頌
に
「
偏
正
互
縱
横
，
迢
然
忌

十
成
。
龍
門
須
要
透
，
鳥
道
不
堪
行
。
石
女
霜
中
織
，
泥
牛
火
裏
耕
。
両
頭
如
脱
得
，
枯
木
一
枝
栄
」（『
建
中
靖
国
続
灯

録
』
巻
二
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、
両
頭
（
色
界
と
空
界
、
肉
身
と
法
身
、
子
と
父
、
父
と
祖
父
）
の
二
見
を
脱
し
た
と
こ
ろ

に
成
現
す
る
。

な
お
『
五
灯
会
元
』
は
「
師
曰
：
譬
如
王
子
能
成
一
国
之
事
。（
た
と
え
ば
父
の
王
位
を
継
い
だ
王
子
が
一
国
を
よ
く
治
め

る
よ
う
な
も
の
だ
。）
又
曰
：
闍
黎
，
此
事
不
得
孤
滞
，
直
須
枯
木
更
撒
些
子
華
。（
こ
の
事
は
独
り
一
所
に
と
ど
め
て
は
な

ら
ぬ
、
枯
木
に
再
び
花
を
ま
き
散
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
）」
に
作
る
。

〔
三
二
〕
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う

問
：
「
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何
？
」
師
曰
：
「
斬
，
斬
！
」

＊

問①�

う
：
「
纔②�

か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
時
は
如
何
。」
師
曰
く
、「
斬③�

れ
、
斬
れ
。」

＊

①
『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
曹
山
録
』
に
も
採
ら
れ
る
。

②
纔
有
是
非
，
紛
然
失
心
時
如
何　
「
善
い
悪
い
の
思
い
（
分
別
）
が
生
じ
た
と
た
ん
に
心
が
乱
れ
て
本
心
を
見
失
う
と
い

い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た
と
き
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」『
信
心
銘
』
の
句
、「
二
見
不
住
，
慎
莫
追
尋
，
纔
有

是
非
，
紛
然
失
心
。」
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③
斬
，
斬　

二
見
（
是
非
）
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
そ
の
分
別
を
断
ち
切
れ
。
本
書
巻
二
七
諸
法
雑
挙
徴
拈

代
別
語
、「
洞
山
行
脚
の
時
、
一
官
人
に
会
う
に
曰
く
、〈
三
祖
の
信
心
銘
に
、
弟わ

た
く
し子

注
せ
ん
と
擬ほ

っ

す
。〉
洞
山
曰
く
、〈
纔

か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
。
作い

か

ん
麼
生
が
注
す
。〉
法
眼
代
わ
り
て
云
く
、〈
恁か

麼く

な
れ
ば
即
ち
弟
子
注
せ

ず
。〉」
ま
た
『
円
悟
心
要
』
巻
上
終
・
示
泉
上
人
、「
纔
か
に
是
非
有
れ
ば
、
紛
然
と
し
て
心
を
失
う
。
只
だ
這
の
一
句

は
多お

お
く少

の
人
を
驚
動
し
計
較
を
作
さ
し
む
。
若
し
当た

だ
ち頭

に
（
句
の
急
所
を
）
坐お

断さ

う
れ
ば
、
威
音
王
那
辺
に
透
出
せ
ん
。

若
し
此
の
語
に
随
っ
て
転
ず
れ
ば
、
特ひ

と
き
わ地

紛
然
た
り
。
応ま

自さ

に
回
光
返
照
し
て
始
め
て
得よ

し
。」

〔
三
三
〕
枯
木
龍
吟

僧
擧
：
「
有
人
問
香
嚴
：
如
何
是
道
？
答
曰
：
枯
木
裏
龍
吟
。
學
云
：
不
會
。
曰
：
髑
髏
裏
眼
睛
。
後
問
石
霜
：
如
何

是
枯
木
裏
龍
吟
？
石
霜
云
：
猶
帶
喜
在
。
又
問
：
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
石
霜
云
：
猶
帶
識
在
。」
師
因
而
頌
曰
：
「
枯

木
龍
吟
眞
見
道
，
髑
髏
無
識
眼
初
明
。
喜
識
尽
時
消
不
盡
，
當
人
那
辨
濁
中
清
？
」
其
僧
復
問
師
：
「
如
何
是
枯
木
裏
龍

吟
？
」
師
曰
：
「
血
脈
不
斷
。」
曰
：
「
如
何
是
髑
髏
裏
眼
睛
？
」
師
曰
：
「
乾
不
盡
。」
曰
：
「
未
審
還
有
得
聞
者
無
？
」

師
曰
：
「
盡
大
地
未
有
一
箇
不
聞
。」
曰
：
「
未
審
龍
吟
是
何
章
句
？
」
師
曰
：
「
也
不
知
是
何
章
句
，
聞
者
皆
喪
。」

＊

僧①�

挙
す
、「
人
有
り
て
香②�

厳
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
答
え
て
曰
く
、『
枯③�

木
裏
の
龍
吟
。』
学
云
く
、『
会④�

せ

ず
。』
曰
く
、『
髑⑤�

髏
裏
の
眼
睛
。』
後
に
石⑥

霜
に
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。』
石
霜
云
く
、『
猶⑦�

お
喜
を

帯
ぶ
。』
又
た
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。』
石
霜
云
く
、『
猶⑧�

お
識
を
帯
ぶ
。』」
師⑨�

因
り
て
頌
し
て
曰
く
、

「
枯⑩�

木
龍
吟
し
て
真
に
道
を
見
る
、
髑
髏
識
無
く
し
て
眼
初
め
て
明
ら
か
な
り
。
喜
識
尽
く
る
時
も
消
え
尽
き
ず
、
当
人
那な

ん

ぞ
濁
中
に
清
を
弁
ぜ
ん
。」
其
の
僧
復
た
師
に
問
う
、「
如
何
な
る
か
是
れ
枯
木
裏
の
龍
吟
。」
師
曰
く
、「
血⑪�

脈
断た

た
ず
。」
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曰
く
、「
如
何
な
る
か
是
れ
髑
髏
裏
の
眼
睛
。」
師
曰
く
、「
乾⑫�

き
尽き

ら
ず
。」
曰
：
「⑬�

未い
ぶ
か審

し
還は

た
聞
き
得
る
者
有
る
や
。」

師
曰
：
「
尽⑭�

大
地
未
だ
一
箇
の
聞
か
ざ
る
も
の
有
ら
ず
。」
曰
く
、「
未⑮�

審
し
龍
吟
は
是
れ
何
の
章
句
ぞ
。」
師
曰
く
、「
是⑯�

れ

何
の
章
句
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
と
也い

え
ども

、
聞
く
者
は
皆
な
喪し

す
。」

 

＊

①
本
則
は
『
潭
州
神
鼎
山
洪
諲
禅
師
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
四
）、『
祖
源
通
録
撮
要
』
巻
四
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
二

枯
木
龍
吟
条
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
碧
巌
録
』
第
二
則
頌
評
唱
、『
拈
八
方
珠
玉
集
』
巻
下
、『
大
慧
語
録
』
巻
七
、

『
聯
灯
会
要
』
巻
八
香
厳
智
閑
章
、『
禅
門
拈
頌
集
』
巻
一
五
香
厳
智
閑
章
、「
曹
山
寂
禅
師
語
」（『
続
刊
古
尊
宿
語
要
』
第

二
集
）、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
従
容
録
』
第
九
四
則
頌
評
唱
、『
請
益
録
』
第
四
八
則
評
唱
、『
空
谷
集
』
第
一
五
則

頌
評
唱
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
採
ら
れ
、『
宗
門
統
要
集
』
巻
五
香
厳
章
、『
宏
智
広
録
』
巻
三
拈
古
第
四
七
則
、『
真
字
正

法
眼
蔵
三
百
則
』
巻
下
二
八
則
は
曹
山
の
頌
を
収
め
な
い
。

な
お
も
と
の
香
厳
の
話
頭
は
本
書
巻
一
一
香
厳
智
閑
章
に
収
め
る
。

②
香
嚴　

潙
山
霊
祐
に
嗣
い
だ
香
厳
智
閑
禅
師
。
生
卒
年
は
清
初
の
『
宗
統
編
年
』
巻
一
七
に
よ
れ
ば
光
化
元
年
（
八
九

八
）
卒
。
本
書
巻
一
一
香
厳
智
閑
章
、「
問
：
如
何
是
道
？
師
曰
：
枯
木
龍
吟
。
僧
曰
：
学
人
不
会
。
師
曰
：
髑
髏
裏
眼

睛
。」

③
枯
木
裏
龍
吟　
「
枯
木
の
な
か
で
龍
が
う
な
り
声
を
た
て
て
い
る
。」〝
道
〟
を
設
定
し
て
追
求
し
よ
う
と
す
る
僧
へ
の
皮

肉
・
揶
揄
。
も
と
も
と
体
の
な
い
も
の
を
追
求
し
て
意
味
を
得
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。
君
の
い
う
〝
道
〟
と
や
ら

は
、「
枯
木
の
空
洞
が
風
に
吹
か
れ
て
鳴
っ
て
い
る
だ
け
な
の
に
龍
が
吟
じ
て
い
る
と
妄
想
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。」
本
書

巻
七
盤
山
宝
積
章
、「
道
本
無
体
，
因
道
而
立
名
。
道
本
無
名
，
因
名
而
得
号
。」

④
不
會　
『
宗
門
統
要
集
』、『
祖
庭
事
苑
』、『
拈
八
方
珠
玉
集
』、『
真
字
正
法
眼
蔵
三
百
則
』
以
外
は
「
如
何
是
道
中
人
」
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に
作
る
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に
な
る
の
は
、『
潭
州
神
鼎
山
洪
眺
禅
師
語
録
』
が
最
初
で
あ
る
が
、
曹
山
頌
の
よ
う
に

「
枯
木
裏
龍
吟
」
を
道
の
は
た
ら
き
の
象
徴
と
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑤
髑
髏
裏
眼
睛　
「
髑
髏
の
な
か
で
眼
の
玉
が
ギ
ョ
ロ
リ
。」
分
か
ら
な
か
っ
た
僧
に
、
言
い
方
を
変
え
て
言
っ
て
や
っ
た
。

⑥
石
霜　

八
〇
八
～
八
八
八
。
道
吾
円
智
に
嗣
い
だ
石
霜
山
慶
諸
禅
師
、
本
書
巻
一
五
。

⑦
猶
帶
喜
在　

君
は
体
の
な
い
不
可
得
な
る
道
を
め
で
た
い
も
の
と
妄
想
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
句
末
の
「
在
」
は
、

「
そ
の
セ
ン
テ
ン
ス
全
体
に
断
言
的
な
語
調
を
添
え
る
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
強
辞
」（
入
矢
義
高
「
禅
語
つ
れ
づ
れ
」『
増
補

求
道
と
悦
楽
』）。　

⑧
猶
帶
識
在　

体
の
な
い
道
を
分
別
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
残
っ
て
い
る
ぞ
。

⑨
師
因
而
頌
曰　

僧
が
取
り
上
げ
た
話
頭
に
よ
っ
て
頌
を
作
っ
た
。
こ
こ
か
ら
曹
山
独
自
の
解
釈
（
前
偈
を
反
転
さ
せ
る
）。

つ
ま
り
「
枯
木
裏
龍
吟
」「
髑
髏
裏
眼
睛
」
を
一
切
の
知
解
分
別
を
絶
し
た
無
心
に
具
わ
る
は
た
ら
き
の
象
徴
と
す
る
。

道
は
一
切
の
知
解
分
別
の
無
く
な
っ
た
無
心
の
と
こ
ろ
で
こ
そ
完
全
に
は
た
ら
き
出
る
。

⑩
枯
木
龍
吟
眞
見
道
，
髑
髏
無
識
眼
初
明
。
喜
識
盡
時
消
不
盡
，
当
人
那
辨
濁
中
清　
「
枯
木
が
龍
の
う
な
り
声
を
た
て
る
、

こ
う
見
て
と
っ
て
こ
そ
真
に
道
を
見
た
の
で
あ
り
、
六
識
の
絶
え
た
髑
髏
で
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
道
を
見
る
眼
が
開
く
の

だ
。
五
情
六
識
が
絶
え
果
て
て
も
道
の
は
た
ら
き
は
な
く
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
そ
の
人
が
（
道
の
な
か
に
い
て
）
濁
だ
の

清
だ
の
と
分
別
し
た
り
し
よ
う
か
。」

「
髑
髏
無
識
眼
初
明
」
は
、 

玄
沙
の
言
う
「
亡
僧
面
前
、
正
是
触
目
菩
提
。（
亡
僧
が
眼
の
前
で
見
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
が

菩さ
と
り提

の
現
前
。）」（『
玄
沙
広
録
』
巻
上
〔
三
六
〕（
一
）、
巻
下
〔
五
〕）
に
通
じ
よ
う
。

「
喜
識
尽
時
消
不▼

尽
」
は
、
本
書
以
外
は
全
て
「
喜
識
尽
時
消
息▼
尽
。（
五
情
六
識
が
絶
え
果
て
た
と
き
内
外
の
一
切
の
た

よ
り
が
尽
き
る
。）」
に
作
る
。『
林
間
録
』
巻
下
に
は
、「
消
不
尽
」
と
伝
え
る
も
の
が
あ
る
が
、「
其
の
旨
を
失
い
、
害
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を
為
す
こ
と
甚
大
だ
」
と
し
、「
喜
識
尽
時
消
息
尽
，
当
人
那
弁
濁
中
清
」
と
は
、
達
観
曇
頴
が
言
う
（『
建
中
靖
国
続
灯

録
』
巻
二
九
達
観
宗
門
五
派
の
曹
洞
頌
）「
偏
正
互
縱
横
，
迢
然
忌
十
成
。
龍
門
須
要
透
，
鳥
道
不
堪
行
。
石
女
霜
中
織
，

泥
牛
火
裏
耕
。
両
頭
如
脱
得
，
枯
木
一
枝
栄
。（
色
界
と
空
界
は
自
在
に
交
わ
り
、
色
界
だ
け
或
い
は
空
界
だ
け
で
完
全
で

あ
る
こ
と
を
嫌
う
。（
修
行
し
て
）
龍
門
の
滝
は
登
る
必
要
は
あ
る
が
、
虚
空
の
道
の
な
い
鳥
道
は
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
石

女
は
朝
霜
の
な
か
で
機は

た

織
り
、
泥
牛
が
火
の
中
で
耕
作
す
る
。
色
空
の
二
見
を
抜
け
出
ら
れ
た
な
ら
、
枯
れ
木
に
花
が
咲
く
。）」

こ
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

「
当
人
那
弁
濁
中
清
」
の
「
当
人
」
は
喜
識
尽
き
た
道
中
の
人
。「
那
弁
濁
中
清
」
は
、『
信
心
銘
』
の
句
「
至
道
無
難
，

唯
嫌
揀
択
」
に
対
し
て
趙
州
は
「
纔
有
語
言
，
是
揀
択
，
是
明
白
。
老
僧
不
在
明
白
裏
。（
そ
う
言
っ
た
と
た
ん
に
揀
択

で
あ
り
、
揀
択
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
明
白
な
命
題
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
わ
し
は
物
事
に
は
っ
き
り
と
白
黒
を
分
別
す
る

明
白
裏
に
身
を
置
か
ぬ
。）」
と
言
っ
た
が
、
そ
の
「
不
在
明
白
裏
」
に
同
じ
意
。
な
お
「
濁
」「
清
」
は
、『
百
丈
広
録
』、

「
須
弁
清
濁
語
，
濁
法
者
貪
瞋
愛
取
等
多
名
，
清
法
者
菩
提
涅
槃
解
脱
等
多
名
。」

⑪
血
脈
不
斷　
「（
空
色
の
二
見
を
離
る
れ
ば
）
枯
木
に
も
血
が
か
よ
っ
て
お
る
。」

⑫
乾
不
尽　
「
干
か
ら
び
て
は
お
ら
ぬ
。」

⑬
未
審
還
有
得
聞
者
無　
「
枯
木
裏
の
龍
吟
を
聞
け
る
者
は
い
る
の
で
す
か
。」

⑭
尽
大
地
未
有
一
箇
不
聞　
「
こ
の
大
地
の
人
で
聞
か
ぬ
も
の
は
お
ら
ぬ
。」

⑮
未
審
龍
吟
是
何
章
句　
「
龍
は
ど
ん
な
歌
詞
を
吟
じ
て
い
る
の
で
す
か
。」「
章
句
」
は
、
古
典
の
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い

る
歌
詞
。

⑯
也
不
知
是
何
章
句
，
聞
者
皆
喪　
「
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
誰
で
も
聞
こ
え
て
い
る
が
ど
う
い
う
歌
詞
か
知
ら
ぬ
、
そ
れ
を
意

味
づ
け
し
て
（
何
ら
か
の
歌
詞
と
し
て
）
聞
く
者
は
（
禅
僧
と
し
て
の
）
生
命
を
喪
失
す
る
ぞ
。」
な
お
句
頭
の
「
也
」
字
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は
、
本
書
と
『
宗
門
統
要
集
』
以
外
に
は
無
い
。
洞
山
の
無
情
説
法
偈
、「
也
大
奇
，
也
大
奇
，
無
情
解
説
不
思
議
，
若

将
耳
聴
声
不
現
，
眼
処
聞
声
方
得
知
。」（
本
書
巻
一
五
洞
山
章
）

〔
三
四
〕
洞
山
五
位
を
銓
量
す

師
如
是
啓
發
上
機
，
曾
無
軌
轍
可
尋
。
及
受
洞
山
五
位
銓
量
，
特
爲
叢
林
標
準
。
時
洪
州
鍾
氏
屢
請
不
起
，
但
冩
大
梅

和
尚
山
居
頌
一
首
答
之
。

＊

師①�

は
是
の
如
く
上
機
を
啓
発
し
、
曽
て
軌
轍
の
尋
ぬ
可
き
無
し
。
洞②�

山
の
五
位
を
受
く
る
に
及
ん
で
銓
量
す
る
に
、
特

に
叢
林
の
標
準
と
為
る
。
時③�

に
洪
州
の
鍾
氏
は
屢し

ば
しば

請
ず
る
も
起
た
ず
、
但
だ
大
梅
和
尚
の
山
居
頌
一
首
を
写
し
て
之
に
答

う
る
の
み
。

＊

①
師
如
是
啓
發
上
機
，
曾
無
軌
轍
可
尋　

師
は
以
上
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
機
根
の
者
を
教
え
導
き
、
応
用
無
法
で
こ
れ
ま
で

出
来
合
い
の
対
応
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
啓
発
」
は
、『
論
語
』
述
而
篇
、「
不
憤
不
啓
、
不
悱
不
発
。（
自

ら
奮
い
立
つ
よ
う
で
な
け
れ
ば
指
導
し
な
い
、
言
お
う
と
し
て
う
ま
く
言
い
表
わ
せ
な
い
で
い
る
の
で
な
け
れ
ば
教
え
な
い
。）」

「
無
軌
轍
可
尋
」
は
、
本
書
巻
八
龐
居
士
章
、「
居
士
の
所
至
の
処
は
、
老
宿
多
く
往
復
問も

ん

酬ど
う

し
、
皆
な

機

あ
い
て
の
は
た
ら
きに

随
い
響

き
に
応
じ
、
格
量
軌
轍
の
拘
す
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
な
り
。」

②
及
受
洞
山
五
位
銓
量
，
特
爲
叢
林
標
準　
「
洞
山
に
五
位
を
授
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
を
説
き
明
か
す
と
、
も
っ
ぱ
ら
叢

林
の
標
準
と
な
っ
た
。」「
銓
量
」
は
『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
曹
山
条
で
は
「
詮
量
」
に
作
る
。「
銓
」、「
詮
」
通
ず
。『
重
編

曹
洞
五
位
顕
訣
』
に
収
め
る
曹
山
本
寂
門
人
の
曹
山
慧
霞
了
悟
大
師
の
「
洞
山
五
位
顕
訣
并
先
曹
山
揀
出
語
要
序
」
に
い
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う
、「
新
豊
に
迨お

及よ

ん
で
、
宏
く
綱
要
を
提か

か

げ
、
円
融
の
一
句
を
分
け
て
五
門
に
列
す
。
曹
山
大
師
乃
ち
新
豊
の
嫡
嗣
に

洎お
よ

ん
で
、
將
に
五
位
を
明
し
て
五
篇
を
頌
出
し
、
兼
ね
て
一
例
の
言
を
挙
し
、
以
て
五
門
の
旨
を
顕
わ
す
。」
ま
た
門
人

広
輝
の
「
重
集
洞
山
偏
正
五
位
曹
山
揀
語
并
序
」
に
い
う
、「
偏
正
五
位
は
洞
山
大
師
の
作
る
所
な
り
。
…
…
次
い
で
曹

山
大
師
な
る
者
有
り
、
…
…
復
た
明
師
に
遇
い
、
親
し
く
其
の
文
を
授
け
ら
れ
、
密

め
ん
み
つに

其
の
旨
を
伝
え
、
師
の
道
を
墜
す

を
欲
せ
ず
、
学
徒
に
見
示
す
。
上
智
の
人
は
一
隅
に
し
て
暁
り
易
く
、
中
庸
の
士
は
三
復
す
れ
ど
も
明
ら
め
難
し
。
是こ

こ

に

於
い
て
頌
を
制つ

く

り
章

ぶ
ん
し
ょ
うを

排な
ら

ぶ
る
こ
と
、
神
珠
の
海
よ
り
出
づ
る
を
獲え

た
る
が
若
し
。
文
に
随
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
、
明

鏡
の
人
を
照
す
を
窺み

る
が
如
し
。
蓋
し
謂
え
ら
く
、
父
之
を
作
れ
ば
、
子
其
の
事
を
助
成
す
と
。」
ま
た
『
禅
林
僧
宝
伝
』

巻
一
曹
山
本
寂
禅
師
章
に
よ
れ
ば
、
洞
山
を
辞
去
す
る
と
き
、「
先
の
雲
巌
付
す
る
所
の
宝
鏡
三
昧
・
五
位
顕
決
・
三
種

滲
漏
を
授
け
畢
る
」
と
い
う
。

『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
曹
山
本
寂
伝
、「
参
問
之
者
，
堂
盈
室
満
，
其
所
詶
対
，
激
射
匪
停
，
特
為
毳
客
標
準
，
故
排
五

位
以
銓
量
区
域
，
無
不
尽
其
分
斉
也
。（
参
問
の
者
は
堂
や
部
屋
に
詰
め
か
け
、
そ
の
問
答
応
酬
は
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
っ
て

止
め
ど
な
く
、（
そ
の
問
答
応
酬
が
）
と
り
わ
け
行
脚
修
行
の
僧
た
ち
の
手
本
と
な
り
、
そ
れ
で
（
問
答
を
）
五
位
に
配
列
し
て

そ
の
領
域
を
詮
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
究
め
た
。）」

「
五
位
」
は
、
正
（
空
界
）
と
偏
（
色
界
）
と
の
関
わ
り
（
回
互
）
を
正
中
偏
・
偏
中
正
・
正
中
来
・
偏
中
至
・
兼
中
到
の

五
位
に
区
域
し
て
曹
洞
の
宗
旨
を
説
示
し
た
も
の
。

③
時
洪
州
鍾
氏
屢
請
不
起
，
但
冩
大
梅
和
尚
山
居
頌
一
首
答
之　

南
平
王
鍾
伝
（
？
～
九
〇
六
）
の
招
聘
に
大
梅
法
常
の
頌

を
も
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、『
祖
堂
集
』
巻
八
第
四
則
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
人
天
宝
鑑
』、『
釈
氏
通
鑑
』

巻
一
一
、『
曹
山
録
』
に
も
見
え
る
が
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
は
大
梅
の
偈
だ
と
い
わ
ず
、『
人
天
宝
鑑
』
は
偈
を
載
せ
な
い
。

い
ま
『
祖
堂
集
』
を
引
く
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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鍾
陵
大
王
は
徳
の
高
き
を
嚮
仰
し
、
再
三
使
を
降つ

か

わ
し
て
迎
請
す
。
師
乃
ち
疾や

ま
いに

託か
こ

つ
け
て
命
に
従
わ
ず
。
第
三
の

遣
使
去ゆ

く
時
、
王
曰
く
、「
此こ

度た
び

若
し
曹
山
大
師
を
得つ

れ
来
ら
ざ
れ
ば
、
更
に
相
見
す
る
を
要
せ
ず
。」
使
は
旨
を
奉

じ
て
山
に
到
り
、
泣
き
て
告
げ
て
曰
く
、「
和
尚
、
大
慈
大
悲
も
て
一
切
を
救
度
せ
よ
。
和
尚
此
度
若

　

も
也
し
王
旨
に

赴
か
ざ
れ
ば
、
弟わ

子が

一
門
は
便
ち
灰こ

な

粉ご
な

に
さ
る
。」
師
云
く
、「
専
使
に
憂
慮
無
き
を
保

ほ
し
ょ
うす

。
去か

え

る
時
、
貧そ

れ
が
し道

一
首
の

古
人
の
偈
を
附こ

と
づけ

大
王
に
上

た
て
ま
つら

ば
、
必
ず
無
事
を
保
た
ん
。」
偈
に
曰
く
、「
摧う

ら
ぶ
れ残

た
枯
木
は
青
林
に
倚
り
、
幾
度
か

春
に
逢
う
も
心
を
変
え
ず
。
樵き

こ
り客

之
を
見
る
も
猶
お
顧か

え
りみ

ず
、
郢た

く

み人
那
ぞ
更
に
苦し

き
りに

追
尋
せ
ん
。」
使
回か

え

り
て
偈
を
通

ず
。
王
は
遙
か
に
山
を
望
み
、
頂
礼
し
て
曰
く
、「
弟
子
は
今
生
に
て
は
決
定
し
て
曹
山
大
師
に
見
ゆ
る
を
得
ざ
る
な

り
。」

な
お
大
梅
の
こ
の
頌
は
、
本
書
巻
七
、『
聯
灯
会
要
』
巻
四
、『
五
灯
会
元
』
巻
七
な
ど
の
大
梅
法
常
章
、
門
人
慧
宝
編

『
明
州
大
梅
山
常
禅
師
語
録
』（
金
沢
文
庫
所
蔵
）
に
も
見
え
る
が
、「
山
居
頌
」
と
す
る
の
は
本
書
の
曹
山
章
の
み
で
あ

る
。　

〔
三
五
〕
示
寂

天
復
辛
酉
季
夏
夜
，
師
問
知
事
僧
：
「
今
是
何
日
月
？
」
對
曰
：
「
六
月
十
五
日
。」
師
曰
：
「
曹
山
一
生
行
脚
，
到
處

只
管
九
十
日
爲
一
夏
。」
至
明
日
辰
時
告
寂
。
壽
六
十
有
二
，
臘
三
十
有
七
。
門
人
奉
眞
骨
樹
塔
。
敕
謚
元
證
大
師
，
塔
曰

福
圓
。

＊

天①�

復
辛
酉
季
夏
の
夜
、
師②�

は
知
事
僧
に
問
う
、「
今
は
是
れ
何
の
日
月
ぞ
。」
対こ

た

え
て
曰
く
、「
六
月
十
五
日
。」
師
曰
く
、

「
曹③�

山
一
生
の
行
脚
は
、
到

い
た
る

処と
こ
ろ

只た

管だ

九
十
日
を
一
夏
と
為
す
。」
明
日
の
辰
時
に
至
っ
て
告
寂
す
。
寿④�

は
六
十
有
二
、
臘
は
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三
十
有
七
な
り
。
門
人
真⑥

骨
を
奉
じ
て
塔
を
樹た

つ
。
勅
し
て
元
証
大
師
と
謚
し
、
塔
を
福
円
と
曰
う
。

＊

①
天
復
辛
酉
季
夏　

九
〇
一
年
六
月
。
示
寂
の
記
事
は
『
祖
堂
集
』
巻
八
第
五
二
則
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
三
、『
祖
源
通
録

撮
要
』
巻
四
、『
祖
庭
事
苑
』
巻
七
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
、『
人
天
宝
鑑
』、『
五
灯
会
元
』
巻
一
三
、『
釈
氏
通
鑑
』
巻

一
一
、『
曹
山
録
』
な
ど
に
採
ら
れ
る
。

『
祖
堂
集
』
は
続
け
て
言
う
、「
忽
有
一
言
：
雲
巌
師
翁
年
六
十
二
，
洞
山
先
師
亦
六
十
二
，
曹
山
今
年
亦
是
六
十
二
也
，

好
趁
悼
作
一
解
子
。（
雲
巌
師
翁
は
六
十
二
歳
、
洞
山
先
師
も
六
十
二
歳
で
遷
化
さ
れ
た
が
、
私
も
今
年
六
十
二
歳
、
先
師
と

一
緒
に
隊
を
組
ん
で
、
に
ぎ
や
か
に
一
曲
や
ろ
う
。）」
な
お
「
趁
悼
」
は
、
一
山
曰
く
、「
随
隊
喧
鬨
」（
本
書
巻
一
八
玄
沙

章
「
乱
説
雑
話
，
趁
悼
過
時
」
の
趁
悼
に
対
す
る
『
景
徳
伝
灯
鈔
録
』）。「
解
」
は
楽
曲
、「
一
解
子
（
子
は
名
詞
に
つ
く
接
尾

字
）」
は
「
一
曲
」。『
無
準
師
範
禅
師
語
録
』
巻
三
示
清
蔵
主
、「
当
に
老
徳
山
の
如
き
は
独
脱
底
の
一
解
子
を
発
明
し
、

以
て
末
運
の
異
見
邪
解
の
疾や

ま
いを

救
う
。」

②
師
問
知
事
僧
：
今
是
何
日
月
？
對
曰
：
六
月
十
五
日　
『
祖
堂
集
』
は
「
閏
六
月
十
五
日
」。
平
岡
武
夫
『
唐
代
の
暦
』

（「
唐
代
研
究
の
し
お
り 

第
一
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
五
四
）
に
拠
れ
ば
、
天
復
辛
酉
は
六
月
に
閏
月
が
あ

り
、『
祖
堂
集
』
が
正
し
い
。

③
曹
山
一
生
行
脚
，
到
處
只
管
九
十
日
爲
一
夏　
「
わ
し
は
一
生
涯
、
行
脚
は
ど
こ
で
で
も
九
十
日
を
一
夏
と
し
て
き
た
。

（
明
日
の
辰
時
〈
早
朝
〉
に
わ
し
は
行
脚
に
出
か
け
る
と
し
よ
う
。）」
な
お
（　

）
内
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
「
明
日
辰

時
、
吾
行
脚
去
」
に
拠
る
。
夏
安
居
は
四
月
十
六
日
～
七
月
十
五
。
今
日
は
（
閏
）
六
月
十
五
日
で
（
七
月
十
五
日
で
は

な
い
が
）、
九
十
日
を
一
夏
と
す
る
か
ら
、
明
日
早
朝
に
出
立
す
る
こ
と
に
す
る
。

④
寿
六
十
有
二
，
臘
三
十
有
七　
『
祖
堂
集
』、『
宋
高
僧
伝
』
も
同
じ
。
こ
れ
に
拠
っ
て
生
卒
年
は
八
四
〇
～
九
〇
一
。
僧
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臘
は
三
十
七
、
二
十
五
歳
で
具
戒
（『
宋
高
僧
伝
』）
し
た
こ
と
か
ら
、
八
六
四
年
の
夏
安
居
の
後
に
具
戒
し
た
。

⑤
眞
骨　

舎
利
の
こ
と
。
本
書
巻
二
〇
常
州
正
勤
院
蘊
禅
師
章
、「
門
人
葬
于
院
後
。
経
二
稔
，
発
塔
，
覩
全
身
儼
然
髪
爪

俱
長
。
乃
於
城
東
闍
維
，
収
舎
利
真
骨
，
重
建
塔
。」

な
お
南
岳
玄
泰
（
生
卒
年
未
詳
、
嗣
雪
峰
）
が
塔
銘
を
著
わ
し
た
（『
宋
高
僧
伝
』）
が
伝
存
し
な
い
。


